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本 fliI
亥品分館(0召53.4.1設苛)
文理学部図 :'~:fl古(日月39.9.16本館に統合)
教育学部分館(日r'i39.9.16本館に統合)
工学部分館(目白39.9.16本館に統介)
医学部分館(昭53.4.1亥鼻分館に統合)
薬学部分館(llt;42.4.1本館に統合)
同芸学部分館
服役研究所図主:安一ー附敗研究所分館(Uil45.10.5訓告)ー牛物活性研究所分館(昭48.9.29名称変更、
工業短期大学部図主主(U[l46.10.14設置、明53.4.1廃止) 昭53.4.1亥品分館に統合)
0230.4.1 
医学研究科一生理系・病理系・社会医学系・内科系・外科系
日目39.4.1
2長学研究科一薬学専攻・製薬化学専攻(昭45.4.LT;'i設)一ー総合薬品科学専攻(ll召54.4.1改組)
lli350.4.1 
埋学研究科ー数学弓1攻・物理学専攻・化学専攻・生物学専攻・地学専攻
日目54.4.1
看護学研究科ー看護学専攻

1li'j40.4.1 ，-工業意医学専攻・建築学専攻・機械工学専攻・臥工学政・工業化学専攻
工学研究科一十一写J~._工学専攻(Uil4 1. 4.1明設)・印刷工学専攻(昭42. 4.1 t;，;，設)・合成化学専攻(UJj45.4.ITii訟)
日目44.4.1 L_  ';r;:子工学専攻(昭49.4.l:W:設)・機械工学第二専攻(昭52.4.1:1<;':設)
凶芸学研究科一関芸学専攻・農芸化学専攻・jiE図学専攻・農業生産包・理学専攻(Ur'i46.4.LT;'i設)・環境緑地

O{~47.4.1 学専攻(昭53.4.1判設)
人コf学専攻符斗一人文学専攻

」一法経学専攻
日目40.4.1
孜育専攻科一教育王手攻
薬学専攻科(昭31.4.1設置・ 11239.3.31廃止)
ー了一学専攻科(昭30.4.1設置・昭42.3.31廃止)
園芸学専攻科(昭29.4.1設置・昭44.3.31廃止)
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園芸学古'1$農業別科(Ui'j26.4.1設置ト一一図芸学部図芸別科(昭50.4.1改組)
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11243.4.1 r一人文学科

ぃ人玉三部ト」法経学科
目白25.4.1 I 1 -叩 「数学科
文理学日li-一一一斗 ト物理学科

Lm341セ'rw ~.... ......トー化 学 科

L--J1虫 学 部ト1一生物学科
」一地学科(昭49.4.Hi:設)

京京医科ぬ科大学 医学進学報担・雨マ:進学課程(日目30.4.1設置.;J[l34. 31df止)
小学校教只養成課和:

昭25.4.1 トー中学校教え養成謀往
教守一三~一養護学校教民養成，*lヱ(1Ir'j40.4. 1制)

リ ー H トー幼稚国教員養成課程(日召43.4.1設泣)
{Ii問教育工?セノタート特別教科(看護)教員養成課程(明44.4.1設置)
げgS3.4.L&tff)Lー誌道教諭養jjX課程(og51.4.1]主説教諭養成所を改組)
附属第 小学校・附属第二小学校(昭26.4.1設置卜一一附属小学校(llB4l.4.1統合)
附属第一中学校・附属第二中学校( 11) 一一ー附属中学佼(昭40.4.1統合)
附属養護学校(昭48.4.1設定)

1l[l24.5.31 Lー附属幼稚図(昭26.4.1設置)
医 学 部ト干ー医学専門課程
官官7日i医学進学課程(昭30.4.1設置)
l'付属病院分院(昭37.3.31廃止)
I，fj属看護学佼(r沼26.4.1設置)
附属助産婦学佼(昭33.4.1設置)
肝属診療エックス線技師学校(昭32.4.1設~~)一一附}~診療放射線技針J学校(1Ií'ì44.4.1&*JJ.)
j;ft胤肺結研究施設(1lr'i34.4.1設置)
1;叶属農山村医学研究地設(日日39.4.1設置)一一一一|射)I~})日境疫学研究純設(IIß49.4.11改組)
附属脳桜花{i)f'jt施設(昭4l.4.1設孟)

日s24.5.31'-ー附扇動物実験施設(1沼53.4.1設置)
薬 学 部トイ-~ 学 科 t一総合薬品科学科(沼54.4.1改組)~Lー製薬化学科(Hr'i4 l. 4.1W:設)ー」
ng50.4.22Lー防局Z疑問植物問(昭51.5.10設置)

看ぬ宇部ト看護学科 「長官PI
建築工学科(昭53.4.VW設)
機械工学科
後f庇工学第二学科(昭48.4.1増設)
電気工学科
電子ヱザ:科(U844.4.1増設)
工業化学科
今成化学科(1l[l4l.4.11/:設) rー写真工学科(日間7.4.1拡充改組「
写真印刷工学科(昭33.4.1増設)...L一正Ilfl:U工学科( 11 )斗
特設工学課程(lIg51.4.1工業短期大学部を改組、昭53.4.1廃止 | 

附属天YI，¥色工学研究地設(昭38.4.1設定) 弁学科へl吸収) I 
図芸学科 画像工学科(昭5l.4.1改組)一...J
農芸化学科
造園学科
総合農学科(昭28.4.1勾i設)一一農業生産管理学科(昭42.4.1拡充改組)一一一「
王立境緑地学科(Bs49.4.IJi':設) 図去経治学科(U@53.4.1改組)一一一一一l
「一校内成場

農場寸
」一校外農場一(干IJ根高冷地農場・熱)1[1暖I也農場)
日召43.4.1

(文理学部)ーイ教 養 部|

沼35.4目I併設 Uij38.4.ldrl:立 昭39.4.1井裕
(文理学部)一一留学生謀抱一一留学生諜程一ー留学生部(昭47.3.31廃止)

酵素化学研究部
薬 I里活性研究部
長性病理研究部
活性天然物化学研究部
抗生物質研究部
食中毒研究部
生体膜研究部(nf'，52.4.18増設)
抗生物質製造試験地設(昭50.4.1設置〕
機器 τ ンター(l1lj51.5.10設置)

工業短期大学部(昭27.4.1設住t.日召54.3.31廃止)

1197 

大9.4 大10.3 11召10.4 昭19.4国立移包=
茂原農学校附属一千葉県実業補修-15年学校教一一千葉背年師徳学佼
j民業教員養成科 学校教j，l養成所 以記成所

Ils24. 5. 31 
工芸学部
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大1l.4 大12.4
千葉限学専門学校一千葉医科大手
附属医院 |汀 )tJ~医院

月FJ27.9 別34.4 大12.4
第一高等学校一千業医学主主門ァ千葉医科大学
医学部医学科 学校医学科 | 

|大12.4
L千葉医科大学
日付属医学卒門部
(大14.3:発JI:)

U)J7.7 
共立柄i完

千fi:'病院 IlJJ9.10 
医学教場一一(公立)
l 千業病院

明15.7 明15.7
県立千葉一一一県立附
医学校 胤病院

日ムJ2l.3
L%立千
葉病院

明20.9国立移管
第一!日i等中学校
医学部医学科

昭19.4
東京工業専門学校

日月5.9
印雌官民
共立学舎

鴻台学校

pi」-mf) | 出常一時! 「鴇111盟主長官
千葉師範学校 | 山li範学校 uHi範学校 十(男子部)(女子部)

山 川17.7 千葉しJ県明川 ( 
千業女子制Ii範学校一千芳明範学-lilli範学校一師範学校一千業保久一子一一一一一__J
(明17.6廃止) 校女千百E 女子部 女子部 附範学校

明23.7 I円27.9 明34.4 大12.4
第一高等、中学校-E+~一高等学校一千葉医学専門一千葉医科大学
医学部薬学科 医学部薬学科学校薬学科 目t属薬学専門部
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千葉県立 一一一千葉県立 一一一一一一一千葉尚等 ー一一一一一千葉農業与門学校
凶芸専門0"1:校 高等間芸学校 園芸学校
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(1) 千葉大学評議会規程

第 1条国立大学の評議会に関する暫定措置

を定める規則〈昭和28年文部省令第11号〉

に基づき千葉大学に評議会を置く。

第 2条評議会は、次の各号に掲げる評議員

をもって組織する。

学長

一各学部長及び教養部長

三各学部及び教養部の教授2名

四生物活性研究所長

五附属図書館長

六附属病院長

2 前項第3号の評議員は、各学部及び教養

部ごとに教授会において当該学部及び教養

部の教授のうちから選挙された者とする。

第 3条前条第1項第3号の評議員の任期

は、 2年とする。ただし、補欠の評議員の

任期は、前任者の任期の残余の期間とする。

2 前項の評議員は、再任されることができ

る。

3 第 1:::真の評議員は、任期が満了した場合

においても、新たに評議員が任命されるま

では、同項の規定にかかわらず引き続きそ

の職務を行う。

第4条評議会は、学長の諮問に応じて次の

各号に掲げる事項を審議する。

一学則その他重要な規則の制定改廃に関

する事項

二予算概算の方針に関する事項

三学部、学科その他重要な施設の設置廃

止に関する事項

四人事の基準に関する事項

五学生定員に関する事項

六学生の厚生補導及びその身分に関する

重要事項

七学部、その他の機関の連絡調整に関す

る事項

八教育研究の全学的な体制の整備発展に

関する事項

九その他大学の運営に関する重要事項
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千葉大学評議会規程

(昭和28.6.1廃止〉

第 1条本学の運営を円滑適正にし、且つ学

部間の連繋を緊密化するため、本学に評議

会を置く

第2条評議会は前条の目的を達成するた

め、本学の運営に関する重要なる事項につ

き学長の諮問に応じ審議するものとする

(注〉 運営に関する重要なる事項とは、概

ね!日制大学の評議会の審議事項 (1学部

に於ける学科の設置及廃止 2講座の設

置及廃止に付諮問したる事項 3大学内

部の制規 4其の他文部大臣又は学長の

諮問したる事項〉とする

第3条評議会は左の評議員を以て組織する

一学部長

一附属病院長、分校主事

一左記により各学部毎に教授(教授予定

者を含む。以下教授と称する〉の互選に

より学長の命ずるもの

記

医学部 2名

薬学部 l名

学芸学部 3名〈内2名4年制一般教養

担当の教授の互選によ

るもの〉

工芸学部 2名

園芸学部 2名

〈注〉 教授予定者とは、本学に在職する教

官にして教授の資格審査に合格し、且つ

講座定員内のものをいう

第4条学長は必要ある時は評議員以外のも

のも出席させることができる

第5条学長は毎月 1回評議会を招集し、そ

の議長となる

但し臨時に招集することもある

附則

一本規程は昭和24年10月5日より施行する

一本規程の存続期間は大学管理法(仮称〉

の制定までとする
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2 評議会は、前項に掲げる事項の外、教育

公務員特例法(昭和24年法律第1号〉の規

定によりその権限に属せしめられた事項を

取り扱う。

第5条学長は、評議会の会議を招集しその

議長となる。

2 前条第2項に規定する事項について、評

議員の 3分の l以上の請求があるときは、

学長は会議を招集しなければならない。

第6条評議会は、常会及び臨時会とする。

2 常会は毎月 1回、臨時会は必要あるとき

開くものとする。

第7条評議会は、評議員の 3分の 2以上の

出席がなければ議事を開き議決することが

できなし、。

2 議事は、出席評議員の過半数で、決する。

3 可否同数のときは議長の決するところに

よる。

第8条学長は、必要があるときは評議員以

外の者を会議に出席させることができる。

第9条評議会に議事録を具え議事進行の過

程及び決定事項を記録する。

第10条評議会の庶務は、事務局が処理す
、タ

Q。

第11条 この規程の改正は、評議員の 3分の

2以上の同意を必要とする。

第12条 この規程に定めるものの外、必要な

事項は評議会が定める。

附則

1 この規程は、昭和28年6月1日から施行

する。

2 昭和26年10月5日施行の千葉大学評議会

規程は廃止する。

附則

この規程の改正は、昭和36年4月1日から

施行する。

附則

この規程の改正は、昭和39年9月10日から

施行する。

附則

この規程の改正は、昭和43年5月9日から

施行し、昭和43年4月1日から適用する。
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附則

この規程の改正は、昭和47年4月1日から

施行する。

附則

この規程の改正は、昭和47年7月13日から

施行する。

附則

この規程の改正は、昭和48年9月29日から

施行する。

附則

この規程の改正は、昭和53年4月1日から

施行する。

(3) 千葉大学教授会規程

(設置〉

第1条学校教育法第59条に基づき、本学の

各学部、教養部及び生物活性研究所〈以下

「学部等」とし、う。〉に教授会を置く。

(組織〉

第2条教授会は、学部等の長及び教授の全

員をもって組織する。

2 教授会は、学部等の長及び教授をもって

(2) 千葉大学協議会規程

(昭48.10. 1廃止〉

第1条教育公務員特例法に定める事項を行

うため、本学に協議会を置く。

第2条協議会は次に掲げる職員をもって組

織する。

学長

一学部長

三評議員である教授

四腐敗研究所長

五附属図書館長

六医学部附属病院長

第3条学長は必要があるときは、協議会を

招集しその議長となる。

第4条協議会の議決方法その他について

は、千葉大学評議会規程第5条以下を準用

する。

附則

この規程は昭和27年12月9日から施行す

る。

千葉大学学部教授会規程

(設置〉

第1条学校教育法、その他の法令に基い

て、本学各学部に教授会を置く。

(組織〉

第2条教授会は、学部長および教授の全員

をもって組織する。

2 教授会は、学部長および教授をもって構

成する教授会の定める規程に基いて、助教
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構成する教授会の定める規程に基づいて、

学部等の実情に応じ助教授その他の教官を

その構成員に加えることができる。

(権限〉

第3条学部等における、次に掲げる事項

は、教授会の審議を経なければならない。

一学科講座〈これに代るべきものを合

む。〉並びに教育及び研究に関する施設の

設置廃止に関する事項

二学科目の種類及び編成に関する事項

三学生の入学及び卒業の認定に関する事

項

四学生の試験に関する事項

五学生団体、学生活動及び学生生活に関

ずる事項

六学生の懲戒に関する事項

七学部等の予算に関する事項

八 その他学部等の教育、研究及び運営に

関する重要事項

2 教授会は、前項に掲げる事項の外、教育

公務員特例法その他の法律の規定によれ

その権限に属せしめられた事項をつかさど

る。

〈会議〉

第4条定例教授会は、毎月 1回以上開会す

る。ただし、特に必要がある場合は、臨時

に開会することができる。

第5条学部等の長は、教授会を招集しその

議長となる。

第6条教授会は、その構成員の 3分の 2以

上の出席がなければ、会議を開くことがで

きない。

第7条教授会の議決は、出席者の過半数の

同意、をもって成立する。

第8条学部等の長は、必要あるときは、教

授会の構成員以外の者を教授会に出席させ

ることヵ:で、きる。

第9条教授会構成員の4分の 1以上の者が

議案を示して請求するときは、学部等の長

は、教授会を招集しなければならない。

第10条学部等の長に事故あるときは、学部

等の長があらかじめ教授会の議を経て指名
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授又は常勤の講師をその構成員に加えるこ

とができる。

(権限)

第 3条当該学部における次に掲げる事項

は、教授会の審議を経なければならない。

一学科講座〈これに代るべきものを合

む。〉ならびに教育および研究に関する施

設の設置廃止に関する事項

二学科目の種類および編成に関する事項

三学生の入学および卒業の認定に関する

事項

四学生の試験に関する事項

五学生団体、学生活動および学生生活に

関する事項

六学生の懲戒に関する事項

七 その他当該学部の教育、研究および運

営に関する重要事項

2 教授会は、前項に掲げる事項の外、教育

公務員特例法その他の法律の規定によりそ

の権限に属せしめられた事項をつかさど

る。

(会議〉

第4条定例教授会は、毎月 l回以上、開会

する。但し、特に必要がある場合は、臨時

に開会することができる。

第5条学部長は、教授会を招集し、その議

長となる。

第6条教授会は、その構成員の 3分の 2以

上の出席がなければ、会議を聞くことがで

きない。

第7条教授会の議決は、出席者の過半数の

同意、をもって成立する。

第 8条学部長は、必要あるときは教授会の

構成員以外の者を教授会に出席させること

ができる。

(議事録〉

第9条教授会に議事録を具え、議事進行の

過程および決議事項を記録し議長の指名す

る教授2名の確認を受けるものとする。

第10条議事録は、学部長が保管する。

(幹事および書記〉

第11条教授会に、幹事および書記を置く。
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Lた教授が議長の職務を行う。

(議事録〉

第11条教授会に議事録を備え、議事進行の

過程及び決議事項を記録するものとする。

(幹事及び書記〉

第12条教授会に、幹事及び書記を置く。幹

事は、事務長が乙れにあたる。

2 書記は、幹事の命をうけ事務に従事す

る。

(議事及び運営〉

第13条 その他、教授会の議事及び運営の方

法については、教授会が定める。

附則

この規程は、昭和26年10月5日から施行す

ゐ。

M
H
H
リ
日
μ
ハ

叶
u
"ハい・

ζの規程の改正は、昭和43年11月14日から

施行する。

附則

この規程の改正は、昭和47年4月1日から

施行する。

附則

この規程の改正は、昭和47年7月13日から

施行する。

附則

ζの規程の改正は、昭和48年 9月29日から

施行する。

(4) 千葉大学学長選考基準

〈趣旨〉

第 1条学長採用の選考は、教育公務員特例

法(昭和24年法律第1号〉第4条の規定に

基づき、千葉大学評議会(以下「評議会」と

いう。〉がこの基準により行う。

(選考の時期〉

第 2条評議会は、次の場合に学長候補者の

選考を行う。

一学長の任期が満了するとき。

二学長が辞任を申出たとき。

三学長が欠員主なった主き。

2 学長候補者の選考は、前項第 1号に該当

する場合においては、任期満了の30日前ま

でに、同項第2号又は第3号に該当する場

幹事は、事務長がζれにあたる。

2 書記は、幹事の命を受け事務に従事す

る。

〈議事および運営〉

第12条 その他、教授会の議事・および運営の

方法I乙ついτは、教授会が定める。
附則

本規程は、昭和26年10月S日から施行ず

る。

千葉大学学長選考基準

(昭40.3.9廃止〉

第 l条学長採用の選考は千葉大学協議会が

この基準によって行う。

第2条学長の選考怯次の場合に行う。

一学長の任期が満了するとき

二学長が辞任を申出たとき

三学長が欠けたとき

第 3条学長は原則として、学内の適任者の

うちから選考する。

第4条協議会は学長を選考するため、学長

候補者推薦委員会(以下、委員会という。〉

の推薦する学長の候補者について、選挙権

を有する者に単記無記名投票による選挙を

行わせる。
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合においては、辞任の申出があったとき又

は欠員となったときすみやかに行う。

(選考の方法〉

第 3条評議会は、選挙資格を有する者〈以

下「選挙資格者」としザ。〉による選挙の結

果に基づき、学長候補者を選考する。

(選挙資格者〉

第4条選挙資格者は、選挙公示の日に現に

在職する本学の学長、専任の教授、助教

授、講師及び助手とする。ただし、別に定

める者及び選挙の日までにその職を去った

者は、選挙資格を有しない。

(選挙の期日、公示及び通知〉

第5条評議会は、学長候補者の選挙を行う

期日を定め、次の各号に定める期間内に公

示し、各学部、教養部、生物活性研究所及

び医学部附属病院(以下「各部局」という。〉

の長並びに選挙資格者に通知しなければな

らない。

一学長の任期が満了するときは、選挙を

行う期日の25日前まで

二学長が辞任を申出たとき又は学長が欠

員となったときは、その日より10日以内

(学長候補適任者選定委員会〉

第6条評議会は、学長候補者となるべき適

任者(以下「学長候補適任者」とし、う。〉を選

定するため、学長候補適任者選定委員会

(以下「委員会」とし寸。〉を設ける。

2 委員会は、各部局(医学部附属病院を除

く。〉から選出された委員をもって組織す

る。各部局は、選挙資格者の互選により、

各4名の委員を選出する。

3 委員会は、委員の互選により委員長を定

める。委員長は、委員会の議長となる。

4 委員会は、委員の 5分の 4以上の出席が

なければ委員会を聞くことができない。

第7条学長候補適任者となるべき者は、各

部局(医学部附属病院を除く。〉の推薦によ

るものとする。この推薦は、公示の日から

14日以内に評議会に対して、これを行う。

第8条評議会は、前条の規定による推薦締

切後4日以内l亡、被推薦者の氏名、経歴等

1206 
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第5条選挙資格を有する者は、選挙公示の

日に現に本学の学長並びに専任の教授、助

教授及び講師であるものとする。

選挙公示の日に選挙資格を有していた者

が、選挙の日まで、に前項の職を去ったとき

は選挙資格を失う。

第6条学長の選挙事務は協議会が管理す
る。

第7条協議会は学長の選挙を行う期日を定

め、次の期間内に公示すると共に、学部長

並びに選挙資格を有する者に通知しなけれ

ばならない。

一学長の任期が満了するときは、満了の

日の30日前まで

二学長が辞任を申出たとき及び学長が欠

けたときは、その日より10日以内

第8条学部長は前条の通知を受けた場合は

学長候補者推薦委員(以下、委員という。〉

を選出し、協議会に報告しなければならな
し、。

第9条各学部の委員は教授会の構成員のう

ち、選挙資格を有する者の互選により選出

せられた者5名とする。

第10条協議会は委員会を招集し、学長の侯

補者を推薦させる。

委員会の議長は、学長又はその代理者を

もって充てる。

委員会は委員の 5分の4以上の出席がな

ければ会議を開くことができない。

第11条委員会は次の方法によって学長の侯

補者を定める。

ー各出席委員は候補者として適当と認め

る者 2名以内を、速記で投票する。

二議長は得票者の氏名を第1次候補者と

して、五十音順によりその席上で発表す

る。

三各出席委員は第1次候補者の中から 3

名以内を、連記で投票する。

四前号の投票において、得票多数の者5

名を限度として学長の候補者とする。但

し、末位に得票同数の者があるときは、

学長の候補者に加える。
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を委員会の委員となるべき者に通知し、こ

の通知後、すみやかに委員会を招集する。

第9条委員会は、前条の通知後、 5日以内

に、次の方法により学長候補適任者を選定

する。

一委員会は、 2名連記の無記名投票によ

り被推薦者のなかから、学長候補適任者

を選定する。

二委員長は、上位の得票者5名を限度と

して学長候補適任者とし、その席上で五

十音順にこれを発表する。ただし、末位

に得票同数の者があるときは、その者を

加える。

2 前項の得票数は、委員長及び委員の互選

による立会人2名のほかには、示さないも

のとする。

3 委員長は、学長候補適任者を選定したと

きは、これを評議会に報告する。

〈学長候補適任者の公示及び通知〉

第10条 評議会は、学長候補適任者の氏名を

五十音11買により公示し、選挙資格者に通知

しなければならない。

(選挙〉

第11条学長候補者の選挙は、前条の候補適

任者について、単記無記名投票によりこれ

を行う。

2 前項の投票において、有効投票の過半数

を得た者がないときは、得票多数の者3名

について単記無記名投票を行う。ただし、

得票同数の者があるときは、その者を加え

る。

3 前項の投票において、有効投票の過半数

を得た者がないときは、得票多数の者2名

について単記無記名投票を行う。ただし、

得票同数の者があるときは、その者を加え

る。

4 前項の投票において、有効投票の過半数

を得た者がないときは、得票多数の者2名

について再度単記無記名投票を行う。ただ

し、得票同数の者があるときは、 くじでそ

の順位を定める。

〈不在者投票〉

五議長は学長の候補者の氏名を、五十音

順によりその席上において発表する。

前項における投票は総て無記名とし、且

つ各候補者の得票数及びその順位は、議長

及び協議会が協議員のうちから選任した立

合人2名の外には示さないものとする。

議長は学長の候補者が決まったときは、

これを協議会に報告する。

第12条協議会は学長の候補者の氏名を五十

音順により公示すると共に、選挙資格を有

する者に通知しなければならない。

第13条学長の選挙は、前条の候補者につい

て、指定の期日に、指定の選挙場において

行う。

第14条有効投票の過半数を得たものを学長

候補者とする。

過半数を得たものがないときは繰返し前

条の投票を行う。

投票3回に及んで、なお過半数を得たもの

がないときは、 3回目の投票において得票

多数の者2名について投票を行う。但し、

末位の者と同点者があるときはくじでその

順位を定める。

前項の投票で有効投票の多数を得た者を

学長候補者とする。得票同数のときはくじ

で定める。

第15条学長候補者が学長となることに同意

しないときは、前2条の規定により再投票

を行う。

第16条協議会は選挙の結果に基き、学長侯

補者を選考して学長又はその代理者に報告

し且つ公示する。

第17条学長の任期は4年とする。但し、再

選することができる。

第四条 この基準の解釈について疑義がある

ときは、協議会がこれを決定する。

第19条 この基準の実施に関し必要な事項は

協議会が定める。

第20条 この基準の改正は協議会において出

席者の 3分の 2以上の同意を必要とする。

附則

1 この基準は昭和28年2月1日から施行す
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第~2条選挙資格者で、公務による出張又は| る。

疾病その他身体の故障院主り、選挙の当日

自ら投票所に行くこ之ができない者は、別

『こ定めるところIこより、不在者投票をする

ことができる。

(当選者〉

第13条第11条第1項から第3項までの投票

において、有効投票の過半数を得た者を、

学長候補者選挙の当選者とする。

2 第11条第4項の投票においては、有効投

票の多数を得た者を当選者とする。得票同

数のときは、くじで当選者を定める。

〈当選者の辞退〉

第14条評議会は、学長候補者選挙の当選者

が学長となることに同意Lないときは、前
5条の規定により再選挙を行う。

2 評議会は、再選挙を行引口、ずこったとき

は、直ちにその旨を公示L、選挙資格者に
通知しなければならない。

(選挙の管理〉

第15条学長候補者の選挙は、評議会が管理

する。

2 評議会は、選挙管理責任者1名を置くも

のとし、評議会議長をもゥて充てる。

(学長候補者の決定〉

第16条評議会は、選挙の結果巴基づき、学

長候補者を決定する。

2 評議会は、前項の決定を学長又はその代

理者に報告し、公示する。

(学長の任期〉

第17条学長の任期は、 4年とする。

2 学長は、再任することができる。ただ

し、引き続き 6年をこえて在任することは

できない。

(細則等〉

第四条 この基準の実施に関する細則は、評

議会が定める。

2 この基準の解釈について疑義があるとき

は、評議会がこれを決定する。

〈改正の手続〉

第四条 この基準は、評議会において出席者

の3分の 2以上の同意を得なければ、改正

1208 
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することができない。

附則

1 この基準は、昭和40年12月9日から施行

する。

2 従前の千葉大学学長選考基準〈昭和28年

2月1日評議会制定〉は、これを廃止す

る。

3 この基準施行の際現に学長の職にある者

の任期については、初任より引続き 6年を

こえて在任することはできない。

附則

この基準の改正は、昭和42年10月12日から

施行する。

附則

この基準の改正は、昭和44年4月4日から

施行する。

附則

この基準の改正は、昭和45年6月3日から

施行する。

附則

この基準の改正は、昭和47年4月1日から

施行する。

附則

この基準の改正は、昭和48年9月29日から

施行する。

附則

この基準の改正は、昭和48年10月1日から

施行する。

附則

この基準の改正は、昭和53年4月1日から

施行する。

(5) 千葉大学学部長選考に関する規程

第 1条学部長候補者の選考に関し必要な事

項は、この規程の定めるところによる。

第 2条学部長候補者は、学部の教授(教授

予定者を含む。〉のうちから、当該学部の教

授会の議に基づき学長が選考する。

第3条学部長候補者の選考は、次の各号の

ーに該当する場合行う。

一
一一
一一一

学部長の任期が満了するとき。

学部長が辞任を申出たとき。

学部長が欠員となったとき。

資 挙} 編

|日

千葉大学学部長選考基準

(昭28.6.1廃止〉

第 1条学部長採用の選考は、当該学部教授

会の推薦する候補者について、学長がiこれ

を行う。

第2条学部長は、原則として当該学部内の

適任者のうちから選考する。

第3条学部長の任期は3年とする。但し、

再任することができる。この場合は、引き

続き 6年を超えて在任することができな

し、。
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第4条学部長は、教授会により決定した、

学部長候補者を学長に報告する。

第5条学部長の任期は、 2年とし、再任を

妨げない。ただし、引続き 4年をこえて在

任することができない。

第6条学部長候補者選考の実施に関し必要

な学部細則は、あらかじめ学長の承認を受

けるものとする。

附則

1 この規程は、昭和28年6月1日から施行

する。

2 昭和28年2月1日施行の千葉大学学部長

選考基準は廃止する。

附則

1 この規程の改正は、昭和47年7月13日か

ら施行する。

2 この規程の改正の際現に在職している学

部長の任期は、改正後の規程第5条の規定

にかかわらず、なお従前のとおり 3年と

し、改正時における任期のはじめから起算

して、引続き 4年をこえて在任できないも

のとする。

(6) 千葉大学教養部長選考基準

第 1条千葉大学教養部長〈以下「教養部長」

という。〉候補者の選考に関しては、この基

準の定めるところによる。

第2条教養部長候補者は、本学の教授〈教

授予定者を含む。〉のうちから千葉大学教養

部教授会(以下「教授会」とし、う。〉の議に基

づき学長が選考する。

第3条教養部長候補者の選考に関する教授

会は、次の各号のーに該当する場合に聞か

れる。

一教養部長の任期が満了するとき。

二教養部長が辞任を申し出たとき。

三教養部長が欠員となったとき。

2 教養部長候補者の選挙は前項第1号に該

当する場合は任期満了の日の20日前まで

に、第2号又は第3号に該当する場合はそ

のつどすみやかに行う。

第4条教授会は、教養部長候補者の選挙を

行う期日を定め、次の各号に定める期間内

1210 
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第4条学部長の推薦に関する内規は、予め

学長の承認を受けるものとする。

附則

この基準は昭和28年2月1日から施行す

る。

註第1条の「教授会」とは学部において

2種の教授会を開く場合は、その広い意

義における教授会を指すものとする。

千葉大学教養部長選考基準

〈昭44.5.15廃止〉

第1条千葉大学教養部長(以下「教養部長」

という。〉候補者の選考に関しては、この基

準の定めるところによる。

第2条教養部長候補者は、本学の教授〈教

授予定者を含む。〉のうちから千葉大学教養

部教授会(以下「教授会」という。〉の議に基

づき、学長が選考する。

第3条教養部長候補者の選考に関する教授

会は、次の各号のーに該当する場合に開か

れる。

一教養部長の任期が満了するとき

二教養部長が辞任を申し出たとき

‘三教養部長が欠員となったとき

第4条教授会は、その構成員が推薦した者

のうちから、教養部長候補者となるべき適

任者3名を選定する。

2 前項の推薦は、授教会構成員の単記無記

名投票による。
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に公示しなければならない。

一教養部長の任期が満了するときは、選

挙を行う期日の18日前まで

二教養部長が辞任を申し出たとき又は教

養部長が欠員となったときはその日より

10日以内

第5条教授会は、その構成員が推薦したも

ののうちから教養部長候補者となるべき適

任者3名を選定する。

2 前項の推薦は、教授会構成員の単記無記

名投票による。

3 推薦された者が3名を超えるときは、被

推薦者全員について単記無記名投票を行い

得票多数の者3名を適任者とする。

4 得票同数の者については、単記無記名の

決選投票を行L、適任者を定める。

5 推薦された者が3名に満たない場合に

は、その欠を補なうために単記無記名の推

薦投票を行い適任者3名を選定する。

第6条教養部長候補者となるべき適任者の

推薦及び選定の告示は、その日を含めて 7

日以前に行わなければならない。

第7条選挙資格者は、選挙公示の日に現に

在職する専任の教授、助教授、講師及び助

手とする。

第8条第5条により選定された適任者のう

ちから教養部長候補者を選出するため選挙

を行う。投票は、単記無記名とする。

2 選挙資格者で公務による出張又は疾病そ

の他身体の故障により選挙の当日自ら投票

所に行くことができない者は、別に定める

ところにより不在者投票をすることができ

る。

3 教養部長候補者選挙の当選者は、有効投

票数の過半数を得た者とする。

4 前項に該当するものがないときは、得票

多数の者2名について単記無記名の決選投

票を行い得票多数の者を当選者とする。こ

の場合において、得票が同数であるときは

年長者を当選者とする。

第9条教養部長候補者となるべき適任者

は、第8条の選挙の日を含めて 7日以前に

3 推薦された者が3名を超えるときは、被

推薦者全員について単記無記名投票を行な

い、得票多数の者3名を適任者とする。

4 得票同数の者については、さらに決戦投

票を行ない適任者を定める。

5 推薦された者が3名に満たない場合に

は、その欠を補なうために、さらに推薦投

票を行ない適任者3名を選定する。

第5条教養部長候補者となるべき適任者の

推薦及び選定の告示は、その日を含めて 1

週間以前に行なわなければならない。

第6条第4条より選定された適任者のうち

から、教養部長候補者を選出するため選挙

を行なう。

2 前項の選挙資格者は、選挙の当日専任の

教授、助教授及び講師である者とする。た

だし、海外出張中の者を除く。

3 教養部長候補者選挙の当選者は、有効投

票数の過半数を得た者とする。

4 前項に該当する者がないときは、投票多

数の者2名について、さらに投票を行な

い、得票多数の者を当選者とする。この場

合において、得票が同数であるときは、年

長者を当選者とする。

第7条教養部長候補者となるべき適任者

は、第6条の選挙の日を含めて 1週間以前

に告示されなければならない。

第8条第6条の選挙に関する事務は、教養

部長が管理する。

第9条教授会は、第6条の選挙の結果を参

考として、教養部長候補者を決定する。

第10条教養部長は、第9条により決定した

教養部長候補者を学長に報告する。

第11条教養部長の任期は、 2年とする。た

だし、再任とすることができる。

第12条 この基準を改正するときは、教授会

の議を経るものとする。

附則

この基準は、昭和43年4月1日から施行す

る。
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告示されなければならない。

2 前項の告示には得票は示さず、氏名は五

十音)1買に発表する。

第10条教授会は、第8条の選挙の結果に基

づき教養部長候補者を決定する。

第11条教養部長又は選挙管理責任者は第10

条により決定した教養部長候補者を学長に

報告し公示する。

第12条第8条の選挙に関する事務は、教養

部長又は選挙管理責任者が管理する。

第13条教養部長の任期は2年とし、再任を

妨げない。ただし、引続き 4年をこえて在

任することができない。

第14条 との基準の実施に関する細則は別に

定める。

第15条 この基準を改正するときは教授会の

議を経るものとする。

附則

1 この基準は，昭和44年5月15日から施行

する。

2 千葉大学教養部長選考基準(昭和43年 2

月8日制定〉は、廃止する。

附則

1 この基準の改正は、昭和47年7月13日か

ら施行する。

2 この基準の改正の際現に在職する教養部

長は、改正時における任期のはじめから起

算して、引続き 4年をこえて在任できない

ものとする。

附則

この基準の改正は、昭和52年 1月20日から

施行する。

(7) 千葉大学生物活性研究所長選考基準

第1条研究所長採用の選考は、研究所教授

会の議に基づき、学長がこれを行なう。

第 2条研究所長は、本学教授のうちから選

考する。

第 3条研究所長の任期は 2年とし、再任を

妨げない。ただし、引続き 4年をこえて在

任することができない。

第4条 研究所長の選考に関する研究所内規

は、予め学長の承認を受けるものとする。

1212 

腐敗研究所長選考基準

第 1条研究所長採用の選考は、研究所教授

会の推薦する候補者について学長がこれを

行う。

第 2条研究所長は、原則として学内の適任

者のうちから選考する。

第3条研究所長の任期は3年とする。但

し、再任することができる。

第4条研究所長の推薦に関する内規は、予

め学長の承認を受けるものとする。
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附則 | 附則

この基準は、昭和28年2月1日から施行す| この基準は、昭和28年2月1日から施行す
る 。|る。

附則

1 この基準の改正は、昭和47年7月13日か

ら施行する。

2 この基準の改正の際現に在職している研

究所長の任期は、改正後の基準第3条の規

定にかかわらず、なお従前どおり 3年と

し，改正時における任期のはじめから起算

して、引続き 5年をこえて在任できないも

のとする。

附則

この規程の改正は、昭和48年9月29日から

施行する。

(8) 千葉大学医学部附属病院長選考基準

第1条医学部附属病院長採用の選考は、医

学部教授会の推薦する候補者について学長

が行なう。

第2条 医学部附属病院長は、医学部教授の

うちから選考する。

第 3条医学部附属病院長の任期は 2年と

し、再任を妨げない。ただし、引続き 4年

をこえて在任することができない。

第4条医学部附属病院長の推薦に関する内

規は、予め学長の承認を受けるものとす

る。

附則

この基準は、昭和28年9月18日から施行す

る。

附則

1 この基準の改正は、昭和47年7月13日か

ら施行する。

2 この基準の改正の際現に在職する医学部

附属病院長は、改正時における任期のはじ

めから起算して、引き続き 4年をこえて在

任できないものとする。

(9) 千葉大学附属図書館長選考基準

第1条附属図書館長採用の選考は、この基

準により学長がこれを行う。

第 2条附属図書館長は、原則として学内の

千葉大学医学部附属病院長選考基準

第 1条 医学部附属病院長採用の選考は、医

学部教授会の推薦する候補者について学長

が行う。

第2条医学部附属病院長は、原則として医

学部臨床教授のうちから選考する。

第3条医学部附属病院長の任期は2年とす

る。

第4条 医学部附属病院長の推薦に関する内

規は、予め学長の承認を受けるものとす

る。

附則

この基準は，昭和28年9月18日から施行す
る。

千葉大学附属図書館長選考基準

第1条附属図書館長採用の選考は、この基

準により学長がこれを行う。

第2条附属図書館長は、原則として学内の
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適任者のうちから選考する。

第3条附属図書館長の任期は2年とし、再

任を妨げない。ただし、引き続き 4年をこ

えて在任することができない。

附則

この基準は、昭和28年2月1日から施行す

る。

「註」 学長が第 1条の選考を行うときは、

評議会の意向を徴するものとする。

附則

1 この基準の改正は、昭和47年7月13日か

ら施行する。

2 この基準の改正の際現に在職している附

属図書館長の任期は、改正後の基準第3条

の規定にかかわらず、なお従前どおり 3年

とし、改正時における任期のはじめから起

算して、引き続き 4年をこえて在任できな

いものとする。

附則

この基準の改正は、昭和48年10月1日から

施行する。

(10) 千葉大学学生部長選考基準

第 1条千葉大学学生部長(以下「学生部長J
としザ。〉の選考は、この基準の定めるとこ

ろによる。

第2条学生部長の選考は、次の各号のーに

該当する場合に行う。

一学生部長の任期が満了するとき。

二学生部長が辞任を申し出たとき。

三学生部長が欠員になったとき。

2 学生部長の選考は、前項第1号に該当す

る場合は、任期満了の日の 1か月前に、第

2号又は第3号に該当する場合は、そのつ

どすみやかに行う。

第3条各学部及び教養部の教授会は、本学

の専任教授又は助教授のうちから学生部長

候補者 2名以内を学長に推薦するものとす

る。

第4条学長は、前条の候補者のうちから学

生部長を選考する。

第5条学生部長の任期は、 2年とし再任を

妨げない。ただし、引き続き 4年をこえて
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適任者のうちから選考する。

第3条附属図書館長の任期は3年とする。

但し、再任することができる。

附則

この基準は、昭和28年2月1日から施行す

る。

「註J 学長が第1条の選考を行うときは、
協議会の意向を徴するものとする。

千葉大学学生部長選考基準

第 1条千葉大学学生部長(以下「学生部長」

という。〉の選考は、この基準の定めるとこ

ろによる。

第2条学生部長の選考は、次の各号のーに

該当する場合に行う。

一学生部長の任期が満了するとき

二学生部長が辞任を申し出たとき

三学生部長が欠員になったとき

2 学生部長の選考は、前項第1号に該当す

る場合は、任期満了の日の 1か月前に、第

2号または第3号に該当する場合は、その

つどすみやかに行う。

第3条各学部の教授会は、本学の専任教授

のうちから学生部長候補者2名以内を学長

に推薦するものとする。

第4条学長は、前条の候補者のうちから学

生部長を選考する。

第5条学生部長の任期は 2年とし再任を妨

げない。

附則
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在任することができない。

附則

この基準は、昭和39年3月12日から施行す

る。

附則

この基準の改正は、昭和44年6月23日から

施行する。

附則

1 この基準の改正は、昭和47年7月13日か

ら施行する。

2 この基準の改正の際現に在職する学生部

長は、改正時における任期のはじめから起

算して、引き続き 4年をこえて在任するこ

とができないものとする。

付千葉大学教員選考基準

第 1条教育公務員特例法(昭和24年法律第

1号〉第4条及び教育公務員特例法施行令

(昭和24年政令第6号〉第2条の規定に基

づき、千葉大学の教授、助教授、講師及び

助手の選考は、この基準により行なう。

第2条教授の選考は、次の各号のーに該当

する者について行なう。

一博士の学位(外国において授与された

これに相当する学位を含む。〉を有する者

二研究上の業績が前号の者に準ずると認

められる者

三大学(旧大学令(大正7年勅令第388

号〉による大学を含む。以下本条、次条

及び第5条において同じ。〉において教授

の経歴のある者

四大学において助教授の経歴があり、教

育研究上の業績があると認められる者

五高等学校及び専門学校(旧高等学校令

〈大正7年勅令第389号〉による高等学校

及び旧専門学校令(明治36年勅令第61号)

による専門学校をいう。以下次条第5号

において同じ。〉並びにこれらと同等以上

と認められる学校において 5年以上教授

の経歴があり、教育研究上の業績がある

と認められる者

六芸能体育等については、特殊の技能に

ひいで、教育の経歴のある者

この基準は、昭和39年3月12日から施行す

る。

千葉大学教員選考基準

第1条教育公務員特例法第4条に基き本学

教授、助教授並びに講師の採用及び昇任の

選考は、この基準により行う。

第2条教授の選考は、次の各号のーに該当

する者について行う。

一博土〈日本における博士の学位と同等

と認められる外国の学位を含む。〉の学位

を有し、教育上の経験又は識見をもって

いる者

二公刊された著書論文報告等により博士

の学位を有する者に匹敵する研究上の業

績があり、教育上の経験又は識見をもっ

ている者

三高等専門学校以上の学校において 3年

以上教員の経験があり、教授上学問上の

業績がある者

「註」 芸能、体育の諸学科については展
覧会、体育会、品評会等において技術

優秀の証明を得た者等は本ー号に準じて

考慮する。

四学術技能に秀いで、教育に経験がある

者

「註」 本号は音楽，美術，体育，家政等
前3号の基準によって、判定すること

が困難な場合を規定したものである。

第3条助教授の選考は、教授の選考に準ず

るものとし、概ね次の各号のーに該当する
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第3条助教授の選考は、次の各号のーに該

当する者について行う。

一前条に規定する教授となることのでき

る者

二大学において助教授又は専任の講師の

経歴のある者

三大学において 3年以上助手又はこれに

準ずる職員としての経歴があり、教育研

究上の能力があると認められる者

四修士の学位を有する者又は旧大学令に

よる大学の大学院に 3年以上在学した者

で、教育研究上の能力があると認められ

る者

五高等学校及び専門学校並びにこれらと

同等以上と認められる学校において、 3 

年以上教疫の経歴があり、又は5年以上

助教授若しくは専任の講師の経歴があ

り、教育研究上の業績若しくは能力があ

ると認められる者

六研究所、試験所、調査所等に5年以上

在職し、研究上の業績があると認められ

る者

第4条 講師の選考は、次の各号のーに該当

する者について行なう。

一第2条又は前条に規定する教授又は助

教授となることのできる者

こその他特殊な専攻分野について教育上

の能力があると認められる者

第5条助手の選考は、次の各号のーに該当

する者について行う。

一大学の学部を卒業した者

二前号の者に準ずる能力があると認めら

れる者

第 6条教授会は、あらかじめ学長の承認を

得て、この基準に関する内規を定めること

ヵ:で、きる。

附則

この基準は、昭和29年 6月23日から施行す

る。

附則

この基準の改正は、昭和48年 1月11日から

施行する。
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者について行う。

一博士の学位を有する者

二研究業績がある者

三 旧制大学の助教授又は専任講師の経歴

がある者

四 旧制大学の助手又はこれに準ずる職員

として 2年以上在職し、研究上，教授上

の能力があると認められる者

五旧制大学の大学院学生として 2年以上

在学し、かっ研究上、教授上の能力があ

ると認められる者

六高等専門学校の教授又は専任講師とし

て在職し、研究上、教授上の業績がある

者又は能力があると認められる者

七大学卒業者(高等学校高等科教員免許

状所有者を含む。〉にあっては 2年以上、

高等専門学校卒業者にあっては 5年以

上、高等専門学校の助教授として在職

し、研究上若しくは、教授上の業績があ

る者又は能力があると認められる者

八担当学科に関連する権威ある研究所、

試験所、調査所、事業場等において 2年

以上〈高等専門学校卒業者にあっては5

年以上〉在職し、教育土、研究上の業績

がある者

九芸能、体育の諸学科については、展覧

会、体育会，品評会等において、技術優

秀の証明を得た者で、特に教授上若しく

は、教育上の業績がある者又は能力があ

ると認められる者

第 4条講師の選考は、次の各号のーに該当

する者について行う。

一教長、助教授の選考に準ずる。但し;場

合によっては所要の年限又は経歴を除い

て考慮することができる。

こその他、教授能力があると認められる

者

第5条助手の選考は、教育公務員特例法施

行令第2条に基き、次の各号のーに該当す

る者について行う。

高等専門学校以上の学校を卒I業した者

二その学科目伝聞する知識技能を有する
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(12) 千葉大学大学院委員会規程

第 1条 千葉大学大学院の管理運営に関する

重要事項を審議するため、大学院委員'会

(以下「委員会」とし、う。〉を設ける。

第2条委員会は、次に掲げる職員をもって

組織する。

一学長

二各研究科長

三各研究科の教授2名

2 前項第3号の委員は各研究科委員会にお

いて選出し、その任期は2年とする。

第3条委員会は次の事項を審議する。

大学院の組織運営に関する事項

二学位授与の認証に関する事項

三学長の諮問した事項

四 その他大学院に関する重要事項

第4条学長は会議を招集して、その議長と

7t.る。

第5条会議は、委員の 3分の 2以上の出席

をもって成立し、出席委員の過半数の同意

をもって議決する。

第6条学長は、必要あるときは委員以外の

者を会議に出席させることができる。

第7条委員会の庶務は、事務局が処理す

る。

附則

この規程は、昭和30年7月1日から施行

し、昭和30年4月1日から適用する。

附則

この規程の改正は、昭和39年4月1日から

施行する。

附則

1 この規程の改正は、昭和50年1月1日か

ら施行する。

2 改正前の第2条第1項第3号の委員は、

者

第6条教授会は、予め学長の承認を得て、

この基準に関する内規を定めることができ

る。

附則

この基準は、昭和29年 6月23日から施行す

る。

千葉大学大学院委員会規程

第1条千葉大学大学院の管理運営に関する

重要事項を審議するため、大学院委員会

(以下「委員会」という。〉を設ける。

第2条委員会は次に掲げる職員をもって組

織する。

学長

二医学部長

三 医学研究科の各専門課程の教授 1名

前項第3号の委員は、各専門課程ごとに

研究科委員の互選によって定め、その任期

は2年とする。

第3条委員会は次の事項を審議する。

大学院の組織運営に関する事項

二学位授与の認証に関する事項

三学長の諮問した事項

四 その他大学院に関する重要事項

第4条学長は会議を招集して、その議長と

なる。

第5条会議は、委員の 3分の 2以上の出席

をもって成立し、出席委員の過半数の同意

をもって議決する。

第6条学長は必要あるときは委員以外の者

を会議に出席させることができる。

第7条委員会の庶務は、事務局が処理す

る。

附則

この規程は、昭和30年7月1日から施行

し、昭和30年4月1日から適用する。
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この規程改正の施行と同時にその任期を満

了するものとする。

(13) 千葉大学学位規程

(目的)

第 1条 この規程は、学位規則(昭和28年文

部省令第9号。以下「省令」とし、う。〉第12

条の規定に基き、千葉大学(以下「本学」

という。〉において授与する学位の種類、論

文審査及び試験の方法、その他学位に関し

必要な事項を定めるものとする。

(学位の種類)

第2条本学において授与する学{立は、博士

及び修士とする。

2 博土及び修士の種類は、次のとおりとす

る。

医学博士

薬学博士

理学修士

薬学修士

保健学修士

工学修士

農学修士

(学位授与の要件〉

第 3条 i専土の学位は、本学大学院医学研究
科規程及び薬学研究科規程の定めるところ

により大学院博士課程を修了した者に授与

する。

2 前項に規定するもののほか、本学に学位

論文を提出してその審査及び試験に合格

し、かつ、本学大学院博士課程を修了した

者と同等以上の学力があると認められた者

に授与することができる。

第 3条の 2 修士の学位は本学大学院理学研

究科規程、看護学研究科規程、工学研究科

規程及び園芸学研究科規程の定めるところ

により大学院修土課程を修了した者並ひ、に

本学大学院薬学研究科規程の定めるところ

により大学院薬学研究科前期課程を修了し

た者に授与する。

(学位論文の提出〉

第4条第3条第2項に規定する者が学位論

文を提出するときは、学位申請書に学位論
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千葉大学学位規程

(目的〉

第 1条 この規程は、学位規則(昭和28年文

部省令第9号、以下「省令」という。〉第11

条の規定に基き、千葉大学(以下「本学」

という。〉において授与する学位の種類、論

文審査および試験の方法、その他学位に関

し必要な事項を定めるものとする。

(学位の種類〉

第2条本学において授与する学位は、医学

博士とする。

(学位授与の要件〉

第3条博士の学位は、本学大学院医学研究

科規程の定めるところにより大学院博士課

程を修了した者に授与する。

2 前項に規定するもののほか、本学に学位

論文を提出してその審査および試験に合格

し、かつ、本学大学院の博士課程に4年以

上在学して所定の単位を修得した者と同等

以上の学力があると認められた者に授与す

ることヵ:で、きる。

(学位論文の提出〉

第4条前条第2項に規定する者が学位論文

を提出するときは、学位申請書に学位論

文、論文目録、論文内容の要旨、履歴書お

よび審査手数料7，500円を添え、研究科長

を経て学長に提出しなければならない。

2 提出した学位論文および既納の審査手数

料は返付しない。

(学位論文〉

第5条前条第1項の規定により提出する学

位論文は、 1篇5通とする。ただし、参考

として他の論文を添えることができる。

2 審査のため必要があるときは、学位論文

の提出者に対して当該論文の訳本、模型ま

たは標本等の提出を求めることができる。

(学位論文の受理および審査の付託〉

第6条第4条第1項の規定により提出され

た学位論文の受理については、研究科委員

会の議を経て学長がこれを決定する。
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文、論文目録、論文内容の要旨、履歴書及

び審査手数料2万円を添え、研究科長を経

て学長に提出しければならない。

2 提出した学位論文及び既納の審査手数料

は返付しない。

(学位論文〉

第5条前条第1項の規定により提出する学

位論文は、 1篇 5通とする。ただし、参考

として他の論文を添えることができる。

2 審査のため必要があるときは、学位論文

の提出者に対して当該論文の訳本、模型文

は標本等の提出を求めることができる。

(学位論文の受理及び審査の付託〉

第 6条第4条第1項の規定により提出され

た学位論文の受理については、研究科委員

会の議を経て学長がこれを決定する。

2 前項により学位論文を受理したときは、

学長は、研究科委員会にその審査を付託す

るものとする。

(審査委員〉

第7条前条第2項の規定により学位論文が

審査に付されたときは、研究科委員会は、

論文内容に関連する科目の教授のうちから

3名以上の審査委員を選出し、当該論文の

審査を委嘱する 0'ただし、必要があるとき

は、研究科の他の教官を審査委員に選ぶこ

とができる。

(論文の審査、試験及び試問〉

第8条第G条第1項の規定により受理した

学位論文については、審査及び試験並びに

試聞を行う。

2 試験は、論文を中心として、これに関連

ある事項について口頭又は筆答により行

う。

3 試聞は、口頭又は筆答により専攻学術及

び外国語について、本学大学院の博士課程

を修了した者と同等以上の学力を有するこ

とを確認するために行う。この場合外国語

について 2種類を課する。

4 第 3条第2項により学位論文を提出した

者が、本学大学院医学研究科に4年以上又

は薬学研究科に5年(大学院修士課程を修

資料編

i日

2 前項により学位論文を受理したときは、

学長は、研究科委員会にその審査を付託す

るものとする。

(審査委員〉

第7条前条第2項の規定により学位論文が

審査に付されたときは、研究科委員会は、

論文内容に関連する科目の教授のうちから

3名以上の審査委員を選出し、当該論文の

審査を委l属する。ただし、必要があるとき

は、研究科の他の教官を審査委員に選ぶこ

とヵ:できる。

(論文の審査、試験および試問〉

第8条第6条第1項の規定により受理した

学位論文については、審査および試験なら

びに試問を行う。

2 試験は、論文を中心として、これに関連

ある事項について口頭または筆答により行

う。

3 試問は、口頭または筆答により専攻学術

および外国語について、木学大学院の|専士

課程を修了した者と同等以上の学力を有す

ることを確認するために行う。この場合外

国語については2種類を課する。

4 第3条第2項により学位論文を提出した

者が、本学大学院に4年以上在学し、所定

の単位を修得した者であるときは、前項の

試問を免除することができる。

5 学位論文の審査、試験および試問は当該

論文を受理した日から 1年以内に終了する

ものとする。

(審査委員の報告〉

第 9条前条の規定により学位論文の審査，

試験および試聞を終了したときは、審査委

員は、論文審査の要旨に試験および試聞の

成績を添え、研究科委員会に文書で報告し

なければならない。

(研究科委員会の審議〉

第10条研究科委員会は、前条の報告に基い

て審議し、学位論文の審査、試験および試

聞の合否について議決する。

2 前項の議決をするには、出席委員の 3分

の2以上の賛成を必要とする。
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了した者にあっては、当該課程における 2

年の在学期聞を含む。〉以上在学し、所定の

単位を修得した者で、あるときは、前項の試

問を免除することができる。

5 学位論文の審査、試験及び試聞は当該論

文を受理した日から 1年以内に終了するも

のとする。

(審査委員の報告〉

第 9条前条の規定により学位論文の審査、

試験及び試問を終了したときは、審査委員

は、論文審査の要旨に試験及び試問の成績

を添え、研究科委員会に文書で報告しなけ

ればならない。

(研究科委員会〉

第10条研究科委員会は、前条の報告に基い

て審議し、学位論文の審査、試験及び試問

の合否について議決する。

2 前項の議決をするには、出席委員の 3分

の2以上の賛成を必要とする。

(研究科長の報告〉

第11条研究科委員会が前条の議決をしたと

きは、研究科長は、その結果をすみやか

に、文書で、学長に報告しなければならな

し、。

(学位の授与〉

第12条学長は、前条の報告に基き、大学院

委員会の議を経て学位の授与について決定

する。

2 学長は学位を授与すべき者には、所定の

学位記を授与し、授与できない者には、そ

の旨を通知する。

(学位論文の要旨の公表〉

第13条本学は、博士の学位を授与したとき

は、学位を授与した日から 3月以内に、そ

の論文の内容の要旨及び論文審査の結果の

要旨を公表するものとする。

(学位論文の公表〉

第14条博士の学位の授与を受けた者は、学

位の授与を受けた日から 1年以内に、その

学位論文を印刷公表するものとする。ただ

し、既に印刷公表したものは、この限りで

ない。

1220 
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(研究科長の報告〉

第11条研究科委員会が前条の議決をしたと

きは、研究科長は、その結果をすみやか

に、文書で、学長に報告しなければならな

し、。

(学位の授与〉

第12条学長は、前条の報告に基き、大学院

委員会の議を経て学位の授与について決定

する。

2 学長は学位を授与すべき者には、所定の

学位記を授与し、授与できない者には、そ

の旨を通知する。

(学位論文の要旨の公表〉

第13条本学は、学位を授与したときは、学

位を授与した日から 3月以内に、その論文

の内容の要旨および論文審査の結果の要旨

を公表するものとする。

(学位論文の公表〉

第14条学位の筏与を受けた者は、学位の授

与を受けた日から 1年以内に、その学位論

文を印刷公表するものとする。ただし、既

に印刷公表したものは、この限りでない。

2 前項の規定により学位論文を公表する場

合には、「千葉大学審査学位論文」と明記し

なければならない。

(学位名称の使用)

第15条学位の授与を受けた者が、学位の名

称を用いるときは、「医学博士(千葉大学)J

と付記するものとする。

2 学位記の様式は別表第1および別表第2

のとおりとする。

(学位授与の取消〉

第四条学位を授与された者が、その名誉を

汚犀する行為があったとき、または不正の

方法により学位の授与を受けた事実が判明

したときは、学長は、研究科委員会および

大学院委員会の議を経て、学位の授与を取

り消し、学位記を還付させることがある。

2 研究科委員会において、前項の議決をす

“るには、出席委員の 4分の 3以上の賛成を

必要とする。

〈学位記の再交付〉
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2 前項の規定にかかわらず、博士の学位の

授与を受けた者は、やむを得ない事由があ

る場合には、研究科長の承認を受けて、当

該論文の全文に代えて、その内容を要約し

たものを印刷公表することができる。

3 前2項の規定により学位論文を公表する

場合には、「千葉大学審査学位論文」又は

「千葉大学審査学位論文(要約)Jと明記しな

ければならない。

〈学位名称の使用〉

第15条学位の授与を受けた者が、学位の名

称を用いるときは学位の次に(千葉大学〉

を附記するものとする。

2 学位記の様式は、別表第 1、第2及び第

3のとおりとする。

(学位授与の取消〉

第16条学位を授与された者が、その名誉を

汚辱する行為があったとき、又は不正の方

法により学位の授与を受けた事実が判明し

たときは、学長は、研究科委員会及び大学

院委員会の議を経て、学位の授与を取り消

し、学位記を還付させることがある。

2 研究科委員会において、前項の議決をす

るには、出席委員の4分の 3以上の賛成を

必要とする。

(学位記の再交付〉

第17条学位記の再交付を受けようとすると

きは、その理由を具し、学長に願し、出なけ

ればならない。

(学位授与の報告〉

第四条本学において博士の学位を授与した

ときは、学長は、省令第11条の定めるとこ

ろにより、文部大臣に報告するとともに、

学位簿に登録する。

(細則〉

第四条 この規程で定めるもののほか、必要

な細則は、研究科長が学長の承認を得て定

めることができる。

附則

1 この規程は、昭和34年3月20日から施行

する。

2 千葉医科大学学位規程は廃止する。ただ

第17条学位記の再交付を受けようとすると

きは、その理由を具し学長に願し、出なけれ

ばならない。

(学位授与の報告〉

第四条本学において博士の学位を授与した

ときは、学長は、省令第10条の定めるとこ

ろにより、文部大臣に報告するとともに、

学位簿に登録する。

(細則〉

第四条 この規程で定めるもののほか、必要

な細則は、研究科長が学長の承認を経て定

めることができる。

附則

1 この規程は、昭和34年 3月20日から施行

する。

2 千葉医科大学学位規程は廃止する。ただ

し、旧学位令による学位の授与について

は、この規程の施行にかかわらず、昭和35

年 3月31日までなお従前の例による。

別表第1 第3条第1項の規定により授与す

る学位記の様式

千葉大学園

日

博士課程の
年生月H 

氏名

襲道本籍都名
記位
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し、旧学位令による学位の授与については、 |別表第2 第3条第2項の規定により授与す

この規程の施行にかかわらず、昭和35年3 I る学位記の様式
月31日まで、なお従前の例による。

附則

この規程の改正は、昭和39年4月1日から

施行する。

附則

この規程の改正は、昭和40年4月1日から

施行する。

附則

この規程の改正は、昭和42年4月1日から

施行する。

附則

この規程の改正は、昭和44年4月1日から

施行する。

附則

この規程の改正は、昭和50年4月1日から

施行する。

附則

この規程の改正は、昭和50年4月1日から

施行する。

附則

この規程の改正は、昭和51年4月1日から

施行する。

附則

この規程の改正は、昭和54年4月1日から

施行する。

別表第1 (第3条第1項の規定により授与

する学位記の様式)

号
千葉大学回

年

博士程課の 生月日 都道府県名

同己

備考 O印には、本文においては、研究科
又は学位の名称を、番号においては、研

1222 
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究科の名称の頭文字を記入する。(別表第

2及び第3においても同様とする。〉

ノーa

イ了現

別表第2 (第3条第2項の規定により授与

する学位記の様式〉

号
千葉大学園

年月

土の

生月日
都道露

学三plヨU 

別表第3 (第3条の 2の規定により授与す

る学位記の様式〉

ill4 
プー

位

記

本
籍
氏
名
年

月

日

生

本
学
大
学
院

O
O研
究
科
の
ム
ム
課
程

に
お
い
て
所
定
の
単
位
を
修
得
し
学
位
論

文
の
審
査
及
び
最
終
試
験
に
合
格
し
た
の

で

O
O修
士
の
学
位
を
授
与
す
る
。

年

月

日

千
大
院

O
修
第

(
都
道
府
県
名
)

千
葉
大
学

号

回

備考ム印には、薬学修士の場合は、「前

期Jと、その他の修士の場合は、「修士」
と記入する。

〈現学則制定当時〉

目次

第 1章総則

第 1節目的

第2節構成

第 2章学部通則

第1節修業年限、在学期間、学年、学
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目次

第 1章総則

第1節目的

第2節構成

第 2章学部通則

第1節修業年限、在学期間、学年、学
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期及び休業日
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第 2節入学、退学、転学、留学、休学

及び除籍

第3節教育課程及び履修方法

第4節考査及び単位認定

第 5節卒業及び修了

第 6節医学進学課程

第7節検定料、入学料、授業料及び寄

宿料

第 8節専攻科及び別科

第 9節特別聴講学生、聴講生、専攻

生、委託研究生、研究生、受託研

修生及び外国人学生

第10節通信教育及び公開講座

第11節学寮及び留学生寮

第12節賞罰

附則

千葉大学学則

第 1章総則

第 1節目的

第1条本学は教育基本法の精神に則り、広

く知識を授け人格の陶冶を図ると共に、深

く専門の学芸を教授研究し、大学院におい

ては、学術の理論及び応用を教授研究して

その深奥を究め、以て文化の進展に寄与す

る有為な人材を養成することを目的とす

る。

第 2節構成

第 2条木学の学部、学科、課程及び学生定

員は次のとおりとする。

入定次3編年学員
入学 総定

学部 学科・課程
定員 員

学部法経学科 12:~1 820 

小学校教員養成課程 370 1，480 

中学校教員養成課程 120 480 
教育
養程護学校教員養成課 20 80 

学部
幼稚園教員養成課程 30 120 

特養別成教課科程(看護〉教員 20 80 
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期及び休業日

第 2節入学、退学、転学及び休学

第 3節教育課程及び履修方法

第4節考査及び単位認定

第5節修了及び卒業

第6節検定料、入学料、授業料及び寄

宿料

第7節別科生、聴講生、研究生、委託

生及び外国人学生

第8節通信教育及び公開講座

第 9節学寮

第10節賞罰

附則

千葉大学学則

第 1章総則

第1節目的

第 1条本学は教育基本法の精神に民的、広

く知識を授け人格の|拘冶を図るとともに、

深く専門の学芸を教授研究し、人類文化の

向上に寄与する有為な人材を養成すること

を目的とする。

第 2節構成

第2条木学の学部、学科及び学生定員は次

の通りとする。

文理学部 840 

教育学部 4 年課程 1，040
2 年課程 620

医 学 部 320 

薬 一A子u. 部 160 

工 学 部工業意匠学科 80 

建築学科 120 

機械工学科 160 

電気工学科 120 

工業化学科 240 

園芸学部園芸学科 280 

農芸化学科 100 

造園学科 100 

第 2章学部通則

第 1節修業年限、在学期間、学

年、学期及び休業日

第 3条本学の修業年限は4年とする。但

し、教育学部の 2年課程にあっては、修了
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|養護教諭養成課程 1 401 

数 戸寸u.三唱 科 35 140 

理学 物理学科 35 140 

化 ρ寸且一，‘ 科 35 140 
部
生物学科 20 80 

地 学 科 35 140 

同|部専門課程 480 

総合薬品科学科 80 80 

薬部学薬学科 120 

製薬化学科 120 

軍需|看護学科 1 601 101250 

lp意匠学Aコース 50 180 
B 1/ 30 41 128 

建築学科A
1/ 40 200 

B 11 20 61 112 

建築工学科A
1/ 40 80 

B 1/ 10 20 

機械工学科A 40 160 

B 1/ 201 10 90 

機二械学科工学第AB グ
45 170 

工学 101 10 70 

部
A 11 40 160 

電気工学科B 1/ 201 10 90 

電子工学科A
H 45 170 

B 11 101 10 70 

工業化学科A 40 160 

B 1/ 201 10 90 

合成化学科A 45 170 

B 1/ 101 10 70 

画像工学科A 85 330 

B 1/ 501 10 220 

園芸学科 50 180 

農芸化学科 25 100 

園芸 造園学科 45 150 

学部 園芸経済学科 40 80 

環境緑地学科 160 

年限を 2年とする。

第4条在学期間は、修業又は修了年限の 2

倍の年数を超えるととができない。

第5条学年は、 4月1日に始まり、翌年3

月31日に終る。'

第6条学年を次の 2期に分ける。

前期 4月1日より10月15日まで

後期 10月16日より翌年3月31日まで

第7条前条の規定は、学部の事情により学

長の承認を得て変更することができる。

第8条休業日は、次のとおりとする。

一国民の祝日

日曜日

本学創立記念日

春季休業

11月5日

4月1日より 4月10

日まで。

7月11日より 9月10

日まで、。

12月25日より翌年1

月7日まで。

学長がその都度定め

る。

第9条前条休業日のうち、春季休業、夏季

休業及び冬季休業については、学部の事情

により学長の承認を得て変更することがで

きる。

第2節入学、退学、転学及び休学

第10条入学の時期は、毎学年の始めから30

日以内とする。

第11条入学資格者は、学校教育法第56条及

び学校教育法施行規則第69条の定めるとこ

ろにより、次の各号のーに該当するもので

なければならない。

一高等学校を卒業した者

二通常の課程による12年の学校教育を修

了した者、又は通常の課程以外の課程に

よりこれに相当する学校教育を修了した

者

三外国において学校教育における12年の

課程を修了した者

四文部大臣の指定した者

第12条医学部入学資格者は、修業年限4年
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|農業生産管理学科 1 -1 1 80 
計 1

2，2001 沖，
本学に、一般教養に関する教育を一括し

て行うため教養部を置く。

第2条の 2 本学に大学院を置く。

大学院に関する規程は、別に定める。

第 2章学部通則

第 l節修業年限、在学期間、学

年、学期及び休業日

第3条本学の修業年限及び修了年限は、次

のとおりとする。

学部|課 程 1修年限了 1 年修業限

人文学部 4年

教育学部 4年

理学部 4年

医学部 専医学門進学課課程程 42 年年 6年

薬学部 4年

看護学部 4年

工学部 4年

園芸学部 4年

第4条在学期間は、修業又は修了年限の 2

倍の年数を超えることができない。

第5条学年は4月1日に始まり、翌年3月

31日に終わる。

第6条学年を次の 2期に分ける。

前期 4月1日から 9月30日まで

後期 10月1日から翌年3月31日まで

第7条前条の規定は、学部又は教養部の事

情により学長の承認を得て変更することが

できる。

第8条休業日は、次のとおりとする。

一 国民の祝日に関する法律に規定する休

日

一日曜日

一本学創立記念日 11月5日

四春季休業 4月1日から 4月7日まで

五夏季休業 7月11日から 8月31日まで

六冬季休業 12月25日から翌年1月7日

まで
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の大学において2年以上在学し、所定の科目

につき所定の単位を履修したもの並びに文

部大臣の指定した者でなければならない。

第13条入学志願者については、選考の上入

学を許可する。

第14条次の各号のーに該当する者であって

本学に編入学を志願する者があるときは、

欠員のある場合に限り、選考の上相当年次

に入学を許可することがある。

一本学又は他の大学を卒業，修了又は退

学した後、入学を志願する者

二旧制の専門学校、高等学校高等科、大

学予科等の課程を卒業又は修了した者

第15条本学の学生であって他の学部又は学

科に転学を志願する者、又は他の大学の学

生であって本学に転入学を志願する者につ

いては、欠員ある場合に限り、選考の上相

当年次に入学を許可することがある。但

し、学部において別段の定めある場合は、

この限りではない。

第16条前2条の規定による入学年次の認定

については、別に定めるところによる。

第17条入学を許可された者は、別に定める

ところにより入学の手続及び宣誓を行わな

ければならない。

故なくして宣誓を行わない者に対して

は、学長は、その入学許可の取消を行う。

第四条学生が退学又は他の大学に転学しょ

うとするときは、事由を具して学長に申し

いで、その許可を受けなければならない。

第四条疾病その他の事由によって 2ヶ月以

上学習することができない場合は、事由を

具して学長に願し、し、で、その許可を得て当

該学期又は学年の終りまで休学することが

で、きる。

疾病の場合には、医師の診断書を添付し

なければならない。

第20条疾病その他の事由によって学習する

ことが不適当と認められる場合には、学長

は、休学を命ずることがある。

第21条休学期間中であっても、その事由が

消滅した場合には学長の許可を得て復学す
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七臨時休業学長がその都度定める。

第 9条前条の休業日のうち、春季休業、夏

季休業及び冬季休業については、学部又は

は教養部の事情により学長の承認を得て変

更することができる。

第 2節入学，退学，転学，留学，

休学及び除籍

第10条入学の時期は、毎学年の始めから30

日以内とする。

第11条入学資格者は、学校教育法第56条及

び学校教育法施行規則第69条の定めるとと

ろにより次の各号のーに該当するものでな

ければならない。

一高等学校を卒業した者

二通常の課程により12年の学校教育を修

了した者又は通常の課程以外の課程によ

りとれに相当する学校教育を修了した者

三外国において学校教育における12年の

課程を修了した者

四文部大臣の指定した者

五大学入学資格検定規程により文部大臣

の行う大学入学資格検定に合格した者

六その他本学において、相当の年齢に達

し、高等学校を卒業した者と同等以上の

学力があると認めた者

第12条入学志願者については、選考の上入

学を許可する。

第12条の 2 次の各号のーに該当する者であ

って、看護学部又は工学部Bコースの 3年

次に編入学を志願するものがあるときは、

選考の上入学を許可する。

一高等専門学校又は短期大学を卒業した

者

二大学を卒業した者

三修業年限4年以上の大学の学部に2年

以上在学し、所定の単位を修得した者

第13条次の各号のーに該当する者であっ

て、本学に再入学又は編入学を志願するも

のがあるときは、欠員のある場合に限り、

選考の上相当年次に入学を許可するととが

ある。

一本学を卒業、修了又は退学した者〈再

ることができる。

第22条休学期間は、通算して 4年を超える

ことはできない。

休学期間は、これを在学年数に算入しな

し、。

第3節教育課程及び履修方法

第23条学科目を分けて一般教育科目、専門

科目、外国語及び体育とする。

第24条一般教育科目、外国語及び体育は、

原則として第2年次末までに履修し、専門

科目は、第2年次以降において履修する。

但し、教育学部2年課程にあっては、第1

年次より前項の各学科目を併せて履修す

る。

第25条一般教育科目、外国語及び体育は、

文理学部において、専門科目は各学部にお

いて、それぞれ履修する。但し、教育学部

の専門科自の一部は文理学部において履修

する。

教育学部の 2年課程においては、前項の

規定によらないことができる。

第26条本学において設ける一般教育の科目

は次のとおりとする。

人文科学系列哲学、倫理学、心理学、文

学、鹿史、人文地理、音

楽、美術

社会科学系列法学、経済学、社会学、統

計学

自然科学系列数学、物理学、化学、生物

学、地学

第27条学生は、前条の一般教育科目につき

各系列より 3科目12単位以上を履修し、合

計9科目36単位以上を修得しなければなら

ない。

教育学部2年課程においては、別に定め

るところI乙よる。

第28条専門科目の履修方法については、各

学部の定めるところによる。

第29条学生は他の学部の学科目を履修又は

聴講することができる。但し、所属学部長

を経て、当該学部長の許可を得なければな

らない。
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入学〉

二他の大学、短期大学、国立養護教諭養

成所若しくは高等専門学校又は旧制の専

門学校、高等学校高等科、大学予科等を

卒業又は修了した者(編入学〉

第14条本学の学生であって他の学部文は学

科に転部又は転科を志願する者又は他の大

学の学生であって本学に転学を志願する者

については、欠員ある場合に限り、選考の

上相当年次に11岳部、転科又は入学(転学〉

を許可することがある。

第15条 0iJ3条の規定による選考方法その他
必要事項は、学長の承認を得て各学部長が

定める。

第16条 医学部専門課程の進学については第

39条に定めるものの外、次の各号のーに該

当する者で、あって進学を志願するものがあ

るときは、欠員ある場合に限り、選考の上

これを許可することがある。

一医学進学課程を修了した者

二外国において進学の課程に相当する課

程を含む学校教育における14年の課程を

修了した者

三修業年限4年以上の大学において、 2

年以上在学し、大学設置基準第33条第1

項に規定する単位を修得した者

四前号の外文部大臣の指定した者(昭和

29年文部省告示第68号〉

第17条入学の許可を受けようとする者は、

所定の期日までに入学料を納め、宣誓書、

保証書その他の書類を提出しなければなら

ない。ただし、入学料については、第44条

の2の規定により、免除の申請をすること

ヵ:で、きる。

学長は、前項の入学手続きを完了した者

に入学を許可する。

第四条学生が退学又は他の大学に転学しょ

うとするときは、事由を具して学長に申し

出で、その許可を受けなければならない。

第四条の 2 学生は、別に定めるところによ

り学長に願い出て、その許可を得て外国の

大学に留学することができる。
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第4節考査及び単位認定

第30条学生が学科目を履修した場合には考

査を行い、合格した者に対して単位を与え

る。

考査は、試験、論文、報告書その他に

よって行う。

第31条考査及び単位認定は授業担当学部に

おいてこれを行う。

第32条前2条の単位に関する規定は、医学

部にはこれを適用しない。

第 5節修了及び卒業

第33条第3条に規定する期間以上在学して

所定の科目を履修し、所定の単位を修得し

た者には、卒業証書又は修了証書を授与す

る。

医学部においては、所定の科目を履修

し、正規の試験に合格した者に対し卒業証

書を授与する。

第34条卒業及び修了の認定については、各

学部の教授会の議を経て学長がこれを行

う。

第35条卒業者は、学士の称号を用いること

ができる。

学士号の種類は、法令の定めるところに

よる。

第6節検定料、入学料、授業料及

び寄宿料

第36条入学〈転入学を除く〉を志願する者

は、検定料金 400円を納めなければならな

し、。

第37条入学を許可された者は、入学料金

400円を所定の期日までに納めなければな

らない。

入学料を納めない者は、入学許可を取消

す。

第38条授業料は、年額金 6，000円とし次の

2期に納めなければならない。

前期金3，000円納期授業開始後15日

以内

後期金 3，000円納期授業開始後15日

以内

第39条授業料を 2期に納めることが困難な
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前項の許可を得て留学した期間は、第3

条に規定する期間に算入する。

第四条疾病その他の事由によって 2か月以

上学習することができない場合は、事由を

具して学長に願い出て、その許可を得て休

学することができる。

疾病の場合には、原則として学校医の診

断書を添付しなければならない。

第20条疾病その他の事由によって学習する

ことが不適当と認められる場合には、学長

は、休学を命ずることがある。

第21条休学期間満了の場合又は休学期間中

であっても、その事由が消滅した場合には

学長の許可を得て復学することができる。

ただし、疾病による事由の場合には学校医

の診断書‘を添えなければならない。

第22条休学期間は、通算して 4年を超える

ことはできない。

休学期間はこれを在学年数に算入しな

し、。

第22条の 2 疾病その他の事由により、成業

の見込みがないと認められる者は、教授会

の議を経て学長がこれを除籍する。

第22条の 3 次の各号のーに該当する者は、

学長がこれを除籍する。

一第44条の 3に該当する者で、所定の期

日までに入学料を納付しないもの

二授業料の納期を経過し、督促を受けて

も、納付しない者

三第4条に規定する期間を超えた者

四第22条に規定する期聞を超えた者

五休学期聞を満了しでも、何等の手続を

しない者

六死亡の届出のあった者

第3節教育課程及び履修方法

第23条授業科目を分けて一般教育科目、外

国語科目、保健体育科目及び専門教育科目

とし、このほか学部又は学科の種類によっ

ては、その専攻分野に関連のある基礎教育

科目を置くことができる。

第24条削除

第25条一般教育科目、外国語科目、保健体

資料縮l
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事情にある者に対しては、願出により延納

又は月割分納を許可することができる。

前項の延納を許可する期間は、各期の末

可までとする。

第 1項の分納月割額は金 500円とし、毎

月5日までに納めなければならない。

第40条特別の事由で授業料を納めることが

できなくなった者に対-しては、願出により

その事情を審査し授業料を減免することが

できる。但し、減免の事情がなくなった場

合には、その月から月割を以てその期の授

業料を徴収する。

第41条退学又は転学した者、若しくは、退

学を命ぜられた者又は停学中の者について

は、その期の授業料を徴収する。

第42条 1学期を通じて休学を許可された者

については、その期の授業料を徴収しな

い。但し、休学者が中途復学したときは、

その月から月割を以ってその期の授業料を

徴収する。

第43条寄宿料は、月額金 100円とし、毎月

5日までに納めなければならない。

第44条既納の料金は、返付しない。

第45条授業料その他の料金を納めない者

で、その情状しゃく量の余地がない者は除

籍する。

第7節別科生、聴講生、研究生、

委託生及び外国人学生

第46条木学に簡易な程度において特別の技

能教育を施すことを目的として、別科-を置

くことがある。

別科に関する規程は、別にこれを定め

る。

第47条本学所定の学科目の中、 1科目又は

数科目を選んでl聴講を志望する者があると

きは、当該学科の授業に妨げない限り、選

考の上聴講生として入学を許可することが

ある。

聴講生に関する規程は、別にこれを定め

る。

第48条本学において特殊事項の研究を志望

する者があるときは、選考の上研究生とし
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育科目及び基礎教育科目は教養部におい

て、専門教育科目は各学部において、それ

ぞれ履修する。ただし、教育学部の専門教

育科目の一部は人文学部及び理学部におい

て履修する。

第26条一般教育科目、外国語科目、保健体

育科目及び基礎教育科目の授業科目、単位

数及び履修方法については、教養部の定め

るところVこよる。

第27条削除

第28条専門教育科目の授業科目、単位数及

び履修方法については各学部の定めるとこ

ろによる。

第29条学生は、他の学部又は教養部の授業

科目を履修又は聴講することができる。た

だし、所属学部長又は教養部長を経て当該

学部長又は教養部長の許可を得なければな

らない。

第29条の 2 教育上有益と認めるときは、他

の大学との協議に基づき、学生に当該大学

の授業科目を履修することを認めることが

ある。

前項の規定により学生が修得した単位

は、 30単位を限度として課程修了又は卒業

に必要な単位として取り扱う。

前2項の規定は、第四条の 2の規定によ

り学生が留学する場合に準用する。

第4節考査及び単位認定

第30条学生が授業科目を履修した場合には

考査を行い、合格者に対して単位を与え

る。

考査は、試験、論文、報告書、その他に

よって行う。

考査の成績は、優、良、可及び不可の評

語をもって表わし、優、良、可を合格と

し、不可を不合格とする。

第30条の 2 各授業科目に対する単位数は、

1単位の履修時間を教室内及び教室外を合

わせて45時間とし、次の基準により計算す

るものとする。

一講義については、教室内における 1時

聞の講義に対して教室外における 2時間

1230 

!日

て入学を許可するととがある。

研究生に関する規程は，別にこれを定め

る。

第49条公共機関から 1年以上を在学期間と

して本学に学生を委託するむねの申請があ

る場合には、別に定めるところにより入学

を許可することがある。

第50条外国人で木学に入学を志望する者に

対しては、別に定めるところにより選考の

上入学を許可することがある。

第51条別科生、聴講生、研究生、委託生、

外国人学生については、別段の定あるもの

を除く外学部学生に関する規定を準用す

る。

第8節通信教育及び公開講座

第52条本学は、法令の定めるところにより

通信教育を行うことがある。

通信教育に関する規程は、別にこれを定

める。

第53条本学は一般人の教養を高め、地方文

化の向上に資するため公開講座を設けるこ

とがある。

公開講座に関する規程は、別にこれを定

める。

第 9節学寮

第54条本学に学寮を設け希望者を選考の上

入寮させる。

学寮に関する規程は、別にこれを定め

る。

第10節賞罰

第55条学生として表彰に値する行為があっ

たときは、学長は教授会及び評議会の議を

経てこれを表彰することがある。

第56条本学の定める規程に背き、学生とし

ての本分に反する行為があったときは、学

長は、教授会及び評議会の議を経てこれを

懲戒する。

懲戒は戒告、停学及び放学とする。

附則

本学則は，昭和26年11月1日からこれを施

行する。
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の準備のための学習を必要とするものと

し、毎週1時間15週の講義をもって 1単

位とする。ただし、教室外の準備のため

の学習が基準どおりできない事情がある

とき、又は教育効果を考慮して必要があ

るときは、 1時間半又は2時間の講義に

対してそれぞれ教室外における 1時間半

又は 1時間の準備のための学習を必要と

するものとし、毎週1時間半又は2時間

15週の講義をもって 1単位とすることが

できる。

二演習については、教室内における 2時

間の演習に対して教室外における 1時間

の準備のための学習を必要とするものと

し、毎週2時間15週の演習をもって 1単

位とする。、

三外国語科目については、演習と同一に

取扱う。

四実験・実習・体育実技等の授業につい

ては、学習はすべて実験室、実習場等で

行われるものとし、毎週3時間15週の実

験又は実習をもって 1単位とする。

第31条考査及び単位認定は、授業担当学部

又は教養部においてこれを行う。

第32条前3条の単位に関する規定は医学部

の専門課程にはこれを適用しない。

第5節卒業及び修了

第33条第3条に規定する期間以上在学し、

かつ、第26条ないし第28条に規定する所定

の課程を修めた者については、教授会の議

を経て学長が卒業を認定する。

第34条前条の規定により卒業を認定された

者に対し、学長は、卒業証書を授与する。

第34条の 2 卒業の認定は学年度の終わりに

行う。ただし、やむを得ない事由により、

この認定を受けることができなかった者に

ついては次年度の前期の終わり(医学部に

あっては次年度の 7月〉にこれを行うこと

ができる。

第35条卒業者は次の区別に従い、学士と称

することができる。

人文学部
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人文学科文学士

法経学科社会科学士

教育学部教育学士

理学部理学士

医学部医学士

薬学部薬学士

看護学部衛生看護学士

工学部工学土

園芸学部農学士

第6節医学進学課程

行

第36条医学部の医学進学課程の授業科目

は、教養部において履修する。

第37条 医学進学課程の授業科目、単位数及

び履修方法については、教養部の定めると

ころtこよる。

第38条 医学進学課程の考査及び単位の認定

は、教養部において行い、その修了の認定

は、医学部教授会の議を経て学長がこれを

行う。

第39条 医学進学課程の修了の認定を受けた

者は、本学医学部の専門課程に進学するも

のとする。

第40条削除

第41条削除

第42条削除

第7節検定料、入学料、授業料及

び寄宿料

第43条入学(転学、編入学及び¥再入学を合

む。〉を志願する者は、検定料として、国立

の学校における授業料その他の費用に関す

る省令(以下「省令」という。〉に規定する額

を納めなければならない。

第44条入学料は、省令に規定する額とす

る。

第44条の 2 特別の事情により入学料の納付

が困難であると認められる場合には、申請

に基づき入学料の全部又は一部を免除する

ことがある。

入学料の免除の取扱いについては、別に

定める。

第44条の 3 前条の規定により入学料の免除

を申請したが許可されなかった者及び入学
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料の一部を免除された者は、別に定める期

日までに、入学料の全額(一部を免除され

た者は、その残額〉を納めなければならな

。、
t
v
 

第44条の 4 次の各号のーに該当する場合に

は，未納の入学料の全額を免除することが

できる。

一第44条の 2の規定により入学料の免除

を申請中の者について死亡したことによ

り除籍した場合

二前条に該当する者について死亡又は入

学料の未納を理由として除籍した場合

第45条授業料は、省令に規定する額とし、

年額の 2分の 1に相当する額をそれぞれ次

の2期に納めなければならない。

前期 4月1日から30日まで〈新たに入学

する者は、大学が指定する期日〉

後期 10月1日から31日まで

第46条経済的理由によって授業料の納付が

困難であり、かつ、学業優秀と認められる

場合、その他特別の事情がある場合には、

申請に基づき授業料の全部又は一部を免除

することがある。

授業料の免除の取扱いについては，別に

定める。

第47条次の各号のーに該当する場合には、

それぞれの額の授業料を免除することがで

きる。

一死亡又は行方不明のため除籍した場合

未志向の授業料の全額

二第44条の 3に該当する者について、入

学料の未納を理由として除籍した場合

未納の授業料の全額

三授業料の未納を理由として除籍した場

合未納の授業料の全額

四授業料の徴収猶予を許可している学生

に対し退学を許可した場合 月割計算に

より退学の翌月以降に納付すべき授業料

の全額

第48条休学を許可した場合は、月割計算に

より休学当月の翌月から復学当月の前月ま

での授業料を免除する。
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第49条経済的理由によって納付期限までに

授業料の納付が困難であり、かつ、学業優

秀と認められる場合、その他特別の事情が

ある場合には、申請に基づき授業料の徴収

を猶予し又は月割分納を許可することがあ

る。

授業料の徴収猶予及び月割分納の取扱い

については、別に定める。

第50条削除

第51条寄宿料は、省令に規定する額とし、毎

月末日まで、に納めなければならない。ただ

し、 2か月分以上を前納することができる。

特別の事情のある場合には、申請に基づ

き寄宿料を免除することがある。

寄宿料の免除の取扱いについては、別に

定める。

第52条次の各号のーに該当する場合には、

それぞれの額の寄宿料を免除することがで

きる。

一死亡又は行方不明のため除籍した場合

未納の寄宿料の全額

二第14条の 3に該当する者について、入

学料の未納を理由として除籍した場合

未納の寄宿料の全額

三授業料の未納を理由として除籍した場

合未納の寄宿料の全額

第52条の 2 既納の料金は返付しない。

第8節専攻科及び別科

第53条本学に精深な程度において、特別の

事項を教授し、その研究を指導することを

目的として専攻科を置く。

専攻科に関する規程は，別にこれを定め

る。

第53条の 2 本学に簡単な程度において、特

別の技能教育を施すことを目的として、別

科を置くことがある。

別手1.に関する規程は、別にこれを定める。

第 9節特別聴講学生、聴講生、専

攻生、委託研究生、研究生、

受託研修生及び外国人学生

第54条他の大学又は外国の大学との協議に

基づき、当該大学の学生を特別聴諸学生と
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して入学を許可し、学部又は教養部の授業

科目を履修させることがある。

特別聴講学生に関する規程は、別にこれ

を定める。

第54条の 2 本学所定の授業科目の中、 1科

目又は数科目を選んで聴講を志望する者が

あるときは、当該学科の授業に妨げのない

限り、選考の上聴講生として入学を許可す

ることがある。

聴講生に関する規程は，別にこれを定め

る。

第55条本学において特殊の専門事項の攻究

を希望する者があるときは、授業研究に妨

げのない限り、選考の上専攻生として入学

を許可することがある。

専攻生に関する規程は，別にこれを定め

る。

第56条公共機関その他から委託研究生とし

ての入学の申出があったときは別に定める

ところによりこれを許可することがある。

第56条の 2 本学において特定の専門事項を

専心研究しようとする者があるときは、選

考の上研究生として入学を許可することが

ある。

研究生に関する規程は，別にこれを定め

る。

第56条の 3 公共機関から、受託研修生とし

て受入れの申出があったときは、別に定め

るところにより、これを許可することがあ

る。

第57条外国人で本学に入学を志望する者が

あるときは、別に定めるところにより、選

考の上外国人学生として入学を許可するこ

とがある。

第58条専攻科学生・別科生・特別聴講学

生・聴講生・専攻生・委託研究生・研究生

.受託研修生・外国人学生については別段

の定めあるものを除くほか、学部学生に関

する規定を準用する。

第10節通信教育及び公開講座

第59条本学は、法令の定めるところにより

通信教育を行うことがある。
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通信教育に関する規程は，別にこれを定

める。

第60条本学は、一般人の教養を高め、地方

文化の向上に資するため、公開講座を設け

ることがある。

公開講座に関する規程は，別にこれを定

める。

第11節学寮及び留学生寮

第61条大学の理想のもとに、学生の自治生

活を通じ、全人的完成を期することを目的

として、本学に学寮及び留学生寮を置く。

学寮及び留学生寮に関する規程は，別に

これを定める。

第12節賞罰

第62条学生として表彰に価する行為があっ

たときは、学長は教授会及び評議会の議を

経てこれを表彰することがある。

第63条本学の定める規定に背き、学生とし

ての本分に反する行為があったときは、学

長は教授会及び評議会の議を経てこれを懲

戒する。

懲戒は戒告、停学及び放学とする。

附則

本学則は、昭和26年11月1日から施行する。

附則

本学則の改正は、昭和27年4月1日から施

行する。

附則

本学則の改正は、昭和28年4月1日から施

行する。ただし、第26条の改正は、昭和27年

度からこれを適用する。

附則

本学則の改正は、昭和28年 5月22日から施

行し、昭和28年4月1日から適用する。

附則

本学則の改正は、昭和29年4月1日から施

行する。ただし、第35条に定める学士号は、

文学士、理学士、教育学士、薬学士、工学士及

び農学士については、昭和28年3月の卒業生

から，社会科学土及び、医学士については，昭

和30年3月の卒業生からそれぞれ適用する。

附則
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本学則の改正は、昭和29年12月17日から施

行する。

附則

1 本学則の改正は、昭和30年4月1日から

施行する。

2 昭和31年 3月31日までに改正前の学校教

育法第56条第2項及び改正前の学則第12条

の規定により、医学部の入学資格を有する

と認められた者は、改正後の本学医学部の

専門課程に進学することができる。

附則

本学則の改正は、昭和30年7月1日から施

行し、昭和30年4月1日から適用する。

附則

本学則の改正は、昭和30年7月22日から施

行し、昭和30年4月1日から適用する。

附則

本学則の改正は、昭和30年10月19日から施

行する。

附則

本学則の改正は、昭和31年4月1日から施

行する。

附則

木学則の改正は、昭和31月6月14日から施

行し、昭和31年4月1日から適用する。

附則

本学則の改正は、昭和31年10月18日から施

行し、昭和31年10月16日から適用する。

附則

本学則の改正は、昭和32年 5月23日から施

行し、昭和32年4月1日から適用する。

附則

本学則の改正は、昭和33年4月1日から施

行ーする。

附則

木学則の改正は、昭和34年4月1日から施

行する。

附則

木学則の改正は、昭和35年4月1日から施

行する。

附則

本学則の改正は、昭和36年4月1日から施

資料編
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行する。ただし、第45条から第52条の 2まで

の規定の改正は、昭和35年度から適用する。

附則

木学則の改正は、昭和37年4月1日から施

行する。

附則

1 本学期の改正は、昭和38年4月1日から

施行する。

2 この学則施行の際現に在学する者に係る

授業料の額は、第45条の改正規定にかかわ

らず、なお従前の例による。

3 この学則施行の日以後において、転学、

編入学ー又は再入学した者に係る授業料の額

は、当該者の属する年次の在学者に係る額

と同額とする。

附則

本学則の改正は、昭和39年4月1日から施

行する。

附則

本学則の改正は、昭和39年6月27日から施

行する。

附則

本学則の改正は、昭和40年4月1日から施

行する。

附則

本学則の改正は、昭和41年4月1日から施

行する。

附則

本学則の改正は、昭和42年4月1日から施

行する。

附則

本学の改正は、昭和43年 9月12日から施行

する。

附則

1 本学則の改正は、昭和44年3月13日から

施行し、昭和43年4月1日から適用する。

2 国立学校設置法の一部を改正する法律

(昭和43年法律第37号〉附則第2項の規定

により存続する文理学部については、なお

従前の例による。

附則

本学則の改正は、昭和44年7月9日から施
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行し、昭和44年4月1日から適用する。

附則

本学則の改正は、昭和44年8月15日から施

行し、昭和44年7月31日から適用する。

附則

本学則の改正は、昭和45年5月1日から施

行し、昭荊J45年4月1日から適用する。

|市則

本学則の改正は、昭和46年4月1日から施

行する。

附則

本学則の改正は、昭和46年11月11日から施

行する。

附則

この学則の改正は、昭和47年4月1日から

施行する。

附則

1 この学則の改正は、昭和47年4月1日か

ら施行する。

2 昭和47年度の入学、転学、編入学又は再

入学に係る検定料の額は、改正後の学則第

43条の規定にかかわらず、なお従前の例に

よる。

3 昭和4.7年度における入学を許可される者

に係る入学料の額は、改正後の学則第44条

の規定にかかわらず、なお従前の例によ

る。

4 この学則改正の施行の際現に在学する者

に係る授業料の額は、改正後の学則第45条

の規定にかかわらず、なお従前の例によ

る。

5 この学則改正の施行の日以後において、

転学、編入学又は再入学をした者に係る授

業料の額は、改正後の学則第45条の規定に

かかわらず、当該者の属する年次の在学者

に係る額と同額とする。

6 昭和47年度において入学した者の同年度

に係る授業料の額は、改正後の学則第45条

の規定にかかわらず年額24，000円とし、前

期6，000円及び後期18，000円の額を当該前

期又は後期のそれぞれの納期に納めるもの

とする。

資料編

!日

1239 



規程

現 行 円口

附則

この学則の改正は、昭和48年4月17日から

施行し、昭和48年4月1日から適用する。

附則

この学則の改正は、昭和48年 9月29日から

施行する。

附則

この学則の改正は、昭和49年 2月19日から

施行する。

附則

との学則の改正は、昭和49年3月20日から

施行する。

附則

この学則の改正は、昭和49年4月1日から

施行する。

附則

この学則の改正は、昭和50年3月20日から

施行する。

附則

1 この学則の改正は、昭和50年4月1日か

ら施行する。

2 昭和50年度の入学、転学、編入学又は再

入学に係る検定料の額は、改正後の学則第

43条の規定にかかわらず、なお従前の例に

よる。

附則

この学則の改正は、昭和50年4月17日から

施行し、昭和50年4月1日から適用する。

附則

この学期の改正は、昭和50年4月22日から

施行する。

附則

この学則の改正は、昭和51年 3月18日から

施行する。

附則

この学則の改正は、昭和51年4月1日から

施行する。

附則

この学則の改正は、昭和51年4月22日から

施行する。

附則

この学則の改正は、昭和52年4月1日から
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施行する。

附則

この学則の改正は、昭和53年4月1日から

施行する。

附則

この学則の改正は、昭和54年4月1日から

施行する。

(15) 千葉大学学生通則

第1章宣誓書及び保証書

第1条入学にあたっては、宣誓書を提出し

なければならない。

2 宣誓書には、学生の宣誓履行に責任を

もって協力する保証人の連署を必要とす

る。

第2条入学にあたっては、保証書を提出し

なけれぼならない。

2 保証書には、学生の在学期間中における

授業料等の納付に関し連帯して責任をもっ

連帯保証人を必要とする。

第3条前2条の保証人及び連帯保証人は原

則として同一人とし、父兄又はこれに準ず

る者をもってあてるものとする。

2 保証人及び連帯保証人を変更する場合並

びに保証人又は連帯保証人の住所が変った

場合はすみやかに所属学部長に届出なけれ

ばならない。

第2章学生証

第4条学生は、入学と同時に所属学部長か

ら学生証の交付を受けて必ず携帯し、本学

教職員の請求があったときは、何時でもこ

れを提示しなければならない。

第5条学生証の有効期間は学則第3条に規

定する修業年限の範囲内とする。

2 学生証の有効期間経過後もなお、在学す

るときは直ちに返納し、あらたに交付aを受

けるものとする。

第6条学生は、教養部における課程を修了

し専門課程に移ったときは、所属学部長に

学生証を提出し証印を受けなければならな

し、。

千葉大学学生活則

第1章入学

第1条入学を許可された者は、本学学生と

しての本分を全うする旨の宣誓をしなけれ

ばならない。

第2章学生証

第2条学生は、学生証の交付を受けて必ず

携帯し、本学教職員の請求があったとき

は、何時でもこれを提示しなければならな

し、。

第3条学生証は、毎学年の始めに新たに交

付を受けるものとする。

第4条学生証は、卒業、退学、除籍等の場

合、又はその有効期間を経過したときは、

直ちに返納しなければならない。

第5条学生証を紛失したときは、直ちに届

出て、再交付を受けなければならない。

第3章宿所届

第6条学生は、次の場合、宿所をすみやか

に所属学部長に届出なければならない。

げ) 入学の際

(吋変更の都度

第4章保証人

第7条学生は、入学の際、保証人を定め所

属学部長に届出なけれぼならない。

保証人を変更し、又は保証人が住所を変

更した場合もすみやかに前項の手続をとら

なければならない。

第8条保証人は、保証する学生の修学目的

達成のために、その宣誓履行に関し責任を

もって協力するものでなければならない。

第9条保証人は、父兄又はこれに準ずる者

を以てあてる。
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第7条学生証は、卒業、退学、除籍等の場

合は、直ちに返納しなければならない。

第8条学生証を紛失したときは、直ちに所

属学部長に届出て再交付を受けなければな

らない。

第3章宿所周

第9条学生は、次の場合、宿所をすみやか

に所属学部長に届出なければならない。

引)入学の際

制変更の都度

第4章身上異動

第10条学生は、改姓その他一身上に異動の

あった場合、その都度、すみやかに所属学

部長に届出なければならない。

第5章服装

第11条服装は、任意、とするも本学学生とし

て品位を保つものでなければならない。

第6章健康診断

第12条学生は、学校保健法により毎年本学

施行の健康診断を受けなければならない。

第7章団体

第13条学生が、学内において、団体を設立

しようとするときは、責任代表者2名以上

を定め、所定の様式に従い、責任代表者の

署名捺印をもって所属学部長に届出て、学

長の認可を得なければならない。ただし、

団体員が2学部以上にわたる場合には、学

生部長に届出て、学長の認可を得るものと

する。

第14条 団体を設立したときは、 7日以内に

団体員名簿を作成し、所属学部長又は学生

部長に提出することを要する。

2 団体員名簿は毎年5月末日現在で更新

し、学部長又は学生部長に提出するものと

する。

3 この際届出のない団体は、解散したもの

として取扱う。

第15条学内の団体が、学外団体に参加しょ

うとするときは、所・属学部長に届出て、学

長の認可を得なければならない。ただし、
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第5章身上異動

第10条学生は、改性その他一身上に異動の

あった場合、その都度，すみやかに所属学

部長に届け出なければならない。

第6章服装

第11条 服装は任意、とするも本学学生として

の品位を保つものでなければならない。

第7章身体検査

第12条学生は、学校身体検査規程により毎

年本学施行の身体検査を受けなければなら

ない。

第 8主主 団体

第13条学生が、学内において、団体を設立

しようとするときは、責任代表者2名以上

を定め、所定の様式に従い、責任代表者の

署名捺印をもって所属学部長に届出て、学

長の認可を得なければならない。

但し、団体員が2学部以上にわたる場合

には、学生部一長に届出て、学長の認可を得

るものとする。

第14条 団体を設立したときは、 7日以内に

団体員名簿を作成し、所属学部長又は学生

部長に提I:Bすることを要する。

団体員名簿は毎年5月末日現在で吏新

し、学部長又は学生部長に提出するものと

する。

此の際届出のない団体は解散したものと

して取扱う。

第15条学内の団体が、学外団体に参加しょ

うとするときは、所属学部長に届け出て、

学長の認可を得なければならない。

但し団体員が2学部以上にわたる場'合に

は、学生部長に届け出て、学長の認可を得

るものとする。

第四条学生が、学外に於て、本学名を使用

して団体的な活動をしようとするときは、

責任代表者2名以上の連署をもって所属学

部長に届け出て、学長の認可を得なければ

ならない。

但し、団体員が2学部以上にわたる場合
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団体員が2学部以上にわたる場合には、学

生部長に届出て、学長の認可を得るものと

する。

第16条学生が、学外において、本学名を使
用して団体的な活動をしようとするとき

は、責任代表者2名以上の連署をもって所

属学部長に届出て、学長の認可を得なけれ

ばならない。ただし、団体員が2学部以上

にわたる場合には、学生部長に届出て、学

長の認可を得るものとする。

第8章集会及び施設使用

第17条学生(団体〉が、学内において、集会

をしようとするときは、その期日の 2日前

までに所定の様式に従い、所属学部長に届

出て、その認可を得なければならない。た

だし、 2学部以上にわたる学生〈団体〉が

主催して集会を行なう場合には、学生部長

に届出て、その認可を得るものとする。

第四条学生又は学内団体が、学外から、団

体・指導者・講演者等を招聴しようとする

ときは、その期日の 3日前までに所属学部

長に届出て、学長の認可を得なければなら

ない。ただし、団体員が2学部以上にわた

る場合には、学生部長に届出て学長の認可

を得るものとする。

第四条学生(団体〉が、集会のために、本

学の建物、施設又は物件を使用しようとす

る場合には、第17条の届出と同時に、所定

の様式に従いその場所を管理する関係部局

長に願出て、その認可を得なければならな

い。使用の認可を受けたものは、その集会

のため生じた事項の一切について責任を負

うものとする。

第9章掲示等

第20条学生が、学内において、ピラ、ポス

ター、パンフレ y ト又は新聞等を掲示し、

若しくは配布しようとするときは、あらか

じめ関係学部長に届出てその認可を得なけ

ればならない。ただし、その内容が2学部

以上に関する場合には、学生部長に届出て

には、学生部長に届け出て、学長の認可を

得るものとする。

第 9章集会

第17条学生が、学内において、集会をしよ

うとするときは、その期日の 2日前までに

所定の様式に従い、所属学部長に届け出

て、学長の認可を得なければならない。

但し2学部以上にわたる学生が集会をす

る場合には、学生部長に届け出て、学長の

認可を得るものとする。

第四条学生又は学内団体が、学外から、団

体、指導者、講演者を招聴しようとすると

きはその期日の 3目前までに所属学部長に

届け出て、学長の認可を得なければならな
し、。

但し、団体員が2学部以上にわたる場合

には、学生部長に届け出て、学長の認可を

得るものとする。

第四条学生が、集会のために、本学の建

物、施設又は物件を使用する場合には、予

め所定の手続によれその場所を管理する

関係部局長の認可を得なければならない。

使用の認可を受けたものは、その集会のた

めに生じた事項の一切について責任を負う

ものとする。

第10章掲示等

第20条学生が、学内において、ピラ、ポス

ター、パンフレット又は新聞等を掲示し、

若しくは配布しようとするときは、予め関

係学部長に届け出てその認可を得なければ

ならない。

但し、その内容が 2学部以上に関する場

合には、学生部長に届け出て、その認可を

得るものとする。

第21条学生が、学内において、ピラ、ポス

ター類を掲示しようとするときは、本学の

定める掲示場に掲示しなけれなばらない。

第22条学生が、学外において、本学名を使

用してピラ、ポスター、パンフレット、又

は新聞等を掲示又は配布するには、予め学
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その認可を得るものとする。

第21条学生が、学内において、ピラ、ポス

ター類を掲示しようとするときは、本学の

定める掲示場に掲示しなければならない。

第22条学生が、学外において、本学名を使

用して、ピラ、ポスター、パンフレット又

は新聞等を掲示又は配布するには、あらか

じめ学生部長の認可を、学部名を使用する

場合には、あらかじめ関係学部長の認可を

それぞれ得なければならない。

第23条学生が、学内において、印刷物発

行、世論調査、デモンストレーシヨン、署

名運動、投票、物品販売、寄付募集、拡声

器使用、その他本学教職員、学生、外来者

等を対象とする行為をしようとするとき

は、あらかじめ関係部局長に届出て、その

認可を得なければならない。ただし、 2学

部以上にわたる学生が上行為をしようとす

る場合には、学生部長に届出て、その認可

を得るものとする。

本条に定める行為の届出責任者は、その

行為実施に関して届出先の部局長の指示に

従うとともに、その行為の結果を届出先に

報告しなければならない。

第10章その他

第24条学生の届出認可事項については、認

可後といえばも、届出の超旨に反すると認

められるにいたった場合には、これを取消

すことがある。

第25条本別中、学部長とあるのは、教養部

長を含むものとする。

第26条本則施行に際して必要あるときは、

さらに施行細則を定める。

附則

本則は、昭和26年4月1日より適用する。

附則

この通則の改正は、昭和44年 3月31日から

施行し、昭和43年4月1日から適用する。

附則

この通則の改正は、昭和45年6月23日から

施行する。
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生部長の認可を、学部名を使用する場合に

は予め関係学部長の認可をそれぞれ得なけ

れぼならない。

第23条学生が、学内において、印刷物発

行、世論調査、デモンストレーション、署

名運動、投票、物品販売、寄付募集、拡声

器使用、その他、本学教職員、学生、外来

者等を対象とする行為をしようとするとき

は、予め関係部局長に届け出て、その認可

を得なければならない。

但し、 2学部以上にわたる学生が右行為

をしようとする場合には、学生部長に届け

出てその認可を得るものとする。

本条に定める行為の屈出責任者は、その

行為実施に関して届出先の部局長の指示に

従うとともに、その行為の結果を届出先に

報告しなければならない。

第11章其の他

第24条学生の届出認可事項については、認

可後と難も、届出の趣旨に反すると認めら

れるにいたった場合には、これを取消すこ

とがある。

第25条大学前期2年間一般教養課程履修中

の学生は、文理学部所属として取扱う。

第26条本則施行に際して必要あるときはさ

らに施行細則を定める。

附則

第27条本則は昭和26年 4月1日より適用す

る。
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附則

この通則の改正は、昭和47年 4月1日から

施行する。

附則

この通則の改正は、昭和50年 4月1日から

施行する。

同千葉大学学寮規程

第 1条 この規程は、学則第61条の規定に基

づき、本学に設置する学寮の管理運営等に

ついて定めるものとする。

第 2条本学に次の表に掲げるとおり学寮を

置く。

学寮名|所属 IJ陣対象| 所在地|

稲毛半生部詰15il諸説、中
陸時生部陸部の寸調、中

無半生部|割程の男lE音Zf中
主語学[酔両極君事明T雲間
会計|脚部障苦手皇室[FT号
子丸』寮一、困部芸学||園課程芸学の塑門l|E剖構直内言雪
第3条学部長及び学生部長は、当該学部及

び学生部に所属するそれぞれの学寮を管理

する。

第 4条学寮の管理運営に関する基本的事項

については、千葉大学厚生補導委員会にお

いて審議する。

第 5条入寮及び退寮は、第3条に定める学

寮を管理する者(以下「管理者」とし、う。〉

が、許可する。

2 入寮者の選考については、別に定める。

第6条管理者は、入寮を許可された者が、

所定の手続きを怠り、又は指定された期日

までに入寮しないときは、その許可を取り

消すことがある。

第7条寄宿料については、学則第51条、第

資料編
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千葉大学学寮規則 (昭39.6.27廃止〉

第 1条千葉大学学寮は新しい大学の理想の

もとに自治生活を通じて全人的完成を目ざ

す学生寮である。

第 2条学寮は各学部に置くことが出来る。

その名称は学部毎に定める。

第 3条学生の収容計画は関係者の意見を汲

んで学長が定める。

第 4条学寮の主管は当該学部長とする。

第5条入寮及び退寮は本人の申出により学

部長がこれを許可する。

第 6条学部長は学寮生活に適しない行為が

あった者に対しては退寮を命ずることがあ

る。

2 前項の場合には寮生代表の意、見を;徴す

る。

第7条学寮には顧問を置く。

2 顧問は学部長が委嘱する。

3 顧問は学寮生活に対し随時適切な助言を

する。

第8条建物の設備等の維持保存及び火気取
締り等については、大学の定める規程を遵

守しなければならない。

第 9条各寮の規約は本規則に則り寮毎に定

める。

2 各寮の規約を定めるに当つては寮生が顧

問と協議の上之を作成し学部長の承認を受

けるものとする。

附則

この規則は、昭和26年4月1日から施行す

る。
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52条及び第52条の 2の規定を適用する。

2 前項に定めるほか、寮生は大学が別に定

める基準により、当該学寮の諸経費の一部

を負担する。

第8条管理者は、寄宿料又は寮生が負担す

ベき諸経費を、所定の納期までに納入しな

い者に対しては、退寮を命ずることができ

る。

第9条管理者は、学寮生活に適しない行為

があったと認められる寮生に対しては、退

寮を命ずることができる。

2 前項の場合には、寮生の意見を徴する。

第10条寮生は、所定の健康診断を受けるも

のとする。

2 管理者は、前項の診断により在寮が不適

当と認められた者に対しては、退寮を命ず

ることヵ:ある。

第11条学寮において当該寮生以外の者の関

係する集会・催物等を行おうとする場合

は、その責任者は事前に管理者の認可を受

けるものとする。

第12条管理者は、故意又は重大な過失によ

り、学寮の施設、設備、備品等を損傷し、

又は紛失した者に対しては弁償させるもの

とする。

第13条寮生は、学寮の防火・防犯等につい

て、大学の定める規定を遵守するものとす

る。

第14条 この規程及び管理者が定めるものの

ほか、寮生が学寮に関する規約を定めた場

合には管理者に届出るものとする。

附則

1 この規程は、昭和39年6月27日から施行

する。

2 千葉大学学寮規則(昭和26年4月1日制

定〉は、廃止する。

附則

この規程の改正は、昭和40年 4月1日から

施行する。

附則

この規程の改正は、昭和41年4月1日から

施行する。
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附則

この規程の改正は、昭和45年11月9日から
施行する。

附則

この規程の改正は、昭和46年4月1日から

施行する。

附則

この規程の改正は、昭和47年 4月1日から

施行する。

附則

この規程の改正は、昭和51年9月1日から
施行する。

間千葉大学事務組織規程

第 1章総則

第 1条本学に事務局及び学生部を置く。

第2条事務局に庶務部、経理部及び施設部

を置く。

2 庶務部に庶務課及び人事課を置く。

3 経理部に主計課及び、経理課を置く。

4 施設部℃企画課、建築課及び設備課を置

く。

第 3条学生部に教務課、学生課、厚生課及

び入学主幹を置く。

第4条各学部、教養部、生物活性研究所、

医学部附属病院、園芸学部附属農場、附属

図書館及び附属図書館亥鼻分館に事務部を

置く。必要あるときは事務室を置くことが

できる。

第5条 医学部附属病院事務部に総務課、管

理課及び医事課を置く。

第6条附属図書館事務部に整理課及び閲覧

課を置く。

第7条課及び事務部並びに入学主幹のもと

に係を置き所掌事務を分掌させる。

2 第2条及び第3条に定める課及び入学主

幹のもとに置く係の名称及び分掌事務に関

しては別に定める。

3 第4条に定める事務部(第5条及び第6

条に定める課を含む。〉に置く係及び事務室

の名称並びに分掌事務に関しては学長の承

認を得てその部局の長が定める。

第2章事務局

千葉大学事務組織規程

第1章総則

第 1条本学に事務局及び学生部を置く。

第2条事務局に庶務課、会計課及び施設課

を置く。

第 3条学生部に教務課、学生課及び厚生課

を置く。

第4条各課に別に定める係を置く。

第 5条各学部、教育学部分校、腐敗研究

所、医学部附属病院及び附属図書館にそれ

ぞれ事務部を置く。

第6条前条の各部局における事務分掌に関

する規程はその部局長が学長の承認を経て

定める。

第2章事務分課

第7条庶務課においては次の事務をつかさ

どる。

機密事項に関すること。

一 公印の保管に関すること。
三儀式及び会議に関すること。

四諸規程の制定及び改廃に関すること。

五職員の任免、職階、給与、勤務評定、

服務等入事に関すること。

六職員の栄典、ほう賞、懲戒に関するこ

と。

七人事記録の作製保管に関すること。

八職員の研修に関すること。

九職員の厚生福祉に関すること。

己調査統計に関すること。

公文書の授受発送及び整理保管に関す
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現 行

第 8条庶務課においては、次の事務をつか

さどる。

一大学の総括事務に関し、連絡調整する

こと。

一機密に関すること。

三儀式その他諸行事に関すること。

四 評議会その他の会議に関すること。

五学則その他諸規程等の制定及び改廃に

関すること。

六学位に関すること。

七 内地及び外地研究員等に関すること。

八学術団体等との連絡に関すること。

九広報及び渉外に関すること。

己公印の管守に関すること。

公文書類の接受発送及び整理保管に関

すること。

三調査統計その他諸報告に関すること。

三その他他の部課の所掌に属しないこ

と。

第9条人事課においては、次の事務をつか

さどる。

ー職員の任免、分限、懲戒及び服務等に

関すること。

一 職員の給与に関すること。

三職員の定員に関すること。

四職員の勤務評定に関すること。

五退職者の恩給、共済組合の長期給付及

び退職手当に関すること。

六栄典、表彰に関すること。

七人事記録に関すること。

八職員の団体に関すること。

九職員の健康及び、安全保持並ひ、に福利厚

生に関すること。

己課の所掌事務の諸報告に関すること。

二その他人事に関すること。

第10条主計課においては、次の事務をつか

さどる。

一会計事務に関し、総括し、及び連絡調

整すること。

一 予算及び決算に関すること。

-債権管理の総括事務に関すること。

四物品管理の総括事務に関すること。
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ること。

三広報及び渉外事項に関すること。

三他課に属しないこと。

第8条会計課においては次の事務をつかさ

どる。

一予算の編成及び配当に関すること。

二経費及び収入の決算に関すること。

三支出負担行為及びその認証に関するこ

と。

回収入及び支出に関すること。

五現金及び有価証券の出納、保管に関す

ること。

六会計の監査に関すること。

七物品の出納、保管に関すること。

八行政財産の管理に関すること。

九文部省共済組合に関すること。

5 庁内の警備に関すること。
その他会計に関すること。

第9条施設課においては次の事務をつかさ

どる。

ー営繕工事の企画立案に関すること。

二営繕工事の設計及び監督に関するこ

と。

三蛍繕工事の入札に関すること。

四電気、電話、瓦j折、水道等諸施設の工

事施工に関すること。

五その他営繕に関すること。

第10条教務課においては次の事務をつかさ

どる。

一入学及び卒業に関すること。

二講座、教育課程編成及び単位認定に関

すること。

三指導要録、学業調査書等に関するこ

と。

四教員認定講習、通信教育及び公開講座

に関すること。

五研究集会その他研究調査の助成に関す

ること。

六研究生、委託生、聴講生、別科生及び

外国人学生に関すること。

七進学適性検査監理審査会に関するこ

と。



現 行

五会計の監査に関すること。

六支出負担行為の確認に関すること。

七国有財産に関すること。

八職員の宿舎に関すること。

九会計職員の公印の管守に関すること 0

5 会計諸規程に関すること。

科学研究費に関すること。

ニ課の所掌事務の諸報告に関すること。

ー その他会計事務で経理課の所掌に属し

ないこと。

第11条経理課においては、次の事務をつか

さどる。

一債権の管理に関すること。

二収入及び支出に関すること。

三歳入歳出外現金及び有価証券に関する

こと。

四給与等の支給に関すること。

五所得税等の徴収に関すること。

六物品の調達に関すること。

七物品の管理に関すること。

八委任経理に関すること。

九計算証明に関すること。

5 警備取締りに関すること。

共済組合に関すること。ただし、長期

給付に関することを除く。

三課の所掌事務の諸報告に関すること。

三その他会計経理に関すること。

第12条企画課においては、次の事務をつか

さどる。

一施設整備に関し、総括し、及び連絡調

整すること。

二工事に関し、予算案を準備すること。

三工事費の実施配分に関すること。

四工事の;入札及び請負契約事務に関する

こと。

五建築、電気、ガス、水道等工事の関係

法令等に基づく諸手続に関すること。

六施設に関する調査及び報告に関するこ

と。

七 その他他課の所掌に属しない施設整備

及び営繕に関する事務に関すること。

第13条建築課においては、次の事務をつか

資料編

!日

八部内所掌事務の調整、連絡に関するこ

と。

九部内の庶務に関すること。

5 部関係諸会議に関すること。
二他課に属しないこと。

第11条学生課においては次の事務をつかさ

どる。

学生の課外活動の補導に関すること。

一補導のための大学紹介に関すること。
一学生通則に関すること。

四学生の賞罰に関すること。

五その他学生の文化教養に関すること。

第12条厚生課においては次の事務をつかさ

どる。

一学生の生活相談に関すること。

二学生の実態調査及び厚生資料の作成に

関すること。

一学生の奨学に関すること。

四学寮に関すること。

五卒業生の就職に関すること。

六学生の健康管理に関すること。

七その他学生の厚生に関すること。

附則

この規程は、昭和26年12月1日から施行す

る。
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現 ノー-

f丁 門口

さどる。

一施設の整備計画に関すること。

二建築及び土木工事(以下「建築工事J
という。〉の実施計画に関すること。

ー建築工事の設計に関すること。

四建築工事費の積算に関すること。

五建築工事の施工、監督に関すること。

六建築工事の検査に関すること。

七 その他営繕に関する技術的事項に関す
ること。

第14条設備課においては、次の事務をつか
さどる。

一電気、電話、給排水、ガス、冷暖房、

衛生設備等(以下「設備」とし寸。〉の整
備計画に関すること。

一設備工事の実施計画に関すること。
ニ設備工事の設計に関すること。

四設備工事費の積算に関すること。

五設備工事の施工、監督に関すること。

六設備工事の検査に関すること。

七 百千葉地区共通設備の管理に関するこ

と。

八 その他設備に関する技術的事項に関す
ること。

第3章学生部

第15条教務課においては、次の事務をつか
さどる。

一入学(入学者選抜に関する事-務を除

く。〉及び卒業に関すること。

二 講座、教育課程編成及び単位認定に関

すること。

三 授業日程に関すること。

四 教員認定講習、単位修得試験、通信教

育及び公開講座に関すること。

五研究集会その他研究調査の助成に関す

ること。

六大学院、専攻科、専攻生、聴講生、委

託研究生、研究生、受託研修生、別科生

及び外国人学生に関すること。

七 学生部内所掌事務の調整、連絡に関す

ること。

八学生部の庶務に関すること。
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九学生部関係諸会議に関すること。

己その他教務に関すること。

二その他他課及び入学主幹に属しない事

項に関すること。

第16条学生課においては、次の事務をつか
さどる。

学生の課外活動の補導に関すること。

二学生相談に関すること。

三補導のための大学紹介に関すること。

四学生通則に関すること。

五学生の賞罰に関すること。

六その他学生の補導に関すること。

第17条厚生課においては、次の事務をつか

さどる。

一学生の生活相談に関すること。

二学生の実態調査及び厚生資料の作成に

関すること。

三学生の奨学に関すること。

四学寮に関すること。

五卒業生の就職に関すること。

六学生の健康管理に関すること。

七 その他学生の厚生に関すること。

第四条入学主幹は、次の事務をつかさど

る。

一入学者選抜に関する総括及び連絡調整

に関すること。

二入学者選故方法の改善の企画立案に関戸

すること。

三入学者選抜に関する委員会に関するこ

と。

四 その他入学者選抜に関すること。

第4章各部局事務部

第19条各部局事務部(医学部附属病院及び

附属図書館の事務部を除く。〉においては、

各部局における庶務会計その他の事務をつ

かさどる。

第5章医学部附属病院事務部

第20条総務課においては、次の事務をつか

さどる。

病院事務の連絡調整に関すること。

会議及び行事に関すること。

職員の人事に関すること。

!日行現
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現 行 同
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四職員の服務及び福祉に関すること。

五職員団体に関すること。

六病院に係る争訟事務の総括に関するこ

と。

七附属学校に関すること。

八看護学校等の臨床実習に関すること。

九調査統計の総括に関すること。

5 その他他課に属しない事項に関するこ

と。

第21条管理課においては、次の事務をつか

さどる。

ー構内の警備取締及び災害防止その他構

内管理に関すること。

一 予算及び決算に関すること。
一会計の照査に関すること。

四職員の給与等の支給に関すること。

五物品の取得及び管理に関すること。

六役務に関すること。

七 固有財産に関すること。

八電気、電話、給排水、ガス及び冷暖房

に関すること。

九 その他病院の施設設備の補修に関する

こと。

第22条 医事課においては、次の事務をつか

さどる。

一患者の診療事務に関すること。

二医療相談及び患者サービスに関するこ

と。

三給食及び栄養相談に関すること。

四診療料金の収納及び債権の管理に関す

ること。

五社会保険等保険事務に関すること。

六寝具その他病室備品に関すること。

七 医療情報事務に関すること。

八医事に関する調査、統計、報告に関す

ること。

第 6章附属図書館事務部

第23条整理課においては、次の事務をつか

さどる。

ー図書館〈分館及び図書室を含む。〉事務

の連絡調整に関すること。

二庶務・会計に関すること。
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現 行 門口

三職員の服務、福祉、研修及び給与に関

すること。

四会議に関すること。

五課の調査及び諸報告に関すること。

六渉外に関すること。

七備品，消耗品に関すること。

八図書の選定に関すること。

九図書館資料の受入、登録及び更新に関

すること 0

5 図書の整理(目録、分類、製本等〉に
関すること。

ご その他閲覧課に属さない事務に関する

こと。

第24条閲覧課においては、次の事務をつか

さどる。

ー閲覧及び貸出に関すること。

二学術雑誌及び二次文献資料(索引誌、

抄録誌等〉の収集、選定、整理に関する

こと。

三図書館資料の相互利用及び交換に関す

ること。

四文献の撮影及び複写に関すること。

五 レフアレンスに関すること。

六利用案内、展示等に関すること。

七 図書館資料の保存、配架及び閲覧室、

書庫の管理に関すること。

八 図書館資料及び図書館についての調査

研究に関すること。

九課の調査及び諸報告に関すること 0

5 図書館業務の機械化に関すること。

二 その他図書館の利用に関すること。

附則

この規程は、昭和26年12月1日から施行す
る。

附則

この規程の改正は、昭和27年10月1日から

施行する。

附則

この規程の改正は、昭和31年12月1日から

施行する。

附則

この規程の改正は、昭和32年12月14日から
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現

施行する。

附則

行

この規程の改正は、昭和33年6月20日から

施行する。

附則

この規程の改正は、昭和35年1月1日から

施行する。

附則

この規程の改正は、昭和36年4月1日から

施行する。

附則

この規程の改正は、昭和37年4月1日から

施行する。

附則

この規程の改正は、昭和38年4月1日から

施行する。

附則

この規程の改正は、昭和38年12月1日から

施行する。

附則

この規程の改正は、昭和39年4月1日から

施行する。

附則

この規程の改正は、昭和40年4月1日から

施行する。

附則

この規程の改正は、昭和41年11月1日から

施行する。

附則

この規程の改正は、昭和43年5月9日から

施行し、 H百和43年4月1日から適用する。

附則

この規程の改正は、昭和47年4月1日から

施行する。

附 }(IJ

この規程の改正は、昭和48年4月1日から

施行する。

附則

この規程の改正は、昭和48年 9月29日から

施行する。

附則

この規程の改正は、昭和50年4月1日から
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施行する。

附則

この規程の改正は、昭和52年4月1日から

施行する。

附則

この規程の改正は、昭和53年4月1日から

施行する。

資料編
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教職員

3 教 職 員

(1) 学長・部局長等一覧

AづL一ら 長

(就 任〉 〈退 任〉

日百手口24. 5. 31 昭和32. 5. 31 小池敬事(医〉

昭和32. 6. 1 昭和36. 5. 31 小林政一(工〉

昭和36. 6. 1 昭和37. 1. 30 荒木直射(医〉

昭和37. 1. 30 昭和37. 3. 1 (事務取扱〉 谷川久治(医〉

昭和37. 3. 2 昭和43. 3. 1 谷川久治(医〉

昭平日43. 3. 2 昭不日44. 4. 1 川喜田愛郎〈医〉

昭和44. 4. 1 昭和44. 6. 23 (事務取扱〉 湊 顕(薬〉

昭手口44. 6. 24 昭和45. 7. 31 (事務取扱〉 香月秀雄(医〉

昭手口45. 8. 1 昭和51. 7. 31 相磯和嘉(医〉

昭不日51. 8. 1 香月秀雄(医〉

学芸学部長(昭和25.3.31限り廃止〉

(就 任〉 (退 任〉

昭和24. 6. 15 11百不IJ25. 3. 31 野村武衛

文理学部長(昭和50.3.31限り廃止〉

(就 任〉 (退 任〉

昭和25. 4. 1 昭不日28. 7. 31 (事務取扱〉 小池敬事

昭和28. 8. 1 昭来日30.11. 30 前田鷹衛

日召手口30.12. 1 [:113不日32.12. 31 吉岡俊亮

昭和33. 1. 1 昭来日34.12. 31 長谷川理衛

昭手口35. 1. 1 1113手口36.12. 31 )[1 口 幹

昭和37. 1. 1 11自示日39.12. 31 長友治郎吉

昭手口40. 1. 1 日召手口43. 4. 30 望月 律?

昭不日43. 5. 1 昭来日47. 3. 31 鶴見卓ー

昭和47. 4. 1 昭和50. 3 .31 白 田貴郎
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人文学部長

(就 任〉 (退 任〉

昭和43. 4. 1 昭和47. 3. 31 鶴見卓ー

昭来日47. 4. 1 昭和51. 3. 31 白 田貴郎

昭和51. 4. 1 小笠原長和

教育学部長

(就 任〉 (退 任〉

昭和25. 4. 1 日召手口27. 7. 15 野村武衛

昭和27. 7. 16 昭和32. 3. 30 佐藤良一郎

昭和32. 3. 31 昭和33.11. 14 小木曽 思

昭手口33.11. 15 昭和35. 3. 31 津川正美

昭和35. 4. 1 昭和36. 3. 31 水野治隆

昭和36. 4. 1 昭和44. 3. 31 芳野英昌

昭和44. 4. 1 H召手口44. 5. 31 香村寛蔵

昭和44. 6. 1 昭和44. 6. 30 (事務取扱〉 飯田 朝

昭和44. 7. 1 昭和47. 6. 30 香村寛蔵

昭和47. 7. 1 昭和50. 6. 30 飯 田 朝

昭不日50. 7. 1 深山幹夫

理学部長

(就 任〉 〈退 任〉

昭和43. 4. 1 昭手口44. 2. 28 (事務取扱〉 川喜田愛郎

昭和44. 3. 1 昭和44. 6. 12 111 口 太三郎

昭和44. 6. 13 昭不日49. 6. 12 沼田 真

昭和49. 6. 13 昭和51. 4. 1 熊谷寛夫

昭和51. 4. 2 沼田 真

医学部長

(就 任〉 〈退 任〉

昭和24. 5. 31 昭和24.10. 5 (兼〉小池敬事

昭手口24.10. 6 昭和27.10. 4 加賀谷勇之助
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日召来日27.10. 5 昭不日30.10. 4 赤松 茂

昭示日30.10. 5 昭手口33.10. 4 荒木直射

日召来日33.10. 5 昭和37. 3. 1 谷川久治

昭和37. 3. 2 昭和37. 3. 31 (事務取扱〉 谷川久治

昭和37. 4. 1 昭和39. 3. 31 鈴木正夫

昭和39. 4. 1 日召手口42. 3. 31 滝沢延次郎

昭和42. 4. 1 昭和43. 1. 11 鈴木次郎

昭和43. 1.11 昭和43. 1. 24 (事務取扱〉 谷川久治

昭来日43. 1. 25 昭不日44. 5. 29 小林龍男

H召不日44. 5. 30 昭和44.11. 30 (事務取扱〉 相磯和嘉

昭手口44.12. 1 昭和45. 7. 31 相磯和嘉

昭手口45. 8. 1 昭和48. 3. 31 松本 日宇

昭不日48. 4. 1 昭和50. 3. 31 横川宗雄

昭和50. 4. 1 昭和51. 7. 31 香月秀雄

昭和51. 8. 1 昭和53. 7. 31 横川宗雄

昭和53. 8. 1 井出源四郎

医学部附属病院長

〈就 任〉 〈退 任〉

昭和24.12. 1 昭和26. 9. 30 中山恒明

昭手口26.10. 1 昭和28. 9. 30 佐々木哲丸

昭和28.10. 1 昭和30. 9. 30 竹内 勝

As手口30.10. 1 昭和32. 9. 30 北村 武

昭不日32.10. 1 昭和34. 9. 30 斉藤十六

昭来日34.10. 1 昭和36. 9. 30 鈴木次郎

昭和36.10. 1 昭手口38. 9. 30 箆 弘毅

昭和38.10. 1 As不日41. 4. 15 コ輪清

昭和41. 4. 16 昭和42. 3. 31 鈴木次郎

昭来日42. 4. 1 日召不日44. 3. 31 松本 日宇

昭和44. 4. 1 昭和46. 3. 31 百瀬剛

昭和46. 4. 1 昭和50. 3. 31 香月秀雄

昭和50. 4. 1 昭和52. 3. 31 久保政次
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昭和52. 4. 1 佐藤 1専

薬学部長

〈就 任〉 〈退 任〉

日召手口24. 7. 4 昭和26. 9. 30 宮木高明

昭和26.10. 1 昭和28. 4. 30 コ宅良

昭和28. 5. 1 昭和30.10. 9 (事務取扱〉 小池敬事

昭手口30.10. 10 昭和33.10. 9 宮木高明

昭和33.10. 10 昭和33.11. 14 (事務取扱〉 官木高明

昭手口33.11. 15 昭和35. 3. 31 小 l幡武郎

目白手口35. 4. 1 昭和37. 4. 30 萩庭丈寿

昭和37. 5. 1 昭和39. 4. 30 湊 顕

昭和39. 5. 1 昭和41. 4. 30 萩庭丈寿

昭来日41. 5. 1 昭和43. 4. 30 コ宅良

昭手口43. 5. 1 昭和46. 3. 31 湊 顕

昭和46. 4. 1 昭和48. 4. 30 コ宅良

昭和48. 5. 1 昭和50. 4. 30 北)[I晴雄

昭和50. 5. 1 昭和52. 4. 30 山根靖弘

昭和52. 5. 1 山岸コ郎

看護学部長(昭和50.4.22前は看護学部創設準備室長〉

〈就 任〉 〈退 任〉

昭手口49. 4. 11 昭和50. 4. 21 松本 日干

日召手口50. 4. 22 日召手口52. 5. 31 松本 日干

昭和52. 6. 1 宮入正人

工芸学部長(昭和26.3.31限り廃止〉

(就 任〉 〈退 任〉

昭和24. 6. 26 昭和25. 7. 30 白井 武

昭手口25. 7. 31 昭手口26. 2. 9 (事務取扱〉 小池敬事

昭和26. 2. 10 昭和26. 3. 31 小林政
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工学部長

(就 任〉 (退 任〉

昭和26. 4. 1 昭和32. 3. 30 小林政

昭和32. 3. 31 昭和38. 3. 31 長谷川 良日

昭和38. 4. 1 昭和41. 3. 31 辻井静一

昭和41. 4. 1 昭和44. 6. 6 茂木今朝吉

昭和44. 6. 7 昭和47. 6. 6 分島 拓

昭和47. 6. 7 昭和50. 6. 6 浅野弥祐

昭来日50. 6. 7 須賀恭

園芸学部長

〈就 任〉 (退 任〉

昭和24. 5. 31 昭和31. 3. 2 武田憲治

昭和31. 3. 3 昭和31. 3. 31 (事務取扱〉 小池敬事

昭和31. 4. 1 昭和34. 3. 31 加藤 浩

昭和34. 4. 1 昭手口37. 3. 31 吉江修司

昭和37. 4. 1 昭和40. 3. 31 河村貞之助

昭和40. 4. 1 昭和43. 3. 31 林 四郎

昭和43. 4. 1 昭和48. 3. 31 永沢勝雄

昭和48. 4. 1 昭和50. 3. 31 藤井健雄

昭和50. 4. 1 昭和54. 3. 31 飯田 格

昭手口54. 4. 1 小島道也

教養部長

(就 任〉 〈退 任〉

昭和43. 4. 1 昭和46. 3. 31 上野栄雄

昭和46. 4. 1 昭和50. 3. 31 竹田厚太郎

昭和50. 4. 1 昭和52. 3. 31 近藤精造

昭和52. 4. 1 阿部玄治

留学生部長(昭和394310前限はり留廃学止生課程主事)
昭和47.4.

〈就 任〉 (退 任〉

昭和35. 4. 1 昭和36.12. 31 Jfl 口 幹
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昭和37. 1. 1 昭手口37.10. 31 長友治郎吉

昭和37.11. 1 昭和39. 3. 31 (事務取扱〉 谷川久治

昭和39. 4. 1 昭和39. 7. 31 (事務取扱〉 谷川久治

昭和39. 8. 1 昭和41. 7. 31 田中大一

昭和41. 8. 1 昭和43. 7. 31 望月孝逸

昭和43. 8. 1 昭和45. 7. 31 コ橋冨治男

昭和45. 8. 1 昭和46. 9. 25 西田 誠

H苦手口46. 9. 26 昭和47. 4. 30 (事務取扱〉 相磯和嘉

生物活性研究所長(昭和48.9.29前は腐敗研究所長〉

(就 任〉 〈退 任〉

昭和24. 5. 31 昭和29. 3. 31 (兼〉小池敬事

昭和29. 4. 1 昭和32. 5. 21 (事務取扱〉 小池敬事

昭和32. 5. 22 昭和38. 5. 21 相磯和嘉

昭和38. 5. 22 昭和41. 5. 21 宮木高明

昭和41. 5. 22 昭和44. 5. 21 相磯和嘉

昭和44. 5. 22 昭和44. 8. 4 (事務取扱〉 宮木高明

昭和44. 8. 5 昭和48. 9. 28 宮木高明

昭和48. 9. 29 昭和49. 1. 9 宮木高明

昭和49. 1. 10 昭和49. 3. 31 (事務取扱〉 相磯和嘉

昭和49. 4. 1 昭和53. 3. 31 新井 正

昭和53. 4. 1 久我哲郎

保健管理センター所長

(就 任〉 (退 任〉

昭和48. 4. 12 昭和48.10. 15 (事務取扱〉 村越康

昭和48.10. 16 昭手口52.10. 15 村越康

昭和52.10. 16 木下安弘

分析センター長

〈就 任〉 (退 任〉

昭和53. 4. 1 坂井進一郎
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附属図書館長

(就 任〉 (退 任〉

n百和24. 9. 26 昭手口28. 3. 31 大岡保→

昭和28. 4. 1 日召不日28.10. 31 前田鷹衛

13百来日28. 11. 1 昭不日31. 1. 31 吉岡俊亮

11召不日31. 2. 1 昭手口34. 1. 31 田中康

昭和34. 2. 1 昭和35. 3. 31 山岸忠夫

昭和35. 4. 1 昭和39.10. 15 吉武好孝

昭手口39.10. 16 H13不官42. 3. 31 荒井 栄

昭和42. 4. 1 昭和44. 7. 31 緒方惟精

昭和44. 8. 1 昭和47. 7. 31 荻原浅男

昭和47. 8. 1 昭和49. 3. 31 市原権三郎

昭和49. 4. 1 昭和51. 3. 31 石田周ニ

H召手口51. 4. 1 日百手口53. 3. 31 コ浦義彰

昭和53. 4. 1 竹田厚太郎

学生部長(昭和27.10.1前は教務厚生部長〉

〈就 任〉 (退 任〉

昭和24. 7. 11 昭和25. 8. 30 長谷川修

昭手口25. 9. 15 昭和27. 9. 30 柏木 J14主4力

昭不日27.10. 1 昭和39. 3. 31 柏木 正I奇孟4

昭和39. 4. 1 昭和41. 3. 31 小林龍男

昭和41. 4. 1 昭和43. 3. 31 石田周 一

1313手口43. 4. 1 昭和44. 7. 31 多田 顕

昭和44. 8. 1 昭不口45.12. 31 竹田厚太郎

昭和46. 1. 1 昭不日49.12. 31 小松 光

昭和50. 1. 1 昭和50. 3. 19 (事務取扱〉 小松 う巴

1313不日50. 3. 20 昭和54. 3. 19 西国 誠

昭和54. 3. 20 近藤精造
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養護教諭養成所長(昭和53.6.171浪り廃止〉

(;坑 任〉 〈退 任〉

昭和44. 4. 1 昭和44. 5. 31 香村寛蔵

昭和44. 6. 1 昭和44. 6. 30 (事務取扱〉 飯田 朝

昭和44. 7. 1 昭和47. 6. 30 香村寛蔵

昭和47. 7. 1 昭和50. 6. 30 飯田 事足

昭和50. 7. 1 昭来日53. 6. 17 深山幹夫

工業短期大学部主事〈昭和54.3.31限り廃止〉

(就 任〉 (退 任〉

昭和27. 4. 1 昭和32. 2. 28 小林政

r1召和32. 3. 1 昭和38. 3. 31 長谷川 良R

昭和38. 4. 1 13召不日41. 3. 31 辻井静一

昭和141. 4 .1 昭和44. 3. 31 茂木今朝吉

Hs不日44. 4. 1 昭手口48. 3. 31 仲田 光

昭来日48. 4. 1 昭和51. 3. 31 志茂主税

昭手口51. 4. 1 昭和51. 5. 16 (事務取扱〉 須賀恭

昭和51. 5. 17 H召手口54. 3. 31 須賀恭
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(2) 千葉大学評議会構成員変遷表

岳町和 24 25 26 27 

学長
小池敬事 |小池敬事 |小池敬事 |小池敬事

24. 12. 6，.__，25.衛3.31 

A子M斗弘
。 野村武

24.12. 6，.__，俊25. 3.31 
-コ4ミ，- 吉岡 亮

学 24.12. 6，.__，康25. 3.31 
田中 一

自l 24.12. 6，.__，25. 3.31 
津川正美

/ 25. 4. 1，.__， (取学扱長〉が学部長事務 (取学扱長)が学部長事務
(学取扱長〉が学部長事務

古岡俊亮 吉岡俊亮

文
25. 4. 1，.__， 

田中康一 田中康一
吉岡俊亮

理 25. 4.1，.__， 

学
田中康一

部l

/ 
25. 4. 1，.__， 。野村武衛 ，.__，27. 7.15 

教 。野村武衛
野尻丈七

。野村武衛

育 25. 4. 1，.__， 
津川正美

27. 7.16，.__， 

学 野尻丈七 。佐藤良一郎

制l 25. 4. 1，.__， 野尻丈七
津川正美 津川正美

24.12. 6，.__， 。加賀谷勇之助 。加賀谷勇之助 ，.__，27.10. 4 
。加賀谷勇之助

赤松 r.J;ミ 赤松 茂
。加賀谷勇之助

医 24.12. 6，.__， 
石川憲夫 石川憲夫 27.10松• 5，.__， 

赤松 茂 。赤 茂

学 24.12. 6，.__， 赤松，.__，27.茂10. 4 
石川憲夫

部l 27.賀10. 5，.__， 
加谷勇之助

石川憲夫

監学部医病院 24.12. 6，.__， 。中山恒明 ，.__，26. 9.30 。佐々木哲丸
。中山恒明 。中山恒明

26佐.1々O. 1，.__， 
木哲丸
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( 0印は部局等の長を示す〉

28 29 30 31 

小池敬事

/ 
/ 

(学扱長〉が学~部28長.事7務.3取1 
。前田鷹衛 ~鷹30.衛11.30 。吉岡俊亮

山岸忠夫
。前田

小出直三郎

28. 8. 1，......， 長谷川理衛 30=にと.1 12. 1~ 酒井佐明
。前田鷹衛

岡俊亮

，......，28. 5.31 ，......，30. 5.31 

吉岡俊亮 山岸忠夫

~康28. 5.31 
，......，30. 5.31 

田中 一 長谷川理衛

28. 6. 1"""" 30. 6. 1，......， 
山 岸忠夫 小出直三郎

28.谷6j.1~ 30. 6. 1"""" 
長 I[ 理衛 酒井佐明

。佐藤良一郎 。佐藤良一郎 。佐藤良一郎 ，......，32. 3.30 

野尻丈七 野尻丈七 野尻丈七
。佐藤良一郎

津川正美 津川正美 津川正美
32. 3.31，......， 
。小木曽 '因巳」、

野 尻丈七

津川正美

。赤松 茂 。赤松 茂 ，......，30.1(戊10. 4 。荒木直期

加賀谷勇之助 加賀谷勇之助
。赤松

加賀谷勇之助

石川憲夫 石川憲夫 30. 10木• 5，......， 
。荒 直弟 中山恒明

加賀谷勇之助

~憲30. 5.31 
石川 夫

30. 6. 1，......， 
中 山恒明

~哲28. 9.30 。竹内 1芽 ~30.!接9.30 。北村 武
。佐々木丸 。竹内

。28竹.10.内1，......， 
勝

30. 10村• 1"'-
。北 武
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。宮木高明 。三宅良一24.12. 6"'" ""'26. 9.30 
薬
。宮木高明

小幡武郎
。宮木高明

小幡武郎
24.12. 6"'" 26.10. 1"'" 

学 小幡武郎 。三宅良一

部 小幡武郎

24.12. 6"'" ""'25. 7.30 
。向井 武

。白井 武

工 24.12. 6"'" (扱2学5長〉.7が.3学1部""'2長6事.2務.取9 
岡利 亮

ー~
24.12. 6"'" 
辻井静二 26. 2.10""'26. 3.31 

弓""ムじ 。 小林政一

部 ""'26. 3.31 
岡利 守タ主ロ・

""'26. 3.31 
辻井静二

26. 4. 1"'" 。小林政一
。小林政一

辻井静二
工 26. 4. 1"'" 

長谷川一郎辻井静二
ρ一ナ主今

26.谷4j.1~ 
長 I1 一郎

部

24.12. 6"'" 。武田憲治 。武田憲治 。武田憲治
。武田憲治

古江修司 吉江修司 吉江修司
園 24士.吉12. 6"'" 河村貞之助 ""'26. 5.30 小寺駿吉口江修司

河村貞之助3-4ミ.... 

24.12. 6"'" 
河村貞之助 26. 5.31"'" 

学 小寺駿古

部

腐究 24.12. 6"'" (学長が所長兼務〉 (学長が所長兼務〉 (学長が所長兼務〉
敗研所 (学長が所長兼務〉

iz//////l 
ド吋 24.12. 6"'" ""'28. 3.31 
属 。大岡保三 。大岡保三

図書館
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.........28. 4.30 扱(学〉長が学部長取事務 I扱( ~3010務9取 。宮木高明。三宅良一 学長が学部長事

28. 5. 1 ......... 小幡武郎 小幡武郎

扱(学)長が学部長事務取 三宅良一 30宮.10木.10 ......... 三宅良一
高明

小幡武郎 小|幡武郎

三宅良一 三宅良一

。小林政一 。小林政一 。小林政一 ~政32. 3.30 
辻井静二 辻井静二 ~静30. 5.31 

。小林 一

長谷川一郎 長谷川一郎 辻井 二 32. 3.31 ......... 

長谷川一郎
。長谷川一郎

1
3
菊
O.6池1'"'-'省一

菊池省一

'"'-'32.良3日.30 
長谷川一

32. 3.31'"'-' 
辻井静二

。武田憲治 31. 4藤• 1'"'-' 
.........28. 5.31 '"'-'29. 6.30 。武田 治 。加浩

吉江修司 渋谷常紀 31. 3. 3'"'-'31. 3.31 穂坂八郎

'"'-'28. ゴ口5コ.31 扱(学〉長が学部長事務取
31ゴ口コ. 4. 1'"'-' 

小寺駿 河村貞之助
江修司'"'-'30. 5.31 

28渋.(1谷• 1'"'-' 河村貞之助
常紀

30穂.、 6. 1'"'-' 
28. 6村. 1'"'-' 坂八郎
河 貞之助

30. 6. 1'"'-'31.浩3.31 
加藤

所~長2兼9.務3.31 2(9学.長4. 1"'" (学長が所長事務取扱〉 (学長が所長事務取扱〉
〈学長が 〉 が所長事務取扱〉

28. 4. 1'"'-'鷹28.1衛0.31 。吉岡俊亮 ~俊31. 1. 31 。田中康一。前田 。吉岡 亮

28τ仁t1.r 11.1~ 
岡俊亮

31. 2中• 1'"'-' 
。田 康一
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貫¥主年度l! 32 33 34 35 

~敬32. 5.31 
小池 事

小林政一 小林政一 小林政一

学 32. 6林• 1 ......... 
小 政一

長

.........32.12.31 。長谷川理衛 .........34.12.31 。)[[口幹
。吉岡俊亮

.........34. 3.31 
。長谷川理衛

荻原浅男
33.谷1j.1~ 坂崎 侃 35. 1. 1 ......... 

渡辺清彦。長[[理衛
酒井佐明

。)[[日 1ヰ
.........32. 5.31 

34. 3.31"""'" 荻原浅男
文 小出直三郎

荻原浅男 34 6. 1.........35. 1. 1 

理
酒井佐明 川口 幹

32. 6. 1 ......... 35. 1. 1 ......... 
学 坂 I1時 侃 渡辺清彦

部

。小木曽 d因~、 .........33.11. 15 .........35. 3.31 35. 4. 1.........36. 3.31 

.........32. 6.29 
。小木曽 ，恩 。津川正美 。水野治隆

教
野尻丈七 33.11.15 ......... 芳野英昌 .........36. 4. 1 

育 津川正美
。津川正美

.........35. 4. 1 芳野英昌

32. 6.30 ......... 芳野英昌 水野治隆 3井5. 6. 6 ......... 
学 芳野英昌 .........33.1美1. 14 

上新古

部 津川正

34. 1. 1 ......... 
水野治隆

。荒木直拐 γ谷川|久治 。谷川久治
.........32. 5.31 。荒木直弱 鈴木正夫 鈴木正夫

加賀谷勇之助 33λEρ .1 10.5~ 荒木直射川久治 .........34. 5.31 
中山恒明 中山恒明

医 32. 6. 1 ......... ~733}2. 51 3荒4. 6. 1 ......... 
谷川久治 谷川久治 木・ 直弼

ρずとらー 中 山恒明

33鈴.11木.1"""'" 正夫

部
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36 37 38 39 

~36. 5.31 
小林政一

谷川久治 谷川久治 谷川久治

3荒6.6木.1，...._，直37.帰1.30 

37. 1.30，...._，37. 3. 1 

(谷事務川取扱久〉 治

37. 3. 2，...._， 
谷川久治

~36.12. 31 。長友治郎吉 。長友治郎吉
。)11 口 手キ 大和田 大和田

。長友治郎吉

37. 1. 1，...._， 
白田貴郎 ，...._，38. 5.31 40. 1. 1，...._， 。長友治郎古 。望月 衛

，...._，36. 5.31 白田貴郎
，...._，40. 3.31 

荻原浅男 38. 6. 1，...._， 大和田

，...._，36. 5.31 渡辺 茂
渡辺 茂

渡辺清彦

36. 6. 1，...._，37. 2.15 
渡辺 茂

36. 6. 1，...._，治36郎.12.31 
長友 吉

37. 2. 1，...._， 
大和田

37白• 2.16，...._， 
田貴郎

36芳. 4. 1，...._， 。芳野英昌 。芳野英昌 。芳野英昌
。 野英呂

香村寛蔵 香村寛蔵 香村寛蔵
井上新吉

井上新吉 井上新吉 井上新吉
36. 4.10，...._，36. 5.31 
浅見錦吾

36. 6. 1，...._， 
香村寛蔵

，...._，37. 3. 1 37. 4. 1，...._， ，...._，39. 3.31 39. 4. 1，...._， 
。谷川久治 。鈴木正夫 。鈴木正夫 。瀧沢延次郎

37. 3. 2，...._，37. 3.31 小林龍男 小林龍男 ，...._，39. 4.16 
扱(学〉長が学部長事務取 鈴木次郎 鈴木次郎 小林龍男

，...._，36. 5.31 鈴木次郎

。鈴木正夫 39. 4.16""'_' 

~直36. 5.31 
川喜田愛郎

荒木 朗

36. 6. 1，...._， 
小林龍男

36. 6. 1，...._，36. 9.30 
箆 弘毅

36.10木. 1，...._， 
鈴 次郎
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i 学医属病 。鈴木次郎
。北村 武 。斉藤十六

部附院 。3斉2.10. 1"-' 34.10木• 1"-' 
藤十六 。鈴 次郎

。宮木高明 ，..._，33.10. 9 "-'35. 3.31 35. 4. 1"-' 
小幡武郎

。宮木高明 。小幡武郎 。萩庭丈寄

"-'32. 5.31 33宮事.木務10取.高10扱明~〉が3学3.11.14 宮木高明 宮木高明薬
三宅良一

( 部長
湊 顕 渓ミ 顕

32. 6. 1"-' 33.11幡.15"-' 
戸づ三らこa 湊 顕 。小 武郎

"-'33.11.14 

部 小幡武郎

湊 顕

3宮3.11木.15，..._， 高明

。長谷川一郎 。長谷川一郎 。長谷川一郎 。長谷川一郎

菊池省一 菊池省一 菊池省一 菊池省一
工
辻井静一 辻井静二 辻井静二 辻井静二

二，三子u.. 

高1

。加藤 浩 。吉江修司

，...._，32. 5.31 。加藤 浩 o吉江修司
河村貞之助園 穂坂八郎 河村貞之助 河村貞之助
加藤

一τ+民争4 ，...._，32. 5.31 小寺駿吉 ~A駿34. 5.31 
吉江修司 小寺 古

邑-:j-安

32. 6. 1，..._， 34. 6藤• 1，..._， 
苛1 河村貞之助 力日 浩

32. 6. 1，...._， 
小寺駿吉

究腐事所
，...._，32. 5.21 。相磯和嘉 。相磯和嘉 。相磯和嘉

扱(学〉長が所長事務取

32. 5.22"""'" 
。相磯和嘉

町ナ 。田中康一 "-'34. 1.311 ，..._，35. 3.31 35. 4. 1，...._， 

属館図三下毎苛

。田中康一 。山岸忠夫 。吉武好孝

34. 2. 1，..._， 
。山岸忠夫

短工業却I 学部大

留学生部//  //  //  //  
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，....__36. 9.30 。箆 弘毅 ，....__38. 9.30 。三輪清三
。鈴木次郎 。箆 弘毅

36.10. 1，....__ 38.10輪• 1，....__ 
。寛 弘毅 。三 清三

。萩庭丈寄 ~374301。湊 顕 ，....__39. 4.30 

宮木高明
。萩庭丈寄

，....__38. 5.31 
。湊 顕

湊 顕
37. 5. 1，....__ 宮木高明 39. 5. 1，....__ 
。湊 顕

萩庭~丈38.需5.31 
。萩庭丈蕎

宮木高明 坂口武一

，....__37. 4.30 38. 6. 1，....__38.良8日 2 三宅良一
湊 顕 鵜上三

37. 5. 1，...._， 38. 6. 1，....__ 
萩庭丈蕎 三宅良一

38. 8. 3，...."， 
坂 口武一

。長谷川一郎 ，...._，38. 3.31 38. 4井• 1，....__ 。辻井静二

菊池省一
。長谷川一郎 。辻 静二

小池新二

辻井静二 菊池省一 ，...._，38. 5.31 
茂木今朝吉

，...."，38. 3.31 菊池省一

辻井静二 38. 4木• 1，....__ 
茂 今朝吉

38. 6. 1，....__ 
小池新二

.......，37. 3.31 37. 4. 1，....__ 。河村貞之助 ~貞40. 3.31 
。吉江修司 。河村貞之助

吉江修司
。河村 之助

~貞37. 3.31 37. 4. 1，...."， 
，....__38. 5.31 吉江修司 | 河村 之助 吉江修司

加藤 浩 """"40. 3.31 
加藤 i加藤 、t丘Iコ二

38. 6. 1，...."， 手本 四郎

jホ 四郎

。相磯和嘉 o ;f:目磯和嘉
。相磯 嘉

38 f) 22~ 

I 0宮不高明

。吉武好孝 。吉武好孝 。吉武好孝 ~39.1A勺0ι4 .16 
。吉武好

。3荒9.10井.16，....__ 
栄

(工学部長が主事兼務〉
〈工学部長が主事兼務〉

///  //  //  //  //  
//139910~ 。田中大二

/ 〆///〆，/'  
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訴| 40 41 42 43 

谷川久治 谷川久治
主二主子'- 谷 川久治

43川.喜3.田2~愛郎

長

人

文

学

部

/ 

。芳

香

:j:t 

教

=同均

学

部

文

理

学

部

街
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~
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月

・
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鶴
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5
茂

3
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T

i

 

一
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1
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月

・
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・

武

4
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6

望
日
仏
小
渡
仏
吉

O

A

斗

a

d

告

n
U

口
δ

J

部

;

4

衛

学

2

郎

一

治

止

が

4
三

4

長

4

太

周

玄

~

~

日

~

~

~

14i口

1

1

4

1

月
・
学
〉
・
口
・
田
・
部

5
文
務

4

4

3

望
包
人
兼

1
山
&
石

4
阿

0

4
〈
長

4

4

4

円
べ
U

円

J

円

ο

街…

5
宜
(
3
一一一

3
士
口

2

3

3

S

H

 

A

-

4

一ヨ占

A吐
仏
コ

~
~
J
仁
「
~
お
ーよ

月

田

見

・

友

円

h
u

望

沼

鶴

三

長

O

A

斗
A

/:1~ |。鶴見卓-
I 43. 5. 1~ 

j/ 望月 衛

43. 4. 1~ 
真覚正慶

野

村

藤

芳

香

加

昌

蔵

郎

英

寛

~

三

呼
E
ム

野

村

・

藤
d
せ

芳

香

l
加

d
斗
A

つリ

昌

蔵

3
吉
ーよ

英
寛
バ
ベ
新

野

村

上

英昌 ~英44. 3.31 

寛蔵
。芳野 昌

三郎 呑村~寛44.蔵3.31 

加藤三郎

理

43. 4. 1~44. 2.28 
(学長が学部長事務
取扱〉

44. 3. 1~ 
。山口太三郎

44. 3. 1~ 
浅井 晃学 1/
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45 46 47 

相磯和嘉

長部学カ長部学文

)

人
務
(
兼
長

1

1

廿
れ
μ

n

t

U

円ベ
U

立
口学

5

康

5

和

占
μ

F

O

円。

長

4
正

4
長

日

~

~

立
口学

上

原

文

〉

笠

人

務

村

小

(
兼
長部学

康

和

長

正

長

部学
上

原

文

〉

笠

人

務

村

小

(
兼

1

3

長

1

1

つ

中

町

山

H

q

o

q

u

立
口

4
郎

6

顕

雄

学

5
治

5
三

康

和

A
斗

A

A

U

1

4

μ

d

斗

A

d

せ

べ

愛

日

あ

い

秀

船

一

服

叫

玄

吋

周

ト

正

ト

長

田

・

取

;

月

取

一

学

部

田

・

上

・

原

喜

4

務

6

務

一

文

〉

6

6

笠

川

4
湊
事

4
香

事

一

人

務

阿

石

4

.

村

4
小

4

(

4

(

一

(

兼

4

4

'"'-'45. 7.31 
香月秀雄
(事務取扱〉

45. 8. 1;""_ 
相磯和嘉

相磯和嘉

。鶴見卓三 。鶴見卓三 '"'-'47. 3.31 47. 4. 1'"'-' 

'"'-'44. 4. 9 白田貴郎
。鶴見卓三 。白田貴郎

望月 衛
大山 正 白田~貴47.郎3.31 47. 4. 1'"'-' 

'"'-'44.慶6 3 
前田新太郎

真覚正 大山 正 大山 正

44. 4 10'"'-' 
白田貴郎

44. 6. 4'"'-' 
大山 正

44. 4. 1'"'-'44. 5.31 
0香 村寛蔵

44. 6. 1'"'-'44. 6.30 
0 飯 田 朝
(学部長事務取扱〉

44. 7. 1'"'-' 
。香村寛蔵

44. 4. 1'"'-'44. 5.31 
市原権三郎

.........44. 5.31 
加藤三郎

44. 6. 1"""'" 
竹内長土

44. 6. 1'"'-' 
深山幹夫

。香村寛蔵 。香村寛蔵 '"'-'47. 6.30 

竹内長土 '"'-'46. 5.31 
。香村寛蔵

深山幹夫 竹内長土 47. 7. 1'"'-' 

深山幹夫
。飯田 車万

46. 6. 1'"'-' 
'"'-'47. 6.30 

飯田 朝
飯田 朝

深山幹夫

47. 7. 1'"'-' 
土屋 生

。沼田 真 。沼田 真 。沼田 真

玉木英彦 玉木英彦 ~英48. 2.28 

'"'-'46. 2.28 石田周三 玉木 彦

大八木義彦 '"'-'48. 2.28 

46. 3. 1'"'-' 石田周三

石田周三 12V~ 晃
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'"'-'44. 6.12 
0 山口太三郎

44. 6.13'"'-' 
。沼田 真

'"'-'44. 6. 3 
浅井 晃
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部 44. 3. 1'""'-' 
鹿股信雄

。滝沢延次郎 '""'-'42. 3.31 42. 4木.1'""'-'43.郎1.11 。小林龍男

月!喜田愛郎 。滝沢延次郎 。鈴次 宮内義之介
鈴木次郎 川喜田愛郎

取4(3学扱.長〉1 が.1学1'""'-'部4長3.事1務.24 北村 武
医 '""'-'41. 4.15 

鈴木次郎

41. 4.16'""'-' 43. 1. 25，..._， 

北村 j~ 
。小林龍男

Aづ主4こa 川喜田~愛43.郎3. 1 

北村 主に

43. 3. 2，..._， 

官官
宮内義之介

医属 。三輪清三 '""'-'41. 4. 15 42. 4. 1'""'-' '""'-'44. 3.31 

学部附病院
。三輪清三 。松本 n~ò 。松本 n~: 

401鈴.4.1木6'""'-'次42. 3郎.31 

。萩庭丈蕎 '""'-'41. 4.30 。三宅良一 '""'-'43. 4.30 

坂口武一
。萩庭大蕎:

坂口武一
。三宅良一

薬 三宅良一
41. 5. 1'""'-' 

湊 顕
43. 5. 1'""'-' 

。三宅良一 。湊 顕
Aづ'-4こー '""'-'41. 4.30 坂口武一

三宅良一
'""'-'43. 4.30 部

坂口武一 湊 顕

41. 5. 1'""'-' 43. 5根• 1'""'-' 
湊 顕 山 靖弘

'""'-'41. 3.31 
木。辻井静二 。茂 今朝吉

，..._，42. 5. 31 浅野弥祐
小池新二 小池新二 小池新二 辻井静二

工 ，..._，41. 3.31 41. 4. 1'""'-' 辻井静二
茂木今朝吉 辻井静二 42. 6. 1，..._， 

学 浅野弥祐

剖3
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'-""44. 6. 3 48. 3. 1'-"" 
鹿股信雄 野中 到

44. 6. 4'-"" 
玉木英彦

44. 6. 4'-""44. 8.31 
井上勝也

44. 9.木1'-"" 
大八義彦

'-""44. 5.29 '-""45. 7.31 。松本 日午 """48. 3.31 
。小林龍男 。相磯和嘉

'-""46. 5.31 
。松本 D~ド

44. 5.30'-""44.11.30 45. 8. 1'-"" 覚 弘毅 北村 武

。(学相部磯長事和務取嘉扱〉
。松本 日干

横川宗雄 '""48.雄3.31 
寛 弘毅

46. 6村• 1'"" 横川宗
44.12. 1'"" 

横川宗雄 北 武。相磯和嘉

'-""44之. 5.31 
宮内義介

'""44. 5.31 
北村 武

44. 6. 1'""44.雄6.23 
香月秀

44. 6. 1'"" 
横川宗雄

44. 6.24"""" 
箆 弘毅

44. 4. 1"""" '-""46. 3.31 46. 4. 1'"" 。香月秀雄
。百瀬剛一 。百瀬剛一 。香月秀雄

。湊 顕 ""46. 3.31 46. 4宅. 1"""" 。三宅良一

'""44. 5.31 
。湊 顕 。三 良一

北JI[ 晴雄
坂口武一 北JI[晴雄 北川晴雄

山根靖弘
'""44. 5.31 萩庭丈蕎 .......，46.蕎5.31 

山根靖弘 萩庭丈

44. 6. 1"""" 46. 6根. 1"""" 
北 JII 晴雄 山 靖弘

44. 6庭. 1'"" 
萩 丈需

~メJ入44. 6. 6 。分島 拓 。分島 拓 '""47. 6. 6 
。茂木 朝吉

入江春雄 入江~春46.雄5.31 
。分島 拓

44. 6. 7'"" 
.......，45. 4.30 47. 6. 7"""" 

。分島 拓
高田周三 橋本栄久 。浅野弥祐

.......，44. 5.31 
45. 5. 1"""" 46. 6. 1.......， 日置隆一

浅野弥祐
橋本栄久 日置隆一 橋本栄久

'""44. 5.31 
辻井静二

44. 6. 1'"" 
入江春雄

44TI可t .6.1~ 
田周三
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4林O. 4. 1'-"" 。林 四郎 ~四43.郎3.31 43.4j.皐1'-"" 
四郎 永津勝雄

。林 。永 j静雄
国

'-""40. 5.31 
河村貞之助 永津~勝43.雄3.31 4林3. .4. 1'-"" 

コせまスア 吉江修司 四郎
件寸ιA 40. 4. 1'-"" 河村貞之助 ~貞44. 3.31 

部 河村貞之助 河村 之助

4永O.6津.1---勝雄

43. 4. 1'-"" 
。上野栄雄

教 4木3. 4. 1'-"" 
内信敬

養 4竹3. 4. 1'-"" 
田厚太郎

部

/ 
。宮木高明 '-""41. 5.21 。相磯和嘉 。相磯和嘉

腐敗研究所

。宮木高明

41. 5.22'-"" 

。相磯和嘉

監書
。荒井 栄 '-""42.栄3.31 4緒2. 4. 1，-...， 。 緒方惟精

。荒井 方惟精

。田中大二 ---41. 7.31 。望月孝逸 ~43.j生7.31 

生部種目-"]-
。田中大二 。望月孝

41. 8. 1--- 43. 8. 1'-"" 
。望月孝逸 。三橋冨治男

工業鋭期大学部
務(工〉学部長が主事兼 務(工〉学部長が主事兼 務(工)学部長が主事兼 務(工〉学部長が主事兼

討| 48 49 50 51 

相磯和嘉 相磯和嘉 相磯和嘉 相磯~和51.嘉7.31 
学

長 5香1. 8. 1'-"" 
月秀雄

。白田貴郎 。向田貴郎 ~貴51.郎3.31 51. 4. 1'-"" 

人 ~新49太. 3.31 49. 4村. 1---50. 3.31 
。白田 。小笠原長和

文 前田 郎 中 秀吉 50. 4. 1'-""51. 3.31 51白. 4. 1'-"" 
大山 正 回貴郎

う，uじら ---49. 3.31 49. 4. 1'-"" 
大山 正 前田新太郎 前田~新5太1.郎3.31 51. 4. 1'-"" 

部 清水川繁雄
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。永津勝雄 。永 j皐 j静雄 。永津勝雄 '"'-'48. 3.31 
林 四郎 林 四郎 ~四46.郎5.31 

。永淳)静雄

藤
藤井健推 林 '"'-'48. 3.31 

井健雄 藤井健雄 柴沼忠三

4柴6.6沼.1'"'-' 忠三
'"'-'48. 3.31 

藤井健雄

。上野栄雄 ~栄46. 3.31 46. 4. 1'"'-' 。竹田厚太郎

木内~信44.敬6. 3 
。上野 雄 。竹田厚太郎

47. 4. 1'"'-' 
45. 4. 1'"'-' '"'-'47. 3.31 づ口コ 士1ト~人 勉

'"'-'44. 6. 3 阿部玄治 阿部玄治
47. 4関. 1'"'-' 

竹田厚太郎 45. 4. 1'"'-' '"'-'47. 3.31 大 信雄

4近4.6藤.4'"'-'精45.造3.31 
知!井輝彦 細井輝彦

44. 6. 4~45. 3.31 
小林信次

'"'-'44.嘉5.21 
。相磯和

。宮木高明 。宮木高明 。宮木高明

04(所4宮.長5木事.22務~高取4扱4. 〉明8. 4 

44. 8. 5'"'-' 
。宮木高明

'"'-'44.精7.31 。荻原浅男 。荻原浅男 ~浅47. 7.31 
。緒方惟 。荻原 男

44. 8. 1'"'-' 47. 8. 1'"'-' 
。荻原浅男 。市原権三郎

。三橋冨治男 '"'-'45治• 7.31 '"'-'46. 9.25 '"'-'47. 4.30 扱
。三橋冨男 。西国 誠 (学長が部長事務取 〉

45. 8. 1'"'-' 46. 9.26'"'-' 
。西田 誠 扱(学〉長が部長事務取

44仲. 4. 1'"'-' 光 。仲田 光 '"'-'48. 3.31 
田 光 。仲田 光

52 53 54 

香月秀雄 香月秀雄 香月秀雄

っ小笠原長和 。小笠原長和 。小笠原長和

53. 4. 1'"'-' 大山 正
白田 郎貴 大山 正

尾吹善人
~繁53. 3.31 53. 4.1"-' 

清水川 雄 尾吹善人
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。飯田 事B 。飯田 車』 ，.._，50.朝6.30 。深山幹夫

深山幹夫 深山幹夫
。飯田

竹内長士
教 土屋 生 土屋 生 50深• 7. 1，.._， 土屋 生
育

山幹夫

，.._，50. 5.31 
づst 深山幹夫
部 土屋 生

50竹• 6. 1，.._， 
内長土

。沼田 真 ，.._，49. 6.12 。熊谷寛夫
寛浅井 晃

。沼田 真 浅井 晃
。熊谷 夫

野中 到 49. 6谷.13，.._， 沼田 真
51. 4. 2，.._， 

理 。熊 寛夫 。沼田 真

浅井 晃 浅井 晃

学 ，.._，50. 2. 28 ，.._，51. 4.1 
野中 至り 沼田 真

部
50. 3. 1，.._， 5渡1.4辺.2""'康52.義2.28 
沼田 真

52. 3. 1，.._， 
前田四郎

48. 4. 1""' ""'50. 3.31 50香. 4. 1""' ""'51. 7.31 
。横川宗雄 。横川宗雄 月秀雄 。香月秀雄

医
北村 武 北村 武 北村 武 51. 8. 1""' 

48. 4. 1，.._. 井出源四郎 井出源四郎
。横川宗雄

ナρふら 井 出源四郎 北村 武

部 井出源四郎

議戸|。香月秀雄 | 吋 315041~。香月秀 。久保政次 。久保政次

""'48. 4.30 。北川晴雄 ，.._，50.雄4.30 。山根靖弘
。三宅良一

山岸三郎
。北 Jr[ 晴

山岸三郎
48. 5. 1，.._. 

山根靖弘 50. 5根. 1""' 北川晴雄薬 。北J[[晴雄 。山 靖弘

""'48. 4.30 山岸三郎
寸λ心二ら喝 北 川晴雄 ~靖50. 5.31 
山中良靖弘 山根 弘

部
48. 5. 1""'48. 5.31 50北.6川.1"""" 晴雄
三宅良一

48. 6. 1"""" 
山岸三郎

50松. 4.22"'_' 。松本 n~~ 
本 )f~ 

看

護

戸て時t-
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。深山幹夫 。深山幹夫 。深山幹夫

~52. 5.31 四ノ宮 最 四ノ宮 E主
竹内長士

井上 弘 井上 ヲム
~52. 4. 1 

土屋 生

52. 6r.凸」ー・1~ 
匹|ノ I支

52. 4. 2~ 
井上 ヲム

。沼田 真 。沼田 真 。沼田 真

浅井 晃 浅井 晃 浅井 晃

前田四郎 前田四郎 前田四郎

。横川宗雄 ~宗53.雄7.31 。井出源四郎

~52. 4. 1 
。横川

堀越達郎
北村 主℃ 。5井3. 8.出1~源四郎 大谷克己

井出~源52四.郎5.31 
堀越達郎

5堀2.4越.2~ 達郎 大谷克己

52. 6谷. 1~ 
大 克己

52. 4藤. 1~ ↑専 ↑専
。佐 1寧

~52. 弘4.30 。山岸三郎 。山岸三郎
。山根靖

山根靖弘 山根靖弘
52. 5. 1~ 

日野 亨 日野 亨。山岸三郎

~52. 良4日.30 
山岸三

~52. 5.31 
北川晴雄

52. 5，根1""'" 
山 靖弘

52. 6. 1"" 
日野 亨

'-""52. 5.31 。宮入正人 。宮入正人
。松本 Dq~ 

石黒義彦 山口覚太郎
52凸ム.ー・ 6. 1"" 
入正人 石川稔、生 石川稔生

5F2邑ι.. 4.1~52.5.31 
入正人
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~
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長

田

松

関

竹

吉

大

作場1活研生所品 ~49 1 91| 49新 4井1'" 
|。新井 正 I 0新井 正

。宮木高明 。 正

扱4(9学〉.長1が10所~長49事.務3取.31 

貯|~493314941~|~51345141~
。市原権三郎 。石田周三 o石田周三 o三浦義彰

工 4志8.4茂.1，_， 主税 志茂主税 ，_，51. 3.31 51. 4. 1--.，51. 5.16 

業短期大宇部

志茂主税 務(取工扱学部〉長が主事事

51. 5.17--" 
務(工〉学部長が主事兼
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52. 4. 1""'" 
石 )11 稔生

52. 6. 1""'" 
石黒義彦

。須賀恭一 。須賀恭一 。須賀恭一

......，52. 4. 1 小原二郎 小原二郎
浅野弥祐

橋本栄久 橋本栄久
橋本栄久

52. 4. 2""'" 
小原二郎

。飯田 4苔
格

54. 4.島1""'" 

野村健一
。飯田 。小 道也

......，52. 5.31 '""'54. 3.31 岩佐亮二

小島道也 野村健一
54. 4泉• 1'"'" 

52. 6佐• 1'"'" 岩佐亮二 大 久一

岩亮二

52. 4. 1""'" 。阿部玄治 。阿部玄治
。阿部玄治

5近3.4藤1'"'"精54.造3.19 木内信敬
'""'53. 3.31 

村上正康小林信次
53. 4. 1'"'" 

........，53. 3.31 村上正康
吉田 治 54. 3.20"""'" 

木内信敬

........，53. 3.31 53. 4我• 1'"'" 。久我哲郎
。新井 正 。久 哲郎

吋 31lr1~。三浦義 。 田厚太郎
|。竹田町

(工学部長が主事兼務)一糊)/
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(3) 千葉大学職員定員の推移

設冬空| その他|学長教授助教授講師助手教壬日んfU[その職の他員 I

昭和

24 1 167 121 64 140 72 1，063 

25 1 156 135 74 143 68 1，072 

26 1 118 152 74 154 50 1，024 

27 1 117 149 70 147 54 972 

28 1 120 151 70 148 57 974 

29 1 124 153 68 150 57 952 

30 1 124 153 66 150 57 936 

31 1 126 155 65 152 56 917 

32 1 128 158 64 151 56 914 

33 1 127 158 65 154 56 940 

34 1 130 160 63 159 56 955 

35 1 138 164 64 177 56 963 

36 1 145 170 64 182 56 1，088 
37 1 154 176 63 194 56 1，217 

38 1 163 179 61 200 56 1，233 

39 1 171 190 62 207 56 1，253 
40 1 184 201 61 213 57 1，255 

41 1 199 210 60 220 59 1，275 

42 1 216 228 62 237 61 1，302 

43 1 228 235 58 238 64 1，305 

44 1 244 247 59 246 67 1，323 

45 1 255 248 62 256 69 1，341 

46 1 270 253 63 259 70 1，340 

47 1 275 256 65 272 71 1，349 

48 1 284 258 66 271 75 1，340 

49 1 294 263 68 273 78 1，332 

50 1 306 272 69 281 80 1，348 

51 1 319 286 70 288 83 1，347 

52 1 334 299 70 297 84 1，359 

53 1 344 310 72 314 85 1，362 

54 1 352 322 73 324 87 1，365 

注:( )書は、旧制学校の定員を内数で示す。
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(4) 千葉大学における定員削減等の推移

行政整理による減員数

年

昭和

度|教育職員|その他の職員| ヰー
コ
=
n
H

考

q
u
n
H
U

噌

i

q
L
Q
U

円。

つd

円，
h

つd

ム

ム

ム

ム 20

;:，. 16 

ム 15

ム 23

;:，. 18 

ム 18

定員削減による減員数

年 度|教育職員|その他の糊| 計 考

昭和
44 ;:，. 10 ム 16 ム 26

45 ム 3 ム 16 ム 19

46 ム 2 ム 15 ム 17

47 ;:，. 24 ム 24

48 fe.. 4 ム 25 ム 29

49 ム 5 ム 24 ム 29

50 ム 20 ;:，. 20 )第3次定員削減
51 ム 19 ム 19

52 ム 9 ム 9

53 ム 13 ム 13

54 ム 12 ム 12
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(5) 昭和54年4月1日現在部局別・職種別現員一覧表

教育職員 事務系職員 合

学教教助講助教 小 事務術技能技労務療医 務

長授授師手諭計職員職員職員職員職員 計 計

1¥ 1 1 1 1 1 11 1 1 1 1. 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 11 1 1 1 1 1 11 

径理部1 1 1 1 1 1 1 1 481 1 61 111 1 1 651 

施設部1 1 1 1 1 1 1 1 81 191 41 1 1 1 311 | 

学生部1 ¥ ¥ ¥ ¥ 1 1 ¥ 331 1 51 11 ¥ 1 391 

持管理セン¥ 1 1¥ 1 11 3¥ 1 51 1 ¥ 1 ¥ 2¥ 1 21 

分析センター 1 ¥ 1 1 1 11 1 11 1 11 1 1 1 1 11 

一館11||||||37||iil| 幻|幻
人文学部1 1 241~ol 61 21 1 521 171 1 21 1 1 ¥ 191 
教育学部1 1 591刊131 51同州 421 11 111 91 31 31 
理学部1..1 161 211 41191._.1 601_211 11 11 21 1 21 271 

医学部1 ¥ 381 291 291741 1吋 341231 181 161 81 4| 吋 273
薬学部1 1 131 81 51 141 1401 141 1|51 1 I.~| 251 65 
看護学部1 ¥ 111 101 21 201 1 431 191 21 21 31 1 11 271 

工学部1 1 571 381 331 591 1判 661 3~ ~ ~ 1 1~ 吋 305
園芸学部1 1 261201 51241 1 751 251 91 121 21 1 11 491 124 

教養部1 1 421 431 131 31 1叫 271 1 21 31 1 1 321 133 
医学部附属病1 1 21 4¥ 351 891 1 刈1081121叫 48|吋 | 叫 790 
毒物活問究1 1 71 71 1 151 1 291 81 71 41 1 21 41 251 

計 111山卜46132818711山
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4 講座・学科目等

講座・学科目等の変遷

昭和54年4月1日現在(廃止されたものは( )で示した〉

竺里二学科目等| 変遷概要 |講座学科目等| 変遷概要

教(学養 芸学部〉 指導)
(一般 ) i 

(人文科学教育〉 昭24設置、昭25廃止
(哲 学)IJ召24設置、昭25廃止

(社会科学教育〉 昭24設置、昭25廃止
〈心 理 学〉 昭24設置、 H召25廃止 (自然科学教育〉 fI百24設置、昭25廃止
(歴 史 学〉 昭24設置、昭25廃止

〈音 楽〉 H百24設置、昭25廃止
(文 学〉 昭24設置、昭25廃止 (美 1lliD 昭24設置、昭25廃止
(人文地理学〉 昭24設置、昭25廃止 (家 政 学〉 昭24設置、昭25廃止
(芸 111;百 学〉 昭24設置、昭25廃止 (職 業〉 昭24設置、昭25廃止

独(外))国語(英仏 昭24設置、|沼25廃止 (体 育〉昭24設置、昭25廃止

(法 学〉 昭24設置、 11百25廃止 (文理学部)

(経 済 学〉 昭24設置、IlB25廃止
(哲 学〉 昭「哲25学「」哲と学改第称一、」設昭4置3廃、昭止39 

(社 えヱ3』Z 学〉 昭24設置、昭25廃止 (倫 理 昭「倫25理「哲学」学と第改二称」設、置昭4、3昭廃3止9 
〈数 学〉 昭24設置、昭25廃止

(物 理 学〉 昭24設置、昭25廃止 (社会心理学〉
昭理会2学心51第理心学理斗J学とKJ改改設称師置、、、昭昭昭4233廃98「「心社止(化 学〉 昭24設置、昭25廃止

(地 学〉 昭24設置、昭25廃止
(実験心理学〉

日34H93廃2「8実止p験b理心学理第学Jコと改設称置、、 昭附(生 物 学〉 昭24設置、昭25廃止

(体 育)lis24設置、昭25廃止
(国 史 学〉 昭「国25史「史学」学と第改一称」設、置昭4、3廃昭3止9 

(学 ヨ土・ i出〉:z:o;; 

昭「外25国「史史学学」第と二改」称設置、昭、4昭3廃39 (哲 学〉 昭24設置、昭25廃止 (外国史学〉

(国語国文学〉 昭24設置、昭25廃止 止

(史 学〉 昭24設置、 11百25廃止 (国 三口五仁1 学〉 昭2「5国「語匡|学文」学と第改二称」設置、 廃昭
(人文地理学〉 H百24設置、 H百25廃止 39 、昭43

止
(英語英文学〉 11百24設置、 n百25廃止

(国 文 昭392「5国「国文学文」学と第改一称」設、置昭4、3廃昭(法律学・政治 昭24設置、昭25廃止
学〉 止

(社会学・経済 昭24設置、 n百25廃止 (中国文学〉 昭25設置、昭43廃止
学〉

〈英 三日五C1 学〉 昭2「5英「英語文学」学と第改二称」設昭置、 廃昭(数 学〉 昭24設置、昭25廃止 39 、 43

(物 理 学〉 昭24設置、昭25廃止 止

(化 学〉 昭24設置、昭25廃止 (英 文 学〉
3昭92「英51文英文学」学と第改一称」設、置昭4、3廃昭

(地 学〉 昭24設置、昭25廃止 止

〈生 物 学〉昭24設置、昭25廃止 I (独 号口万仁1
学〕 昭3止92「5独「独語立学」学と第改一称設、置昭4、3昭廃

(教 育 部)

(教育心理学〉 昭24設置、昭25廃止
(独 文

学〉 昭392「5独「文独文学J学と第改二称」設、置昭4、3廃昭
(教 育 学〉 昭24設置、昭25廃止

学〕止附251仏文学」訪置、 昭 321(教育方法及び昭24設置、昭25廃止 (仏 文
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1I仏語」と改称、昭391仏文
|学Jと改称、昭43廃止

〈公法学)1昭251法学」設置、昭391公
法学」、「私法学」に分離、
昭43廃止

(私法学)111百391法学」を「公法学」、
「私法学」に分離、昭43廃止

(政治学)1昭25設置、昭43廃止
(経済学)1昭25設置、昭43廃止
(社会学)1昭25設置、昭43廃止
(代数学・幾何|昭251数学第一」、「数学第
学)二」設置、昭391代数学・幾

何学」、「解析学」、「応用解
析学」に組替、昭43廃止

(解 析 学)1昭251数学第一J、「数学第
二J設置、昭391'代数学・幾
何学」、「解析学」、「応用解
析学」に組替、昭43廃止

(応用解析学)1昭251数学第一」、「数学第
二J設置、昭391'代数学・幾
何学」、「解析学」、「応用解
析学」に組替、昭43廃止

(統計学)1昭25設置、昭43廃止
(力学・量子力|昭251物理学第一」設置、昭
学) 1391力学・量子力学」と改称

昭43廃止

(電気磁気学)1昭251物理学第二」設置、IlB
391電気磁気学」と改称、昭
43廃止

(光学及び熱力|昭251物理学第三J設置、昭
学) 1 39 1光学及び熱力学」と改

|称、昭43廃止

(物理化学)1昭251化学第一」設置、|沼39
「物理化学」と改称、昭43廃
止

(無機及び分析|昭251化学第二J設置、昭39
化学) 1I無機及び分析化学」と改

l称、 Hs43廃止
(有機化学)1昭251化学第三」設置、|宿泊

「有機化学」と改称、昭43廃
止

(動物形態学・|昭251生物学第一」、「生物
発生学及び植物|学第二」、「生物学第三」設
分類学・形態学)1置、昭391動物形態学・発

生学及び植物分類学・形態
学」、「動物生理化学」、「植
物生理生態学」に組替、昭
43廃止

(動物生理化学)1昭251生物学第一J、「生物
学第二」、「生物学第三」設
置、昭391動物形態学・発
生学及び植物分類学・形態
学」、「動物生理化学」、「植
物生理生態学」に組替、 H召
43廃止

(植物生理生態 l昭251生物学第一」、「生物
学)学第二」、「生物学第三」設

置、昭391動物形態学・発

1286 

生学及び植物分類学・形態
学J.1動物生理化学J、「植
物生理生態学」に組替、昭
43廃止

(鉱物学・岩石|昭251地学第一」、「地学第
学)二J設置、昭391鉱物学・岩

石学」、「地質学・地史学」、
「地理学」に組替、|沼43廃止

(地質学・地史|昭251地学第一」、「地学第
学) 1二」設置、昭391鉱物学・岩

石学」、「地質学・地史学」、
「地理学」に組替、昭43廃止

(地 理 学)1昭251地学第一」、「地学第

(一般教育等〉

二」設置、昭391鉱物学・岩
石学」、「地質学・地史学」、
「地理学」に組替、昭43廃止

(哲 学)1昭39設置、昭43廃止

(倫理学)1昭39設置、昭43廃止

(芸 術)1昭39設置、昭43廃止

(心理学)1昭39設置、昭43廃止

(歴史学)1昭39設置、昭43廃止

(文 学)1昭39設置、昭43廃止

(法 学)1昭39設置、昭43廃止

(政治学)1昭39設置、昭43廃止

(経済学)111召39設置、昭43廃止

(社会学)1昭39設置、昭43廃止

(統計学)1昭39設置、昭43廃止

(人文地理学)1昭39設置、昭43廃止

(数 学)1昭39設置、昭43廃止

(物理学)1flB39設置、昭43廃止

(化 学)1昭39設置、昭43廃止

(生物学)1昭39設置、昭43廃止

(地 学)1昭39設置、昭43廃止

(英 語)1昭39設置、昭43廃止

(独 語)1昭39設置、昭43廃止

〈仏 語)1昭39設置、昭43廃止

(保健体育)1昭251体育」設置、 n召38r保
|健体育」と改称、 11召43廃止

人文学部

哲 学 1[1召43設置

東洋哲学|昭451中国哲学」設置、昭46
1I東洋哲学」と改称

倫理学|昭43設置

実験心理学|昭43設置

社会心理学|昭43設置

応用心理学|昭54設置

日本史学|昭43設置

東洋史学|昭431西洋史学・東洋史学」



資料編

設「西置洋、史n百学4」7に「東分離洋史学」、 経営学 設昭置44、「経昭営50学「総経営論学・」会と計改学称」

西 洋 史 学 I sをにFf4「分東7離「洋西史洋史学」学、・「東西洋洋史史学学J」 経営管理

町置皇「経村制ム、5常昭「経管4「財済8設凹政置政「経に策、学営組昭答管財5金理訂政融経学背貨済」J設幣政、

国語学 昭43設置

国文学 昭43設置
社調会査学・社会

賓会昭4」調3設査置「社J、と会昭改学5称原11社論会社学会ー調社フ→←℃こ i そ1万口. 定てj会- 昭43設置

英米文学 昭43設置

独語学 昭43設置 教育学部

独文学 昭43設置 国語学

仏 語 学 昭昭ハ〆14回珊的3UE「「イ仏[，.語語学ム仏文「学仏J文設学置」、に

仏 文 学|語昭学52」「仏、語「仏・文仏学文J学に」分を離「仏

憲法・行政法 昭43設置
国文学

日分国「日国離3語文8科学「教国j語育、」学「を国語「国科国文語教学学育及」」び、に民 法 昭43設置

商
法 向置訟日4、法51附ー商5国法1際「商法民」法事Jに訴、分訟「離民法事」訴設

漢文学 昭42設置

民国際事訴法訟法・ I附際を5日法1商J「法に商J分法、離「民民事事訴訴訟訟法法・J国
書 道

術教昭「K美2改理育5術主称「美及に、・術分び美ß~第離美3i一術8I史J科「書設J教、道置育「美j、第、術昭一「科3美J 4 

刑 事 法 | 軍学学昭ににJJ4称分分、4、を離昭離「、労「「刑4昭労、働m昭働5事25法肱法3法川ーL経1、1u基z事t営労「法礎行法管働法政理制イ学行学当子設政」政」と 国語科教育
昭分国「国離3語文8科学「教国J語育、J学「を国語国「閑科文語教学学育及」J、びに

労働法・基礎 I某昭事礎4法8開法行学法J政にー学労分l働離、法「労」働を法日刊・

歴史学

政政治治学史原論・ I 同343設置

行 政 学 昭「刑5事3法「刑」事、法「行・政行学政」学に」分離を
地理学

昭科科教教38育育「人j」をに文分「地地離理理学学」及、び「社社会会
理論経済学 Ir設「沼経4置3済、「経史昭済」5に学11分原論論経ー経済済学J史、」

法律学 昭44設置

経 済 史|昭をに5古fj1勤離「経前経済学済原学J論、ー「経経済済史史」l 社会学 昭42設置
経済学

間会学育とJ3科改ー7教経称と「法改育済d称学学を及、昭政び「法3治社8学学「経会及ー済科政び崎h社治」t 
経 済 政 策 | 昭置金策営4融J管、5、理「昭論経「」財4J8設済に政置政「組経学替、策済時管金i財52融理政「出経・荷学J貨済J「経設政幣

哲 戸う三らL 

社置改科昭教会称お、昭学育、「社」3及昭に4会3び分「8司色社離[哲教字会科苧育ー第倫教J、理一育「J学l 士設会と財 政 学|昭「財54政学「財J政、学「金・融金論融」論に」分離を

金 融 論|昭「財5・4政学「財」政、学「金・融金論融」論に」分離を

社会科教育 昭育育J」38をに分「「歴歴離史史、学学「」人及、文び「社社地理会会科科学教教及統経計済学学・計量 I昭53設置
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講座・学科目等

会学科び「社教社科・会倫教会育科理J科育教にJ教学分育を育J離「」社哲をに会学分「J地学離、理及、「社学び「i哲社会
塑「と美改J術、称及「構、び成昭美3J術8に科分「書教離道育」第、「彫J 

構 成
昭第「構一3成8J」「を美に術「分書及離道びJ美、術「彫科塑教ム育

代何数学学及び幾 It称昭学学数」」2、5学、、昭「数及「「解数3学8び学析教数「学科代学育教数及J科設学育び教J及置応育に、びJ分用幾昭と離何数3改4 術美史術理論・美
昭第論育詔二jー巨美」Y分美を術離術史「絵及J、画び「美J美、術I「科美科教術理教育

解用析数学学及び応 I 昭を「「解数甜析学[「代数学科数教学及学及育び及」び応びに数幾用分学離何数枠教学学JJ育、、」 美術科教育
昭第論育j3二・Bに美」分「美術を離史術「及絵j、!び剖「美J美、術術「科美科教術理教育

数学科教育 | H「を「E数解3「8代析学「数数学科教学学及及及び育Jび応びに数幾用分学離数何科教学学J」育、、」
体育実技

健論教昭育技2j」育体5、j育体「と体「に改育及学育分称史び校」離設保、保J、健健置問「ム保、3体8健昭育「「3体体体4科育育育「保教実理科

物 理 学 ! 理昭昭に科育J教23科分54、離「教育理「円」物育、七科にJ理学昭教分を及学3離育{8及び物第「理物理び一到学科」理J設教学、科及置育円教、」び里 学校保健

p「休育学科育」校史に教保「分保J健、健離J「を保体、健育「体「及体体育び育実育保理技科健論J教体、
化

学 | 昭「化38学「J化、学「理及科び教理科育J教に育分J離を
体育育史理論・体

体日「育育目学科育J2校にB教史分「保」育保離健、健j」「を保、本健育「体「及体体育び育英育保理技科健論J教体、

保コ同均健体育科教

昭育体育I学J3科育校8に教史分「保保」健、離健JJ「を体保、育健|体「及体体育び育実育保理技科健論j教体、・

君護基礎学 昭47設置

内科系看護学 昭45設置

外科系看護学 昭46設置

母子看護学 昭47設置

電 気

昭日粂「び正職分2改技称J6業、荷術「、職及「、蝦職同業び明業業職年第3科科業8三教教「j科電「設技育育教気賞術第」育j職二、に、第間業分j二「農3及離在4 j 
戸三五三

楽 | 楽楽昭昭2及3科58教「び「声青音育楽楽」楽JJに設科、分教置「離器、育iJ昭刺と3、4改称「「音音、

器
楽 |昭を科教38「声育「音J刻楽に及、分離び|器音刻楽科、教「音育楽」

機 1戒

日改「びにと目職2改柊称分業5離輯術「、職及丸職同業び業年岡第職3科j:機一業8教J科械「設技育教」置術第、育職一、「第農昭業J業3及と4 」」

作音楽科教育曲 I昭昭科を教4378日設育「当音J置楽楽にJ及分、離び「器音楽楽」科、教「音育楽」
食物学 昭43設置

被服学

政称昭科2学教、5昭L及育雰j3ひ政8に家分「l庭被設離穿科服教学、育J昭、J3「4家と「家改庭京会

両 | 昭術教「と美2改理育5術称J論「美及E、術分び昭美第美離2術二術8史J科「絵設J教、置画育「J美、第、術昭二「3美科J 4 

家庭管理 昭52設置

彫 塑|昭25，美術第一J設置、昭34 家庭科教育 昭38I家政学及び家庭科教
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社会教育

昭43設置

昭461天然物化学J設置、昭
521生化学」と改称

昭43設置

昭43設置

昭43設置

昭46設置

昭471古生物学」設置、昭49
「地質学Jと改称
昭431地質学」設置、昭49
「鉱物学」と改称

昭431第四紀学J設置、昭49
「応用地学Jと改称

地球物理学|昭50設置

医学部

解剖学第一|昭24設置

解剖学第二 l昭24設置
解剖学第三|昭24設置

生理学第一|昭241生理学」設置、昭27
「生理学第一」と改称

昭27設置

昭241医化学J設置、昭39
「生化学」と改称、昭421生
化学第一」と改称

昭42設置

教育工学セン
ター

(一般教養〉

(人文第一)1Hs25設置、昭38廃止
(人文第二)1昭25設置、昭38廃止
〈社会科学)1昭25設置、昭38廃止
(自然第一)1昭25設置、昭38廃止
(自然第二)1昭25設置、昭38廃止
(体 育)1昭25設置、昭38廃止
理学部

代数学・幾何|和43設置
戸主ら

'T" 

解 析学

応用数学

統計数学

理論物理学

原子物理学

物性物理学

実験物理学

物理化学

無機化学・分
析化学

有機化学

生化学

昭43設置

昭43設置

昭43設置

昭43設置

昭43設置

昭43設置

昭44設置

昭43設置

昭43設置

育」を「被服学」、「家庭科教
育」に分離

H百381技術職業及び技術職
業科教育第一」を「機械」、
「農業」に分離、「技術職業
及び技術職業科教育第二J
を「電気J、「農業」、 「職業
科教育jに分離

昭251職業第三J設置、昭34
「職業及び職業科教育第三J
と改称、昭381技術職業及
び技術職業科教育第三Jと
改称、同年「職業科教育」、
「職業指導jに分離、昭 38
「技術職業及び技術職業科
教育第二Jを「電気J、「農
業」、「職業科教育」に分離I

昭41設置

昭381英語学・英米文学及
び英語科教育Jを「英米文
学J、「一英語科教育」に分離
昭381英語学、英米文学及
び英語科教育」を「英米文
学」、「英語科教育」に分離

昭40設置

昭40設置

昭43設置

[11350設置

n召43設置

学

学

学

学

学

，llL，. 

づ一

態

理

態

統

質

物

形

生

生

系

地

鉱

応用地学
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生理学第二

生化学第一

生化学第二

昭53設置

fl召251教育学第一」設置、昭
36 1幼児教育」設置、 昭38
F教育学第一」を「教育学」、
「教育制度Jに分離、「幼児
教育」を「教育学Jと改称
昭251教育実習J設置、昭34
「教育学第三Jと改称、昭38
「教育史J、「教育制度」に分
離

昭381教育学第一Jを「教育
学」、「教育制度」に分離、
「教育学第三」を「教育史」、
「教育制度Jに分離
昭47設置

昭251教育心理学第一J設
置、昭381教育心理学Jと改
4刈、

昭251教育心理学第二J設
累昭381~達心理学」と改

昭381技術職業及び技術職
業科教育第三Jを「職業科教
育」、「職業指導」に分離

昭52設置

昭53設置

堂監
ジドこ

職業科教育

英語科教育

異常児教育

異常児心理

幼児教育

幼児心理

保育内容の研
究

基礎医科学

臨床医科学・
看護学

教育保健

教育学

育

英語学

英米文学

農

史教

教育制度

教育社会学

教育心理学

発達心理学

職業指導



医学部附属病院

第一内科|昭24設置

第二内科|昭24設置

第三内科|昭49設置

放射線科|昭29設置

第一外科|昭24設置

第二外科|昭24設置

整形外科|昭29設置

産科婦人科|昭241産婦人科」設置、昭42
「産科婦人科Jと改称
昭24設置

昭241皮膚泌尿器科J設置、
昭351皮膚科」と改称

昭35設置

昭24設置

昭24設置

昭24，神経科」設置、11百42，神
経科精神科」と改称

昭241歯口科J設置、昭34
「歯科口腔外科」と改称

昭39設置

昭45設置

昭51設置

昭401肺研科J設置、昭42
「肺外科」と改称

昭47設置

昭53設置

昭41設置

昭47設置

昭48設置

昭50設置

昭51設置

昭53設置

昭50設置

昭241薬局J設置、昭37，薬
剤部」と改称(昭54薬剤部
長が技官から教官となる〉

昭52設置

昭53設置

脳機能研究施
設神経内科
研究部

動物実験施設

泌尿器科

耳鼻咽喉科

小児科

神経科精神科

歯科口腔外科

麻酔科

脳神経外科

小児外科

肺外科

科

科膚

限

皮

昭241細菌学」設置、昭45
「微生物学」と改称

昭24設置

昭24設置

昭24設置

昭24設置

昭28設置

昭311医動物学J設置、昭39
「寄生虫学」と改称

昭24設置

昭24設置

昭24設置

昭49設置

昭29設置

昭24設置

昭24設置

昭29設置

昭24設置

昭24設置

昭241皮膚泌尿器科学」設
置、昭351皮膚科学Jと改称
昭35設置

昭24設置

昭24設置

昭241精神病学」設置、昭30
「神経精神医学」と改称

昭37設置

講座・学科目等

薬理学

病理学第一

病理学第二

衛生学

公衆衛生学

寄生虫学

法医学

内科学第一

内科学第二

内科学第三

放射線医学

外科学第一

外科学第二

整形外科学

産科婦人科学

眼科学

皮膚科学

泌尿器科学

耳鼻咽喉科学

小児科学

神経精神医学

微生物学

呼吸器科

神経内科

検査部

手術部

放射線部

材料部

理学療法部

人工腎臓部

医療情報部

薬剤部

昭39設置

昭45設置

昭341肺癌研究施設臨床研
究部」設置、昭431第一臨床
研究部J、「第二臨床研究
部」に分雑

昭43肺席研究施設「臨床研
究部Jを「第一臨床研究部」、
「第二臨床研究部Jに分離
昭40設置

科

学

学

設

研

'Iド
l

F

a

r

l

一h
出
コ
¥

h
グ

品

が

・

判

川

引

は

は

円

腔

半

外

究

臨

口

E
経
研
一

科

神

癌

第

部

歯

学

麻

脳

肺

究

学部

昭241薬品分析学J、「公衆
衛生学J設置、昭251公衆衛
生学」を「衛生化学・公衆衛
生学」と改称、昭271衛生化
学・公衆衛生学」を「衛生化
学及び公衆衛生学」と改称、
昭39r薬品分析学」を「薬品

薬

衛生薬学

昭39r農山村医学研究施設
農山村予防医学研究部」
設置、昭49同研究施設を環
境疫学研究施設と改称，同
研究部を「農村医学研究
部」、「免疫研究部」に分離

昭49農山村医学研究施設を
環境疫学研究施設と改称，
「農山村医学研究部」を「農
村医学研究部J、「免疫研究
部Jに分離
昭411脳機能研究施設向神
経薬研究部J設置、昭54同施
設「神経薬理研究部」と改称

肺癌研究施設
第二臨床研
究部

肺癌研究施設
病理研究部

環境疫学研究
施設農村医
学研究部

究
研
研
疫
学
免
疫境
設
部

環
施
究

施
理
由
主
楽
研
経
能
神
部

機

究
脳
設
研
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資料編

(服飾意匠)1昭24設置、昭26廃止
(建築計画)1昭24設置、昭26廃止
(建築構造)1昭24設置、昭26廃止
(室内計画)1昭24設置、昭26廃止
(木材工芸)1昭24設置、昭26廃止
(精巧機器)1昭24設置、 H百26廃止
(金属材料)1昭24設置、昭26廃止
(機器工作)1昭24設置、昭26廃止
(塑性加工)1昭24設置、昭26廃止
(電力工学第一)1昭24設置、昭26廃止
(電力工学第二)1昭24設置、昭26廃止
(工業化学第一)1昭24設置、昭26廃止
(工業化学第二)1昭24設置、昭26廃止
(平版印刷)1昭24設置、昭26廃止
(凸版印刷)1昭24設置、昭26廃止
(写 真)1昭24設置、昭26廃止
(映 画)1昭24設置、昭26廃止
(応用物理)1昭24設置、昭26廃止

工学部

意匠諭・意匠|昭261造形学J設置、昭31
史 11造形学及造形史Jと改称、

昭351造形理論Jと改称、昭
36 1造形学及造形史Jと改
称、昭381意匠原論及び意
匠史Jと改称、昭461意匠
論・意匠史」と改称

造 形|昭261造形付術J設置、昭31
「絵画及彫塑Jと改称、昭35
「造形技術jと改称、昭381基
礎造形Jと改称、昭461造
形」と改称

白

川

品

川

知

位

指

必
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根
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L
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学
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3

2

2

謹一一曜日目指税関都清
J
紅
品
…
離
併
用

昭
一
崎
市
山
市
昭
一
品
目
附
剛
一
細
川
帆
一
品
問
間

報

匠

画

画

学

情

意

計

計

工

覚

業

彩

料

問

視

工

色

材

人

空間造形計画

設備・機器計
画

視環境計画

建築史・居住
学

昭53特設工学課程から振替

昭261建築計画J設置、昭31
「建築計画第二Jと改称、昭
38 1建築史・居住学」と改
称、昭391建築史及居住学」
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資料編

-離「印J、、刷l回工「3印学8刷「」印工と刷学改工第称学二第I二巨」分を
画(設〉備・機器計 科昭5へ1振設替置、 昭53工業意匠学

(祝環境計両〉 昭科5へ1設振置替、昭53工業意匠学
応用印刷工学 昭38設置

画像材料学
5昭14「0画「基像礎材料材料学J学とJ設改称置、 昭 (材料・生産〉 振昭替51設置、昭53建築学科へ

画像計測工学 昭「画37像「広計報測工工学学」」設と置改称、昭51 (計画工学〉 振昭5替1設置、昭53建築学科へ

応用闘像工学 称昭昭2571「写「応真用計画測像工工学学Jj設置と改、 (視覚工学〉 思淵置、画像工学科へ振

(写真工芸科学〉 昭5芋、昭53画像工学科
視覚工学 昭53特設工学課程から振替 へ振

写真工芸科学 昭53特設工学課程から振替 (感材技術学〉 昭51設替置、昭53画像工学科

感材技術学 昭53特設工学課程から振替 へ振

製版技術学 昭53特設工学課程から振替 (製版技術学〉 昭51F、昭53画像エ学科
へ振

印刷技術学 昭53特設工学課程から振替
〈印刷技術学〉 昭51設替置、昭53画像工学科

画像技術学 昭53特設工学課程から振替 へ振

応用物理学 昭「応26用「応物用理物学理」とJ設改置称、昭38 (画像技術学〉 昭51設替置、昭53画像工学科
へJ辰

分析化学 昭40設置 (精密加工学〉 害53設置、機械工学科へ振
工業数学 昭42設置

情報処理工学 昭48設置 (設計工学〉 昭二学51設科置へ振、昭替53機械工学第

究究天色然工施部設学色基工礎学天然研研
昭37設置

(機械力学〉 昭へ振51設替置、昭53機械工学科

(塑性工学〉 二昭学52設科置へ振、昭替53機械工学第

究色天究然施材部色設料工計学天測然研研 昭設測4置研2、究「色昭部彩J4工3と学「改天称計然測色研材究料部計J (応用情報工学〉 容53設置、電子工学科へ振
(基礎電気工学〉 昭へ振51設替置、昭53電気工学科

天究色究応然施部色設用工工学天学研然研
昭47置設

(電気通信工学〉 昭へ振52替設置、昭53電子工学科

天究回然施像設処色工理学隔研研測究
昭51設置 (電力系統工学〉 昭51設替置、昭53電気工学科

へ振

〈環境化学〉 昭へ振52設替置、昭53合成化学科
自1

究画天部然像施解色設工析学研隔測研究
昭53設置 〈有機材料化学〉 昭へ振51設替置、昭53工業化学科

(無機材料化学〉 昭へ振51設替置、昭53工業化学科

天究判画然施像読色設地研工究象者学隔部連研測象

昭53設置
〈化学計測学)昭替53設置、合成化学科へ振

園芸学部

果樹園芸学 昭24設置

〈特設工学課程~)I 読菜園芸学 昭24設置

〈建築生産〉塁53設置、建築工学科へ振 花升園芸学 昭24設置

育 種 学
学富」2、4に昭分「作2離8物「学作物及育学種」、学「J育設種

〈住居計画)1振昭替51設置、昭53建築学科へ

(空間造形計画)1昭科5へ1設振置替、昭53工業意匠学 園芸環境工学 昭40設置

園芸機械及び 昭261営農工学J設置、昭28
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緑化植物学

緑地保全学

附属農場校
内農場

附属農場利
根高冷地農場

附属農場熱
川暖地農場

教養部

哲 学|昭43設置

倫理学|昭43設置

心理学|昭43設置

歴史学 11昭43設置

文 学|昭43設置

芸 術 111B43設置

日本語・日本|昭50設置
事情

法

政

経

社

統

地

「農業工作学1J、 「農業工
作学 IIJに分離、昭381農業
工作学 1Jを「農業工作学」
と改称、昭391営農工学」と
改称、昭531園芸機械及び
施設学」と改称

昭281営農工学Jを「農業工
作学 1J、「農業工作学 IIJ
に分離、昭38I農業工作学
llJを「農地施設学Jと改称、
昭421営農気象学」と改称、.
昭531農業気象学」と改称

昭241土壌及肥料学」設置、
昭381土壌学・肥料学Jと改
称、Ii召461土壌学及び植物
栄養学Jと改称
昭24設置

昭241栄養及食品化学J設
置、昭381栄養学・食品化
学Jと改称、昭461栄養化
学」と改称、昭511食品及び
栄養化学Jと改称
昭24設置:

昭241応用微生物学及び醗
酵工業学」設置、昭291醗酵
工業学及ひ応用微生物学」
と改称

昭241造園史並びに風景計
i国論」設置、昭271造園学造
闘史風景計画論Jと改称、
昭281造園学及造園史並び
に風景計画学」と改称、昭
29 1造園原論及造園I並び
に風景計画論Jと改称
昭241公園計画論並びに都
市及地方計画学J設置、昭
27 1都市及地方計悶及造|調
設計」と改称、昭281都市及
地方計画学」と改称

|沼24設置

昭48設置

昭54設置

昭261総合農学J設置、昭39
「農業経営管理学Jと改称、
昭421農業経営技術学」と改
称、昭531園芸経営技術学」
と改称

昭241農業経済学」設置、昭
281農村生活科学」と改称、
昭421農業経営経済学」と改
称、昭531園芸経営経済学」
と改称

H自281作物学及育種学Jを
「育種学J、「作物学Jに分
離、昭531作物学」を「栽
培管理学」と改称

学)1昭241畜産学及畜産物利用
学」設置、昭281畜産学Jと
改称、昭53廃止(山口大学へ
移管〉

昭54設置

昭241庭園設計論並びに造
園植栽学」設置、昭271造園
植栽学」と改称、昭491環境
植栽学」と改称

昭241植物病学J設置、昭49
「環境植物病学」と改称

昭241応用昆虫学J設置、
昭491環境生物学Jと改称
昭50設置

昭51設置

昭24設置

園芸流通経済
λ'4 
づ与

環境植栽学

環境植物病学

環境生物学

講座・学科目等

農業気象学

土壌学及び植
物栄養学

施設学

昭24設置

昭25設置

生物化学

食品及び栄養
化学

農産製造学

醗酵工業学及
び応用微生物
23+ 
"'f-

び
に
及
び
論

論
並
画

原
史
計

園
閣
景

造
造
風

昭43設置

昭43設置

昭43設置

昭43設置

昭43設置

昭431人文地理学J設置、昭
461地理学Jと改称
昭43設置

昭43設置

昭43設置

昭43設置

昭43設置

昭51設置

昭52設置

昭53設置

昭43設置

昭431独語」設置、昭54rド
イツ語」と改称

昭431仏語」設置、昭541フ
ランス語」と改称

昭481露語」設置、昭54rロ
シア語」と改称

ρ主d与
すL

，主会
てJ-

己診
てJ-

学
止士f，
てJ-

ρ立与
づ〕

数 学

物理学

化学

生物学

地学

地域科学

比較文化

自然史
1lt 舌五
ノ」 口口

ド、イツ話

ロ

フランス語

治

済

会

計

理

シア語

都市及び地方
計画学

造園工学

造園施設学

庭園学

国芸経営技術
寸→

園芸経営経済
子

栽培管理学

産(畜
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保健体育|昭43設置
食中毒研究部 4昭82「食41腐中敗毒研研究究部部」」設と置改称、昭

(昭(3留8.3学以前生は文理部学〉部留学生課程〉 生体膜研究部 昭52設置
(日 本 語)1昭35設置、昭47廃止 抗試験生物施設質製造 昭50設置
(日本事情〉 昭39設置、昭47廃止

(文 学〉 11百39設置、昭47廃止 機器センター|昭51設置

(心 理 学〉 11百39設置、昭47廃止 保健管理センター
(統 百十 学〉 昭39設置、昭47廃止 分析センター
(数 学〉 昭35設置、昭47廃止 (養護教諭養成所〉
(物 理 学〉 理1113学35」「物と理改J称設、置n百、47昭廃39止「物 (工業短期大学部〉

(化 学〉 昭35設置、Ii召47廃止 (一(人般文教科育等学〉〉 昭27設置、 昭53廃止
(生 物 学〉 昭37設置、|沼47廃止

(社会科学〉 昭27設置、昭53廃止
(地 学〉 昭37設置、昭47廃止

(自然、科学〉 昭27設置、昭53廃止
(美 学〉 111339設置、 H召47廃止

(外国語〉 昭29設置、昭53廃止
(英 語〉 昭35設置、昭47廃止

(保健体育〉昭健2体7育「体」育と」改設称置、、昭H2543廃2止「保(独 語〉 昭36設置、昭47廃止
(機械工学科〉

(仏 語〉 昭35設置、 li1347廃止
日廃I目機4止紙01工輯学的主科宰JHとn改萱t、、 昭HH4543 

(保健体育)11健1133体6育「体J育とJ改設称置、、11百IJ召4738廃止「保
(電;気工学科〉

(図 学)性|H9H研以42究前設所は置腐、昭47廃止 廃E「HHJ電4止40気1設「工電置学気、科科昭JJ5と設3改廃置止称、、 昭昭4543 生物活 (工業化学科〉
(11百48 敗研究所〉

(印刷工学科〉
酵素化学研究 I昭24「「酵{股生物化化学研部究J部設J置改、 昭[廃印2止刷7工「印学刷科科JJと設改置称、、 昭昭4543 部 昭48 素学と

初t
(写真工学科〉

薬理活性研究 I昭31「「食薬中活毒性研究研部究」部設」置、改 昭「廃写2止7真工「写学真科13」fJと設改称置、、 昭昭4543 部 117348理と
称

(木材工芸科〉
毒ー|生病理研究 i!f!日381食品防腐剤研究部」日設」 (工業意匠学科)昭32設置、昭53廃止
部 iと置改、昭称481毒性病理研究部

|制HHHE33「5工34「廃業工止業意意匠斡匠科|JJ設と改置称、昭、
学活性研天究然部物化 E研?究部42Jと干改真称思表話協
抗部生物質研究 4昭82「7抗「抗生物生物質質研究部J部設j置と改、昭称
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5 大学院

大学院の変遺

理

専

一

生

科
一
間
程

究
一
的
課

研
一
一
町
一
昨

攻 変 遷 概 要

系|昭30設置、解剖学(1.2. 3)、生理学 (1.2)、医化学、薬理学

(以上昭30)

微生物化学〈腐敗研究所微生物化学研究部〉、病態薬理学〈腐

敗研究所食中毒研究部)(以上昭38)

医化学→生化学(昭39改称〉

脳機能学(脳機能研究施設向神経薬研究部)(昭42)、生化学→

生化学(1.2) (昭42分離〉、臨床検査学(病院中央検査部)(昭47)

腐敗研究所徴生物化学研究部→生物活性研究所酵素化学研究

部、腐敗研究所食中毒研究部→生物活性研究所薬理活性研究

部〈以上昭48、研究所の改組による研究部門名の変更〉

脳機能研究施設、向神経薬研究部→神経薬理研究部(昭54改

称〉

病 理 系|昭30設置、細菌学、病理学(1.2) (以上昭30)

医動物学(昭31)

食品微生物学(腐敗研究所腐敗研究部〉、実験化学療法学〈腐

敗研究所抗生物質研究部)(以上昭38)

食品微生物学→衛生微生物学〈昭39改称〉

医動物学→寄生虫学(昭39改称〉

肺癌病理学(肺癌研究施設病理研究部)(昭44)

細菌学→微生物学(昭45改称〉

腐敗研究所腐敗研究部→生物活性研究所毒性病理研究部(昭

48研究所の改組による研究部門名の変更〉

免疫学(環境疫学研究施設免疫研究部)(昭50)

衛生微生物学→細胞病理学(昭51改称〉

社会医学系|昭峨置、衛生学及び公衆衛生学，法医学(以上昭30)

農山村医学(農山村医学研究施設農山村医学研究部)(昭40)

食品衛生学(腐敗研究所食品防腐剤研究部)(昭39)

衛生学及び公衆衛生学→衛生学、公衆衛生学(昭48主科目名

称分離〉

腐敗研究所食品防腐剤研究部→生物活性研究所食中毒研究部

〈昭48研究所の改組による研究部門名の変更〉
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農山村医学(農山村医学研究施設農山村医学研究部〉→農村

医学(環境疫学研究施設農村医学研究部)(昭49研究施設の改

組により研究部門名及び主科目名を改称〉

内 ;j'3{・ 系 昭30設置、内科学 (1.2)、放射線医学、皮膚泌尿器科学、神

経精神医学、小児科学〈以上昭30)

皮膚泌尿器科学→皮膚科学〈昭35分離、泌尿器科学は、外科

系へ〉

肺癌内科学(肺癌研究施設第二臨床研究部)(昭44)

内科学(3)(昭51)

神経内科学(脳機能研究施設神経内科研究部)(昭53)

タト 科 系 昭30設置、外科学(1.2)、整形外科学、産科婦人科学、眼科

学、耳鼻咽喉科学(以上昭30)

泌尿器科学(昭35)

歯科口腔外科学(昭38)

麻酔学(昭40)

肺癌外科学(肺癌研究施設臨床研究部)(昭40)

肺癌病理学(目市癌研・究施設病理研究部)(昭40)

肺癌研究施設，臨床研究部→第一臨床研究部(昭43部門増に

よる名称変更〉

肺癌病理学→昭44から病理系の科目へ

脳神経外科学(昭46)

薬(博学士研課究程科〉
総合薬品科学 昭391薬学専攻J(修土課程〉設置

昭451製薬化学専攻J(修士課程〉増設

昭541総合薬品科学専攻J(博士課程〉に改組

理(修学士研課究程科〉
数 学 昭50設置

物 理 Aマ山ー 昭50設置

化 二会主子L，. 昭50設置

生 物 学 昭50設置

地 Aす主lー与 昭50設置

看科(修護士学課研程究〉
看 護 学 昭54設置

工(修学士研課究程科〉
工業意匠学 昭40設置

建築学 昭40設置
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機械ヱ学 昭40設置

機械工学第二 昭52増設

電気工学 昭40設置

電子工学 昭49増設

工業化学 昭40設置

合成化学 昭45増設

写真工学 昭41増設

印刷工学 昭42増設

関科〔修芸士学課研程究〉
園芸学 昭44設置

農芸化学 昭44設置

ユ、t旦と |璽 ー戸ナ-'4 昭44.設置

農業生産管理学 昭46増設

環境緑地学 昭53増設
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6 歳入・歳出

(1 ) 千葉大学歳入決算額の推移

エ
授業料及入学 学校財産

増加数指
対前議増減

附属病院収入 雑収入 百十
検定料 処分収入

昭和 円 円 円。 円 円 倍 倍
24 77，548，136 4，032，648 1，922，755 83，503，539 1 

25 86，398，166 8，985，860 。3，018，872 98，402，898 1.2 1.2 
26 139，238，454 13，030，680 。4，746，550 157，015，684 1.9 1.6 
27 178，482，976 17，976，180 。5，907，015 202，366，171 2.4 1.3 
28 212，888，878 22，060，150 。7，113，158 242，062，186 2.9 1.2 
29 253，949，750 27，224，950 。7，464，652 288，639，352 3.5 1.2 
30 255，982，750 29，217，850 。8，184，736 293，385，336 3.5 
31 269，811，002 38，921，500 。9，954，075 318，686，577 3.8 1.1 
32 275，712，678 42，483，900 01 10， 265， 958 328，462，536 3.9 1. 01 

33 310，639，244 42，909，750 01 11，750，097 365，299，091 4.4 1.1 

34 350，007，273 46，993，850 01 10，719，566 407，720，689 4.9 1.1 

35 369，656，690 46，209，275 。5，161，559 421，027，524 5.0 1.0 
36 486，544，385 48，837，350 。6，717，027 542，098，762 6.5 1.3 
37 591，372，500 50，052，800 。6，459，304 647，884，604 ，7.8 1.2 
38 665，176，924 60，079，000 118，700 9，753，664 735，128，288 8.8 1.1 

39 747，246，515 68，867，425 01 26，858，125 842，972，065 10.1 1. 11 

40 999，800， 458i 85，193，050 2，193，000 26，348，305 1，113，534，813 13.3 1.3 

41 1，047，404，007 118，057，050 81，168，830 30，108，784 1，276，738，671 15.3 1.1 

42 1，205，026，674 122，348，050 14，250，000 44，159，969 1，385，784，693 16.6 1.1 

43 1，453，834，873 138，153，250 14，191，000 55，891，312 1，662，070，435 19.9 1.2 

44 1，318，085，055 137，661，171 14，045，126 62，945，584 1，532，736，936 18.4 0.9 

45 1，439，847，047 136，269，800 14，000，000 75，268，517 1，665，385，364 19.9 

46 1，582，285，777 142，143，400 14，000，000 91，302，146 1，829，731，323 21. 9 1.1 

47 1，961，485，216 196，027，166 8，000，000 107，549，210 2，273，061，592 27.2 1.2 

48 2，125，323，741 280，844，800 8，000，000 114，133， 612 2，528，302，153 30.3 1.1 

49 2，893，031，208 336，192，700 8，000，000 163，551，710 3，400，775，618 40. 7 1.3 

50 3，583，821，017 568，152，800 6，000，000 204，731，457 4，362，705，274 52.2 1.3 

51 4，281，666，423 649，303，800 01 242，348，885 5，173，319，108 62.0 1.2 

52 4，689，504，622 901，313，100 01 266，069，074 5，856，886，796 70.1 1.1 

53 5，049，463，097 1，040，036，000 01 294，296， 154 6，383，795，251 76.4 1.1 
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千葉大学歳出決算額の推移

年~I 国立学校|大学附属病院|研 究 所|施設整備費|文部本省| 計 |増加指数

昭和 円 円
円0 円。 円 円 倍

24 139，503，742 97，067，563 7，226，848 243，798，153 1 I 

25 179，966，996 114，163，006 2，791，434 。 13，767，287 310，688，723 1.3 

26 240，526，228 173，339，232 4，985，445 。 18，135，092 436，985，997 1.8 

27 326，135，984 213，004，109 7，651，233 。 11，644，419 558，435，745 2.3 

28 392，859，267 270，579，687 10，503，070 。 1，714，619 675，656，643 2.8 

29 447，776，505 281，327，696 12，983，653 。 6，410，964 748，498，818 3.1 

30 457，933，614 277，799，548 11，980，081 。 680，342 748，393，585 3.1 

31 489，683，567 300，410，883 15，445，361 。 2，060，651 807，600，462 3.3 

32 542，356，389 330，783，904 14，958，095 。 1，928，686 890，027，074 3. 7 

33 556，364，615 343，951，787 16，866，858 。 4，442，970 921，626，230 3.8 

34 636，460，499 365，619，850 21，229，002 。 27，498，104 1， 050， 807， 455 4.3 

35 708，560，350 429，006，619 23，871，782 。 45，490，110 1，206，928，861 5.0 

36 894，226，041 545，749，039 29，298，507 。 117，298，520 1，586，572，107 6.5 

37 1，125，413，057 634，595，445 38，157，224 。 460，218，112 2，258，383，838 9.3 

38 1，320，571，111 732，972，934 50，087，715 。 620，173，790 2，723，805，550 11. 2 

39 1， 515， 533， 954 842，810，563 56，773，373 753，699，995 47，812，630 3，216，630，515 13.2 

40 1，685，169，507 1，011，036，341 63，925，517 237，915，200 46，505，406 3，044，551，971 12.5 

41 1，877，272，258 1，169，729，362 70，430，125 314，087，000 37，246，000 3，468，764，745 14.2 

(2) 
同

ω
0
0



42 2，182，959，775 1，358，322，449 84，457，664 37，153，821 3，958，938，810 

43 2，420，504，683 1，560，657，090 94，675，263 405，491，000 38，702，880 4，520，030，916 18.5 

44 2，899，967，752 1，538，964，239 107，662，114 592，431，414 36，790，040 5，175，815，559 21. 2 

45 3，342，417，116 1，808，571，534 121，525，279 799，668，989 27，448，195 6，099，631，113 

46 3，662，481，804 2，117，036，233 154，245，535 539，123，969 21，689，176 6，494，576，717 26.6 

47 4，150，155，675 2，642，801，574 175，967，363 397，256，000 15，409，316 7，381，589，928 30.3 

48 4，964，481，993 3，041，596，940 189，248，899 358，149，960 11，832，522 8，565，310，314 35.1 

49 6，629，862，559 4，066，047，264 244，693，870 246，990，000 12，244，500 11，199，838，193 45.9 

50 7，723，184，835 4，774，372，970 247，881，164 989，892，000 19，203，000 13，754，533，969 56.4 

51 8，592，329，270 5，459，821，879 318，293，016 1，282，491，908 20，520，000 15，673，456，073 64.3 

52 9，358，711，557 6，495，827，276 340，092，826 2，739，467，588 25，83.7，000 18，959，936，247 77.8 

53 10，351，966，932 7，379，635，868 351，699，514 1，645，803，840 29，267，000 19，758，373，154 81. 0 

注:1 昭和24年度~昭和38年度の施設整備費は文部本省に含む。

2 昭和24年度の項は、その後と異なるが、便宜上対応する項に分類した。

3 一般会計分については、文部本省欄に一括計上した。
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科学研究費補助金

7 科学研究費補助金

(1 )科学研究費補助金の推移 (単位千円〉pq附 40 I 41 I 
区 〉ヱ叶!Lリ二~I 何問数判| 金 額叫|件峨数| 金 額叶11L件ド数| 金 額 件数|凶金 額
:ん特別研研‘究l_l1 一1_1 一-1 31 9仏口，2刈 41 | 
1 2 1-1  -1 11 1，0001 21 
亡し 511，4121 71 17_，__~001_ll μo01 11 2必

特定研究121 21 -1 ， 65~1 11 4，3001 1 -1 ZI 
継続1 1 -1 1 _ -1 _L -1-----'-__  

総合研究I21 問 21 21 3，324ー土日40|ーレ/
試験研究I4/ 3，4561 10/ 8，8901 101 9，3001 ン/

全一I -1 11 9，1401 11 ι2001 レイ
ヨ研究 I~ 21 4，4031 -1 11 1， 

3101 /~ 
IcI 1 -1 1-1 1 -1 レ/
継続I31 山 51 31 6，5401 11 日00] レ/

各個研究|刊州61.261 広1701 29/ ふ2701 し~
自然災害糊ιl /~~I レ~II~-I /~ 
研究 l21 I~I レ~I レ~I レ~
環境科学特別I1| レ~I レ~I レペ レ~
研究 121 I~~I I~~しレ~-I レ~

AI レ-----，レ~I I~I 31 
総合研究|可 レ~I レ~I レ~I

両し~|ヒつ I~II て
1 1 1 _____ ----------1 し-----1 レ-------------， 6| 

試験研究 I2i レ/-----1_1二二三二I_I~三ゴ | 二
継続| レ-----1 1__________1 レ-----1 -
AI 1----------1 レ-----1 I~I 11 
BI レ-----1-レ//し 1------/--1 2| 

一般研究|己1 I~---------1 ト~I レ-------1 61 59盟
D， 1 -----一一| レ-----1 レ/~， 101 
継続| レ----------1 レ----， '--------1 21 

奨励研究1A 1 ト--------， レ-----1 1-----------i 61 ー

ナ311lJ312J J5454 J4824づ…
1302 



資料編

4izJ件数|4い |ι 額|件数14い|件数 148金額
__ 21 __ 6，800l __ 2lMOOLJι50QI_21_皿 01 31 
21ι0501 21 日701 11 1 ， 5001ー-11~-2， ~~r--11 

レ/|レ~I レ~I レ/--1~
ピヲ~I I~I レフ--1 I~~I レ----
!ラフI-I~フI 1----~I レオ I--~ 
し~I レ~I レ/~I レ~I- レ/
し----1 レ~I レ~I レ----1 レ~
レ/|レ~I ン~I レ~l ン/
ーラオ I~I I___~I レ//1 し/
レ~I I~I レ~I 1-1 
レ~II~I レ~I 1 -1 I 
レ~I I~I レペ I~I I~ 
|~II~I レ~I レ~I レ/
41 7， 8801--~--4，吋 11 2，8001 2| 叩 01 41 
1 -1 1 -1 1 -1 1 -1 一

寸 1，5001 11 1，6301 11 8901 11 日記1 て

-21 1，5001 41 3，950f 11 一両|ιー函仁三「五。
21，6001 61 5，1801 61 4，6201 _-=1___31 

81工3101w-11，3501 川口，5101 101 9，8801 111 

つJ J三!?31J669452l907J7;!ぷ:
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T-f 49 52 

件数|金額 件数|金額件数|金額 件数|金額

川別研究|1|
1，蜘| MJ 田| 10，500 

15p O7叩凹|| 31 幻，0001 14，150 
特定研究

1当 1，600 3，500 

継制
総合研究 レ-----， ン-----， レ-----
試験研究| I~ レ~I I~I レ~

I~ レ-----， ン~ レ-----

機関研究

品
I~I I~ レ~
レ-----， レ~I レ~ レ/
レ~I レ-----， レ~ レ~
I~〆〆--- レ~I ン-----， レ-----

研自然究災害特別 1 2 
800 

環研究境科学特別 レ/イ| レ-----， ン-----， 11，5001 

レ-----， レ-----， I~ 
8，860 

総合研究 1，600 

継続| 8，3司
6，4副∞| 2，300 

試験研究 5， 7， 9，700 

3，6001 3，500 

AI 以 2001 10オ
サ4~-~ 

18，800 

34， 24， 33，500 
一般研究 19， 17 25，730 

{;l 3，48 15 13 4，9501 4，865 

継憲司 3 2，8001 8，100 

奨励研究IA 口~ 6，7001 7，070 

海外学術調査| 21 10，9001 回|
メ口L 651 103，2 831 130，3吋 851 1札 4201 判 164，475
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53 l口L 計

件数|金額 件数|金
備 考

額

8，CJ  04 
67，8001 

民組01

9，∞01 山，962|

295d 指，48

8，240 

I~I 12，942 )昭記和入43年度山鵬方式巨額のため下欄へ
レ~| 21，646 

レ~I 15，340 

I~ 5，713 

I~I 
14，995 

16，426 

一

3，800 

27，900 i酬 5伴度カら新設
62，540 

} IIllfn43"F-1ll'iOら 2醐拭2，800 

23，220 

4 33，970 
)昭一一1，8601 31 44，250 

3，5001 26，650 

35，1001 175，710 

203，070 

40，6001 141 180，650 

40，085 

46，420 

51，260 

52，1001昭和38年度から新設
202，7101 1，376，4151 
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科学研究費補助金

(2) 科学研究費補助金等研究課題一覧

年 研究代表者 交付金
区 73' 研 究 課 題

度 名 〈千円〉

昭和
記に紀関すの神る文話献伝説学的の研中究国文献に典拠せるもの 文理 荻原浅男26 

粉体力学の実験的研究 文理 若林隆夫

落花生の結実に関する研究 教育 小林 夫~・

組織学的鍍銀法の研究 医 森田秀一

発生初期に於ける発生能力の研究 医 鈴木重武

血液成分微量測定 医 赤松 茂

間脳に関する薬理学的研究 医 小林龍男

心臓に於けるアレルギー性変化の実験的研 医 石橋豊彦
究

光電管潤渇計に依る溶菌現象の研究 医 田波潤一郎

人ならびに諸動物の血清学的構造 医 加賀谷勇
之助

グノレクロン酸の解毒に関する研究 医 田坂定孝

内(T科isel的i疾ns患装置の種〉に々のよる場体合液の蛋電白体気の泳研動究法
医 石川憲夫

全身麻酔の研究 医 中山恒明

トラコーマ病原体の電子顕徴鏡的研究 医 伊東繭恵治

腎臓移植 医 並木重郎

腐敗毒に関する研究 薬 宮木高明

飯合に関する研究 工 林 則行

深絞りにおける絞り率の研究 工 馬場秋次郎

木材組立圧縮材に関する研究 工 辻井静二

天然色写真に色関感す光る度研測究定その 4究多層式天然 工 i原田秀三郎
色フイノレムの の研

百合の栽培適地に関する基礎的研究 園 穂坂八郎

果る樹研究の無袋栽培特に無袋果実の性状に関す 園 永沢勝雄

瓜類の雌雄花の分化に関する研究 閤 藤井健雄

火す山る灰研土究に於ける燐酸肥料の肥効増進に関 国 吉江修司

花の中に含まれるアミノ酸の研究 園 信濃 栄

本邦に於ける公園の発達とその社会的背景 閤 小寺駿吉

酵素の作用機序 医 赤松 茂

放線菌抗生物質の試験製造の研究 研 相磯和嘉

試験究科学研費

ストレプトマイシンの組織変調作用に関す 医 滝沢延次郎 5 
る研究

循ら環び器に早実験期障的害研究の研)究(継〉(病巣感染の臨床な 医 松本修一郎 5 

4 
ホモスノレファミン(スルブアニー継ル〉〉および 医 田坂定孝
メチルズノレフォンに関する研究(

食道外科(継〉 |医 中山恒明 10 I 
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，1 26 |除虫菊およびヂキタリスの栽培試験 | 薬 |長谷川長八| 5 

科
|蜘作脚 I I赤松茂|

930 
戸ー王主ら一

日本人の指紋〈掌紋、足紋〉の研究 小池敬事 470 
研rフ内じ合

突付費金

各個研究キノレケゴールの生涯と思想 文理桝田啓三郎 30 

20世紀英米文学(小説〉における「人間像」文理 吉武好孝 40 
の研究

智利硝石偏光子 文理山口太三郎 50 

27 

房総の地下水の研究 文理 山岸忠夫 50 

恨合に関する研究(工に及作物ぼの真響円度〉及び表 工
面粗さがit?(合結合度 す影

キ木 則行 70 

気化器の低速及作び加用速性能に及ぼすエア 工 浅野弥袷 90 
一・ブリードの 研究

塩化ビニール電線の絶縁性能の向上につい 工 菊地省一 50 
て

木造組立材(主として圧縮材〉に関する研 エ
fノhし

辻井静二 80 

海水マグネシアの焼結に関する研究 工 茂木今朝吉 80 

枇杷果実の大きによる耐寒性の強弱に関す 閤
る研究

永沢勝雄 150 

2・3の果樹の人工受粉の能率化に関する基
礎的研究

国 大野正夫 40 

J散布農薬特に殺虫剤の消失に関する研究 園 野村健一 50 

硫園黄芸作剤物の病薬害効に対するて有機水銀剤並に有機 閤 河村貞之助 60 
につい

細胞形質の微細構造と機能の研究 医 森田秀一 50 

発生初期に於ける発生能力の研究 医 鈴木重武 t 50 

直流通電作用の本態に関する研究 医 鈴木正夫 60 

血液成分の微量測定法 医 赤松 茂 50 

間脳に関する薬理学的研究 医 小林龍男 50 

食品腐敗細菌の蒐集分類保存に関する研究 研 相磯和嘉， 50 

内科的疾患における液体蛋白体の電気泳動 医 石川憲夫 50 
法による研究

温泉の循環並びに温調節に関する研究 医 田坂定孝 50 

頚強易リ出に依り惹起せられたる中枢神経系
内変化の組織的研究

医 鈴木次郎 50 

Steptorinose Steptodornoseの外科的応用 医 伊藤健次郎 40 

腐敗毒に関する研究 薬 宮木高明 50 

油脂水素添加の理論 薬 三宅良一 50 

甲状腺ホルモン作用物質の研究 薬 湊 顕 50 

科 助成研究 千葉県における慣行農業水利権に関する調 教育 土屋生 10 
査研究

粉体力学の突験的研究 文理 若林隆夫 20 

CO.Mn系サーミスターの電気伝導機構に
関する研究

文理 青木育雄 i 15 

動物臓器(肝腎臓〉のヒスタミナーゼにつ 研 安藤宗八 20 
いて

真嚢羊歯〈シダ植物〉の発生及び生活環を
実験室内にて遂行せしめる

文理 西田 誠 25 
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27 秩父結晶片岩の岩石学的研究 文理 近藤精造 15 

曲げ加工に関する研究 工 戸沢康寿 25 

轄射器の周波数特性改善について 工 小郷 寛 25 

無水フタ反ル応酸と芳香族化合合生物物のフリー研デ‘ル 工 角田隆弘 25 
クラッフ による縮 に関する究

覆下栽培に関する研究 教育 花光長一郎 10 

。深r層フむ挿木法による苗木繁殖に関する基礎的 閤 飯島 亮 20 

動力噴霧機用ゴムホース接合金具及び「ノ
ズル」の抵抗について

園 児玉義彦 20 

体質の実験発生学的研究 医 野中俊郎 25 

防腐剤の薬理学的研究(特にデヒドロ酷酸
について〉

研: 柴田鉄郎 25 

循環器早期障害の研究 医 松本修一郎 25 

化治学療療法剤の気管枝注入法による肺結核の 医 湯田好一 25 

ヂヤゾ化合物の反応 薬 萩庭丈寿 30 

28 
吋酵吋究 |医!雌茂|

400 

日本人の指紋(掌紋、足紋〉の研究(継2年〉学長 小池敬事 450 

各個研究ドイツ文章論の研究 文理田中康一 30 

房総における地下水と地質構造 文理山岸忠夫 30 

硬質金属板の電弧穿孔法 文理山口太三郎 60 

血液成分微量測定 医 赤松 茂 50 

間脳に関する薬理学的研究 医 小林竜男 60 

仔)放射性同位元素による臨床的研究

医 石川憲夫 60 

付 放長射造線血臓ないし放射ぼ能す影物響質に上る障て碍特研
器に及 についの

環境気温と内分泌機能 医 福田篤郎 60 

頚動脈毛色を起点とする神経伝導路の研究 医 鈴木次郎 60 

油脂水素添加反応の機構 薬 三宅良一 50 

日本工業の初期における意匠の発達 工 小池新二 50 

工イ結作物合度の真に円度よ表ぼ面す影組響さ及び締代がハメア 工 林 則行 80 
お について

高周薬交流を利用する 工 谷恵吉郎 60 
の研

木造組立材(主として圧縮材〉に関する研究 工 辻井静二 60 

多元系合金における複平衡状態の研究 工 六崎賢亮 80 

海水マグネシアの焼結に関する研究 工 茂木今朝吉 60 

写真乳剤の化学増感の研究 工 笹井 明 100 

落花生の空英機構について 園 渋谷常紀 60 

枇杷果実の大きさによる耐寒性の強弱に関 閤 永沢勝雄 100 
する研究

果関樹すのる研人工究授粉の能率化増量花粉の撒布に 園 大野正夫
40 

撒布農薬特に殺虫剤の消失に関する研究 園 野村健一 60 
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28 機園硫芸黄作物剤病薬害効に対にする有機水銀剤並びに有
の ついて

園 河村貞之助 60 

食品腐敗細菌の蒐集一分類保存に関する研
究

研 相磯和嘉 50 

科究 建築物の熱絶縁構造の試作研究と現状調査 工 小林政一 20 

競菜採種量の構ラE成要素及び採種環境の後作
用に関する研

国 藤井健雄 30 

電極第3作用と低周波電流による治療的応
用

医 鈴木正夫 25 

阿蘇火山病の研究 医 滝沢延次郎 40 

手斗 助成研究 地域の交通構造の地理学的研究 教育 清水馨八郎 15 

究成補gて研助費主主「ゐ
A 平野の交通構造の研究

B 大都市圏の交通構造

ドイ較ツ文文学学史との関究連から見た近代日本文学 文理 竹内英之助 20 
の比 的研F

Co、Mn、Ni系サーシスター電気伝導機構 文理 青木育雄 20 

助金
に関する研究

細C二H級菌3)及アの動ミ分物γ解臓に〔器ア事のアミン酸化等酵、素によ2るN第H 研 安藤宗八 20 
ドレナリン R-CH 
就いて

真嚢羊菌類の発生及び系統学的研究 文理 西田 誠 20 

秩父結品片岩の岩石学的研究 文理 近藤精造 20 

深絞り限界拡張・に関する研究 工 戸沢康寿 25 

極超短波電力の測定に就いて 工 山本 i専 25 

市街地併用住宅の研究 二E 小泉正太郎 25 

有機珪素樹脂塗料の研究 工 亀島秀樹 25 

化学薬剤による芝生の除草並に成長抑制 園 本田 {牟 25 

定電位法による経波イオン電流の研究 医 本間三郎 30 

体質の実験発生学的研究 医 野中俊郎 30 

水産加工食品の嫌気性腐敗と其の防止に関
する研究

研 那須昭夫 20 

生体「レ」線映闘による食道癌の早期診断
法の研究

医 国井光智 30 

諸種発熱の本態とその対策に関する研究 医 三宅一郎 30 

防腐剤デヒドロ酢酸の毒性に関する研究 研 設楽一郎 20 

1、 3、 5ートリニトロベンゼ、ンによる活
性メチレンの呈色反応に就いて

薬 木村道也 20 

1、4ーナフトキノン誘導体の抗菌機構の
研究

薬 池田仁三郎 20 

29 

月ー究交付科研費金ナ

総合研究|日本人の指紋(掌紋、足紋〉の研究仙年)1学長|小池敬事| 480 

各個研究ドイツ文法用語に関する研究 文理田中康一 40 

錯視と図形残効に関する研究 文理盛永四郎 50 

竹林の生態学的研究 文理沼田 真 40 

撚線の機械的性質(特に弾性特性〉に関する文理太和田信 70 
研究

硬質金属板の電孤穿孔法 文理 山口太三郎 100 

17世紀イギリスにおける「貧困者」の実態文理 鶴見卓三 40 
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29 に関する研究

新田集落の歴史地理学的研究 教育 菊地利夫 30 

薬理学的にみた神経活動の化学的機構 医 小林龍男 70 

げ) 放射性同位元素による臨床的研究 医 石川憲夫 50 

制 放に射造血線臓な器いにし放及射ぼ性す影物響質による障害特

気管支外科の研究 医 伊藤健次郎 40 

頚動脈訟を起点とする神経伝導路の研究 医 鉛木次郎 50 

食道のBZiFらびに胃癌の早期診断に対する直達
鏡 良工夫

医 中山恒明 110 

単純性甲状腺腫の治療に関する研究 医 佐々木哲丸 50 

唾液腺X線摂影の実験的研究 医 石浦純一 50 

成二f-薬績刑務所における梅毒ならびにその治療 医 竹内 勝 40 

学童身長の地域差に関する要因の分析的研 医 柳沢利喜雄 50 
究

細胞原形質構造の電子顕微鏡による研究 医 森田秀一 60 

唾液)腺分泌の病理学的研究 医 滝沢延次郎 50 

日本住血|汲虫病中間宿主ミヤイリガイ殺滅 薬 宮木高明 50 
剤の研究

日本工業の初期における意匠の発達 工 小池新二 50 

多元素合金における複平衝状態の研究 工 六碕賢亮 80 

落花生の空爽の生成機構について 園 渋谷常紀 80 

枇杷果実の栄養の差による耐寒性の強弱に
関する研究

園 永沢勝雄 90 

t散布農薬特に殺虫剤の消失に関する研究 閤 野村健一 80 

園機芸作硫物黄病剤害に対する有機水銀剤ならびに
有 の薬効について

閤 河村貞之助 100 

部火山の気灰候地帯に関の畑す地る研濯究瓶における地上部地下 園 中原孫吉 90 

HにY及alほuronidaseが精子の生理ならびに受精
す作用について

国 加藤 1告 70 

食品腐敗細菌の蒐集分類保存に関する研究 研 相磯和嘉 90 

試科学験研補究助金費

試験研究 智利硝石偏光子 文理 山口太三郎 25 

疏用菜に採関種す量る研の構究成(継要2素年及〉び採種環境の後作 |璽 藤井健雄 35 

電用樺(継第23年作)用と低周波電流による治療的応 医 鈴木正夫 50 

阿蘇火山病の研究(継 2年〉 医 瀧沢延次郎 50 

科 助成研究 ||Co，Mにn11，5Ni混合酸化物半導体の電気伝導 文理 青木育雄 20 
機構 する研究

真のう羊歯類菌根(特にハナヤスリ若手〉研の発究生
学及びその との関係についての

文理 西田 誠 20 

秩父結晶片岩の構造岩石学的研究 文理 近藤精造 20 

下総合地の地形学的研究 文理 川崎逸郎 20 

都市交通構造の地理学的研究 教育 清水馨八郎 20 

1.都大の場都合市→の交通地域の分化現象一東京
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29 2.IT都tこ市人口と交通量との関係一全国都
ついてー

塑1生曲げにおける垂直応力の影響 コ二 戸沢康寿 2511 

マイクロ波に於ける振動子法とサーシスタ 工 山本 i専 25 
一法の相互比較

金属版面に対する亜麻仁油ワニスの親和性
に関する研究

工 角田隆弘 25 

落花生の開花結実に関する研究 教育 小林 実 271; 

果菜類における側校の発生発育に関する研
究

国 渡辺 ?寺 27 

定電位法による経皮イオン電流の研究 医 本間三郎 ; 201< 

燐酸モノエステラーゼの構造 医 麻生芳郎 20 

細菌性ウイーノレス毒(フ性ア転ー換ジに〉による無研毒究性
デフテリー菌の有 関する

医 波多野基一 20 

各る種研細究菌(分解物〉の畑虫卵殺滅機序に関す 医 実川 渉 25 

肺ク打4じ可循環系に関する臨床的ならびに実験的研 医 渡辺昌平 201， 

蛋白尿生成機転に関する臨腎床機的能研と究一特連に
腎てーフリプラン試験による の関に

医 村越康一 20 

学に細童隙ト灯ラコーマ集団検診における肉眼的並 医
所見及びP氏小体検出の比較

鈴木宣民 201 ~ 

P 32をトレーサーとせる実験的副鼻腔尖の
研究

医 奥田 稔 25 

ポリニトロベンゼン化合体と活性メチレン
との反応に関する研究

薬 木村道也 20lj 

腐敗毒の研究 初? 林 誠 201: 

30 

究科学研費交付金

吋棚田研究 |医 1河合叶
日本人の指紋〈掌紋・足紋〉の研究(継2年〉学長 小池敬事 6001， 

各個研究錯祝と図形残効 文理盛永四郎 80 

オスマン帝国に於ける土地制度の変遷と土文理 三橋富治男 801 
地法規について

燐酸酵素の研究 医赤松茂

薬理学的にみた神経活動の化学的機構 医 小林龍男 150 

唾液j掠内分泌の病理学的研究 医 滝沢延次郎

トラコーマの病原に関する研究 医 川喜田愛郎 150 

高血圧症の循環分析およびその臨床的応用 医 斎藤十六 150 

肺切除後の胸腔に関する諸問題 医 伊藤健次郎 100 

唾液)腺X線撮影の突験的研究 医 北村 武 220 

油脂水素添加反応の速度論 薬 三宅良一 100 

加工表面の研究 工 中村常郎 1001 

田園風景の構造に関する研究 園 横山光雄 160 

Hyaluronidaseが精子の生理並びに受精に
及ぼす作用について

園 加藤 1告 140 

試学験科研究補費

智利硝子偏光子(継2年〉 文理 山口太三郎 280 

読菜採種量研の構究成(継要3素年及〉び採種環境の後作 園 藤井健雄 350 
用に関する

1311 



科学研究費補助金

30 助金 食道癌治療の検討 医 中山恒明 300 

女子尿路障碍(特に子宮頚部癌による〉の 医 百瀬剛一 100 
研究

魚試介験類によるアレルギ一様腐敗中毒に関す 研 相磯和嘉 200 
る 研究

ヨード卵蛋白の研究 薬 湊 顕 200 

科 助成研究 甲殻類の眠柄ホルモンに関する研究 文理 山本芳弘 25 

y学研nhu |: 
シダ類の匹発生及び組織発生学的研究 文理 西国 誠 40 

都市交通の地理学的研究 教育 清水馨八郎 30 

助成補助金

肺循環の臨床的ならびに実験的研究 医 渡辺昌平 30 
特に肺水腫肺うつ血の成因について

並諸種び化に学実薬験剤的耐研究性結核菌についての臨床的 医 福永和雄 30 

副鼻腔毛細脈管の研究 医 奥田 王11，必与、 30 
テレビジョン用ブラウン管による人体筋活
勤電位描記

医 渡部士郎 30 

時計地板用特細密錐の切削の研究 工 志茂主税 30 

住宅暖房の計画的研究 工 小泉正太郎 30 
銅板の硝酸による腐蝕に関する研究 工 角田隆弘 30 
園芸作硫物黄病害に対する有機グ水銀剤ならびに
有機 剤のウエザリンについて

l覇 石井賢二 30 

腐敗毒の研究 研 林 誠 50 
水分および電解質代詩}に関する研究 医 吉利 和 30 
微熱に関する研究 医 笹本修吾 30 
臓器'Jの'E欠落とその代償に関する病理形態学
的研

医 嶋田 i寧 30 

手ト
問究|糊り酵素学的研究 1引赤松 茂| 1，000 

言究交費付金

肺癌の研究(継2年〉 医 河合直次 900 

機関研究抗癌〔特癌の本に性態す物細質に関胞にする研究 医 I荒木直射 4，500 
関の代す謝る研、発究生〉培養、 移植及び

各個研究尿路及び性器結核の保存的療法の検討 医 百瀬剛一 100 

31 

尿尿消化槽に関する研究 医 谷川久治 120 

口腔癌の二次感染に関する細菌学的研究 医 佐藤伊吉 120 

旋盤連の性主軸台の精度の工作物仕上り精度と 工
の関 に就て

林 則行 130 

田閤風景の構造に関する研究 I調 横山光雄 200 

球後視束炎の研究 医 鈴木宜民 160 

試験科学究補助費

果樹の隔年結果に関する研究 園 永沢勝雄 400 
カシγベック病の研究 医 滝沢延次郎 300 
肺結核と肺癌の関連 医 河合直次 300 

研金
食道癌治療の検討(継2年〉 医 中山恒明 300 
魚介類によるアレノレギ一様腐敗中毒に関す
る試験研究(継2年)

研 相磯和嘉 300 

草|助成研究!必哲明発生及び酬発生物研究!文理i西田 40 
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31 研 メラニン形式の機作と銅酵素模型の研究 文理 井坂三郎 30 
究助

落花生の生理生態学的研究 教育 小林 実 30 

成補助 運動照射の自動照準法に関する研究 医 梅垣洋一郎 30 

諸種神経筋疾患の電気診断学並びに治療に 医 村越康一 30 
金 関する研究

テレビジョ(ン継用2ブ年ラ〉ウン管による人体筋活
動電位描記

医 渡部士郎 40 

胸部外科領域に於ける高齢者の麻酔 医 嶋村欣一 30 

棚酸錯塩形成にもとずくテトラサイクリン 薬 関口慶二 30 
系化合物の分析

ビタミンAび関係成物〉質の合成(ビタミンA 工 須賀恭一 30 
アルデヒドの合

大腸菌の生活る感環と種々 の物理聯的或は化学的
処理に対す 受性との闘について

研 丸山洋一 20 

化進
「動物酬のー加及びその応 薬 三宅良一 3，170 

学研究促術助金
用に関する研究

32 

交撃研究費付

総合研究代謝の酵素学的研究(継2年〉 医 赤松 茂 1，390 

微生物の胞子に関する生理学的並びに化学 研 柳田友道 700 
的研究

各個研究|女肱おける B叫 文理 盛永四郎 100 

粉末法磁区図形による磁壁エネルギーの評 文理 高田安之 20 
金 価について

ホスホリピドの合成 文理 原 一郎 30 

細胞微細構造の光学顕微鏡像と電子顕微鏡
像との比較研究

医 森田秀一 150 

実験的腎性高血圧 医 福田篤郎 170 

燐酸酵素の研究 医 赤松 茂 200 

慢性胃潰蕩の実験的作成 医 岡林 篤 200 

線維素溶解現象に関する研究 医 加賀谷勇 190 
之助

人体吸虫類の体外飼育並に治療剤に関する
研究

医 横川宗雄 30 

放射性同位元素の肝機能検査への応用に関
する研究

医 三輪清三 180 

回路理論による光沢(反射像映の鮮明度〉
の研究

工 中村常郎 30 

深絞り容器の残留応力 工 馬場秋次郎 30 

迅速カラー写真法の基礎的研究 工 笹井 明 180 

根宿線虫卵の生理と土壌線虫の防除に関す
る研究

園 河村貞之助 30 

科 低周波脊髄通電の生理及び臨床応用 医 鈴木正夫 350 

験弓試研子
脊椎々体並に椎間板に対する前方直達的 医 鈴木次郎 400 
(経胸経腹膜等〉手術療法の研究

皮膚に於けるビタミン B1、B2、Ba代謝の 医 竹内 勝 350 

究費
研究

カシンベック病の研究〈継2年〉 医 滝沢延次郎 4001 
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32 

理金
肺結核と肺癌の関連(継2年〉 医 河合直次 300 

尿尿消化槽の改良に関する研究 医 谷川久治 400 

アルキールポリアミン類の生物学的応用 薬 宮木高明 300 

果樹の隔年結果に関する研究(継2年〉 園 永沢勝雄 450 

国場における殺虫剤の効果増進に関する研 園 野村健一 400 
究

33 

交科同-研究費付金f ト

総合研究 微的生研物究の(継胞2子年に〉関する生理学的並びに化学 研 1JJ[l回友道 800 

代謝の酵素学的研究(継3年〉 医 赤松茂 1，500 

誘発筋電図研究とその臨床的応用 医 鈴木正夫 1，000 

各個研究 知覚におけるBezugs刷systemの研究 文理 盛永四郎 100 

ドイツ語の特質とドイツ文体論の研究 文理 竹内英之助 30 

Fe-Co AlloyのDamaniPattern 文理 高田安之 30 

青年期における価値観の形成に関する実証
的研究

教育 村瀬隆二 150 

脳内における徴量活性物質の薬理学的研究 医 小林龍男 150 

人研体究寄生虫類の細胞学的並びに細胞化学的 |去 横川宗雄 200 

心脈管力学的分析の臨床応用 医 斎藤十六 200 

胃下垂症の病因並びにその治療に関する研 医 中村 武 200 
究

鈎虫の感染経路に関する研究 医 柳沢利喜雄 200 

運動照射法に関する研究 医 梅垣洋一郎 200 

引張成形法に関する基礎的研究 工 馬場秋次郎 200 

迅速カラー写真法の基礎的研究 工 笹井 明 200 

Protens Morganii基他グラtムiv陰ity性に梓関菌すの 研 相磯和嘉 200 
Mistidine decarboxylase ac る
研究

手1. 飲料水の化学成分異常による慢性骨病の研 医 |滝沢延次郎 500 

試A て験究研「

究

脊療椎法々体並に(経椎j庭間的板経に胸対的す〉る前研方究直(継達2手年術〉 医 鈴木次郎 400 
の研究 の

Exponential wave (所謂三角波)の試作と 医 三輪清三 300 

補助費金

その臨床的応用

究皮膚(継に2於年け〉るビタミンB1B2 Bu代謝の研 医 竹内 JlJt 300 

尿尿消化槽の改良に関する研究(継2年〉 医 谷川久治 480 

肺癌の外科療法に関する研究 医 河合直次 500 

アルキノレポリアミン類の生物学的応用(継 薬 宮木高明 300 
2年〉

果樹の隔年結果に関する研究(継3年〉 国 永沢勝雄 600 

固場における殺虫剤の効果増進に関する研| 園 野村健一 500 
究(継2年〉

34 I科 総合研究 微的生研物究の(継胞3子年に〉関する生理学的並びに化学 ?Yf 柳田友道 800 

学研究
誘発筋電図研究とその臨床的応用(継2年〉 医 鈴木正夫 1，100 

費 機関研究|人体神経及び筋の電気生理学的並びに電気|医 |鈴木正夫| 4，250 
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34 寄金 |治療学的研究

各{回研究 視空間の不等質性に関する研究 文理 盛永四郎 ~ 90 

18世紀イギリス農村社会の研究 文理 鶴見卓三 120 

ドイツ語の Lant-Archine(音響記録集〉作 文理 田中康一 100 
成とAkus・tisch(聴覚的〉な研究

80 Co多結晶の do・mainpatternとその微細構 文理 高田安之
造について

新田集落の研究 教育 菊地利夫 110 

脳の機能解剖学的研究 医 草間敏夫 . 150 

脳内における微量活性物質の薬理学的研究 医 小林龍男 100 

無菌動物を用いる感染防禦機構の研究 医 田波潤一郎 ， 180 

鈎虫の感染経路に関する研究 医 柳沢利喜雄 200 

胆道疾患の研究 医 綿貫重雄 ， 200 

脊椎固定に関する研究-特に代用椎体の研
究

医 鈴木次郎 170 

微生物によるアルカロイド構造の変改 薬 宮木高明 ふ 190

引張成形法に関する基礎的研究 工 馬場秋次郎 i 130 
果関花粉の活性化に関する研究 園 大野正夫 90 

造園樹木の植栽分布に関する調査研究 園 飯島 τク主ロず ， 60 

水考和案系と実、乳剤系並びに粉究剤系、殺線虫剤の 園 河村貞之助 : 200 
用に関する研

土壌の冷却機構に関する研究 国 関口有方 220 

麹カピの燐酸代謝に関する研究 研 西 =ノ&1kEフf、「 50 

手十 飲料水の化学成分異状による慢性骨病の研 医 550 
:試子 究(継2年〉

験 E試びx作にpc強とneそさrt期れirl1間らw曲のav線臨e担床(所的定謂応装三置用角の波臨〕床の普試及作型並の
医 440 

研究費
心脈管力学的分析法の改良とその臨床的応 医 斎藤十六 550 

補助金
用

病態栄養学の研究 医 中山恒明 ; 500 

夜尿症の研究 医 百瀬剛一 300 
放射性沃素(I131) の模倣線源の製作 医 覚 弘毅 450 

35 手ト 総合研究 超徴形態学的病理学確立に関する研究 医 滝沢延次郎 1，100 

言究交
誘発筋電図の臨床的応用(継3年〉 医 三輪清三 800 

微生物の増殖に関する細胞生化学的研究 研 柳田友道 900 

究|癌の喜態附る研究吋伽代謝及|医|琳醐[ 3，840 
び抗 i生物質に関する研究

各個研究 視空間の不等質性に関する研究 文理 盛永四郎 110 
Wal t Whi tmanと日本文学 文理 吉武好孝 100 
日本選挙制度の歴史的政治的実態の調査と
研究

文理 ネID 正夫 80 

二枚貝の核酸代謝の研究 文理 石田周三 100 
液浸粉体光弾性実験法によるおう体力学の研
究

文理 若林隆夫 150 

学級の syntality形成に実関験す的るQ一方法論 教育 竹内長土 30 
的研究一類型的因子の 研究

1315 



科学研究費補助金

35 白血球増多因子に関する研究 医 福田篤郎

摂取食物に関する研究 医 宮内義之介 200 

鈎虫の感染経路に関する研究 医 柳沢利喜雄 200 

肺癌発生の基礎的研究 医 井出源四郎 150 

無菌動物を用いる感染防禦機構の研究 医 田波潤一郎 200 

肺究高血圧と大循環系の高血圧とその比較研 医 斎藤十六 200 

胆道系疾患の研究 医 綿貫重雄 220 

脊椎側湾病の研究-特に治療法について 医 鈴木次郎 50 

鼻粘膜炎症を修飾する因子の研究一内分泌 医 奥田 50 

微生物によるアルカロイドの構造の変換 薬 宮木高明 200 

カラーテレビションの天然色写真録画に関 工 源田秀三郎 200 
する研究

圧縮曲げ加工に関する研究 工 戸沢康寿 210 

光干渉による電庄測定法 工 越川純男 50 

水用和に系関す乳剤る研系並究粉剤系殺線虫剤の考案と実 園 河村貞之助 200 

果樹花粉の活性化に関する研究 園 大野正夫 190 

育す影苗条響件が果菜類の苗の光合成作用に及ぼ 園 渡辺 斎 200 

時そ乳の意動義物卵子の第て2極体形成の機構並びに 国 石橋 功 50 
につい

|舷光防止用偏光板の試作研究 文理 山口太三郎 350 

合成樹脂による包理標本の製作 医 草間敏夫 550 

循研環究器系疾患の健康管理基準設定に関する 医 柳沢利喜雄 650 

病態栄養学の研究〈継2年〉 医 中山恒明 500
1 

神経興奮の生理的反復に関する実験的研究 医 本間三郎 500 

夜尿症の研究(継2年〉 医 百瀬剛一 400 

C. T. V. (カラーテレビジョン〉試録作画に研関究す 工 源田秀三郎 850 
るAutomaticColor Computer の

果樹閣の潅水法に関する研究 国 永沢勝雄 600 

36 総合研究 ウイルス及び、ウイルス病に関する総合的研
nスfE

医 川喜田愛郎 4，000 

超2年徴形〉態学的病理学確立に関する研究(継 医 滝沢延次郎 1，8001 

肺癌の発生 医 滝沢延次郎 1，900 

移の異行所性寄幼線生及虫症び迷に入関すにるよ研る症究患(群線の虫研類究幼虫〉 医 横川宗雄 1，400 

誘発筋電図の臨床的研究(継2年〉 医 三輪清三

制癌性化合物の合成的研究 薬 宮木高明 1，7001 

微(継生2物年の)増殖に関する細胞生化学的研究 {珂 柳田友道 1，500 

機関研究(C) 癌の本態に関する研究 医 荒木直射 5001 

(C)人治体療神学経的及研究び筋の電気生理学的並びに電気 医 鈴木正夫 650 
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36 (刈|医薬品検定の基準に関する基礎的研究 |薬|萩庭丈寿| 4， 700 

各個研究 二枚貝の核酸代謝の研究 文理 石田周三 100 

コバルト単結晶の磁壁 文理 高田安之 80 

究1夜浸粉体光弾性実験法による粉体力学の研 文理 若林隆夫 180 

遷延感作と謬原病 医 岡林 篤 200 

胆道系疾患の研究 医 綿貫重雄 200 

脊椎側室雪症の研究、特に治療法について 医 鈴木次郎 100 

除蛋白骨の骨移植の研究 医 佐藤伊吉 200 

カロリメーターゾンデによる諸種器官血流 医 萩原弥四郎 80 
量の測定

鼻腔機能としての Airondi tioning 医 奥田 80 

応抗原と特性異異物的抗と体してにのよ癌る細そ胞の修に飾対する生体反 医 桜井信夫 200 

テレビ電話に関する基礎研究 工 小郷 寛 80 

電子流に対するホール類似効果 工 藤沢義男 180 

放電加工用電極同調する研究 工 六碕賢亮 200 

大研気究圏外に応用される天然色写真の基礎的 工 源田秀三郎 200 

延喜式の意、匠学的研究 工 福井晃一 50 

「はす種子」蛋白質に関する研究 園 信濃 栄 200 

畑作物栽培に関する気象環境改善の研究 |覇 中原孫吉 280 

土壌の色に関する研究 園 小島道也 80 

果樹の無袋栽培に関する研究 園 高橋英吉 80 

病原|生好塩菌の腸炎超炎性に関する研究 研 相磯和嘉 200 

独に関立革す命る研期究におけるアメリカ植民地の都市 工短 仲田 光 100 

日支光防止用偏光板の試作研究〈継2年〉 文理 400 

日研本に於けるカシンベック病の病因に関す 医 滝沢延次郎 670 
る究

消化器癌手術の栄養学的研究 医 中山恒明 650 

各種皮膚疾患に於ける組織化学的研究 医 竹内 IB寺 470 

線試スキそャニング的(L応in用ear Scanning)装置の 医
作と の臨床

箆 弘毅 650 

循研環究器(継系2疾年患〉の健康管理基準設定に関する 医 柳沢利喜雄 550 

CTV(カラーテレビジョン〉試録作画のに研関究す〈る 工 源田秀三郎 870 
A2u年to〉matic Color COInputor 継

果樹園の濯水法に関する研究(継2年〉 国 永沢勝雄 500 

37 総合研究 究ウイ(継ル2ス年及〉び、ウイルス病に関する総合的研 医 川喜田愛郎 4，500 

移の〔継守具2性所年幼宥)線生虫及症び迷に関入すにるよ研る究疾L也(線1干虫の類研幼究虫) 医 横川宗雄 1，600 

肺癌の発生(継2年〉 医 滝沢延次郎 2，500 
制癌性化合物の合成的研究(継2年〉 薬 宮木高明 2，100 
薬剤抵抗性昆虫の防除に関する基礎的研究 園 野村健一 950 
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37 
|臨哲慨に関叩胞批学町|研[柳田友道| 1，500 

機関研究 向精神薬解秒のT基礎的研究、特にサルに於ける 医 小林龍男 7;800 
(A) 情動の

(A) カラーテレビジョンの天然色フィルム撮像 工 源田秀三郎 7;470 
系の研究

(A)成育環境、特に気温地温及び日長が作物生
態に及ぼす影響

園 林 四郎 2;400 

(A)医薬品検定の基準に関する基礎均研究(継〉 薬 萩庭丈寿 650 

各個研究 運動と物の知覚に関する研究 文理 盛永四郎 110 

スピネルのDistortion 文理 青木育雄 80 

マムシ卵膜の生化学的研究 文理 井坂三郎 80 

損傷と兇器に関する研究(自動車による損
傷について〉

医 宮内義之介 200 

アメリカ鈎虫の経口感染成立のための条件
設定に関する研究

医 柳沢利喜雄 200 

Niederdr1iu動ck脈sy系stにem方における血行力学的研中
究特に川てi 於けるPeaking現象を
I L.'~こし

医 斎藤十六 150 

胆嚢j坦道系疾患の病態診断とその治療に関
!する臨床的研究

医 三輪清三 150 

肺臓外科に於ける肺機能 医 綿貫重雄 200 

男子不妊症の研究 医 百瀬剛一 80 

昏睡の覚醒機序について 医 松本 貯 200 

除蛋白骨の骨移植の研究 医 佐藤伊吉 200 

実験的鼻副鼻腔炎特に鼻茸発生機序につい 医 奥田 200 
て

T系を中心とする脊髄機構に関する薬理学
的研究

医 久我哲郎 80 

整形外科領域に於ける接着剤の研究 医 石川芳光 60 

Diaryliodo凶um化合物の合成並びに求核置
換反応

薬 坂井進一郎 80 

電子流に対するホール類似効果 工 藤沢義男 200 

計算装置の記憶素子に使用する感光材~4の
研究

ュ; 源田秀三郎 200 

曲げ加工性試験に関する研究 工 戸沢康寿 220 

果関の単為結果機構に関する研究 閤 永沢勝雄 220 

l独立革命期に於けるアメリカ植民地の商人
の経営に関する研究

工短 仲田 光 120 

科 1試験研究 日本に於けるカシンベック病の病因に関す 医 滝沢延次郎 700 

試究A て験研「

る研究(継2年〉

無菌動物飼育用ビ、ニール・アイソレーター 学長 谷川久治 800 
の作製および改良の研究「試作研究」

3 5 S Thiamineの代謝(とくに皮膚〉の研 医 竹内 勝 700 

需 究

カラースキャニング装置の試作とその臨床 医 箆 弘毅 700 
的応用

ラジオアイソトープによる軟膏の経皮吸収
に関する研究

薬 湊 顕 650 
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38 特(定総研究 肺臓における発癌因子の研究 医 滝沢延次郎 2，900 
合〉 日本脳炎ウイルスに関する研究 医 川喜田愛郎 2，700 

ウイルスの基礎的研究 医 川喜田愛郎 2，000 

総合研究 近世における集落構的造研の地究域差とその展開 教育 菊地利夫| 1， 100 
に関する歴史地理学

尿尿処理に関す設る総の合改的研研究究 (消火判定 医 谷川久治 1，46Q 
法、消化促進施 良究〉

薬剤抵抗|生昆虫の防除に関する基礎的研究 園 野村健一 900 
(継2年〉

機関研究ω 無菌及びS.P. F動物の応用に関する基礎
研究

医 鈴木正夫 7，000 

(A) 向精神薬の基礎的研究特にサノレにおける情 医 小林龍男 750 
動の解析(継〉

(A) 医薬品検定の基定の基準に関する基礎的研
究(継〉

薬 萩庭丈寿 680 

(A)カラーテレビジョンの天然色フイノレム撮像 ヱ
系の研究(継〉

源田秀三郎 870 

各個研究 運動と物の知覚に関する研究 文理 盛永四郎 130 

金属材料の高温動的強度特性に関する研究 文理 大和田信 200 

全国方言語棄の研究一日本方言辞典:を作る 文理 大岩正仲 130 
ために一

スピネルのDistortion 文理 青木育雄 150 

コムシ卵膜の生化学的研究 文理 井坂三郎 90 

ブ中LL部日本の中生代古生物と微地質構造の研 文理 前田四郎 80 

結晶片岩中の硫化鉱物と酸化鉱物 文理 兼平慶一郎 270 

近世関東に於ける地主経営の発達 文理 佐々木陽 50 
一郎

放的研射線究の生物作用機構に関する実験発生学 医 野中俊郎 200 

損傷傷〉と兇器に関する研究(自動車による損 医 宮内義之介 200 

エネルギー性力学的心全と力学的心全の比
較研究

医 斎藤十六 150 

胆す嚢る胆臨床道系的研疾究患の病態診断とその治療に関 医 三輪清三 80 

肝胆道系腫蕩の研究 医 綿貫重雄 200 

学そ童の予側防笥症の集団検の研診究による実態調査並に 医 鈴木次郎 200 
について

に皮膚関疾す患る組に織おけ化学る糖的代研謝究とビタ ミンBlと 医 竹内 勝 200 

寄睡の覚醒と機の序関に関する研究一昏陸と 医 松本 D'P 200 
ncclestid 連-

i Endotoxinに対する生体反応 医 福田篤郎 200 

微小電極による運動ネウロン発火の研究 医 本間三郎 80 

腫湯間質の組織化学的研究 医 林 且:a 200 

放射射治療性法同位の研元究素の動注による癌の組織内照 医 有水 昇 80 

ガス液境界相に於けるガス濃度の測定 薬 三宅良一 200 
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38 金属キレートに基く医薬品分析について 薬 坂口武一 2001 

天然色製版用カラースキャナーの基礎的研 工 源田秀三郎 200 
究

テレビ電話の走査方式に関する研究 工 小郷 寛 180 

室内計画の人間工学的研究 工 小原二郎 220 

解固体生塩成物の熱諸分性解反質応に関する研究 特に分 工 橋本栄久 200 
の について

曲げ加工性試験に関する研究 工 戸沢康寿 200 

住宅需要の地域的性格に関する研究 園 宮崎元夫 230 

高等植作物ににおける含究硫アミノ酸の生体内合
成機 関する研

園 田村五郎 80 

中生代〈白亜紀〉の材化石の研究 留 西田 誠 70 

独関す立革る命研究期におけるアメリカ植民地都市に 工短 仲田 光 80 

試補科学器費

試験研究|製人体の横断および縦断の完全連続標本の作 医 福山右門 750 

植物異常分解成分飲用による骨病の研究 医 滝沢延次郎 800 

肺癌のX線像に関する病理形態学的研究 医 香月秀雄 600 

子宮頚癌の組織化学的研究 i去 御園生雄三 800 

頚部廓清術の基礎的研究 医 北村 武 900 

助金
高計る追画血圧跡の設的、脳研定卒究と中そ予の防効果の地の区|眼別底所見職種を別主実と施す

医 柳沢利喜雄 750 

ラジオ・アイソ(ト継ー2プ年に〉よる軟膏の経皮吸 薬 湊 顕 700 
収に関する研究

疏菜磯耕の実用化に関する研究 園 藤井健雄 600 

39 科 特定研究 肺臓における発癌因子の研究 医 滝沢延次郎 3，200 

事究費
(1) 日本脳炎ウイルスに関する研究 医 川喜田愛郎 2，000 
ウイルスの基礎的研究 医 川喜田愛郎 1，510 
書が物んによる高次神経活動の解析に関する研 医 小林竜男 1，550 

交付 (2) 
細胞の細胞化学的研究 医 三浦義彰 7，880 

金
千び葉臨工床業医地学域的大並気び汚に染生物・学水質的汚研究渇の社会及 学長 谷川久治 1，000 

東術南アジアおよび中育近振東地域にお基け礎る工的業研 工 辻井静二 840 
究技並びに工業教 瓜lのための

総合研究 近世におけ史る集地落理構学造的研の地究域(継差2と年そ〉の展開 教育 菊地利夫 700 
に関する歴

尿尿処理に関する総合的研究(継2年〉 学長 谷川久治 1，900 

薬(継剤3抵年抗〉性昆虫の防除に関する基礎的研究 園 野村健一 1，170 

機関研究ωEL蒸着膜と結像系への応用 工 小郷 寛 5，150 

(同血機圧能学調節的反研究射機構に関する組織学的並びr 医 福山右門 2，740 

(A)無研菌究及(継び〉S.P.F.動物の応用に関する基礎 医 鈴木正夫 700 

(A)カラーテレビジョンの天然色フィルム撮像 工 源田秀三郎 880 
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39 |系の研・究(継〉

各個研究 全国方言語棄の研究 文理 大岩正仲

スピネルのりistortion 文理 青木育雄

二枚貝の核酸分解酵素の研究 文理 石田周三

Endotoxinに対する生体反応 医 福山篤郎 200 

筋紡錘の核袋核鎖繊維に関する研究 医 本間三郎 90 

自己免疫過程の本態に関する研究 医 岡林 篤 220 

細人体胞寄化生学的吸虫研究類の生理 特に細胞学的並に 医 吉村裕之 220 

血的て生清実電ず験解研る質心究並活動に血異捜査常の白電分困気学の異的常並にに力よ学っ
医 斉藤十六 220 

胃癌集団検診の研究 医 三輪清三 220 

肝胆道系癌の研究 医 綿貫重雄 240 

肺廠痕癌に関する研究 医 香月秀雄 80 

学の童側予替防症の集団検の診研による実態調査並に 医 鈴木次郎 220 
そ について 究

慢性副鼻腔炎の疫学的研究 医 奥田 80 

皮膚疾患組に織お化け学る糖的代研謝究とビタ ミンB1と 医 竹内 勝 220 
に関する

前立腺癌における下垂体一副腎系の研究 医 百瀬剛一 240 

ビタミン B1と金属イオンとの反応性 薬 山根靖弘 220 

薬剤性菌の化学療法に関する基礎的検討 薬 山岸三郎 220 

錠剤の崩壊に関する研究 薬 仲井由宣 90 

電子ビームによる写真製版の基礎研究 工 石原 俊 200 

ノ、サミゲージに関する研究 工 林 則行 220 

有機基級を含酸む素縮酸合のリン反酸応塩の生成ならびに 工 植田四郎 90 
リン低 縮合

写礎真的製研版究用感光材料の乳剤製造に関する基 工 源田秀三郎 220 

混合粒子法 カラー乳剤の研究 工 入江春雄 90 

Aspergillus amstelodami の scosp素o代re謝とに
a関onすidるio研sp究oreの発芽時における窒

園 矢吹 80 

トmマodトe加l工品の色lV乙調よに.関する研究 園 竹花秀太郎 90 
化<modelsてy>stem るリコピン色調の変
につい

中生代の材化石の研究 留 西田 誠 80 

抗生物質の生合成 研 赤松 暢 80 

学級における児童生徒の対人認知に関する 教育 井上健治 50 
研究

試草験 試験研究 肺(継癌2の年X〉線像に関する病理形態学的研究
医 香月秀雄 790 

植(継物2異年常)分解成分飲用による骨病の研究 医 滝沢延次郎 900 

研究費補助金 高施す血計る圧追画跡、の設的脳卒研定究中と予そ(継防の2効の年来地〉区白眼別底γ 所見種別を主、実と
医 柳沢利喜雄 900 

疏莱磯耕の実用化に関する研究〈継2年〉 園 藤井健雄 640 
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40 

草研究費
特定研究(1) 日本脳炎ウイルスに関する研究 医 川喜田愛郎 2，232 

癌とウイノレスとの関係に関する研究 医 11 3，420 

ウイルスの基礎的研究 医 11 1，35Q O 
補助 薬フむ物による高次神経活動の解析に関する研 医 小林竜男 1，53 
金l

肺臓における発癌因子の研究 医 滝沢延次郎 2，880 

特定研究(2) 子臨葉床工医業学的地並域大び気に汚生染物水学質的汚研濁究の社会及び 学長 谷川久治 900 

東研技術南究アジアおよび中教近育東振地域に於ける工業 工 辻井静二 756 
ならびに工業 興のための基

総合研究 日英本にお英ける英学学を導中軸入史との総合的研究 文理 吉武好孝 972 
一詩・文 して

交通災害に関する法医学的研究 医 宮内義之介 1，710 

機関研究ω EL蒸着膜と結像系への応用(継〉 工 小郷 寛 1，755 

(町 機血圧能調学節的反研射究機(継構〉に関する組織学的並びに 医 福山右門 540 

(B) ラジオアイソトープ法による医薬品の作用 薬 湊 顕 1，683 
機序に関する研究

(B) ガラス室日~ビニールノ、小土ゥム口スにおける作法9'è物の炭
酸ガス 収並びに補に関する研

園 藤井健雄 2，720 

(A)無菌Y口iEおよびS.P.F動物の応用に関する基礎
研〈継〉

医 田波潤一郎 360 

各個研究 二枚貝の核酸分解酵素の研究 文理 162 

戦後の実我態固にお景げる欧米哲学摂取の状況
ーその と背一

文理 福鎌達夫 135 

スピネルの Distortion 文理 青木育雄 72 

政治的理性の批判 文理 前田康博 81 

学研究級における児童生徒の対人認知に関する 教育 井上健治 63 

lfrr清電解質ならびに血異的撲常実蛋白分気究学割白異常学に 医 斎藤十六 225 
よって生じる心組活織動学 の電研 的力 的
ならびに病理 験

胃癌集団検診の研究 医 三輪清三 225 

制癌剤動注法の基礎的臨床的研究 医 綿貫重雄 216 

脊髄損傷に対する神経移植法の研究 医 鈴木次郎 216 

若年連性'i>~:緑に就内障及び半眼の隅角所見と機能の 医 鈴木宜民 243 
闘 いて

臭鼻症の本能に関する研究(生化学的研究〉 医 北村 武 225 

筋紡錘発射の解析に関する研究 医 本間三郎 225 

X線立体観察鏡の利用による人体臓器模型 医 遠山富也 216 
作製の研究

男性不妊症の細胞学的研究 医 永野俊雄 90 

悪性度に関連した腫湯基質の組織化学的研 医 林 五」五主t 90 
多E

薬物代謝の種特異性に関する研究 薬 北川晴雄 180 

異項環キノン誘導体の合成 薬 池田仁三郎 180 
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40 気化器の研究 I 浅野弥祐 90 

プレハブ鉄信コンクリート構造の接合部に 工 小林秀弥 225 
関する実験研究

ポヂ、チブからポヂ、チブの得られる感光 I 角田隆弘 279 
性樹脂の研究

社会福祉施設の建築計画に関する研究 I 伊藤 誠 。207

熱分解過程の構造変化 ヨ二 橋本栄久 207 

静電写真用材料に関する基礎的研究 工 高橋恭介 81 

線虫と他徴生物とによる複合病 (Complex
disease)に関する研究

園 河村貞之助 234 

土壌の色に関する研究 園 小島道也 180 

競菜ビニーノレ栽培におけ旬る炭酸ガス施用に
関する研究

園 伊東 正 108 

切花の品質と収量の解析 国 横井政人 90 

シダ類配偶体の分類学的研究 留 百瀬静男 ， 162 
関東地域の中生代の研究 留 前田四郎 99 

抗生物質の生合成 研- 赤松 11易 90 

|好塩細菌の高濃度Na+or K十依存性のNu. 初[ 畝本 力 90 
cIeotidaseの研究

試験研究 リグニン分解成分飲用による骨病の研究 医 滝沢延次郎 1，053 

異形吸虫類及び異形吸虫症に関する研究 医 横川宗雄 873 

;-)-;ルモン依存性癌の下垂体組織内照射法の 医 百瀬剛一! 900 
研究

果樹における生長係調整物質の作用効果と体
内外条件との関

|霊! 永沢 )静雄 630 

41 科 特定研究(1) 肺における「がん」増殖と進展の特殊性 医 滝沢延次郎 2，500 

学研究
癌とウイルスとの関係に関する研究 医 川喜田愛郎 4，000 

費 癌細胞増殖機構に及ぼすホルモンの研究 医 三浦義彰 2，500 
補助

薬物による高次神経活動の解析に関する研 医 小林竜男 1，700 
金 究

171、f葉工業地域の大気汚染と水質汚渇の医学
研究

学長 谷川久治 1，500 

草地生態系の解析法に関する研究 文理 沼田 真 1，500 
ウイルスの基礎的研究 医 川喜田愛郎 3，500 
(2) 脳研究の情報処理機構に関する電子顕微鏡学的 医 大谷克巳 4，300 

アメリカ近代倫理思想研究 文理 白田貴郎 1，220 
交通災害に関する法医学的研究(継2年〉 医 宮内義之介 2，100 

機関研究ω 免疫病理学に関する基礎的病床的研究 医 川喜田愛郎 t ~， 140 

EL蒸着膜と結像系への応用(継続A) 工 小担1) 寛 3.，650 

ラジオアイソトー(プ継法続にBよ〉る医薬品の作用
機序に関する研究

薬 湊 顕 1'，990 

ガラス室ビニールハウスにおける作究用継の炭続
酸ガス吸収並びに補給に関する研 ( 
B) 

園 藤井健雄 900 
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41 各個研究 色彩対比の分析的研究 文理 大山 正 120 

宗門人別11長による徳川時代人口の研究 文理 佐々陽木 120 
一郎

軟体動物における核酸代謝の研究 文理 石田周三 180 

下総台地洪積層の岩石学的研究 文理 近藤精造 140 

希薄な非!平衡電離気流における荷電粒子の 工 本間弘樹 110 
ふ〉るまし、

気化器の研究 工 浅野弥袷 250 

プレストレスを与えた交叉リプを有する床
又は壁用コ γクリート立版

工 小林秀弥 260 

活性メチレン基を有する高分子化合物の合
成及びその応用

ヨ二 長久保悶治 270 

火山灰土の果樹の生理的特性に関する研究 医i 野田健男 300 

動力|噴霧機の性能向上に関する研究 園 rJヨゴ=仁王 手会九会.五可~ 240 

過排卵々子の形態的研究精
一特に卵子の正常性受 と発育について一

園 石橋 功 90 

外国人留学生のための日本語教育の基礎的
研究

留 林田 明 100 

シダ類配偶体の分類学的研究 留 百瀬静男 120 

関東地方東部の地質学的研究 留 前田四郎 150 

リポ蛋白の生合成 医 麻生芳郎 250 

慢性植込み交文熱電対による肝血流動態の
研究

医 萩原弥四郎 250 

エネルギー性力学的心不全の研究及び非観
血的心力学的分析法の再検討

医 斉藤十六 250 

骨系統的疾患に対する生化学的検討特に核
酸蛋白質代謝異常に関する研究

医 井上駿一 110 

唾液腺症の免疫学的研究 医 北村 武 260 

エリテマトーデスにおける免疫機序の研究 医 小林健正 150 

高令者癌の手術に対する麻酔と術后処置に
関する研究

医 米沢利英 270 

薬物代謝よりみた薬効及び毒性の評価の研
究

薬 北J[I 晴雄 250 

錠剤の崩壊機構に関する研究 薬 仲井由宣 230 

好塩細菌の高濃度Na+or K+依存性の 薬
Nucleotidaseの研究

畝本 力 130 

金属メルカプト化合物の写真化学的性質の
研究

工 笹井 明 270 

鳴り砂の振動数分析及び党鐘の振動数分す析る
を通じて楽音機構うなりの機構を究明

文理 高原 300 

試験研究 異形吸虫類及び異形l及虫症に関する研究
(継2年〉

医 横川宗雄 960 

リグニン分解成分飲用による骨病の研究 医 滝沢延次郎 1，000 

超音波による癌診断(体腔内ゾンデBスコ
ープ法P.P.I法による〉

医 綿貫重雄 1，180 

ホルモン依存性癌の下垂体組織内照射法の 医
研究(継2年)

百瀬剛一 720 

ポータブソレ、ンγチレーショ γスキャナー 医 箆 弘毅 870 

無線式小型電気刺激装置の実験的研究 医 本間三郎 1，050 
t 
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41 子宮頭部上皮内癌の組織化学的研究 医 |御閤生雄三 790 

日本産植物よ工り並得られに利るインドール系研アル 薬
カロイドの加 び 用に関する究

萩庭丈寿 800 

果内樹外条に件おけとのる生関長係調(継整2物年質〉の作用効果と体 園 永沢勝雄 750 

l伽根群町象環蜘に的研究 園 中原孫吉 770 

42 がん特11市における「がん」増殖と進展の特殊性 医 滝沢延次郎 2，500 
研究 ) 

癌細胞増殖機構に及ぼすホルモンの研究 医 三浦義彰 2，500 
癌とウイルスとの関係に関する研究 医 川喜旧愛郎 4，200 
(2)肺癌発生に与えるアノレミニュームの影響 医 香月 秀雄 1，000 

酎f~l)1 草地生駒解析法に関する研究 1文理|沼田 真| 2，200 

総合研究
わ育案制がに屈度関すにの再おる検研け討究る正ド教イ授ツ語法教育教科の諸内問容題の具教体

文理 田中康一 1，460 

照明環境の情報処理に関する研究 コ二 田辺 |盗治 1，630 
交通災害に関する法医学的研究 医 宮内義之介 2，250 
薬物代謝よりみた薬効と毒性の研究 薬 北JII 晴雄 1，600 

機関研究(A.) 微生物の生産する毒性物質の研究 研|相磯和嘉 6，200 

(B) プレテンションを与プえた無ブ型部枠材プレストレ 工 小林秀弥 1，310 
ストコンクリート レハ の研究

(め免続疫〉病理学に関する基礎的臨床的研究(継 医 川喜田愛郎 5，800 

各個研究 教職に関する心理学的研究 教育 井上健治 100 

民衆詩派と外国文学 教育 太田三郎 150 

基本権の権利性と体系i生の研究 文理 尾吹善人 140 

鳴析を究をり砂通明すのじ振てる楽動音数分の析発音お機土構び党、鐙うのな振り動の機数構分
文理 高原 光 250 

弱塩ォ基γ交性換イオン交換休グを利用する稀元素の 工
黒田六郎 300 

イ クロマトラフィー

軟体動物における核酸代謝の研究 文理 石田周三 180 

木部の系統解剖学的研究 文理 亘理俊次 150 

特中央に耕日境本変に動おけに関る農す林る業研的究土地利用の選移 教育 白浜兵三 200 

シダ類配偶体の分類学的研究 留 百瀬静男 100 
板の勇断に関する研究 工 大和田信 270 

地域開変発化過再程編における環研境究施設及び居住慣 工 小泉正太郎 330 
行の に関する

化学反応による無機縮合リン酸塩の合成 工 植田四郎 280 

金属メノレカプト化合物の写真化学的性質の 工 笹井 明 280 
研究

生も態や学し特原的料研主究本主(MungBean)の硬実発生の 教育 石井善一 100 

1. に分及び温度の関係について

果樹類の栽植密度と気象条件との関係 園 渡辺 斉 260 
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柑橘の薬剤摘果機構に関する研究 国 大野正夫 200 

線d明!ise虫党aとse他〕微の生発物病機とに構よと組る物複合抵病抗に(c闘omすlpleるx 園 平野和弥 100 

リポ蛋白質の生合成 医 麻生芳郎 190 

副質鼻と腔細菌上気感道染及とびの肺相互臓作に及用ぼす大気汚染物 医 田波潤一郎 250 

態究呼を吸特筋中心支に刷配に編神し経環て発動態射のと換変動気機及構び異巨常関換す気る研状
医 斉藤十六 270 

話発1生食道拡張症の成因と治療に関する研 医 佐藤 f専 270 

先学天的研性究幽内狭窄症の筋電図学的並びに組織 医 綿貫重雄 270 

放簡射線測ステロイドによる血中コノレチゾール 医 中島伝徳 200 
易定法

唾液腺症の免疫学的研究 医 北村 武 250 

外用ステロイドの抗炎性に関する研究 医 麻生和雄 270 

警髄|生脳脊髄炎の病理発生機序に関する研 医 松本 JW 120 

癌す患る者研究の手術に対する麻酔と術后処置に関 医 米沢利英 270 

被フむ膜錠よりの主薬溶出に関する熱解析的研 薬 仲井由宜 270 

生ニ物ト作ロ基用を有する放線菌代謝産物の構造と 薬 小山泰正 250 

試験研究 ヨウ化水銀写真乳剤の製造と特性に関する 工 鈴木 {中 880 
研究

電燈による害虫類の誘引・忌避に関する研 園 野村健一 940 
Y打fe

作(継物2の年根〉群層の地象環境調節に関する研究 園 中原孫吉 910 

無2線年式〉小型電気刺激装置の実験的研究(継 医 本間三郎 900 

ブェノール系有機酸飲用による骨病の研究 医 滝沢延次郎 900 

エンテロトすキシンの精製及びその血清学的 研 藤原喜久夫 1. 000 
検出法に関 る研究

異形吸3年虫類)及び異形吸虫症に関する研究 医 横川宗雄 970 
(継

g泌e尿ry器〉科に領関域すにる研お究ける冷凍外科 (Cryosur- 医 百瀬剛一 1，100 

日本産植物加よ工り得並られるイントマーノレる系研アル 薬 萩庭丈寿 800 
カロイ2年ドの びに利用に関す 究
(継〉

生体アミン類の医薬性に関する研究 1iJf 林 誠 900 

がん特別 白血病のウイルス学的研-究 学長 川喜田愛郎 3，300 
研究 ) 

癌細胞増殖機構に及ぼすホルモンの研究 医 御園生雄三 2， 750 
癌細胞オルガネラの核酸の研究 医 三浦義彰 4，000 

肺における「癌」増殖と進展の特殊性 医 滝沢延次郎 2，750 

科
学
研
究
費
補
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43 I塁 (2)1癌跡…素側異…

1512本語|
2，290 

化学発癌の抑制物質とその抑制機構 2，230 

特定研究(1) 草地生態系の生産と保護に関する研究 理 沼田 真 2，860 

(2) 視覚|生身体反射運動障害に関する電子顕微 医 大谷克己 1，750 
鏡的研究

視聴覚教育教材の開発に関する研究 工 近藤厚実 1，980 

総合研究(A) アメリカ近代倫理思想研究 A 白田貴郎 1，330 

照明環境の情報処理に関する研究 工 田辺隆治 1，500 

薬物代謝よりみた薬効と毒性の研究 薬 北川晴雄 2，150 

一般研究 理菌における捌伽3宣伝生同司薬 山岸三郎 6，890 
(A) 

(B) 細胞間接合の微細構造に関する研究 医 福山右門 9，000 

体表循環の正常化に関する基礎的ならびに
臨床的研究

医 萩原弥四郎 4，690 

(C) 視覚系の電気的活動と薬物の作用 医: 村山 智 520 

異グロプリン血症の成立機転と意義につい 医 岡林 篤 800 
て

気管支、肺臓に及ぼす大気汚染物質と細菌
感染との相互作用

医 田波潤一郎 500 

インドール系アルカロイド並びにその薬用
植物資源に関する研究及び生体外要因 つ

薬 坂井進一郎 1，000 

いて

木部の系統解剖学的研究 理 亘理俊次 350 

固定製剤の薬効と結晶性に関する研究 薬 仲井由宜 2，700 

(同燃料温度(粘度〉の変化による気化器の燃空
化特性の変化

ヨ二 浅野弥祐 200 

火成岩、変成岩中の不透明鉱物 理 兼平慶一郎 240 

真空電弧を蒸着源とする真空電蒸着法 理 山口太三郎 200 

利根川流域文化圏の史的研究 人 小笠原長和 100 

白血球の抗原系に関する研究 医 木村 康 200 

新簡易測定法による小児副腎皮質機能の臨
床的研究

医 中島博徳 200 

糖尿病性網膜症とインスリン結合抗体との
関係について

医 石川 清 200 

向精神々経薬の中松神経系に及ぼす効果に
関する電子顕微鏡的研究

医 小泉準三 200 

シンチグラムによる臓器R1 摂取率測定に
関する研究

医 有水 昇 300 

柑橘の薬剤摘果機構に関する研究 国 大野正夫 230 

プレテンションを与プえた無ブ型官官枠ブレストレ 工 小林秀弥 540 
ストコンクリート レハ 材の研究(継
続〉

微生物の生産する毒性物質の研究(継続) 研 相磯和嘉 3，280 

奨励研究 構造物の振動性と境界効果 工 村上雅也 150 
(ぬ

アルフアルファ草地の生産性に関する作物 園 高崎康夫 150 
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学的研究

ヒトの培研養究筋芽細胞の分化に関する電子顕 医 j!j島田 裕 150 
微鏡的

一炭酸化素炭素よの血作糖用機上昇序に序関する研究て、一酸 医 平野英男 150 
化にる 機につい

連電続顕切的片による羊涙Jj泉上皮とその神経支配 医 山内昭雄 150 
の 研究

芳香族の研アジド化合物の感光性とアジドポリ 工 山岡亜夫 150 
マー 究

試験研究(1) 的医療研究施設の体系的組織化に関する建築計画 工 伊藤 誠 600 

ヨウ化水銀写真乳剤の製造と特性に関する 工 鈴木 イ中 1，000 
研究

電灯による害虫類の誘引忌避に関する研究 国 野村健一 960 
肝胆道系に対する超音波新技術の開拓 医 綿貫重雄 1，000 

n九泌fe尿器科領域における冷凍外科に関する研 医 百瀬剛一 1，000 

生体アミン類の医薬性に関する研究 研 手本 誠 900 

研が究ん特別(1) 
がん細胞オルカ。ネラの核酸の研究 医 三浦義彰 4，300 

肺癌発生の場に関する基礎的研究 医 香月秀雄 2，500 
(2) 細に胞関すの増る殖研究に伴なう酵素蛋白質代謝の変異 医 橘 正道 3，850 

化アし学発癌の抑制物質とその抑制機能の研 !tf 宮木高明 1，200 

特定研究(1) 実地験域性実を生かした小研中究高校における地学の 教養 近藤精造 1，200 
習についての

草と地保護生態に系関す(川る渡研特究別研究地域等〉 の生産 理 沼田 真 3，510 

(2)視聴覚教育教材の開発に関する研究 工 近藤厚実 900 

総合研究ω 畦に面関す被覆る及研究び構造の地上地下環境調節作用 園 中原孫吉 1，780 

鞭す虫る症研究の病害性ならびに治療剤の開発に関 医 横川宗雄 2，200 

体RにI医お薬よぼ品すの生影体響内分布と線量測定及び人 医 皆.7Ll. 弘毅

薬物代謝よりみた薬効と毒性の研究 薬 北川晴雄 2， 
照明環境の情報処理に関する研究(継続〉 工 田辺隆治 1， 

一般研究ω 細序菌における薬剤耐性の遺伝生化学的機 薬 山岸三郎 2， 
(B)窒素を含む有機硫黄化合物の研究 理 武島達夫 2， 

造去し血組織の核酸前駆体獲得機構に関する研 医 F首 正道 4，110 

軟る体研動究物におけるテデニル酸の代謝に関す 理 石田周三 4，100 

体床表的循研環究の正常化に関する基礎的並びに臨 医 荻原弥四郎 720 

(C)119C中葉のアメリカ文学と自然の概念 人 原田敬一 450 

科
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44 木部の系統解剖学的研究 理 亘理俊次 350 

木元コリンエステラーゼ薬の血圧上昇作用 医 久我哲郎 1，100 
機構の中枢における Adreneneしr、gてic及び
Cholinergc neceptorの意義につ

異グロプリン血症の成立機転 医 岡村 篤 600 

銅塩によるThiamineの新蛍光定量法 薬 山根靖弘 870 

視覚系の電気的活動と薬物の作用 医 村山 智 340 

気染管と支の相肺臓互作に及用ぼす大気汚染物質と細菌感 医 田波潤一郎 200 

イン資ドール系関アルカロイド並びにその薬用
植物源にする研究

薬 坂井進一郎 400 

(0) 同限視機制の実験的研究 ノ¥ 大山 正 200 

離廃農の部落社会構造に及ぼす影響 教育 皆川勇一 250 

教職に関する心理学的研究 教育 井上健治 120 

強L、衝撃波直後の非平衡電離境界!習熱伝達 工 本間弘樹 330 

セルロースグリコール酸性感ナトリウム製と造ジア 工 渡辺銅市郎 200 
ゾ系化合物による水溶 光材料の に
関する研究

血液脳脊髄液関門のカルシウム透過性支配
因子

医 福田篤郎 240 

脊柱側湾症の原因別進展様相と治療適応に
関する研究

医 井上駿一 200 

小児における副腎再皮検質討ステロイド治療の副
腎質機能抑制の

医 中島博徳 240 

糖尿病性網膜症の免疫学的研究物にインス
リン結合抗体について

医 石川 清 210 

柑橘の薬剤摘果機構に関する研究 園 大野正夫 200 

真空電弧を蒸着源とする真空蒸着法 理 山口太三郎 200 

奨励研究 糸状菌による蛋白質の菌体外分泌機作に関 園 矢吹 稔 150 
(A)する研究

人工的温度変出化[度が変生化体リズム神に及経ぼ枢す影響興 医 平野英男 150 
について特に と自律 中の|
奮性について

死体皮膚の紫外線感受性に関する研究 医 津金津督雄 200 

肺癌発生に対する金属粉塵の影響特にアル 医 小林延年 150 
ミニウムについて

COI?hal~sparin. B-Iactamase (Opholosrorin 薬 沢井哲夫 150 
ase)~フ平む安定な合成 Copholosparin開発の基
礎研

チオミヒラーケトンによる水銀及び貴金属
類の化学分析

薬 田口清美 150 

試験研究 大気汚染が園芸作物におよぼす影響 園 永沢勝雄 890 
(1) 

水土面施用殺虫剤の作用機作 園 野村健一 890 

抗リンパ球血清の精製に関する研究 医 佐藤 ↑享 1，850 

農村貧血の成因に関する研究、これに摂取
食品の量と質に関する問題

医 柳沢利喜雄 1，500 

回形医薬品製剤からの主薬溶出試験法の研
究

薬 仲井由宜 1，330 

(2)教育用の合成樹脂包埋標本の試作 医 大谷克己 500 
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|シンかラによる臓器)像吋用化元的と装表示置I医 箆 弘毅 1，000 
方の試法作(断層シンチグラム の実

肝胆道系疾患に対する超音波新技術の開拓 医 綿貫重雄 1000 
(継続〉

的医療研究施設(継の続体〉系的組織化に関する建築計画 誠 600 

研が究ん特別(1)||肺癌発生の場に関する基礎的研究 医 香月秀雄 2，500 

がん細胞オルガネラの核酸の研究 医 三浦義彰 4，700 
(2) Aflatoxin発がん作用機作説の再検討 研 宮木高明 1，570 
ニトロフラン誘導体のDAB肝癌抑制機序 初「 蟹沢成好 1，000 
の研究

特定研究(1) 草地生態系の生産と保護に関する研究 沼田 真 3，830 

(2) 視聴覚教育教材の開発に関する研究 工 近藤厚実 1，600 

脳障害情による運研動究失調と運動神経細胞に対 医 木間三郎 5，000 
する報処理の

n山(~，b..口也E正ìf~'e 畦間被覆およ究び、構(継造続の〉地上地下環境調節作I国 中原孫吉 1，630 
(ぬ 用にl却する研
鞭虫病究の病害性ならびに治療剤の開発に関 医 横川宗雄 2，200 
する研

R体Iに.医お薬よ品ぼのす生影体響内分布と線量測定及び人 医 覚 弘毅 1，800 

一般研ヲ釧EI細菌における薬剤耐性の遺伝生化学的機序 薬 山岸三郎 200 
(継続〉

含窒素複素環化合物の合成研究 薬 池田仁三郎 4，750 
窒素を含む有機硫黄化合物の研究(継続〉 理 武島達夫 400 

(c)色彩知覚における誘導現象の時間空間条件 人 大山 正 1，800 
19世紀中葉のアメリカ文学と自然の概念 人 原田敬一 850 

ヘテロ原子を含む光化学反応 工 山田和俊 700 

平状面の研制削御盤の弾性変形を利用する寸法、形 工 中野嘉邦 1，100 

果象樹学的闘設基礎定研の究ための局地風に関する農業気 園 中原孫吉 900 

内臓反射の形態学的研究 医 福山右門 700 

培養観筋芽察細胞の電子顕微鏡的および位相差 医 嶋田 裕 1，600 
映画

異グログリン血症の成立機転 医 岡林 篤 1，000 

脊柱ラ側'L湾症治療適応の決定と治療法に関す 医 井上駿一 700 
る研

ラジオアイソトープ 99mtcによる睡液腺機 医 北村 武 850 
能検査法及び診断法

好す影塩響性細菌における塩類の代謝調節に及ぼ 研 中木 誠 1，150 

視覚系の電気的活動と薬物の作用(継続〉 医 村山 智 550 

気管支染、肺臓におよぼ(継す続大〉気汚染物質と細 医 田波潤一郎 300 
菌感 との相互作用

銅塩によるThian 山根靖弘 300 
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45 (同 現的代研究ドイツ大学の思想と制度に関する歴史 教育 椎名高吉 140 

第2次桂内閣研究 人 宇野俊照 140 

コンピュター γミ弁のュ別研レージョン}とよるイン 教育 鈴木 博 140 
トネーション信号 モテ、ルの研究とその
学習評価システム 究

上告理由の研究(上訴制度の研究その 2) 人 花村治郎 170 

弱塩基性イオン交換体の分折化学的研究 工 黒田六郎 290 

究青少年層対策としての社会施設の地域的研 工 小泉正太郎 260 

蛋糸状白菌質のの菌誘導体外的酵生素成分と泌そにの関役与割すにつる特い異て的 園 矢吹 ~、 300 

真A菌そのの産他生のす作る用新機生作理と活構性造物研質究Fusariocin 
研: 伊藤達也 300 

生組織理培学養的研で形究成された神経筋接合部の電気 医 加濃正明 280 

賢小児皮質に機お能け抑る副制賢の検皮質討ステロイ ド治療の副 医 中島博徳 280 

鏡向精的神研神究経薬の中枢作用に関する電子顕微 医 小泉準三 200 

老年者消化管系手術後の代謝に関する研究 医 樋口道雄 200 

係気道生理学的にみた鼻腔と肺機能の相互関 医 戸川 清 300 

奨励研究ω 教育体験の形成過程に関する研究 教育 田畑 治 100 

金び属に金の属リンリ化ン反化応物機半構導及体びの速合度成論研的究研究並 コ二 佐々木義典 200 

究画像、再高感生機度構高分に解お能け分る光光発化学光初計期の過試程作の研 工 三輪卓司 200 

感光性アジドポリマーの開発研究 工 山岡亜夫 190 

酸化還元酵素モデ、ルの合成機能 工 岩淵 Z日a: 200 

マグネシウ研ム過究剰下における作物の代謝変 園 嶋田典司 200 
動に関する

高て等植物における亜硫酸還元酵素系につい 閤 田村五郎 200 

背負動力ミストダスタの振動に関する研究 園 飯本光雄 200 

微神経少電の極脳法幹へにのよ投る機射能に的関多す束る系研究としての洞 医 道場信孝

眼的にるカ圧研臨テよ究下床るコ増降的ーと殖作ルそ研究用のア(P指のミo各tγ車印種特内刷障にAttm治ノe)癒ルneにへエrgつのピlC応ネいpo用てプtenの巨リti実関ンat験す白or 

医 北沢克明

薬物代謝・酵素の研究 薬 鎌滝哲也

試験研究(1) 都構造市分中析間層的研の政究治行動および態度に関する 教養 中野芳彦 1，000 

術醇胆の道開癌拓及び胆石溶解に対する超音波新技 医 綿貫重雄 1，000 

大気汚染が園芸作物におよぼす影響(継続〉 閤 永沢勝雄 890 

水・土面施用殺虫剤の作用機作(継続〉 園 野村健一 890 

農村貧血の成因に関する研究ことに摂取食 医 柳沢利喜雄 1，000 
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品の量と質に関する問題(継〉

抗リンパ球血清の精製に関する研究(継〉 医 佐藤 i専 1，000 
図形医薬品製剤からの主薬溶出試験法の研
究(継〉

薬 仲井由宜 400 

(2) 土壌の酸性及び、アルカリ性度が造園樹木の 国 安蒜;俊比古 850 
生育におよぼす影響

人工霧発生装置とその応用に関する研究 園 三原義秋 700 

男性不妊の研究 医 片山 喬 1，400 

小笠原諸島の薬用植塩物特基にヤロートる(0研ch究- 薬ー 坂井進一郎 1，000 
rosia Nahaiona) の 成分に関す

シンチカメラによる臓器像の三次元的表示
方法の実用化と装置の試作(継〉

医 箆 弘毅 1，000 

梅調外査学術 I究千葉大学南米アンデス地域の古生物学的研I留 I前田 四郎 I 8，500 

46 
科学 研が究ん特別(1)|l究肺癌発生の局所環境因子に関する基礎的研I医 香月秀雄 2，500 

研
がん細胞の増殖と核酸の役割の研究 医 三浦義彰 4，000 

究費
(2)ニトロフラン誘導体のDAB肝癌抑制機序 研 蟹沢成好 1，500 

補助金
の研究

特定研究(1 児実童生徒容の発と達方過法程にに対応した地学の実験教養 近藤精造 600 
)習の内 ついて

海技高別による果樹の農業生態学的研究 園 永沢勝雄 2，500 
生物環境の総合制御 園 三原義秋 2，600 
都市生態系の特性に関する基礎的研究 理 沼田 真 8，100 

草続地〉生態系の生産と保護に関する研究(継 理 沼田 真 4，020 

(2) 脳障害情報による運動失究調と運動神経細胞に対 医 本間三郎 3，500 
する 処理の研

総合研究仏)細胞内高分子の生合成と存在様式 ( 医 永野俊雄 2，800 

陛用間に被関覆すおる研よ究び構(継造続の〉地上地下環境調節作 園 中原孫吉 890 

一般研究(B) 飼料作物の再生長機構の解明に関する研究 園 大泉久一 3，800 

究)J積立号移殖のための臓器凍結保存に関する研 [豆 岩崎洋治 1，700 

含窒素複素環化合物の合成研究(継続〉 薬 池田仁三郎 700 

(c)系列究的情報に対する知覚一記憶過程の分析
的研

人 大山 正 1，300 

19世紀中葉のアメリカ文学と自然、の概念 人 原因敬一 900 

脊髄副交感神経の解剖学的解析 医 福山右門 2，420 
動関物すにおける核酸塩基のサルベージ反応に 医 橘 正道 1，000 
る研究

肝吸虫症の治療剤開発に関する研究 医 横川宗雄 1，710 

多化層と断臨層床シンチグラムの研究、装置の実用
的応用

医 有水 昇 800 

細理小学ファイパースコープによる胆道道系の圧生
的並に形態学的研究一一特に胆 内

医 西村 明 1，000 
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46 I |測定法と肝内結石除去法

Gardneria属アルカロイドの薬理学的研究 薬 原田正敏 710 

蚕び白質分ボ解キ酵素プ(キモトリプシγ-cおよ 理
カル シベチダーゼB)の特異性部

飛田 ~ 680 

位決定の研究

精構細造胞と機栗能の塩基性および非塩基性蚕白質のi理 |安藤 鋭郎| 990 

学校用家具のシステム化に関する研究 |工|小原 二郎| 1，000 

果象樹学的園設基定礎研の究ため(継の続局〉地風に関する農業気 圏 中原 孫吉 200 

ラジオアびイツトープ 99mTC陸液腺機能検| 医 |北村
査法およ 診断法(継続〉

武| 850 

(防|キレートおよび態金属研錯究体のイオン交換樹脂| 理 |中務 幸雄| 340 
に対する吸着状の

ホログラフィー干渉による振動、歪み解析|工 |江森康文| 330 

花す粉る活研性究剤としての核酸関連物質利用に関 園 大野 正夫ー 270 

培養筋細胞膜の電気生理学的研究 | 医 |加濃正明| 350 

鏡向精的神研神究経薬の中枢作用に関する電子顕微 医 小泉 準三 300 

稲作生産組織の展開と部落 l教育|間11 勇一| 180 

j的瑛不研究溶性蚕白質の酵素機能に関する薬物学 薬 毛利 哲郎 350 

真が菌の産用機生する構毒性造物質fusariocin類の制| 研 |伊藤 達也| 330 
ん作 作と

奨励研究~)I 薄分層離クロマトグラフイーによる金属元素の| 工 |小熊 幸一| 220 

研中学究生高校生のための地域施設環境計画の| 工 |三国 政勝| 180 

北位海、道古生雨物竜学地方的研の究中部第三系貝化石の層|教養|大原 隆| 180 

A-能D変デ換ジ方タ式ルによる時間及び振11回量の高| 工 |池田 宏明| 140 
分解 計測

酸化還元酵素モデル吋の機能(1) |工|岩淵 Zi 200 解糸析状菌菌体外酵素分泌機能の遺伝生化学的 園 矢吹 200 

電研気究モデルによる地中配管加熱法の解析的| 園 |山中捷一郎| 220 

尿素回路の調節機構に関する研究 医 220 

I時乳動物の謝中枢神経系の抑制、伝達物質グ 医 長谷川修司 220 
リシンの代

血液中の細胞増殖因子の研究 医 福井紀子| 220 

増胞生の貧性食糸球性体に腎つ炎いにておける単球及び上皮細 医 重松秀一 220 

寄生嬬虫症におけるレアギ、ンに関する研究 医 280 

定量的シンチグラムによる昨機能検査 医 内山 暁 200 

ラジオアイソトープ利用による骨腫癖診断 医 村田忠雄 210 
法の研究

問蕩白染伽研究 |医「山忠雄| 250 

Ultrasono'glohography (超音波パルプ法に医 浅野 尚 220 
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よ市動態の記録法〉明研究 | 
Alkoxypheny 異lh常yd反ia応zoneとそののF応ischer lndole 薬 村上泰興 220 
合成における 用

病態動物物代、特謝に高研血究圧自然発症ラットにお 薬 鎌滝哲也 220 
ける薬 謝の

動物細胞核の低分子RNAの研究 医 守山洋一 220 

試験研究 抗リンパ球血清の精製に関する研究 佐藤 i事 900 
(1) 

多剤耐性菌に有効な化学療法開発の試み 薬 山岸三郎 1，190 

都市中間層の政(継治続行〉動及び態度に関する構 教養 中野芳彦 850 
造分析的研究

昨胆道癌及び胆石溶解に対する超音波新技 医 綿貫重雄 1，000 
術の開拓(継続〉

位)人工腎臓小型化に関する研究特に潅流液回| 医 小高通夫 990 
路の小型化について

土壌の酸性およびアルカリ性度が造園樹木 園 安蒜俊比古 170 
の生育におよぼす影響(継続〉

人(継工続霧)発生装置とその応用に関する研究 |調 三原義秋 700 

男性不妊の研究(継続〉 医 片山 喬 1，000 

小笠原諸島の薬用植物特にヤロー司すドる〈研Oe究h・ 薬 坂井進一郎 900 
rosia Nahaiana)の塩基成分に関
(継続〉

がん特別(1|1肺究癌発生の局所環境因子に関する基礎的研 医 香月秀雄 3，700 
研究 ) 

がん細胞の増殖と核酸の役割の研究 医 三浦義彰 6，600 
(2) 発癌抑制物質を用いてのアゾ色素発癌機構 研 官木高明 2，100 
の研究

特定研究(1) 都市生態系の特性に関する基礎的研究 理 沼田 真 7，500 

J差ill7C押j 生態系の生産と保護に関する研究(継 理 沼田 真 4，220 

(2) 外国語教育における発音学習の発自動評価シ 教育 竹蓋幸生 250 
ステムのためのソフトウェア開

太及陽ぼ紫す外効果線がに施関設す園る研芸作究物の生育と病害に 園 三原義秋 2，200 

物徴徴小連量鎖生の汚物の実染白化異験常学的物成研質究分蓄のと積海濃縮域状現況f調象東京査止湾して〉棲の食息
学長 相磯和嘉 3，000 

総合研究ω 現フし代アメリカ思想の倫理的基礎に関する研 人 白田貴郎 1，000 

イギリス政治史における中央と地方 人 鶴見卓三 1，600 

細胞内高分子の生合成と存在様式(継続〉 医 永野俊雄 3，500 

一般研究ω インドールアルカロイド類の分離並びに化 薬 萩庭丈寿 10，720 
学構造に関する研究

(B) 合水酸化鉄の生成機構と活性 理 井上勝也 2，310 

二硫化炭素の有機化学反応 理 武島達夫 6，700 
尿素回路の調節機構に関する研究 医 f両 正道 3，240 

人体寄生吸虫類の免疫診断学的研究 医 横川宗雄 4，380 

科
学
研
究
費
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47 I |正常ヒト体液中の抗真菌因子に関する研究 研: 新井 正 4，700 

合室素複素環化合物の合成研究(継続〉 薬 池田仁三郎 500 

(c)1瞬電時位的系列刺激に対する祝知覚過程と誘発 人 大山 正 1，500 

究統の計実調査的における調び査誤誤差差評の数学簡的便モデル| 理 |浅井
証研究およ 評価の 化の研

晃| 1，050 

多心皮類の系統制研究 l理 l西田 誠| 650 

非対称究カラー・イクイデンシントメトリー 工 久保走ー 600 
の研

布園芸に作及物恒すに塩お類け濃る細度胞の影中無響機元素の徴細分研!|| 園 |嶋田 典司 1 830 

フ1故ζ器移殖のための臓器凍結保存に関する 医|岩崎洋治| 1，150 

震響度正に脊手関術柱す変とる形身研体究(側と笥く、に脊亀背髄機形式能)に及に対ぼすす影る| 医 i井上 駿一 | 1，100 

大気汚染と嘆覚障害 医 北村 800 

好よ塩ぼ性す細塩類菌のの役代詩割i調節と膜面物質輸送にお 研 林 1，200 

多化層と断臨層床的シンチグラムの研究、装置の実用 医 館野之男| 1，000 
応用(継続)

学校用家具のシステム化に関する研究 工 小原二郎 1，000 

(同|詩円ーゴ与ー人ジョン・キーツ研究一文献的および文 人 200 
思潮の追求

会社合併契約の実証的研究 人 三束三司 220 

線維素溶解現象に関する組織化学的研究 医 上山滋太郎 320 

インドール誘導体の酸化反応 薬 中川昌子 380 

薬物の吸収効率測定法の研究 薬 鈴木徳治 380 

奨励研究~)I 金属硫化物触媒の開発と基礎的研究 工|上松敬桔| 220 

感光性イオ属ン橋塩かけを高用分子る一像(形高分成子法カル| 工 |杉田 和之|
ボン酸の金 〉 い画

250 

脈反射洞反性循射環に調つ節いての形態学的研究とくに頚動I医 I千葉 胤道 I 300 
解実過験程的糸の解球約体腎炎における糸球体基底膜融 医 重松 秀一

f球応e疫用のグログリンE離(1 のg機E序〕によるヒ床ト白血| 医 |富岡 玖夫| 250 
ヒスタミン遊ノr凸U令 とその臨への
に関する研

放骨射つの肉射〓及い化てび化分学にの析検対的芋療討にす研法究るよいる(赤わIとnf血ゆくaSl到にるo寿n大L法a命量t〕eの長併A測期m用定cp療uobt法aatlt悶照に~\ 医医 ¥ 松内井r.lI 宣暁夫 I 
260 

250 

俊研光究抗体法によるプロスタグランディンの! 医 |伊藤 晴夫| 2501' 

鼻分対画すアレノレギー患dもy者含A血むct〕中mのにty各おの免け定疫る量グAlロプり γ| 医 | 島田 哲男 | 280 る(α-E <b 13''u) vctuVj" ~ Allergenに
Antibo 

ジスル、フ導ィドブリ成ッジを有するジケトピ| 薬 |佐藤 忠夫|
ベラジン誘体の合研究

270 
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ラット肝臓リボゾーム上のアミノアシノレ 260 
tRNA結合部位

動物細胞核の低分子RNAの研究 医 守山洋一 310 

ニワトリJI主におけるミオシン・アクチンの 理 大日方昂 350 
性質と筋原繊維の構造形成

試験研究(1) 果樹における化学物質の段収・ il去流に関す 閤 大野正夫 1，150 
る研究

生物学的製剤による移殖免疫抑制法に関す 医 佐藤 t専 1，500 
る研究

マイコトキシン産生機構とflliJ御に関する研 研- 山崎幹夫 1，500 
究

(2) 中枢抑制及び向精神作用を有する indole誘 十コお日弓亡く 石井 永 1，000 
導体の合成

勝脱腫湯に対する経尿道的凍結外科療法 医 百瀬剛一 1，500 

がん特別 がん細胞の増殖と核酸の役割の研究 医 三浦義彰 6，250 
研究 ) 

肺癌発生の局所環境因子に関する研究 医 香月秀雄 3，750 

癌原生る物物質と生体標的部位との相互作用に 研 宮木高明 5，000 
関す 理化学生化学的研究

(2)腫湯ウイルスによる変換細胞合と変成換問細害胞剤内 医 桑田次男 2，300 
ウイルスゲノムに対する核酸 剤の
影響

特定研究(1) 都市生態系の特性に関する基礎的研究 理 沼田 真 4，900 

。)物傍徴連璽d、;生鎖の物汚の実染の異化験状学的事成研3質究分蓄のと積濃海嫡域状現況(東調象京査左湾し〉て棲の食息 学長 相磯和嘉 2，000 

酸化還元酵素モデルの合成と機能 工 岩淵 Z臼E 1，000 

総合研究 現代アメリカ思想の倫理的基礎に関する研 人 白田貴郎 1，020 
(t.)究

イギリス政治史における中央と地方 人 鶴見卓三 1，800 

サイクロトロンによるラジオアイソラト吉ープ 医 箆 弘毅 2，700 
の病態分析及び診断利用に関する研

嘆覚検査のための基準臭と検査方式の研究 医 北村 武 2，900 

一吋インドーノレアルカー 萩庭丈寿 5，540 
学構造に関する研究

大規模施設園芸団地設備の電算機による集 園 三原義秋 21，350 
中計画制御

但)合水酸化鉄の生成機構と活性(継〉 理 井上勝也 100 

精細胞核の塩基性および非塩基性蛋白質の 理 安藤鋭郎 6，800 
構造と機能

|試料傾斜法による細胞内微細周期構造の三 医 永野俊雄 2，800 
次元的解析

遷延|生抗原刺激、免疫応答の実験病理学的 医 岡林 篤 2，200 
研究

インドール誘導体の合成研究 薬 日野 予 4，400 
生体モデ、ルを考慮した光制御反応 エ 山田和俊 5，000 

(c)統計調査における調誤査誤差差評価の数の学簡的便モデ‘ル 理 浅井 晃 700 
の実証的研究および 化の研
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48 I |究(継〉

多心皮類の系統学的解析 研I理 I西田 誠 I 500 
臓究器(継移〉殖のための臓器凍結保存同調する 医 岩崎沖治 500 

北村 武 1，100 

頭頚部交感神経に関する実験組織学的研究 医 福111 右門 1，600 

ヌクレオチド合成諸経]1氾的路のホスホリボシル 医 1商 正道 1，900 
ピロリン酸による共 調節

ヒト同種腎移殖の免疫病理学的研究 医 780 

実験的日本住血l汲虫症の免疫病理 医 横川宗雄 1，800 

脊叩ぼす椎の外影応科領域におけるHa1o-Pe1vicTracι 医 井上駿一 1，370 
響用にと身関体す他る部研究とくに脊髄機能におよ

構造材料の高速引張りに関する研究 工 1，650 

工作機械の弾性変形を利用する適応制御 工 中野嘉邦 1，390 

パーソナリティ形成過程としての地域計画 工 小泉正太郎 800 
方式の研究

知覚系条における分岐効果に関する分類なら|教養|野口
びに件分析

薫| 1，000 

合成リン脂質の界面物質 教養 林 誠人 1，000 

制心身問題と行為の論理構造 人 中村秀吉 340 

短期記憶における知覚ー記憶過程の分析 人 御領 謙 340 

1810'"-'1820年代のイギリス文学ーキーツと 人
その周辺

水之江有一 260 

ドイツ善働立法の形成展開と我国労働時| 人 |手塚和彰| 230 
への影

公共投資基準論の体系的整理 人 250 

工業開発の社会的影響に関する調査 教育 皆川勇一 230 

近代的大大学学論成の形(成に関〉する歴連史的研究ベ 教育
ルリン 立 1809 との関

椎名高吉 300 

患者の精神医学的側面と治療看護の効果と|教育|十東支朗| 380 
の相関について

ネエールンド総和法についての研究 理 180 

尿素回路の調節機構の研究 医 森 正敬 450 

フレOミxーid酸ati化veにCおouけp1るin置gの換応基用の立体効果と 薬 石井 永 400 
その

セノレロース陰イオ分シ離交換に体関ECTEOLAを用| 工 |小熊 幸一| 320 
いる金属イオンの する研究

情磁報性記に録関材す料る研に先用いる高分子金属錯体の光| 工 |広橋 売| 400 

試験研究rd生る物研学究的(継製〉剤による移殖免疫抑制法に関す! 医 |佐藤 博| 1，450 

マイコトキシン産生機構と制御に関する研| 研|山崎幹夫|
究(継〉

1，200 

(2)1教善員養成大の理学論附属的実学験校的における教育実習改|教育|四ノ官 民| 1，000 
のため 研究

跨(継脱〉腫爆に対する経尿道的凍結外科療法 医|百瀬剛一| 1，000 

運関動す単る位研活究動記録と電気刺激装置の試作に 医 I本間 三郎 I 800 
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48 科 高発分と解実能用化スキャシイメ ジの研究装置の関I医 官.7U 弘毅 750 

費補言究助金
坂井進一郎インドールアルカロイ発ド特にレゼルピンを 薬 2，200 

原料とする降圧剤の開

深発在に関!生真す菌る症研究に対する化学療法剤の試作開 研 新井 正 2，000 

奨励研究ω ガス発活生性分析法による鉄酸化物の S02 理 石川達雄 270 
する

ガスグロマトグラフィー原子l汲光によ 理 中川良三 280 
機金属の分析

魚類球り状、オ卵構ゾ母造ー細〕ム胞核内の化ド構特学』異造甘構研、造紐究状(マ造イ 医 安澄文興
320 

カ 、ハン 構
糸 の組織

福田康一郎 320 

中と枢代神謝経系の抑制伝達物質グリシンの 医 長谷川修治 300 

好の塩解基析球および肥満細胞の細胞内代謝機構 医 富岡玖夫 320 

18F鰍アミ恥る臓ーニ1医 川名正直 380 

尿路プ結ロ石の研究デとくに響穫酸に排世動て態に対す 医 伊藤晴夫 280 
る スタンイン影 つい

薬用理に学関す的交る感研神究経切除の緑内障治療への応 医 北沢克明 370 

脳の電気活動の発生と発育に対する薬物の 医 黒見 f日 280 
作用

佐藤忠夫 290 
ラジン誘導体の合成研究

蛋白合成とポリアミン 薬
五十嵐一衛 270 

生性性ス体過のl成関血レ与分ス臓負のとの変荷動動物にのお潰解け窮る発ア生ド、レナ胃運動ン各作持種動続 薬 失野員吾
300 

ストレス 除て後に出現すリる
原因につい

Zh・22%Ae超塑性合金の組織と変形に関す 工 300 
る研究

平面ケーブ、ル構造の模型実験 工 犬山 宏! 270 

老人研福究祉施設入居者の医療施設利用に関す 工 河ロ 豊 270 
る|

金ン属化反リ応ン機化物構半に導関体す材る研料究の合成ならびにリ ョ: 佐々木義典 270 

自然環境の保護と野に地関外のす解りグレー γ特とョンの士 園 油井正昭 230 

環め境の土を地構利成用す計る画緑 析る研を究中ー心 にして自然

ラット肝ミトコンドリアの膜間スペースに [j司 福島和雄 300 
局在するb5様チトクロームについて

表面基弾礎性的波例-
によるレーザ一光の編向に関す 工 山口 正恒 290 
る究

海調外査学術 Iアンデス中部地域の古生物学的研究
!理 l前回判 8，500 

49 科 がん特別(2)|l5ーニトロファンのナフチリジン誘導体のI医 I井出源四郎 I 1，000 
Aづ以二ム 研究 発癌性に関する研究

研特定研究|
究 (1)環境教育カリキュラムの基礎的研究 |理 l沼田 2，000 
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都市生態系の構造と動態に関する研究 真 7，000 

役光割化学スモッグ反応における亜硫酸ガスの 工鈴木 仲 6，000 

(2) 酸化還元酵素モデルの合成と機能 工岩淵 3日E 700 

総合研究ω サ病〕イグ分ロ析トロ γによるラヂオアイソトーフ 医 覚 弘毅 2，600 
続の態 及び診断利用に関する研究(継

寄生嬬虫症とレアギγ 医 横川宗雄 2，700 

マイクロベドロジーの立場からする土壌調 園 小島道也 2，800 
査

総園芸合施研設究環境制御装置の設計基準に関する 園 三原義秋 2，800 

一般研究|肝の機能と調節 医 三浦義彰 10，000 

化インドールアルカロ究イド類継続の分〉離ならびに 薬 萩庭丈寿 400 
学構造に関する研 ( 

薬物代謝よりみた薬物相互作用の研究 薬 北JIl 晴雄 9，200 

大中規計模画制施設御閤(芸継続団〉地設備の電算機による集 園 高倉 直 950 

(B) 養と殖そハの毒マ性チ病に発理す学的る脊研柱究響曲性寄型の成因 学長 相磯和嘉 2，000 

精造細と機胞能核の(塩継続基性〉及び非塩基性蛋白質の構 理 安藤鋭郎 1，300 

試次料元傾的斜解法析に(継よ続る細〉胞内微細周期構造の三 医 永野俊雄 300 

インドーノレ誘導体の合成研・究〈継続〉 薬 日野 亨 2，400 

生態モデ、ルを考慮した光制御反応(継続〉 工 山田和俊 300 

(C) 論イギリス、とロマン派開文学における想像力理 人 水之江有一 900 
の生成その展

軍隊教育の研究 教育 城丸章夫 700 

多究変量解析法による統計調査の簡略化の研 理 浅井 晃 1，350 

多心皮類の起源、に関する研究 理 西田 誠 8001 

頭(継頭続部)交感神経に関する実験組織学的研究 医 福山右門 300 

臓究器(継移殖続〉のための臓器凍結保存に関する研 医 岩崎洋治 300 

反孤ン神射束経性核循のと環脊関与調髄節交に感つの形神い態経て学核的に研お究け、る特モにノ延ア髄ミ
医 道場信孝 1，300 

6的配Ht突oymd感ym)x神にyd経oよp切るam緑除m内e〔障(C6h治mH療mDにea〕l関，にすSyよるmる研p化a究th 学
医 北沢克明 1，500 

大aのzm脳中e枢基誘底作導用核体のとお比向よ較精び神Bu薬tyro左plく1eに Ph印 othi
看 石川稔生 1，300 

none誘導体

Fischer indolizationのの異機常構反お応よび2構位の置解換 薬 石井 万く 1，700 
Phenylhydrazone類 の機
明

パーソナリテ継イ形続成〉過程としての地域計画 工 小泉正太郎 800 
方式の研究(
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科学研究費補助金

セノレロースイオン交換体を用いる分離分析 工 黒田六郎 1，100 
法に関する研究

リモートセンシング画像処理に関する基礎 工 源田秀三郎 1，650 
的研究

花粉懸濁液による果樹の人工受粉に関する 園 大野正夫 1，000 
研究

地下カンガイに関する研究 園 中山敬一 1，500 

知覚の分岐効果における個人差 教養 野口 薫 1，400 

一価カチオンアニオンによる酵素活性修飾 研 林 誠 1，750 
に関する研究

(防 行為の説明と意味 人 中村秀吉 260 

視覚マスキングと視覚誘発電位 人 御領 謙 320 

アメリカ合衆国の生教成育発行展政に学関 における 教育 青木 薫 280 
Efficiency原理の する研究

帰化水性植物の定着機構に関する研究 理 生l鳴 功 320 

ニワトリ肢における伍ミオシン分子の性質 理 大日方昂 300 
について

織冠酸拡素張分剤圧の心に機及能ぼす、影心筋響組織血流、 心筋組 医 米沢利英 400 

高等動物のピリミジン生合成経路における 医 森 正敬 400 
酵素集合

リボゾームにおけるポリアミンの存在意義 薬 康瀬聖雄 400 

インドール及びトリプトファン誘導体の酸 薬 中川昌子 400 
化反応

老化による自律神経及び平滑筋の薬物感受 研 橋本久邦 400 
性の変化

試験研究 臨床応員のための抗リンパ球血清の作製な 医 佐藤 博 1，700 
(1) らび 製と投与法

薬剤耐性プラスミづドの疫学、薬分剤子遺開発伝学の試的 薬 山岸三郎 1，700 
研究とそれにもと く新しい
み

(2)運動単位活動記録と電気刺激装置の試作に 医 本間三郎 1，600 
関する研究(継続〉

真菌アレルゲ、ンの標準化と応用に関する研 医 久保政次 1，700 
究

チャンネルイメージ増巾器を用いたR1イ 医 舘野之男 1，500 
メージング

気管支内聴音装置 Bronehomicrophaneの 医 里村洋一 1，800 
開発に関する研究

深在性真菌症に対する化学療法剤の試作開 研 新井 正 2，000 
発に関する研究(継続〉

奨励研究 18F標識化合物による臓器スキャニング 医 川名正直 290 

(A)迷走神経的内の無究髄線維の起源についての電 医 #上勝博 240 
子顕微鏡研

ADH分泌の神経性調節について 医 波多奈美代 300 

薬物受容体の形成と発達について 医 黒見 t日 290 

麻痔i生尖足のリハビリティーションを目激的 医 山根友二郎 290 
のと臨し床た植応込用み電極による末梢神経電気刺

鼻アレルギーによる特異的減感作療法の免
医
島田哲男 250 

疫学的研究

科
学
研
究
費
補
助
金
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資料編

49 ニワトリ精子核内塩基性蛋白質〈ガリン〉 理 中野 実 290 
の構造と機能

非リボゾーム性ペプチド鎖伸長酵素の精製
と生理的意義

薬 五十嵐一衛 290 

円環状弾性表面派を利用したVHF帯ドラ
ンノパーサルフィルタの設計に関する研究

工 山口正恒 300 

壬生狂言など大念仏狂言の演劇的研究 教養 森 康尚 250 

花弁の鉢物培地に関する研究 閤 佐藤幸夫 260 

海外学術 アンデス中部地域の地史学的、古生物学的 理 前回四郎 1，100 
調査 研究

アシデ、ス地帯中南部における東西両斜面の
森林植物相の成立とその比較研究

理 西田 誠 9，800 

50 

科学研究費問

長賞品割問伝播蹴観測山輔予知吋理!村山叫| 3，000 

研が究ん特別 I~ ニトロフランのオフチリチン誘導体のI 医 I井出源四郎 I3，600 
(2)発癌性に関する研究

助金 特定研究 環境教育カリキュラムに関する基礎的研究 理 沼田 真 2，300 
(1) 
都市生態系の構造と動態に関する研究 理 沼田 真 7，800 

光化学スモッグ反応における亜硫酸ガスの
役割

工 鈴木 イ中 6，300 

(2) VTRによる医学教育のための生命現象記 医 本間三郎 600 
録

小脳による心脈管系の制御機構に関する研
究

医 道場信孝 450 

総合研究 西欧倫理思想の日本における受容に関する 人 白田貴郎 1，600 
(A)研究

寄生嬬虫症とレアギン(継続〉 医 横川宗雄 2，700 

血液ガスレベルの調節に関する生理的及び
病態生理的研究

医 本田良行 2;200 

代謝活性に関する金属キレート生成反応 薬 山根靖弘 2，000 

都市生活の人聞の生理的、心理的機能に及
ぼす影響

工 菊池安行 1，400 

マイクロベドロジーの立場からする土壌調
査(継続〉

閏 小島道也 2，800 

園芸施設環境制御装置の設計基準に関する
総合研究(継続〉

園 三原義秋 2，800 

一般研究 薬物代謝より見た薬物相互作用の研究(継 薬 北}ll 晴雄 1，000 
(A) 続)

飼料作物の再生不能現象 園 大泉久一 1Q，000 

(B) 脊住響曲性奇型の成因究明のための養殖変 学長 相磯和嘉 3，000 
型ハマチの研究

含水酸化鉄生成機構の磁気的電気的研究 理 井上勝也 5，000 

本態性高血圧症の内分泌学的研究 医 熊谷 朗 2，200 

X線マイクロピームを利用したX線診断曲法 医 館野之男 1，800 

に(特よにる輪診断郭抽及三出次に元よ表る示自動像診に断よ等る吸診収断に線つ

いて〉

宮崎肺吸虫症の発症機転の解明に関する
研究

医 横川宗雄 2，520 
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脊髄先天奇型をともなった脊柱変形の診断
と治療法に関する研究

微生物におけるプラスミドの遺伝生化学物
背景とその生理的意義

インドーノレアルカロイド含有植物より塩基
成分の分離と生合成的部分合成に関する研
に内有

九4

隔測における画像情報の高性度化に関する
研究及び隔測装置の開発

作物における雌雄性形質の人為的変換法の
開発と育種的利用

自家不和合成アブラナ科疏菜の原種採種の
能率化に対する炭酸ガスの利用に関する日r
h年今

.7Lt 

(り|血液精巣関門の形態学的研・究

胃癌の癌細胞による血管変化とその転移機
序の解明について

胸線リンパ球(T細胞〉リセプターの形態学
的同定とその活性

コラーゲン (collagen)を利用した限局所
への薬物投与法の緑内障治療への応用に関
する研究

コリシン E1の誘発合成機構

耳下腺腫蕩の電子顕微鏡による病理学的研
究

医薬品の薬効におよぽす添加剤の基礎的研
打h

.7Lt 

薬物の肝臓における初回通過効果 (First
posseffect)に関する研究

インドール系アノレカロイド生合成経路解明
を目的としたチョウジソウ類の栽培とその
含有塩基の研究

直交変換フィルタの光学情報処理への応用

酸化ウラ γおよびその混合触媒の接触作用
に関する研究

花粉懸渇液による果樹の人工授粉に関する
研究

霜の生成高!Q解条件と作用の被害量について
の実験的研究

高等植物緑葉の硝酸還元系酵素に関する研
究

高等植物の重複受精の電子顕微鏡による解|教養
析

異系骨髄移殖による放射線キメラマウスの|教養
免疫学的解析

(司|色光刺激による視覚マスキングと視覚誘発
電位

ドイツ大学の学習改革 (studienreform)に|教育
関する歴史的研究

蚊族の産卵フェロモンに関する基礎的研究

正則関数族N+に関する研究

外来水生植物の定着機構に関する研究

高等動物のピリミジン生合成経路における

2，000 

4，700 

駿一

三郎

井上

山岸

医

薬

科学研究費補助金

科
学
研
究
費
補
助
金

50 

6，000 

1，500 

820 

1，000 

300 

320 

250 

320 

390 

1，500 

1，800 

1，500 

830 

1，100 

1，350 

1，550 

1，250 

800 

1，400 

1，700 

800 

2，500 

2，950 

1，000 

800 

350 

坂井進一郎

宗雄

淳

武

守主ち「亡と
戸苛 Iコ

二

郎

功

敬

健

二

正

由宣

ム
ル
孔gM
 

雄
一
俊

孝

徳治

夫正

治

健雄

美

男
隆

文

近藤洋一郎

寿郎

玉野井逸朗

源田秀三郎

克明

則郎

五郎

戸谷

野崎

羽生

永野

長尾

中沢

北村

鈴木

大野

田村

飯塚

イ中井

相見

御領

椎名

木

原

嶋

鈴

柳

生

森

藤井

北沢

吉田

薬

工

園

園

一
向
理
理
医

園

工
工

園

閤

薬

産
/'" 

医

医

医

医

医

医

薬

人
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資料編

50 酵素集合

C-GMP による肝の再生 医 福井紀子 390 

血基管礎内凝的固による糸球体障害の進展に関す 医 重松秀一 370 
る 研究

糖研尿究病性網膜症とプロスタグランディンの 医 石川 清 320 

冠織拡酵素張剤分圧の心に機及能ぼす、影心筋響組織血流、 心筋組 医 米沢利英 390 

前立腺癌患者のprolactin分泌能に関する研 医
ヲE

片山 喬 390 

1ーブロムインドーノレおよび3ープロムイ 薬 日野 τーす主-‘a 390 
ンドレニンの合成と反応性について

温作川にlミカン用摘究果剤NAAの形態的作用機
関する研

園 野間 j土五包五 420 

都市地域の緑被1也陪造とその回復に関する
研究

園 田畑貞寿 420 

植物油を燃料転とした農用小型ディーゼルエ
ンジンの連性能

園 飯本光雄 370 

試験研究(1) 臨床応に精用のための抗法 リンパ球血清の作成な 医 佐藤 i苧 1，710 
らび 製と投与

(2) 気管支内聴す音る装研置究((継Br続oI〉1chomierophon〉 医 里村洋一 500 
の開発に関

真菌アレルゲンの標準化と応用に関する研 医
ヲE

久保政次 1，650 

極底線量X線による乳幼児股関接撮影装置
の試作

医 井上駿一 2，940 

奨励研究 ムカ、‘ル期インドにおける土地所有関係 人 小谷在之 240 

(A)含水酸化鉄微細結晶のドリフト移動度 理 金子克美 300 

ニワト特リ製精子成熟過程における各精細胞の
分別及 づけ

理 中野 実 300 

精巣上体上皮の吸収と分泌に関するラジオ 医 鈴木二美枝 300 
オートグラフィとフリーズレプリカ法によ
る研究

器官培養したマウス神経筋標本の薬理学的
研究

医 黒見 坦 270 

肺と血管種作動肺疾性患物質レニンアンギオテン、ン
ン系と各 について

医 栗山喬之 270 

鼻アレギーにおける減特異感的作減一感作療法一抗 医 藤田祥祐 270 
原抗体複合物による

肝吸虫駆虫剤の開発に関する基礎的研究 医 小林 仁 270 

2ーアチルインドーノレアノレカロイド、ブ、ノレ
ナマイシンの部分合成

薬 山中悦二 270 

円弧状基弾礎性的表研面波の音響導波路への結合に
関する基 究

工 山口正恒 380 

金属キレート高分子触媒の速度論的研究 コ二 上松敬稽 330 

吸い込み壁間の非相似現象の解析 工 西川進栄 250 

陰イオン交の応換セルロースDEAEの無機分 工 善国信隆 330 
析化学へ 用

凍結乾燥法による易焼結結性酸及化物す影粉末響の製 工 服部豪夫 330 
造とその粉末特性の焼にぼ

牧草の刈取処理による貯蔵養分量の差が再 園 野島 i専 300 
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科学研究費補助金

50 生に及ぼす影響

コンダクティングペーパーアナログによる
地中暖房管の熱伝導解析

園 山中捷一郎 300 

マルコフ決政定策過程における評究価の一般化と 教養
その最適 についての研

安田正実 300 

a米retumよsoがrりg生分mj産類すさのるれ比けた較い構カれ造ピんA性sp代er謝gil産lu物sFfUu1nmug t-
研 藤本治宏 270 

海調外査学術 森ア林シ植デ物ス相地互帯中の成南部立にとそおけの比る較東研西究両斜面の 理 西田 誠 2，500 

東南アジアの地史、古生物の研究 理 橋本 亙 1，400 

析中央と利ア用メリカ地域原生園芸植物の遺伝質解 国 飯塚宗雄 5，100 

51 
研が究ん特別(2) 正常及び癌細胞の増殖のシグナルの研究 医 三浦義彰 1，800 

腫蕩抗原に対する免疫応答の調節機構 医 多国富雄 3，500 

5ーニトロフラ γのナフチリジン誘導体の
発癌性に関する研究

医 井出源四郎 4，500 

イγターフェロシの細胞増殖抑制作用に関 2，500 
する研究

特定研究 環境教育カリキ品ラムの基礎的研究 理
(1) 

沼田 真 3，500 

都市生態系の構造と動態に関する研究 理 沼田 真 9，000 
免疫応答の遺伝的統御に関する研究 医 多田富雄 7，500 
光役化割学スモッグ反応における亜硫酸ガスの ヨ二 鈴木 仲 3，000 

(2)) V T Rによる医学教育のための生命現象記 医 本間三郎 600 
録

電発子・改デパ良イに関ス用す新る規研究フォ トレジス トの開 薬 津田 穣 1， 000 

総合研究ω 凍結技術による細胞膜系の超微形態と機能 医 永野俊雄 1， 500 

代謝活性に関する金属キレート生成反応 薬 山根靖弘 2，500 
的主学における看護教育過程に関する総合研: 君 石川稔生 1， 200 

一般研究ω 電び抗子原顕微鏡発生による細な胞ら表び面に病リセプターおよ 医 嶋田 裕 19，000 
の 学的 理学的研究

薬(継物続代)謝よりみた、薬物相互作用の研究 薬 北川 l晴雄 1， 000 

土壌器伝官染性病原に菌における較耐性形態菌学および耐究 閤 飯田 格 13，500 
久 の形成ついての比 的研

ア産じ業微生物の安全性確保に関する基礎的研 研 新井 正 9，000 

リモートセンシγグの画像処理に関する基 工
礎的研究

源田秀三郎 4，500 

(B)教改善員養の成た大め学の理・附論属的学・校実証に的お研け究る教育実習 教育 四ノ宮康 2，300 

ヌクレオチド応合成答の調節連ー係外的刺激に対す 医
る細胞の代謝 との

橘 正道 4，6001 
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51 I |経皮経肝ト率的測門定脈、及ヵテーテ床ル応法による肝内| 医 |奥田 邦雄| 3，000 
シャン びその臨 用

実験的側寄症の研究 l 医 !井出源四郎 l3，600 
脊防椎止法脊髄に外関す科にる研お究けるintrogenicparalysis 医 井上 駿一 2，000 

脊能再髄損建傷に関に対すする研る顕究微外科的知覚・運動機| 医 |辻 陽雄| 3，200 

強い電離衝撃波の構造に関する研究 l工 |本間 弘樹 l5，700 
肺関癌すにる基お礎け的る抗研癌究剤の術後長期間歌投与に学長 香月 秀雄 900 

視刺覚激類的同向時性性の効と視果覚マスキングにおよぼす| 人 |大山 正| 2，000 

工業民地帯活における企業をめぐる地域関係と| 人 |塩原 勉| 2，300 
住生の展開

唾的液研腺究混合腫蕩の電子顕微鏡による病理学| 医 |北村 武| 1，600 

胸形態腺学由来的同リ定ンパと球その(活T細性胞(〉継続リ〉セプターの| 医 |近藤洋一郎| 800 

エンドトキシンショックにおける主要臓器| 医 |小高 通夫 l
の病態

1，500 

交感神経支配平滑筋の発達過程 医 黒見 垣 1，460 

インドール誘導体の酸化反応の研究 薬 日野 亨 1，400 

インドールアルカロイドの化学転換反応に 薬 坂井進一郎 1，400 
関する研究

ポリアミンの生理作用に関する分子生物学|薬 |広瀬 聖雄| 1，400 
的研究

ラチトストレス潰療の発生と進展の機序に|薬 |原田 正敏| 1，4001 
関る研究

直(継交続Z変)換フィルタの光学情報処理への応用| ヱ |戸谷 隆美 l 1，000 

精密ホブ盤の熱変形制御 工 中野嘉邦 1，700 

秋植え球根作物の春植栽培に関する研究 国 青葉 高 1，400 

緑被地の変容とその構造に関する研究 園 田畑貞書 1，000 

にド関イすツ大る歴学史の学的研習究改革 (studienreform) 教育 椎名万吉 340 

多様体の局所理論の研究 理 400 

含水酸化鉄生成機構の磁気的、電気的研究 理 井上勝也 410 

機標序的細胞破壊におけるリンパ球協同作用の 医 藤本重義 400 

小児慢性叩炎の臨床的研究 |医|新美仁男| 400 

錘ガ内ン筋マ錘電運位動の神細経胞刺内激導に出よるネコ筋紡錘・ 医 中島 祥夫 400 

ポリアミンによる蛋問促進機構 l薬 l五十嵐一衛 l 400 
公栽木園緑の経地年の維変持化管と理管理に体関す制にる研つ究い一て特ーに植 圏 三沢 彰 400 

複数組合併存下の企業内労使関係 i教養|河西宏祐| 350 

論的1(9co的研世n対究紀sti応後tu半にtic関のn)すイのキる1閣ι造制ス的論に変史お化的けと、るそ政国れ治家へ思構想の造理史 教養 岩重 政敏
290 

ハマピン科植物の解剖学的研究 |教養|福田泰二 1 370 

1345 



科学研究費補助金

51 I科
学
研
究
費
補
助
金

1346 

試験研究(1) 

(2) 

奨励研究仏)

越古代中に・越おけ前庄る農閣耕の共開同田体図のを研中究心一に東し大て寺ー領 教養

度撃性カピ毒の検索 研:

臨床び応に精用製のための抗法リンパ球〉血清の作製な 医
ら と投与(継続

析微生法物の改による chemica1mutrgenの変異解 薬
良とその応用

建研築究設計計画のための人体位諸数値の計測 工

新規・酸化還元樹脂の開発と実用化 工

試極作低線量X線による乳児股関節撮影装置の 医

速前定立量腺法におけるステロイド結合蛋白質の迅 医

磁す性る流研究体気管支造影剤の臨床への応用に関 医

省エネルギートレンチハウスの開発 園

地下カンガイの実用化に関する研究 閤

体界面形活成性剤の活量と水容i生高分子との会合 教育

精ー巣ズ上レ体プ上リ皮カ法の閉に鎖よ帯る研の先消長に関するフリ 医

的上分布観丘浅察層じoに19お1染け色る標求本心の性光綜顕維的の並神び経に終末電顕の
医

α運動神経細胞の分離と培養 医

ネコの筋紡錘における FM振動刺激の効果 医

動精物度定組量織法内ホスホリボシルピロリン酸の高 医
の確立

法医学の分野におけるHLA系の応用につ 医
いて

アす(レIルる)基好序ギ酸礎ー性的球炎研よ究症り巨おける好酸球の機能に
関 のary1sulfatase遊離の機

医

肺と血ン系管作いと慢動て性ーi生低物酸質、素ーレニン アン各ギオテ 医ンシ 血症を伴なう種肺
疾患につ

アレル不意aギry義活ーls性性u1炎化fa 症におけるSRS-Aの生
物学(1的)ary1sulfatのas機e序によるヒト SRS-A

医

パターンリパーサル装路置疾患を用い応た視用覚に誘発
電て位の臨の床研究的研と究その視 への つい

医

αジケ異ト的ン型微試量薬定による体液中グアニジン
類の特 量法

薬

T性b表-p面y-波Fe速合度金の薄制膜御のにd関E効す果る研を利究用した弾 工

研日究本における伝統的家制度の親族構造論的 工

超塑1生叫お開くび川散に関斗工

吉村武彦 390 

藤本治宏 400 

佐藤 ↑専 500 

山岸三郎 1，800 

小原二郎 2，400 

小11烏邦晴 2，200 

井上駿一 1，830 

島崎 淳 1，000 

滝沢弘隆 680 

三原義秋 2，000 

中山敬一 1，900 

越沼征勝 300 

鈴木三美枝 300 

徳永 叡 300 

増子貞彦 300 

溝手宗昭 290 

久田俊和 300 

木内政寛 300 

鳥居敏明 300 

栗山喬之 300 

吉田象二 300 

千葉弥幸 300 

田辺信三

山口正恒 340 

清水昭俊

広橋光治 35 



資料編

51 力学的挙動について

コンタクトホイル式ベルト研削における振 コ二 坂官和彦 330 
動現象について

金属反リ応ン機化構物半関導す体材る研料究の合成ならびにリ ュ:
ン化 に

佐々木義典 340 

光酸成化と機還元能を有すする高究分子酵素モデルの ュ: 中平隆幸 340 
合 能に関る研

高等植物における硝酸還元酵素の誘導機作 |調 中川弘毅 310 
について

アンセノレムスの証明に関する歴史的かつ体
系的研究

教養 坂井昭宏 280 

1けi!R皮る動染物色体、原核型索動の比物l及佼研び下究等脊椎動物にお 教養 小林浩二 320 

産業と労働における重層構造基盤の研究 教養 犬塚 先 280 

外学術lpアメリカ糊蛾問叫閥解!園 l飯塚宗夫[
調査 と利用

2，700 

52 

笠寸研究費一
研が究ん特別(2) 細胞周期のGoGi転換機構の研究 医 三浦義彰 3，000 

化笠子-発癌剤による肺癌発生機序に関する形 医 井出源四郎 3，000 
態的研究

前立腺ガン治療法の評価 医 島崎 干手 2，000 

補助金
腫蕩抗原に対する免疫応答の調節機構 医 多国富雄 2，500 

特自然別災研害究 I干害の発生要因に関する研究 l園|弛寿郎I8叩
書別境訓科亮A||大気汚染の光化学的基礎研究 l工!鈴木伸 1 叩
特定研究 生体運動における分子識別 理 丸山工作 6，000 
(1) 

免疫応答の遺伝的統御に関する研究 l去 多田富雄 8，150 

(2) 筋原細の構胞造における収縮及び調節蛋白の出現 理 大日方昂 1，000 
とそ 形成

失球症明者ラのッ感ト覚の脳及び内感諸構覚造異常物にの形関連態学し的た無変化眼 医 大谷克己 400 

細速胞筋及び御遅機筋構の機に能分化に対する運動神経 医 熱海佐保子 600 
の制 ついて

電発子デパイスす用新る研規究フォトレジストの開 薬
-改良に関

津田 穣 1，500 

総合研究 決定論と自由の関係の意味論的研究
(A) 

人 中村秀吉 1，600 

研西究欧倫理思想の日本における受容に関する 人 白田貴郎 2，000 

五(t管束植物の系統分類系に関する研究 理 西田 誠 3，000 

環境教育の方法論に関する研究 。 理 沼田 真 2，260 

(B) 看護系大学の設置基準に関する総合的研究| 君 宮入正人 1，600 

一般研究 深麗海及底び反附近射波E懸の観垂測した受波器による人工制| 理
(t.) 

電子顕微鏡による細胞表に病面リセプターおよ 医 l嶋田 裕 1，000 
続び抗〉原の発生学ならび 理学的研究(継
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4，000 

700 

500 

2，600 

2，000 

4，600 

2，000 
500 

600 

600 

500 

2，000 
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康
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宗
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井

横

木
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丸山工作
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正道

邦雄

本田

飯田

新井

橘

奥田

上井

医

閤

研

理

教育

医

医

医

医

医

医

医

2，500 

5，400 

1，300 

600 

1，700 

1，800 

1，100 

5，600 
2，100 

1，400 

1，000 

1，500 

2，000 

1，500 

1，500 
1，500 

1，500 

1，500 

nu 
ハU
-

n
b

一

1
ょ

一

6，000 

弘樹

小島道也

大山 正

小山正明

柳原二郎

兼平慶一郎

永野俊雄

伊藤健次郎

長谷川修二

藤岡成徳

玖夫

11孝

哲夫

二

郎

豊

昭

達

車夫

本間工

園

人

人

理

理

医

医

医

医

富岡

石川

津井

医

医

薬

坂井進一郎

陽雄

H青雄

酸素欠乏時の人体呼吸機能に及ぼす影響

土壌伝染性病原菌における耐性菌および耐
久器管の形成についての比較形態学的研究
(継続〉

産業微生物の安全性確保に関する研究(継
続〉

筋肉の弾性要素一新しい構造蛋白質の研究

(B)I教員養成大学附属学校における教育実習改
善のための理論的実証的研究(継続〉

スクレオチド合成の調節-外的刺激に対す
る細胞の代謝応答との連系(継続〉

経皮経肝的門脈カテーテル法による肝内シ
ャント率測定及びその臨床応用(継続〉

脊椎脊髄外科における iatrogenicparalysis
の防止法に関する研究(継続)

実験的側湾症の研究(継続〉

宮崎肺吸虫症の病態生理学的研究

白血球型別HLA系の個人識別への応用

本態性高血症と動脈硬化症の代謝内分泌学
的研究

好酸球の機能とその生物学的意義

カドミウムの催奇型性に関する研究

肺癌の抗癌剤長期間駄投与による宿主抵抗
性の変動と免疫療法の研究

脊髄損傷に対する顕微外科的知覚運動機能
再建に関する研究(継続〉

日本産植物より得られるインドーノレアルカ
ロイドとその化学的研究

アニリ γ系薬物の代謝と毒性発現機序に関
する比較薬理学的研究

写真的方法による精密導電パターンの直接
形成法一材料および方式に関する研究一

強い電離衝撃波の構造に関する研究〈継
続〉

水田土壌の斑紋生成に関する研究

。|視覚過程の時間的特性の実験的研究

宋、元時代の役法と郷村統治制度

正則関数族N+とその応用

嶺岡、瀬戸川帯の海底噴出溶岩の地質学
的、岩石学的研究

哨乳類精細管上皮結合の動態

心筋硬塞急性期における血行再建術の研究

神経の過格筋に対する Trophic物質

人白血病細胞のDNA合成系酵素群と細胞
増殖調節(白血病病態の臨床生化学的解
剖〉

組織肥満細胞の細胞内代謝に関する研究

扇桃を病巣及び自巴抗体産性リンパ組織と
する腎炎発症の免疫学的研究

3ーラグタム抗生物質の細菌細胞表層透過
性及び作用機作の研究

科学研究費補助金

科
学
研
究
費
補
助
金

52 

本

越

口

岡

堀

山

北Jf!

山岡

辻

医

医

医

『薬

工

医

守安
A、.
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資料編

52 
交の併感用一副に関腎系すにる薬作理用学す的る生研薬話成分とそれら 薬 原田正敏 1，500 

インモニコーム基検に対討すとるパイヤ一、 ピリ 薬 石井 7司く 1，500 
ガー型酸化反応の その応用

花研粉究懸濁液による果樹の人工受粉に関する 園 大野正夫 730 

結る研霜条究件下の放射冷却葉面の熱収支に関す 国 羽生寿郎 2，000 

疏菜におけする光る合研成究産物の分配パターン制
御技術に関

園 伊東 正 1，900 

双子葉植物の器官発生の比較形態学的研究 教養 福田泰二 1，000 
(同 F界S間主主活性物質の形成する黒膜の性質と化学 教育 山中照子 390 

水性植物の繁殖様式の類型化に関する研究 理 生111鳥 功 380 

細胞問、相互作用に関する遺伝子表現 医 藤本重義 420 

上丘浅層と二g丘i原芳法体に核とるの分相析互〉的線維結合
について(Gol よ

医 大谷克己 420 

脊髄内多シナプス性運動制御機構の研究 医 神田健郎 420 

i生ホルモンのマウス移植腫蕩に及ぼす影響 医 脇坂正美 300 

ポリアミンによる蛋白合成促進機構 薬 五十嵐一衛 420 

酵素感光剤の研究 工 青柳象平 440 

DEAEセルロースを用いる金属元素のイ 工 小熊幸一 390 
オン交換分離に関する研究

都市の緑地保全政策に関する研究 園 白井彦衛 440 

向神経性カピ毒の化学的研究 研 藤本治宏 420 

頚部脊髄活動電位の基礎的ならびに臨床的
研究

医 玉置哲也 425 

試験研究(1) 政虫症の免疫診断法標準化に関する研究 医 横川宗雄 2，300 

建築設計計画のための人体位諸数置の計測
研究(継続〉

コ: 小原二郎 2，500 

新規酸化還元樹脂の開発と実用化(継続〉 工 小l嶋邦11青 1，000 
(2) EMiスキ読ャナのす断層る撮影に出樹現し包た脳標障
害メt、部位の判に要 人脳合成脂理

医 大谷克巳 700 

学童脊柱る早変期形に対診するモアレトポグラフィ
法によ 自動断に関する研究

医 井上駿一 2，300 

患効者果管の理評法価テスト、 pmpによる臨床教育 医 本間三郎 2，500 
効 に関する研究

面形状を測定する精密画像解析装置の研究 工 磯部 孝 2，200 

善化光沈分析積物左里子の重政光金属分析元素に定よ量る方土法壊の標底準 理 大八木義彦 2，000 

奨励研究(A) 精巣導管上皮の結合装置に関する研究 医 鈴木二美枝 330 

免疲反応を利用したアセチルコリン受容体 医 石川裕二 330 
分布の形態学的研究

電子回た路教による神習経方法インパレス伝導模型を
利用し 育実 の開発

医 溝手宗昭 400 

抑制性T細胞の分化と遺伝子表現に関する
研究

医 奥村 康 330 
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52 l穆T原細一胞の定量化tにこ閑する研究 l去 野崎忠信 330 

関アすレルる基ギ礎ー性的炎研症究における好酸球の機能に 医 鳥居敏明 330 

生糖尿細胞病にの生お理け学る昨的及ラ氏び病島理ソ学マ的ト意ス義タチン産 医 牧野英一 330 

アレルギー|生炎症における SRS'"'-'Aの生
物学的意義

医 吉田象二 330 

皮膚球浸系潤腰細胞湯の免胞疫8膜111胞表面学的検討(1)皮検膚索リ 医
ンパ 細の マーカーの

川上恵美子 330 

声帯のBiomechanicsに関する研究 医 小林伸行 330 

肝薬物代謝酵素活性化の機構に関する研究 薬 北田光一 330 

円弧F帯状弾す性だ表れ面電極波と音響導波関路すを用るいたV 工 山口正恒 380 
H フィルタに 研究

超塑性合金の盛り上げ加工について 工 広橋光治 400 

水率素cbsを~反II応npガ太ス陽に電用池いのた製近作接法による高効 工 古川明彦 380 

。~ヒドロキシ酸を原料とするスピロラク I 藤田 力 380 
トンの合成

主合成鎖中と応に用αジケトン結合を含むポリマーの :ζ 阿久津文彦 380 

冠合弁筒花部植〉物の発の合生弁の比花較冠形に態お学け的る融研看究部 (花 教養 西野栄正 350 

木研材究細胞壁の弾性定数の理論的及び突験的 教育 大釜敏正 360 

三元複研究合材料の破壊に関する時間温度換算 工 芳我 攻 370 
則の

陰イオン交応換用セルロースDEAEの無機分析 工
化学への

善国信隆 370 

53 がん特別
研究

(2) 床消化的器研癌究患者における免疫療法の基礎的臨 医 佐藤 i専 3，000 

前立腺癌の特殊性 医 島崎 淳 2，500 

抑関制す性る研T細究胞による腫蕩免疫抑制の機序にI医 藤本重義 2，500 

特環境E問科問学(1) 
湾的岸研都先市の環境動態に関する総合的生態学 理 沼田 真 6，000 

大気汚染の光化学的基礎研究 ヨ二 鈴木 伸 10，400 

特定研究(1) 免疫応答の遺伝的統御に関する研究 |医 多田富雄 9，000 

(2) 幼若筋細胞の収縮タンパク質に関する研究 理 大日方昂

筋細胞の発生に対する運動神経細胞の制御 医 |嶋田 裕 50 

インドール系植物塩基の化学変換に関する 薬 坂井進一郎 1，200 
研究

総合研究ω 決定論と自由の関係の意味論的研究(継続〉 人 中村秀吉 1，400 

西研究欧倫(理継思続想〉の日本における受容に関する 人 白田貴郎 4.00 

維管束植物の系統分類に関する研究(継続〉 理 西田 誠
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53 1 |環境教育の方法論に関する研究(継続〉 理 沼田 真| 2，000 

成生物研究活性を存する植物、微生物成分の生合 研 山崎幹夫 3，500 

一般研究~)I 筋(継肉の続弾)性要素、新しし、構造蛋白質の研究 理 丸山工作| 1，000 

深震海反底射附波近の観に測懸垂(継し続た受〉波器による人工地 理 600
1 

酸続素〉欠乏の人体呼吸機能に及ぼす影響(継 医 本田良行 1，500 

前的立腺よのア γ的ドロゲン依存性に関する基礎 医 島崎 淳 l 9，000 
おび臨床研究

脊髄反射・による運動制御機構の実験的研究 医 本間三郎 |133500

土久(統壌器継伝官)染形性成病に原つ菌いにておの比け較る耐形性態菌学お的よ研び耐究 園
飯田 格 500 

わが国の醸造用ブドウの品質に関する研究 園 康保

(B)!低項効次元果磁に性関系すのる常研磁究性共鳴における非対角 理 山田 勲 8，100

宮111奇肺吸虫症の病態生理学的研究〈継続〉 医 横川町 800 

白(継血続球〉型別HLA系の個人識別への応用 医 木村 康 1，000 

本学態的性研究高血(圧継症続)と動脈硬化症の代謝内分泌 医 熊谷 朗 l 600 

好酸球の機能とその生物学的意義(継続〉 医 1，000 

肺性癌の変の動抗癌と剤免長疫療期法間駄の投研与究に(継よ続る宿〉主抵抗 医 山口 豊 1，300 

カドミウムの催寄型性に関する研究(継 医 堀越達郎| 300 
続〉

経皮経肝率測的定門及脈カテーテ床ル応法によ継る肝続〉内シ 医 奥田邦雄| 600 
ャント びその臨 用(

脊の椎防脊止髄法外に科関すにおる研け究るia(t継ro続ge〉nic paraI3叫s 医 井上駿一 l 500 

頭波頚病部理腫学蕩の確(特立に耳下腺腫蕩〉による超音 医 金子敏郎| 8，200 

構尿素回路へのアンモニア窒素流入の調節機 医 4首 正道| 4，600 

Tramsfer Factorによる肺癌の免疫化学療 医 藤沢武彦| 1，500 
法に関する研究

すアニる比リ較ン系薬薬理物学的の代研謝究と(毒継続性発〉現機序に関 薬 北1f! 晴雄| 1'，700 

日本産ド植と物そよ化り得学的られるイ継γ続ドールアルカ 薬 坂井進一郎| 500 
ロイ の 研究 C*lJEkbE)
教育用画像提示システムの研究 工 小郷 寛| 4，300 

形写真成法的方(材法料に及よびる方精式密に導関電すパるタ研ー究ン)Cの継直続接〉 工 山岡亜夫 2，2501， 

水田土壌の斑紋生成に関する研究(継続〉 園 小島道也| 300 

6-置換アデニン誘導物質による表現型の 園 飯塚宗夫 3，400 

H変傷1換S害to性pl毒as素maのc研ap究sulatumの生産する食釧脳l研 新井 正| 1，000 

ω|視覚過程の時間的特性の実験的研究(継続)1人 |大山 正| 400 
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200 

1，300 

1，400 

1，000 

200 

明

徳
正

清

晃

広川 亮

兼平慶一郎

1]"111 

高橋

浅井

人

人

理

理

理

2，000 

1，350 

嶋田 裕

近藤洋一郎

医

医

宋・元時代の役法と郷村統治制度(継続〉

フ7/ス絶対王成立期における身分制議会
のがト究

標本調査分析用プログラム・パッケージの
作成

総和法と正則関数族N+についての研究

嶺岡・瀬戸川帯の海底噴出溶岩の地質学的
岩石学的研究(継続〉

筋細胞膜の形態分化に対する神経の影響

血管構築からみた腎炎慢性化の実験病理学
的研究

科学研究費補助金

科
学
研
究
費
補
助
金

53 

1，800 

1，500 

2，000 

)fiL道

重義

玖夫

成徳

祥夫

葉千

藤本

中島

富岡

藤岡

医

医

医

医

医

1，700 

1，900 

1，750 

1，700 

1，800 

1，700 
1，600 

1，800 
800 

400 

400 

1，700 

1，900 

1，600 

1，900 

2，100 

200 

1，700 

1，700 

1，700 

政史

公人

宣夫

聖雄

昌子

薫

二泰

英一克

健

正

治郎

鵜戸口英善

西巻正郎

山中捷一郎

晴夫

祥祐

f日

六郎

花村

東伊

村山

若新

伊藤

藤田

瀬

川
広

中

松村

松井

黒見

野口

福田

門田

黒田

医

医

医

薬

薬

工
工

教養

教養

医

人

人

工

間

園

医

医

医

反射性循環調節の中枢神経内経路における
モノアミン神経の関与

RSV変換細胞の抗原構造形成における組
織適合遺伝子の関与

歩行運動におけるガンマ運動神経上位中枢
活動の解析

組織肥満細胞の細胞内代謝に関する研究

溶血性貧血の赤血球非解糖系酵素に関する
研究

F抗原による実験肝炎及びヒト肝炎の免疫
学的研究

Sastained Release Carinogenesis in Dogs 

頚椎および胸椎後従靭帯骨化の形成機序に
関する硬組織学的研究

蔭酸カルシウムの結晶化を抑制する尿中高
分子物質の研究

鼻アレルギーにおける化学変性抗原による
減感作療法

支配神経の機能の発達におよぽす効果器の
影響とそれに対する薬物の作用

ポリアミンによる蛋白合成の調節

トリプトファン、メラトニンおよび関連化
合物の酸素化反応

イオン交換クロマトグラフ法による環境試
料の微量分析

弾性追従現象の理論的実験的研究

近接法による低コスト高効率Cds-Inp薄膜
太陽電池の製作に関する研究

競菜における光合成産物の分配パターン制
御技術に関する研究(継続〉

幼首作物の細胞外凍結後の融解条件と被害
に関する研究

無彩色の現われ方と照明の知覚

双子葉植物の器官発生の比較形態学的研究
(継続〉

ストレス負荷による交感神経性細胞のシナ
プス経由性変化-電子顕微鏡的研究一

員分所有権をめぐる紛争と救済の実証的研

インドネシア進出の日本企業の経営諸問
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科学研究費補助金

53 科- ァー性炭症における SR一生!医 吉田象二

補究費助学研金

物学的意義

皮膚浸潤細胞の免疫細胞学的検討 医 田辺恵美子

インドーノレ誘導体とKOlの反応 薬 谷口幹雄

薬集非品質化の消化管吸収、薬効に及ぼす 薬 山本恵司
効について

低一速帯電構造子多の重研散究及乱法び応に用よる高分子エネノレギ エ 上野信雄

霊童性合象金の変形〕挙動(特に2相境界屑のI 工
現について

広橋光治

ベルト研削における工作物材質と研削量Z' 工 坂宮一彦
について

水率素Cdをs反1n応p太ガ陽ス電に地用のい製た作近接法による高系過効程化 工
古川明彦

現代制御理論による制御御〉系設計法の体 工 美多 勉
(クレーンの自動制

エコシステムにおける有害物的質研究の循環 工 平田鹿則
と安定性に関するシステム

五日成変動のない Pb(Zr、Ti)03を用いた
圧電材料の開発

コ二 掛川一幸

オーチヤードグラスの貯蔵関物す質るの転究流と再 園
生葉の光合成との関係に 研

野島 i専

ヒ1ト主〉要大組学織入学適合者抗に原おけの公る衆若衛年生性学糖尿的研病究と保理健セ管ン 岩本逸夫

HLA ター

多孔質壁をもっ流路における波動の伝播 工 吉田博夫

暖房温室がにおける伝熱形よ態ぼの研響究(屋外気
象要因熱貫流率にお す影〉

国 林真紀夫

試験研究(2) 学童脊柱早変期形に動対診するモアレトポグ〈ラ継フ続ィ〉 医 井上駿一
ーによる 自 断に関する研究

患効者管理法テスト、 PMPによる臨床教育 医 本間三郎
果の評価に関する研究(継続〉

面(継形続状〉を測定する精密画像解析装置の研究 工 磯部 孝

微分化量分析法による単一細胞レベルで‘の細胞
の研究

理 大日方昂

頭頭部腫療の物理的特性の測定とその臨床
的応用

医 金子敏郎

海調外査学術 熱遺帯伝質閤解北析半球と利ア用メリカ地域原生園芸植物の 園 飯塚宗夫

南化石アメリカ南部究の後期中生代及び新生代の 理
植物相の研

西田 誠

備考

1 昭和25年度以前については資料収集が不可能であったため掲載されていない。

2 区分欄の科学研究費補助金等及びその研究種目の目的は次のとおりである。

げ) 科学研究費補助金等

。科学研究費交付金(昭和14年度~昭和39年度〉

3701 

370 

370 

370 

410 

420 

380 

470 

410 

380 

400 

400 

370 

350 

400 

1，600 

700 

1，200 

860 

1，000 

10，600 

1，900 

人文科学、自然科学の重要な基礎的研究を振興させることを目的とする交付金で総

合研究、機関研究、特定研究、各個研究の4種がある。

。科学試験研究費補助金(昭和20年度~昭和39年度〉
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応用研究のうち基礎的段階にある重要研究を躍進させることを目的とする補助金で

ある。

。科学研究助成補助金(昭和26年度~昭和32年度〉

研究機関に所属する研究歴の若い優秀な研究者を育成することを目的とする補助金

である。

。化学研究促進補助金(昭和30年度~昭和31年度〉

わが国の産業を振興し、国民生活を充実するーために化学の分野における科学研究の

振興を図ることを目的とする補助金である。

。科学研究費補助金(昭和40年度以降〉

わが国の学術の振興に寄与するため、優れた学術研究を格段に発展させることを目

的とする補助金である。

例研究種目

。総合研究……多数の研究者が共同して行なう研究〈昭和39年度まで〉

。機関研究…・・・同ーの研究機関に所属する研究者が共同して行う研究で金額により(A)(B)

(C)に区分する(昭和42年度まで〉

。各個研究……研究機関に研究者として所属する者が主として 1人で行なう研究(昭和

42年度迄〉

。助成研究……研究歴の若い研究者が行う研究(昭和32年度まで〉

。特別研究…...重要課題について年限を設けないで、長期にわたって行う研究(昭和41年

度以降〉

。特定研究…-重要課題について一定期間 (3年〉行う研究(昭和38年度以降〉

。総合研究…… 1研究機関を越えて広く異なる機関に所属する研究者が共同して行う研

究(助、そのうち研究連絡を主とするもの(B)(昭和40年度以降)

。一般研究……同ーの研究機関に所属する研究者が1人又は共同して行う研究で金額に

より判(B)(C)O叫に区分する(昭和43年度以降〉

。奨励研究……研究機関に所属する研究歴の若い研究者が1人で行う研究(劫(昭和43年

度以降〉

。試験研究・…..重要な応用的研究のうち基礎的段階のもので、研究の成果が実用に移さ

れる可能性をもっ研究(昭和20年度以降〉

。海外学術調査…・・・国内で文献、資料に基づく研究を行った後、更にこれを発展させる

ため海外で総合的、実証的に調査を行うもの〈昭和38年度以降〉
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(1 ) 千葉大学建物配置の変遷
σ心巳刀コ〉

0初期(昭和27.4現在〉 部
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習志野地区(千葉県千葉郡津田沼町大久保113番地所在〉



同

ω
∞ベ「

工学部

岩瀬地区(松戸市岩瀬351番地所在〕

浦
品
川
ヤ
劃



1362 



五回JJ，稲毛~J~

299 

および研究室 768 
投 官 主 208
日f η九" 窓口1

日ロロ ロ占¥ ruJi山政 室 67
64 1 3 号錯議 主 170

Eコ ---ー可
87 I 2 号館講 三?I 208 
87の1 r;rt属図 館 232
66 11"] f年~j 所 33
3 I:f.t!if:， 図民館;!}hIi 38 
31の1 化学研究室及実験室 79 
34の2 化学実験室 53 
4 物理学実験室 127 
71の1 化学尖験研究室 208 
32 物理学~験研究室 152 
35 物理実験室 47 

I 91の742 給品実験室 13 
UI~立第二高等学佼

生物学および地学実験iJF
究室

180 

72 同 上 139
33 生物学実験室 47 
71の2 心理学研究室 72 
47 人文地 研究室 28 
9 7 号館 義主 102 
25 8 号館講義室 348 
2 9号館体育音楽講義主 128 
ロ 一般教育教室 57 
29 柔 道 場 74
22 合 宿 所 166
68 自IJ 道 場 60
7 食堂兼学主ホール 142 
27 自動車々 w 65 h務
6 10 号館講義主 244 
8 社会科教室及研究室 137 

務--.-ー18 学 生 ).f 1 276 
205 留学生諜住教宰及寄宿合 307 

言i

]
「

ω
∞ω 小中台町地区〈千葉市小中台町824番地所在)
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市場町地区(千葉市市場町26番地所在〉



H

∞∞日
四街道地区(千葉県印旗郡四街道町四街道1523番地所在〉

建物岳号 名 f~; 坪数

教育学部分校事務室
376 

8 

地工j講雨附読誌旨属よま是学天t作t件正F行O芹おf義研体館議尖1tよ分fび究持館官説分場室宝歪宝室担
59 66 
138 78 
6 206 
13 462 
10 70 
4 72 
113 

馳体陛寄柔附E開1<.(.-属察業宿属2第剣H二(科女男幼行舎小子子作道2寄5稚会lド杭業宿合吋舎場場館常悶交) ) 

356 
2 784 
49 129 
76 62 
14 246 
16 640 
94 101 
132 

303 

17 
同附大念物属天理工体部操二化叫小作 業守ヰ1校2 

1，088 
30 100 
29 

化!i'{教学Hu教康室

100 
3 65 
2-1 

工生美 物術作 科 室教教室室

150 
26 180 
23 144 
58 
家?? 政楽科教教 室室

160 
7 140 

同

州

主

笥
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資料編

!縫物番号| 名 称|坪数

医学部附属病院習，桂子介院

4 I本飴-及病室 I485 
5 I病 室I608 
107 I門衛所I 58 
13 I看言護婦寄宿舎 I130 
腐敗研究所

12 本山 l実験室 |465
3 職員寮 320

7 第 2 実験室 156

医 品寸uー. 昔話

11 学生寮(問)1512
73 学生食堂 217

2 学生寮(初f水寮)I 224 
学生部学生寮

241第 1 ~!，，~名寮 |182
71 第 2 無名寮 182

習志野地区(習志野市大久保町4の113番地所在〉
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0西千葉地区移転統合直後〈昭和42.12現在〉
一戸∞
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主性物苦手号 才3 利:

1 
9 
10 

115 
116 

6 
7 
8 
26 
37-39 
65-68 

20 
71-75 
78-79 

51-61 
101 
104 
119 
120 

114 

22 
35 

I ( 

西千葉地区〈千葉市弥生町1番33号所在〉

〕宮内
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施設

に~-I
l白|

l!';物番号 I .1'，1 林

! 傷敗研究所
~! I.~ 号館研究抑
~: I本 館(研究室)

~~ ，~号館研究械
:~ I ~号館研究械
~~ I ~号館研究槻
;~ 1..: 号館日研究棟
25 Iι・ロ，.庫、 11比日

l習志野男子学生寄宿舎(医学$)
! I 常 生 寮(希望従)
1~ ，与生食堂
2 l'学 生 寮(研水喫)

l習志野男子学生寄宿舎(学生部)
13 十字: jミ 筑(佐制約
14 I e戸 '01: 寮 (第二無名';0

l
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習志野地区(習志野市泉町3丁目 9番 1号所在〉
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部l

0最近〈昭和54.4現在〉

4子

ト4

∞U1
品

苦日

苦日

附属小学校

附属中学校

附属幼稚回

附属養護学校

厚生施設

学生食堂

昔日学

，.."，，'戸!---

理

薬

コ二

fl耳L京



Hω
寸
切

学部

基礎医学教室

同窓会館

記念講堂

医学部附属病院

病 棟

外来ホール棟

中央診療棟

エネルギーセンタ一棟

母子センター

精神神経科病棟

看護学部

校舎及び管理棟

生物活性研究所

本 館

坊

主

笥
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書館

教育棟

緑地学科校舎

iEi ef{ IL .=1?. 

i1iJ. 室

学生寄宿舎

職員及学生集会所

松戸地区(松戸市松戸648番地所在〉



(2) 千葉大学土地・建物一覧

(昭和54.4現在〉

一戸

ω
U
1
U
1

地名区 部 設局 名 施 名 所 在 地 土 地
筋鉄骨|木造| 計

備 考
nf 

本部庁舎 |開91 l※内訳本 部 16，056 
そ の 他 ※ 9，32 2，926 体育館 2，625 

持管理センタ l 590 
厚生施設〈食堂〉 1，612 

学生食堂 1，119 

附属図書館| 4，427 武道場 984 

西
人文学部l 5，616 

宿泊施設 231 

その他 2，750 
千

AづL一ら 部 179 ※※内訳
葉
教育学部 千葉市弥生町1番33号 389，170 31，062 

附属中学校 6，160 附属学校

地
15，643 

附属小学校 6，724 
理 ρう三らこa

附属幼稚園 1，418 
区
薬 寸~こa 部| 8，508 附属養護学校 1，341 

工 Aづ'-4こa
部|

教 養

職員宿舎| 1，095 

医 Aづ'-4二4 部| 川 901 開 41 川 54 ※医学部所属

亥 附属病院l 開 01108，453
※※ 

鼻
看護学部l

看護婦宿舎 2，841 

地
千葉市亥鼻1丁目 262，289 亥鼻宿舎 1，898 

生物活性研究所|
8番1号 〈他に借入 935)

区

城

主

笥



一{∞
U
1

∞

地
考

名区
部 局 名 方包 圭~又u 名 所 在 地 土 地m2 鉄筋鉄骨|木造| 計

備

戸寸
ι

ー 生 寮|

職員宿舎|
※※
4，7391 | 

ρうユら
こー 部 ※内訳

園芸学部 17，523 4，146 21，669 
学部 22，189 

松 附属農場 ※ 
松戸市松戸648 202，254 附属農場 180，065 

戸
う~らこ喝 生 寮!浩気寮

(他に借入 19) 
※※園芸学部所属2，019 

地 職員宿舎| 1，461 

区 園芸学部|臨農場樹木実!松戸市小金字大谷
11 

同 111

~らa 生 部|江戸川艇庫|松戸市栄町字西5丁目 I1 
543
11 

195 

志野
習区地
事 務 局 習志野市泉町3の76の30

稲 毛 寮 3，4391 
11，145 

中 寮
無 名 寮

千葉市小中台町824
1，800 

学 生
よ口品、 睦 寮 8，01 2，214 

地
留学生寮 山 68

11
4，312 

区

職員宿舎| |千葉市小中台町制 877
11 
日，叫 9，746 

教育学部
l
臨海実習所|館山市大賀字西台

11 
(他に借日明

649 

|臨海実験室|千葉県安房郡鋸南町 i
山

11

396 
そ

巌

開2



の 医 L主ナι 部 気候医学研究室|山梨県南都留郡山中湖村| 22，叫 297! 

霊境疫学研究施|静岡県磐田郡佐久間町 11 (借入山2)11 451 

薬 学 部|蓄も植JE i館山市山本字上手H垂 11 
8，53 1531 153 

他
高冷地農場 1群馬県沼田市下Jll田町 11 (他に借7入L3紛3581ll M i 396 

園芸学部

暖地農場|静岡県賀茂郡東伊豆町 11 (他に借たigliwoi 
職員宿舎| |千葉市指町ほか 11 (他に借Aaigi| 1，798 
貸

l議書鰐堂そ の 11 (借入876)11 91 

よ口』 Kt 11 (他品開制 1901川327，17911 

一戸∞U
1
U

崎

謹

笥



施 設

(3) 施設・設備拡充整備の推移

年 度 l 建物等名称 構造、階 |面積| 備 考

昭手口

ト学部気候悶究室仙中)1木造 1吋 ベ財団一一附26 

28 医学部基礎医学本館教室 鉄筋コ γクリ 11，660昭和33年度完成
一卜上造地4階下1
階地 建

5却|扇1、面叫接士丈宮恩高霊E会茎)附から寄29 |医学部職員集会所 |木造 2階建|

32 |一職員及び学生集会所木造 1鵬| 刈園芸学部戸定会から寄附
34 園芸学部本館(研究棟〉 鉄筋トコンク建リ 1，133 

一造4階
35 |園芸学部教室研究室 11 4階建 7ヤ和3慨完成
留学生課程寄宿舎(留学生寮〉 '1 3階建 3，611昭和37年度完成

36 11 1階建 512 

37 文理学部教室研究室 11 4階建 8，773 
38 室工研学究部及室び工業短期大学部教 11 5階建 19，355 

女子学生寄宿舎(睦寮〉 11 4階建 1，884 
39 |文理学部教室研究室(教養部〉 11 5階建 9，841 

教育学部教室研究室 11 4階建 11，173 

教育学部附属中学校校舎及び 11 4階建 630761|63076dのうらち寄933 nfは
体育館等 P.T.Aか附

男子学生寄宿舎(稲毛寮〉 11 4階建 1，692 

医学部附属農山村医学研究施
設(浦)[1)

木造 2階建 451
1静ら寄岡附県磐田郡佐久間町か

40 |教育学部附属幼稚園舎 鉄筋トコンク建リ 872 
一造2階

薬学部教室研究室 11 5階建 5，150 

医学部記念講堂 υ 2階建 2，2091医か学ら寄部創附立85周年記念会

留学生寄宿舎(女子寮〉 11 2階建 674 
41 |教体育育学館部等附属小学校校舎及び 11 3階建 4，3001千葉県から寄附

教育館学部等附属小学校校舎及びl 11 2階建 l1，2421 P. T. Aから寄附
体育

工学部合成化学科教室研究室| 1/ 2，230 

工学部附属天然色工学研究施 1/ 3階建 860 
設

薬学部製薬化学科教室研究室! 1/ 2，230 
語学部附属中学校特殊学級 1/ 2階建 780 

西千葉地区環境整備

工学部集会所(松韻会館〉 鉄筋コ γク建リ 560寄工学附部40周年事業会から
ート造2階

42 |教育学部校舎 1/ 2階建 360 
附属図書館本館 1/ 3階建 44271昭和峨完成
西千葉地区体育館 1/ 2階建 2，625千葉県から寄附

1380 
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42 l西千葉地区厚生施設 鉄筋コング長! 1，6121千葉県から寄附
ート造2階

薬学部講堂 11 2階建 498 薬会学か部ら新寄築附施設拡充事業

工学部教室 11 5階建 3，194 短寄大附拡充強化後援会から

看護婦宿舎 1/ 5階建 2，841 昭和43年度完成

43 |西千葉地区給水施設
Bポンプ室及び貯水槽

教吋一校舎 [鉄筋ゴW41 1，113 
ート造2階

語学部附属天然色工学研究施 グ 3階建 l 560 

教養部校舎 11 5階建 3，083 

本部庁舎 11 5階建 3，9961昭和44年度完成

11 5階建 2，740 
44 i教養部校舎

H 2階建 585 5寄実8験附511f工の場う設ち置39協011f力会は印か刷ら工学部印刷実習工場

人文学部校舎 1/ 5階建 4，140 

工学部校舎 H 5階建
3，4501 短3寄和，4大附465平拡qhd寄度充の強附完う建化成ち物後72援以0会外dははか、昭ら

養護教諭養成所・教育学部校l11 5階建 l2，8401昭和45年度完成
4ドヨ2三

45 |西千葉地区既設建物暖房 l昭和47年度完成
西千葉地区環境整備 植栽、道路舗装等

医学部図書分館
鉄ー筋ト造コン2階ク建リ 1，130 

園芸学部既設建物暖房

園芸学部学生寄宿舎 鉄筋コンクリ| 1，9901昭和46年度完成
ート造3階建

46 |本部武道場 1/ 1階建 880 

医学部附属病院防火施設 経自動科火病報棟、〉 避難階段〈神

医学部附属病院基幹整備 門電気、擁、壁ガードレール、

閤芸学部大学院等実験研究室 鉄筋コ γク建リ
ート造5階

3，639 

47 |工学部附属天然色工学研究施
設

1/ 3階建| 5601昭和48年度完成

医学制属柄院診療棟病棟そ|鉄骨鉄筋地工上 1 51，4141昭和畔度完成
の他 クリ一地

下階建2階 12 

医学部附属病院防火施設 院自動〉火報、誘導灯(旧病

園芸施設学部附属熱川暖地農場実 鉄筋コシク建リ
習 ート造3階 1，322 昭和48年度完成
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48 |西千葉地区学生食堂 1/ 1階建 1，199 昭和49年度完成

西千葉地区防火施設 貯水池

医学部附属病院基幹整備
信電波、障特害高受に伴電工う事電負気担通金

49 I~工，_学部機械工学科第二学科校 鉄筋コン階ク建リ 1，340 昭和50年度完成
ート造5

婦医学学校部附生属徒寄看護宿学舎校及び助産 1/ 6階建| 2，5701昭和50年度完成

50 |教養部校舎 // 5階建 2，050 

看護学部校舎 // 7階建 2，400 昭和51年度完成

医学部M1属病院基幹整備 配1*1水込管納付工事金負担金、 給水

学生寄宿舎(無名寮〉 鉄筋コン階グ建リ 1，800 昭和51年度完成
ート造5

51 |西千葉地区学生食堂防火施設 非常警報

生物活性研究所 鉄ー筋ト造コン6階ク建リ 3，440 昭和52年度完成

医学部附属病院基幹整備 金ガ、ス供屋外給設排水備接工続事負担

医棟学等剖附属病院精神神経科病 I鉄ー筋ト造コγ3階ク建リ 7，362 昭和52年度完成

医学部附属病院基幹整備
|新備病、院昭玄和5関2年周度辺完の成環境整

園芸学部環境緑地学科等校舎 I鉄ー筋ト造コン5階ク建リ I 2，2001昭和叫度完成
園防堰芸学堤部附属熱川暖地農場砂

|糊ート造コソ5階グ建リ| 
|昭和昨度完成

52 |人文学部校舎 1，411 

理学部地学科等校舎 // 2，780 

保健管理センター H 2階建 590 

四千葉地区排水末端測定施設

医学部附属病院基幹整備
lスプリンクラー設負担備金、煙
感知器、配水管

医学部附属病院環境整備
|道り路、擁舗装壁、駐車場、 芝貼

亥鼻地区排水末端測定施設

松戸地区排水末端測定施設

53 |西千葉地区給水基幹整備 使所節水装置その他

本部共通棟 鉄筋コン階ク建リ 1，456 昭和54年度完成予定
ート造2

工学部共通棟 | // 3階建| 一昭和5峨完成予定
系西統千葉配管地)区給水基幹整備 (2 昭和54年度完成予定
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53 亥鼻地区環境整備

医学部校舎改修等

亥窮地区給水基幹整備 (2系
統配管〉

亥鼻地区学生寄宿舎

松戸地区給水基幹整備 (2系
統配管〉

留学生寄宿舎防火施設

鉄筋コンクリ
ート造3階建

注:1 文部省会計課所管によるものについては除いた。

2 r構造、階J1閣は主たる建物を記載した。

1，093 

資料一編

病院周辺

昭和54年度完成予定

昭和54年度完成予定

昭和54年度完成予定

自動火報
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学生

9 学生

(1 ) 千葉大学学生定員の推移 (その 1)

:;メna:f1124 25 26 27 28 29 30 
「一一一

入学 総，只疋~ コ 入学 総疋貝 入学 総定貝 入手: 総定員 入学 総疋只 入学 ，総疋員ム日. 入学 総r丸員ム二. 
定員 定員 r疋ム叩貝仁コ 定員 定員 定員 疋，'.只ロ

子 Z一H三J 十ρん 立日F白 560 560 

文理学部 180 180 180 360 300 660 300 960 300 900 (100) (100) 120 660 

人文学部

宣|叩 120 120 260 380 260 640 260 900 260 1，040 260 1，040 

2年課程 360 360 310 670 310 620 310 620 310 620 310 620 

理学部

医学部 80 80 80 160 80 240 80 320 80 400 

薬学部 40 40 40 80 40 120 40 160 40 160 40 160 40 160 

看護学部

工芸学部 180 180 180 360 
昔日
工学部 180 180 180 360 180 540 180 720 180 720 

国芸学部 100 100 110 210 120 330 120 450 120 470 120 480 120 480 

880 880 990 1，310 1，170 2，120 1，290 3，050 1，290 3，890 1，290 4，240 (11000 ) ，11 
4(1000 ) 
，08 

留学生部 (~文制型1I13学州部は~f'J

理学研究科

医学研究科 52 52 
大
薬学研究科

』ナ4 看護学研究科

工学研究科

院園芸学研究科

52 52 

人文学専攻科

専教育専攻科

薬学専攻科

金工学専攻科 25 25 

科園芸学専攻科 15 15 15 15 

15 15 40 40 

園芸学部農業別科 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 

国 2年コース

養護教諭養成所

工業短期大学部 60 60 60 I 120 60 I 180 60 I 180 

注: ( )書は、東京医科歯科大学医学・歯学進学課程定員を外数で示す。
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資料編

31 32 33 34 35 36 37 38 39 

入学
総貝r疋ムー・
入学
総疋員
入学
総r疋貝"-
入学
総r疋只仁ムゴー・
入学
総r疋貝"-・
入学
総疋員
入学
相r疋員昔よー.
入学

土m疋貝心i品『、 入学
総定只

疋{貝口 定員 定員 疋J噌只悶 r疋』貝口 定員 疋pムー・貝仁ゴ r疋ムー・貝Eコ 定員

(100) (200) (100) (200) 120 (100) 120 480 120 480 120 480 120 480 120 480 120 480 120 480 120 480 480 

310 1，090 335 1，165 325 1，230 325 1，295 325 1，310 360 1，370 360 1，440 360 1，440 360 1，440 

210 520 70 280 70 140 70 140 70 140 70 

80 480 80 480 80 480 80 480 80 480 80 480 80 480 80 480 80 480 

40 160 40 160 40 160 40 160 40 160 40 160 40 160 40 160 40 160 

180 720 190 730 225 775 225 820 245 885 265 960 285 1，020 305 1，100 340 1，195 

120 480 120 480 120 480 120 480 120 480 120 480 120 480 120 480 120 480 
1(1000 ) 
，06 3(2，09030 ) (190505 ) 

3(2005 ) 
，77 980 3(100) 5 ，74 980 3，855 1，000 3，935 985 4，000 1，005 4，060 1，025 4，140 1，0@0 4，235 

60 60 60 120 60 I 180 60 I 180 60 180 

52 104 52 I 156 52 I 208 52 208 52 208 52 208 54 I 210 54 I 212 54 I 214 

18 18 

52 I 104 52 I 156 52 I 208 52 I 208 52 I 208 52 I 208 54 I 210 54 I 212 72 I 232 

7 7 7 7 7 7 7 7 7 

25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 30 30 35 35 35 35 35 35 

15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 

47 47 47 47 47 47 47 47 47 47 52 52 57 57 57 57 50 50 

40 40 40 40 !O 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 

60 I 180 90 I 210 90 I 240 130 310 130 350 130 390 130 390 130 390 130 390 
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生学

(1 ) 千葉大学学生定員の推移 (その 2)

:メ昭和40 41 42 43 44 46 

入学 総定員 入学 総H疋員マ 入学 総疋貝 入学 総，疋貝_._ 入学 総疋貝 入学 総，疋只_._ 定入学員 総，員疋_._ 
定員 r疋~貝Eコ 定員 r疋A尋貝問 定員 r疋よー・貝仁コ

子 tコ*~ナEる 立口H作

文理学部 120 480 120 480 120 480 360 240 120 

人文学部 160 160 160 320 160 480 160 640 

ヲ5~ イ音警民ー I~ 年部桂 410 1，490 470 1，600 470 1，710 500 1，850 520 1，960 520 2，010 560 2，100 
2年課程

理学部 125 125 125 250 125 375 125 500 

医学部 100 500 100 520 100 540 100 560 100 580 100 600 100 600 

薬学部 40 160 80 200 80 240 80 280 80 320 80 320 80 320 

看護学部

工芸学部
昔日
工学部 340 1，270 380 1，365 380 1，440 380 1，480 400 1，540 400 1，560 400 1，580 

国芸学部 120 480 120 480 130 490 140 510 130 520 130 530 130 530 

1，130 4，380 1，270 4，645 1，280 4，900 1，485 5，325 1，515 5，730 1，515 5，995 1，555 6，270 

留学生部 60 180 60 180 60 180 60 180 60 180 120 60 

理学研究科

医学研究科 54 216 58 220 58 224 60 230 61 237 63 242 63 247 

薬学研究科 18 36 18 36 18 36 18 36 18 36 26 44 27 53 

学 看護学研究科

工学研究科 50 50 58 108 66 124 70 136 70 140 78 148 78 156 

間1% 園芸学研究科 32 32 32 64 44 76 

122 302 134 364 142 384 148 402 181 445 199 498 212 532 

人文学専攻科

専
教育専攻科

攻
薬学専攻科

工学専攻科 10 10 
干"r園芸学専攻科 15 15 15 15 15 15 15 15 

30 30 25 25 20 20 20 20 

園芸学部農業別科 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 

園 2年コース

養護教諭養成所 40 40 40 80 40 I 120 

工業短期大学部 130 390 250 510 250 630 250 750 250 750 250 750 250 750 
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資料編

47 48 49 50 51 52 53 54 

入学
総定員
入学
総r疋貝ムー・
入学

定員

入学
総F疋員4ー・
入学
土定員品
入学
総定貝
入学 ~.争疋員」心札-、 入学 φt疋員心!<].、

p疋-'-.貝Eコ 定員 定員 定員 定員 ?と員 r疋-'-.貝仁ヨ
定員

160 640 170 650 170 660 250 750 250 840 260 930 280 1，040 310 1，100 

560 2，160 560 2，200 560 2，240 560 2，240 600 2，280 600 2，320 600 2，360 600 2，400 

125 500 125 500 160 535 160 570 160 605 160 640 160 640 160 640 

100 600 100 600 120 620 120 640 120 660 120 680 120 700 120 720 

80 320 80 320 80 320 80 320 80 320 80 320 80 320 80 320 

60 60 60 120 60 180 60 240 60 250 

400 1，600 420 1，620 420 1，640 420 1，660 620 1，900 620 2，120 670 2，430 670 2，740 

130 520 140 530 180 580 180 630 180 680 180 720 190 730 200 750 

1，555 6，340 1，595 6，420 1，690 6，595 1，830 6，870 2，070 7，405 2，080 7，910 2，160 8，460 2，200 8，920 

40 40 40 80 40 80 40 80 40 80 

63 250 65 254 65 256 77 270 81 288 81 304 81 320 81 324 

27 54 27 54 27 54 27 54 27 54 27 54 28 55 29 69 

15 15 

78 156 78 156 82 160 88 I 170 88 I 176 94 182 96 I 190 98 I 194 

44 88 44 88 44 88 44 88 44 88 46 90 50 96 50 I 100 

212 548 214 552 218 558 276 622 280 686 288 710 295 741 313 782 

10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 

5 

15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 

40 40 40 40 40 40 

25 25 25 25 25 25 25 

25 25 25 50 25 50 25 50 65 65 

40 I 120 40 1 120 40 1 120 40 I 120 80 40 

250 750 250 750 250 750 250 750 -1 500 -1 250 
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一戸∞∞∞

(2) 千葉大学入学志願者数の推移

一語吾一一一三竺 F刊ぉ[26 I 27 1 28 1 29 1 30 I 31 1 32 Iぉ 134 1ぉ 136 1 37 1ぉ139 
学芸学部!叫 [ 1 I [ 1 [ 1 [ [ 1 1 1 [ 
文理学部 1 [1，吋2，49812，吋正Oお[3，091[(3，鷲 'Tr'劉刈却611，1751 97811，3471 1，3761 1，剖2
人文学部 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
学審 4年制 1 1判叫吋叫吋吋叫吋叫叫判吋1，4751同 111，537 
部戸づとらこ占 2年制| |判叫 ω|判吋叫吋叫
理 庄づ司こa

医 学 1 (叫(側1(418)1 (れ〉|(4引(4匂(ml(ml(;:il(附|叫吋 821 1，6601 1，0881 9221 9941 8481 1，074 
薬 学 部l叫叫 5611判例叫刈羽21判叫 3501州叫吋 309 
看 護 寸Aとら一 部|
工 ±コミr 占ー才ろー・ 部|叫判
部 工 F竺tZ-， 部| l叫 98611，61311，叫山511，46611，叫 L叫z叫
園 て3日2二;; ρうム与よふ 部12211 2131 3481 4741判制11吋醐l叫悶|悶|印1¥ 吋 6 

計 トイ24(41の|(4 仏18)ド4761(そ認|(そ そ矧(…内小28017，1911 7付7.4544，8251 5，2271 6，4981 6，7501 ECs7s1 5~57sl 4:1931 4，4611 5，2291 6，928 
留は文学理生学部部(留昭和学3生8年課度程以〉別 1 (文部省で選考した国費留学生を受入れ〉

理学研究科|
大 医学研究科| 63 

寸~乞d与a 薬学研究科| 12 

中k

f仔



看護学研究科!

院
工学研究科 i
園芸学研究科|

1 181 441 161 411 491 441 ヰ 4 75 

人文学専攻科 l

専 教育専攻科|

攻
薬学専攻科 1-1 51 101 
工学専攻科| 6 

科 園芸学専攻科| 81 141 11 

61 10) 221 261 121 181 131 121 121 17 

間芸学部農業別科| 1 361 611 421 791 891吋 721 681 751 711 551 471 47 

園zミ 1年コース|

別科 2年コース|

養護教諭養成所|

工業短期大学部 i 1 711 1061叫叫判別|判 2361判利口61
注:1 文理学部の( )書は、東京医科歯科大学医学・歯学進学課程入学志願者を外数で示す。

2 医学部( )書は、医学専門課程入学志願者を外数で示す。

同∞∞む

坊

主

笥



同

ω
0
0 孟宗一-~主1 40 1 41 1 42 1 43 1 44 1 45 1 46 1 47 1 48 1 49 1 50 1 51 1 52 1 53 1 54 

戸で主子ら ーτ+氏... ‘ Aてユ「ら一 部|
文 理 Aづ主こら. 部い，62812，叫 1，62811， 7511 
人 文 ヴ，>>4ー 部| |山911，4041日81凶 41山31ω61 山31 2，4611 2，州 2，2661 775 

戸す'-'こa与

教=目白 4 年 1~1jい， 4361 4， 9331 4，叫 4判ム州問81問213，吋ム判 4，4401 4，9381 7，1941ι2581ι叫 7，706
学部 2 年制|
理 戸えl-一与 部1 11，2791日51 9州問11 判山41 1，3041ω31  2，叫丸刈 650 

医 ρづ主亡d与a 部 84411，27211，30111，50511，44611，77511，38111，30411，26711，叫山31 1，4151 1， 3631 1， 3281 315 

京/l、、 学 部|叫吋吋叫叫 5491吋吋吋判 337 

看 宣}υ告〈ユ 六企主f主:: 部| 217 

工 -3fキミー・ AうYこ:

部 工 戸て之fら- 部|日目14，吋 3，7911主72114，吋 4叫ム吋 4叫日当4日目|悶51 6吋 6，4491 刊 4山7
園 * 学 部l叫日71 吋叫山01 判叫吋 84211，∞71ω61 1，4071 1，4481 山71 7/10 

計 1ド8.7山7閣叫沼
留は文学理生学部部(留昭和学生38課年度程以〉日tr 1 

理学研究科| 97 

大 医学研究科| 16 

必~ 薬学研究科| 44 

中下

除



看護学研究科|
院 工学研究科 1 311 711吋叫 731吋叫叫
閤芸学研究科 | 

|叫叫日31 叫叫判叫 2561判判
人文学専攻科| 71 

専 教育専攻科| τ 

攻
薬学専攻科|
工学専攻科|

f"-!- 園芸学専攻科|
14 

園芸学部農業別科|叫 1231吋判叫
国τ民 1年コース|
別科 2年コース| 91 

養護教諭養成所| 511吋吋吋吋
工業短期大学部|吋吋叫吋叫吋州制21 吋吋

同

ω
U
H

崎

明

↑

罰



む|豆諸一二三土|町 251 26 1 27 1 28 r 29 r 30 1 31 1可 331 34 I 35 1 36 1 37 1 38 1 39 
学芸学部|州 1 1 r 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
文理学部 1 1日01吋判判 298|(1ia(1iii|(i2|判叫叫判叫叫

学|人子学部 1 1 1 1 I I I I 1ー1 1 I I 1 I r 
l 警14年制 1 1刈 2621パ判判刻銘71判 26612621 2刊 2831 242[ 2981 
z1 2年制[ 1叫判判 3061叫吋判 601 361 411 471 [ 1 
理学部 1 1 1 I 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1. 1 
医学部 1 1 1 (削1:(叫 α3)1(叫 (821(8;i|(剖 (121(2~il， (2~~[ 851 851 851 

薬学部 1401 491 481 431 431 431 471 411 431 421 421 351 431 431 451 
看護学部 1 1 1 I 1， 1 1: 1; 1 1: 1: 1 1 1 1 1 
工芸学部|刈吋 1 I 1. 1. I 1 1 1 1 1 1 1 
部|工学部 1 1 1吋叫吋叫叫吋叫判判判判 2861 判
闘芸学部|吋叫刈吋叫叫叫叫吋叫吋叫叫叫判

一計丙可jfiiil-JiiilE5ha173j|J13jliEl:(;iili(お1Cml 9191 9091 98111， 046 
一一 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 251. 661 491 581 54 

1 11  1. 1 1 1 1 1 1; 1 11  1 
11  1___L_ __ _1: 1. ~J__211 141 251: 451 411 511 441 431 
1 1， 1 1 1 1 1 1. 1. 1 1， 1 1 1 

(3) 千葉大学入学者数の推移
中下

山
貯

留学生部(昭和38牛度以則 | は文理学部留学生課程)
理学研究科|
大|医学研究科|
学|薬学研究科|



看護学研究科|

院
工学研究科|

園芸学研究科|

計 1 161 211 141 251 451 411 511 441 66 

人文学専攻科|

専 教育専攻科|

攻
薬学専攻科| 51 101 
工学専攻科| 4 

f;[- 園芸学専攻科| 81 141 91 31 9 

61 101 221 261 121 181 91 111 111 13 

園芸学部農業別科| 221 321 311 461付 401 331 381 401 371 401 361 30 

3閤ミ 1年コース|

別科 2年コース|

養護教諭養成所|

工業短期大学部| 1 581 701 711 611 601 町1901吋吋吋刈
注:1 文理学部の( )書は、東京医科歯科大学医学・歯学進学課程入学者を外数で示す。

2 医学部の( )書は、医学専門課程入学者を外数で示す。
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一{ωむ
仏

中下

三治一一一一土oc_1 40 1 41 T42 1 43 1 44 1--451 46 1 47 1必 149 1 
学部 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

文理学部|叫判吋吋 1 1 I I 1 1 
品 I~~ 文学部 1 1 1吋吋叫吋吋叫
ア|教 1 4 年制 l 叫吋叫吋叫吋吋叫吋判
議12年制 1 1 1 I 1 1 1 1 1 1 
理学部 1 1 1 1 1叫吋叫吋叫叫
部|99i99|州叫吋叫叫刈判叫

薬学部 1- 311 811対 841 821 821 801 811 821 801 
看護学部 1 I 1 1 1 1 1 !二_I_j
工芸学部 1 1 I 1 1 1 1 1 1 1 1 
部|工学部|判吋叫判例吋::921 吋 吋吋
l 芸学部|叫叫刈吋 1411刈叫叫叫叫

l1. 132トベ1ベ1十羽711，45011山内 586トベ
官主主塁手喜望室長室付 1 471 401 281 361 301 1 

l 理学研究科 1 1 1 1 1 1 1 1 1 I 
大|医学研究科 1 541 対 501 111 61 61 161 11 81 91 
学|楽学研究科 1 181 191 181 201 161 251 261 261 251 221 
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看護学研究科|

院
工学研究科|

園芸学研究科| 32 

|刈叫吋 82
1州吋叫叫叫

143
1

198 

人文学専攻科 i 31 

専 教育専攻科| 31 5 

攻
薬学専攻科|

工学専攻科 i
手[- 園芸学専攻科|

園芸学部農業別科| 40
1 

堕目E科~ I~ 年コース I 18
1 

2 年コース|

養護教諭養成所| 161 

工業短期大学部|吋判叫判判吋刈叫吋叫

一{∞
U
U

崎

語

読
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|二

(4) 学生在籍者数の推移
中k

部 大学院研究科 専 Bリ ムにIー 工大業学部短期

医!薬|「ヱ|園[計開刑事看学護 工学 学園芸 定学員外生 攻 定学生員外
J仔

護 士 (D )!(M)!(M) (M)I(M) (M) 〈再掲〉 科科
計

(再掲〉所

43 



44 
281 

1，860 636 348 1，587 99 137 34 ， 116 15 302 7 2 40 6，166 719 4 24 
3111 242 

45 
151 

1，871 651 346 1，610 564! 6，028 97 91 40 142 33 306 9 2 40 6，376 714 5 40 
4681 367 

46 
19 

1，973 642 335 1，631 562 6，285 90 63 50 159 50 322 10 2 41 6，650 682 4 65 
6341 489 
9 

47 
6541 515 

1，997 656 333 1，658 .559 6，381 65 42 52 155 68 317 8 21 35 6，735 674 31 71 

48 
6 2，096 640 332 1，684 575 6，535 55 39 49 152 70 310 8 9 39 6，893 667 71 82 
6731 529 

49 
3 
2，163 676 327 1，697 618 .6，738 52 38 47 161 69 315 7 8 41 7，102 656 5 8円

6991 555 
一

50 7931 586 
2，224 669 328 60 1，725 682 7，067 36 33 51 24 167 69 344 5 10 50 7，471 638 3 

51 9021 624 
2，282 691 322 117 1，899 732 7，569 29 39 52 54 182 61 388 1 11 69 8，037 438 。69 

52 984! 6711 2， 345 7131 3251 1751 2，069 768 8，050 27 39 47 66 6 11 67 8，530 233 。38 
一一ー

53 7191 3281 2321 2， 218 774 ， 8，406 24 49 50 70 9 9 72 8，922 13 。
， 

注: 1 24年度は、 7月15日現在、 25年度は4月30日現在、 26年度は9月30日現在、 27年度は5月15日現在、 28年度は29年1月31日現在、 29年

度は6月30日現在、 30年度は11月1日現在、 31年度は5月31日現在、 32~33年度は10月 31 日現在、 34~37年度は10月 1 日現在、 38~53年

度は5月1日現在における学生数である。

2 定員外学生とは外国人留学生(本土復帰前の沖縄出身学生も含む〉をし寸。

3 24、26、27年の各年度の定員外学生数については不明の部分があるので、とくに記してない。
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(5) 千葉大学卒業者・修了者数 +ま

区

理学部|

医学部i
薬学部|

看護学部|
部11
工学部|

19 



震学研究， ， 1 1 ¥ 1 ¥ 1 ¥ -1--1-1- 1 1 1 I ¥ 1 1 1 1 I I 1 1 1 1_1 
院長学研究1 1 1 '~I --1---1-1-1-1 1--' 1 1 1 1 1 I ¥ 1 1 1_1 
賠学研I1 1 1 1 I 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 l' 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
計 1 1 1-1 -1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1， 1 151 1 211 I~I- 1 221 1 -41' 1 381 ~ 
会者学専1 1 1 1 1 1 1 1 -， --�----'-----� 1 -， -，-，-1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
専者育専攻1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 j 

攻苦学専攻1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 51 ~I ~1---1----31 I 51 1 21 1 21 1 21 1 11 _1 
語学専攻1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 21 1 1 1 51 1 41 1 21 1 1 1 21 1 11 1 11 1 5 
f:>!. 騎学専1 1 1 1 1 1 1 1 41 1 51 1 91 [ 81 [ 31 1 81 1 21 1 4¥ 1 3¥ 1 81 1 9 
計 II 1 1 1 1 1 1 41 1 71 1 141 1 221 1 101 1 151 1 41 1 81 1 61 1 101 I_!_~ 
F||19|l4lぉ1 1 431 1ぉ 1401 1 321 1 371 1 391 1 361 1 

401 1 351 1 421 _I~ 
i年コー 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
別科 三年コー 1 1 1 1 1 I 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 I 1 I I I 1 1 1 1 I 1 
言書教諭養1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 I 1 1 
藷短期大1 1 1 1 1 1 1 1 361 1 441 11 56¥ 11 481 1 531 1 821 1 751 い131 11181 1 951 1 88 
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中k

理学部|

医学部|

薬学部|

看謎学部|

部|工学部i
園芸学判

計|
留学生部ー
(昭和38年3
月以前は文理
学部留学生課
程〉

|理学研究|
大|科|
|医学研究|
学|科 J



院|苦学研究1 1 111 

語学研究1 1 1 

野学研I

計 1 1 521 

錆学専1 1 1 

専l者育専攻I 1 11 

攻l苦学専攻1 1 1 

l語学専攻1 1 1 

科|欝学専1 1 101 

計 1 1 111 

臨時1 1 491 
雲I~年コ一 1 1 1 
型1;年コー 1 1 1 

語教諭養1 1 1 

藷短期大111 901 

H
品
。
一
戸

|181 1 判
|251 I 441 

11  1 1 

|対|吋
|1  1 1 

|21 1 51 

|1  1 1 

l1  1 1 

|31 1 41 

151 191 

1421 1 411 

11  1 1 

|1  1 1 

l1  1 1 

j 881 1叫

|181 I 171 1 151 1 231 I 261 1 241 I 241 1 211 I 281 1 221I 23 

i461 1 481 1 561 I 721 I 751 I 661 ! 701 1 691 1 791 1 821 21101 

| 1 1 1 I 91 I 121. 1 241 1 331 I 291 1 341 I 311 1 23¥ I 32 

1吋|吋 11吋 10)叫 L11吋|刈|吋 11吋|刈 21叫 51201

l I 1 1 1 1 1 1 1 1 31 1 41 1 51 I 61 1 51 1 4 

1 31 1 11 1 21 I 21 1 11 1 41 ¥ 2¥ 1 21 1 2¥ ¥ 11 11 4 

i 1 1 1 I 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 I 1 I 1 1 

|1  1 1 1 1 I 1 1 1 I 1 1 1 1 1 I 1 1 j 

1 151 1 11 1 1 1 1 1 I 1 1 I I 1 1 1 1 I I 

1 1811  21 1 21 1 21 1 11 1 71 1 61 I 71 1 8¥ 1 61 11 8 

l401 1 401 1 391 1 411 1 351 1 381 1 411 I 1 I1  1 ¥ 1 

|1  1 1 1 1 1 1 1 1 I I I 1 I 181 1 171 1 1711  15 

11  ¥ 1 1 1 1 1 1 1 ¥ I 1 1 1 1 ¥ 281 1 221 1 25 

11  1 1 1 1 1 241 1 141 1 261 1 221 21判 11301 1 38j ] 
11711 111431 1511561 51叫 51判 11吋 61叫 41判 51吋 1]σ円 4

閥

均

掌

笥
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(6) 千葉大学外国人留学生受入れ状況ー監

日五~1~:1271281291301311321331341351361州
湾 1 1 11 71151 231161 [l~! (i)llOl 91 71101141121151 [1~! 161 .1_21.~1 MI (I)I 21 31 11 71 31 91 131 51 2~5~ 

ンドネシア 1 1 1 1 21 11 1 11 1 1 1 21 21 1/ _1_1 / 1 21 (N (N (~)I 21 1 11 (N (N (N 1 1 f8~ 
ビ ノレ

マ 1 1 1 1 1 1 (N (N 1 1 (N 1 1 1 1 (N / (N 1 I / I 1 (N I 1 1 1 1 1 (~) 
タ ィ 1 1 1 1 1 1 (N 1 11 11 1 11 1 1 (~)! (~)I (N (I)] (~)I (N 1 (~)I 11 (N 11 1 (N 1 a)1 (N 1 ~~ 
オランダ 1 1 1 1 1 1 (N 1 / 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 (I) 
ギリス 1 1 / 1 111 1 1 1 1 1 1 21 21 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 5 

ミルトガノレ/ 1 1 1 1 11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 / 1 1 1 1 1 1 1 I I 1 
草万 鮮 1 1 1 1 1 1 1 21 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 21 1 1 1 21 1 1 1 1 / I 1 1 1 1 1 1 12 
でj~斗"'-

国 11 1 1 1 1 1 1 1 1 2/ 1 1 1 1 1 11 21 71 1 1 31 31 5/ 21 21 21 21 1 21 1 1 1 1 (I)j (~)I (I)jお
ィリピン 1 1 1 1 1 11 1 / 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 (i)1 1 1 1 1 1 1 1 (I)j (I)j 1 1 (I)j (~) 
キシコ 1 1 1 1 1 1 I (N 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 I I 1 1 (N I 1 1 1 (N a) 
ナム 1 1 1 1 1 1 1 1 (N 1 1 1 1 11 1 11 I 1 1 11 (I)] 1 1 41 71 71 61 21 1 1 1 1 &L~ 

γ ボジア I1 1 1 1 I 1 1 (N (I)j 1 1 1 (~)! (N 1 1 (N 1 1 I I 1 1 1 1 1 1 1 (~) 
フ オ

ス 1 1 1 1 1 1 1 1 1 a)1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 (N 1 (N 1 1 1 1 1 1 1 1 (1) 
マレーシア 1 1 1 1 1 1 1 1 11 1 21 1 1 21 11 31 (N 1 1 31 21 (N 1 (I)! 1 1 1 1 I 1 (N [4~ 
コポーノレ 1 1 1 1 1 1 1 I 1 11 1 1 1 1 11 1 1 1 1 1 11 1 1 1 (I)j (N 1 (N 1 1 1 1 1 (~) 
ロン 1 1 1 I I I 1 I 1 I (N I 1 1 1 I I 1 (N I I I 1 1 I I 1 I I I I (~) 

、μvo-
-吋・

t与



H

品。
ω

ク 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 (I)! 1 1 (N 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 I (~) 
Zノレトガル 1 1 I 1 1 1 1 1 1 1 11 1 I 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 I (b! 1 1 1 (I) 

ド 1 1 1 1 1 1 1 I 1 1 11 1 11 1 1 1 (i)1 1 1 1 1 (~)I 1 1 I 11 1 1 (b! • 1 (~) 
守ラジノレ 1 1 1 1 I 1 1 1 1 1 1 (N (N 1 1 1 1 1 I (N 1 1 11 (b! (b! 11 1 11 1 11 1お
リカ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1
1
1
1 1
1
1 1 1 1 1 11 1 1 1 1 1 1 1 1 4 

エチオピア 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 (b! 1 1 1 I 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 I 1 (i) 
ン 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 (b! 1 1 1 1 1 1 1 (I)! (b! 1 1 1 1 (b! 1 1ゐ
コ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 (N (N 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 (h! (~) 

ヒスタン 1 1 1 I 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 (b! (b! 1 1 1 (b! 1 11 1 1 1 1 1 1 (i) 

香 港 I 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 I 11 11 11 11 31 1 1 11 1 1 1 1 8 

ルゼンチン 1 1 I 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 (I)i (~)I 1 1 1 1 1 (N 1 11 1 (I)j (~) 
レギ- 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 (N 1_1  1 (N 1 1 1 1 1 1 1 (~) 
ミール 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ! (N 1 1 1 1 1 1 1 1 (i) 
ζ ノン 1 I 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 (N 1 1 1 1 1 1 1 1 (I) 

- 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 (N 1 1 (~)I 1 (b! 1 1 1ゐ
、ンガリ- 1 1 I 1 I 1 1 1 I 1 1 I I 1 1 1 1 1 I 1 1 1 (b! 1 1 1 1 I 1 1 (i) 

マカオ 1 1 1 1 1 1 1 1 1..1 I 1 1 1 1 1 I.__L_I__I I 1 1_11 1 1 I 11 1 1 2 
スラエル 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 (N 1 1 1 1 (I) 
ヒア 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 (N 11 1 1 1 (i) 
リ 1 I 1 1 1 1 I I 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 I (I)i 1 I 1 1 (i) 

湾

設
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王?之主主剖一-/い阿帥川2お判沖吋…6付中巾|ド同阿2幻判7パ|州 3ω叫…0川|同3況叫1/… 3臼叫沖4/ド同3お州5刊|
りシュ / 1 / 1 1 1 / 1 / 1 1 / I / 1 / 1 I I 1 1 / / 1 1 (L! 1 1 1 1 &) 

1 ランヵ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 (I)i 1 1 1 1 (~) 
スタン 1 1 1 1 1 1 1 I I 1 1 1 1 1 1 1 1 I I I 1 I 1 I 1 1 I (~)I I 1 1 (~) 

コロンピア II I I I I I I 1 1 I 1 1 1 I I I 1 1 I I I I 1 I I I (I)/ I (~) 
イタリア 1 I I I I 1 I 1 1 I I 1 I I 1 I I I I 1 I I I I I / I (L! I I (I 
フランス II 1 / I 1 I 1 1 1 I 1 1 1 I 1 I 1 1 1 I 1 1 1 1 1 1 (L! I 1 (I) 
アドル 1 1 1 1 1 1 1 I 1 1 1 I 1 I 1 1 1 I 1 1 I I 1 1 1 I I I (I)/ 1 (~) 
アィ 1 1 1 I 1 1 1 I 1 1 1 I 1 1 I 1 1 1 l' 1 1 1 1 1 1 1 1 1 (N 1 (I) 

中華人民共和国 1 I 1 1 I 1 1 1 1 I 1 1 1 1 1 1 1 1 I 1 I 1 1 1 1 1 1 1 1 21 2 
、ズエラ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 I 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 I 1 1 1 (I)/ (~) 

1 11 1 I 71181 271 r3~1 r3~1 羽羽税制的制 51515l alglzlz! お|務1 f2~1 お1 r9~1 日|お|お174E)
注: ( )書は国費外国人を内数で示す。

中E

ト汗



(7) 学位授与

旧制学位、医学博士2，590・新制学位 医学博士1，017

訳新制学位内

訂「一
課程修了によるもの

I111111114145111439l21111111131 悶論文提出によるもの 51 271 511 401 321 261 321 451 261 311 201 141 231 371 161 201 131 461 
1 151 211 141 251 461 651刊訂1741 771 831 931付ヰ 321211 371 401 231 271 261山 7
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(8) 千葉大学学寮一覧

入 寮 施設の概況
所 居J 寮 名 収容定員

構造|面積mzl建築年月 laふ2
所 在 1也 4百 考

対象者

北 寮[事理学聖| 321 W2 1 1.5円|昭和18.31 2 ~ 31千葉市叩明7伊3，010. 

鮭 名
寮|調季| ベW11 1中幻101 2~31'型大久保町 lF19撫名寮完成時晴

学生部
陸 1181 R 4 1 i:制昭和 ~9. 31 

A棟 専門課程 1，654 昭和40.3 2 猪生丘、工部寮学代所司替管碗ととT昔なしてB棟棟を完統成合にし伴稲毛寮 千葉市小中台町824いのA て

B棟 男 子
3，439 昭手口41.3 2 学る

組 名 寮ip課事! 1001 R 5 1 お61aø~51. 71 1"""2 1，800 昭和51.7 

丘 1101 W2 1 国91明治一 3~41 暗市市場開 lE和寮41.4蜘毛寮B棟捌中 I2，138.4 

拓 IU 
寮lF空| 1出61明治30.11 2 ~ 6 昭和27.3焼失2，112.0 

教分育学校部 陸
安 li主主主| 1叶明治30.11 1 ~ 2 街印道揺郡千代田町四 昭完和成3に9伴.4女い廃子統寮合寮として現睦寮2，587.2 1，523 

啓 IU 
安 lF哩| 1ぺ明治33.101 2 昭に和伴3い6年入寮度停2年止課昭程和3学8生.2廃募寮集停止2，112 

研水寮|震学事| 181 W2 1 昭和45.8廃寮739.2 
千久葉保郡津田沼町大

|医学部人生希望家lE守| 471 W2 1 
844.8 昭月廃和寮54.4寄宿舎開寮に伴い同年31田9.6和 13.61 1 ~ 2 

4生

}仔



i医学部 i
第一学生寮|男 子|

医学部
|医学部専

医学部学生寄宿舎|門課程男
子

以

ム

一

生

日

J
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i
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i

 

部
一
学
一
工
一

ー争4-

"A  寮|語学手|

寮[男吋|

寮lp時
気

園芸学部

浩 気

男

女
四国人国

生
外
学

棟

一

棟

A

一
B

寮生学留部生学
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F
h
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601 P C 3 

681 W2  1 
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円
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円
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F
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和刀口口μ9
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F
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つ
d
n
u
噌止

:;|大正 9. 81 

f|昭和 9. 31 
4山根
:|昭和36.61 

~I昭和 38. 31 

I .::r:.#-::i::'h-:JIr::m-r'7or:昭和54.4寄宿舎閲寮に伴い同年311千葉市矢作町785 1月廃寮

|第1学生寮 (20名収容〉
11千葉市亥鼻1-8I人生希望寮 (54名収容〉
-1 共に木語老朽寮のため建替えたも

の

I -I:!_\r=;-::i::'ð~Irl'iC: 0~ -'昭和40.4現稲毛寮A椋完成に伴い
2，___， 61松戸市岩瀬間 |廃寮

4 

-1松戸市松戸ω !昭和46.5新寮に建替え
4 
2 

1 

千葉市小中台町幻4125地区国立大学の外国人学生も
1 

一ECU
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10公開講座

公開講座の実施状況

年度|講座名! 議 座 の 趣
K日2 
| 務部|開催日数時間 1会特集定員15出所要経費 l備 考

昭和

京地境いてと域す葉住問る工住環題民る業境。民由白理地主のと解帯重公要害点大をの急問深なと題速関環め境心をなる事選基発こ展定準ととをEなにし伴い

(67日月間19日~ 社(開会放教講育座局〉って
206，000円

47 「環境と 、環
ゴfニLム 学 時7間月26日〉 会本議室部 70人 1，000円{謝校費金165，000公害」 っし、 延べ36

目的 41，000 

「人環境間汚生染活」と 続題前教と年養いをし度ててを目講身的の「環座にと「致境すをつ事汚開ける染設。ると機公とし人害会、地間をJ与生域B講活住え座」民るにのこと
(98日月間21日~

講医学堂部 liJ 校費346， 社(開会放教講育座局〉
48 

ニ戸じ、 学 時9間月6日〉 300 1，000円 000
延べ36 000) 

産し業の革中命で以我七、来々に、技ど術ののよ進う歩に結がびくつら

ヱ(理工人教医学文育学学学学短部部部部部

(58日月間26日~
379，000 

社(公会開教講育座局) 

「生活と文J支術化」 いていた を見技て術直ゆしてカ、そこから 時8間月30日〉 会木議室部49 
人すき間の見ための はくいミにあ目るべ 延べ30 100 750 (謝校費金261，000
かを出し ことを的と 118，000 
る。

50 (学内事情により中止〉

(57日月間26日~ 大(公開学講座局〉

工大 (業工教教学育短学養学期部部部部

時7間月30日〉
「くらしと 延ベ30

教F号養館部
483，000 

51 80 1，500 {謝校金費肌 000こころ」
187，000 

る。

吟
部
判
明
照



〈らしの中異わ目自他常的のか健Jのとりやす康健のす場康のる実。を合く態取をイる知手るドり、き
医 (看生研教学間物育究学活所部性部

延(57べ日月間却25時日7間~ 月29日〉
大〈公開学講座局〉

「くら健し康と」
処「心置身との に ベ

教F号養館部
382，000 

52 
について 守ガ だを行て

100 1，500 (謝校費金肌000
195，000 

うことを

延(7毎5べ日週月間22土17時曜日7間~月日8 日)「文くらしと

人21文番学教室部
302，000 

大(公開学講座局) 53 化本探世を左る」 人文学部 100 1，000 {謝校費金日開O
一日 160，000 
界一

同
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